ア / な WC 大 // 半 義 en 


悦 リア ル タ イ ム 海 誠 時 の 製 
礎 ディ ジタル ディ レイ 万 5/ の 人 夏 ( 廊 798g お 
層 准 星 恋 送受 周旋 宮 の 一 覧 と デー タ の 見 方 
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※JVC は 、 日 本 ビク ター の 世界 プラ ンド で る 


は じ め て 見 た と き は 驚い た 。 と に か く ハ ッ キ リ 映 る 、 と に か く ク ッ キ リ 見 える 。 見 る 人 の 心 を 動 
か し て し まう 。 ほ ん と うに S っ て スゴ イ 。 こ ん な に リア ル に 映る な ら 、 い まま で 以上 に あれ も 撮 
り た い 、 こ れ も 見 た い 、 と いう 気持 ち に な る だ ろう ね 。 と ころ で 、 も う ひ と つ 大 事 な こ と 、 忘れ 
て は いけ な いこ と は 、 い まま で 大 切 に し て いた VHS の テー プ が 、 宝 も の の テー プ が 、 ち ゃ ん と 
その まま 使え る っ て いう こと な ん で す 。 つ まり S-VHS は VHS を も ふく む わ け で すね 。 と な る 
と 、 い ま の VHS ネ ットワーク は 、 つ き ぎの S-VHS の ビデ オ ネ ッ トワ ー ク へ と 、 そ の まま 広 が 
る 。 新しい 技術 の 進歩 は 、 こ う で な く て は 。 映像 は これ か ら ま すま す 、 ソ フト と ハー ド が し の ぎ 
を 削っ て レベ ル を 高め て いく は ず で す 。S の 登場 で 、 新 し い ビ デオ の 時 代 が 始ま り そ う で すね 。 


人 @HR-S8000-GR-S55 は 二 IVHS 方 法 の ビデ オ で す ※ 二 MVHS 方 式 と は 、 家 放 用 と し て 全 世 界 に 普及 し た VH 方 式 を も と に . さ ら に 高 解像度 ・ 高 画質 化 技術 を 駆 
穫 使 し て 新開 発 され た 映像 情報 時 代 の ビデ オ 方 式 で す 新聞 発 の 高 性 能 二 IVIS ビデ オ テ ー ブ と 組合 わせ て 使用 する こと に よっ て 、 水平 解像度 400 本 以上 の 高 画 
人 質 記 録 を する 性 能 を 有 し て いま す ※ テ レビ 放送 番組 を 録画 する と き は . そ の テレ ビ 放 送 の 水平 解像度 で し か 再生 され ませ ん 信二 VHSI/ 二 IVHS 同 マー ク の つい 
た ビデ オ は 、 二 VHS/ 二 [WS 固 マー ク の つい た ビデ オ テ ー プ を 使っ て 高 画質 記録 再生 が で きる と と も に VI / [WS 固 マー ク の つい た テー ブ で も 従来 通り 記録 再生 が お 楽し みい た だ け ま す 。 
@ 但し 、 二 VI 方 式 で 記録 され た ビデ オ テ ー プ は 、MIIS マー ク の つい た IVIS ビデ オ で は 再生 で きま せん 。 人 本 機 の 3 倍 モ ー ド で 録画 し た ビデ オ テ ー ブ は. 標準 モー 専用 の IVIS ビデ オ で は 再 
生 で きま せん の で 、 こ 注意 くだ さい 。 介 万 一 本 機 お よび ビデ オカ メラ 、 ビ デオ テー ブ 等 の 不具 合 に より 正常 に 録画 され な か っ た り 、 再 生 で き な く な っ た 場合 、 そ の 内 容 の 補償 に つい て は ご 容 
赦 くだ さい 。※ ビ デオ て 録画 (録音 ) し た も の は 個人 と し て 楽し む な と の ほか は 、 著 作 権 法 上 . 権 利 者 に 無断 で 使用 で きま せん 。※ ビ ピク ター へ の お 問い 合わ せ 、 カ タロ グ 請 求 は 、〒100 東 京都 千代 


田 区 隅 が 閲 3-2-4 吉 山 ビル 日 本 ピク ター 交 イン フォ メー ショ ン セ ンタ ー 合 03-580-2861 V 係 へ 
\ お 買い 上 け の 際 は . 製 造 番号 を お 確か めく だ さい 。 *「 ム ー ビ ー」 は 、 ビク ター の 登録 商 禁 で す 北 光 ク の /// 日 門 ビ フタ ー 株 式 容 社 


ドッ < sy こわ 
ビク ター の は ムー ビー を 変え た ね 。 
S-VHS の 小型 軽量 ビデ オム ー ビ ー が 、 と うと う 登 場 し た 。 ビ ピク ター の GR-S55.S-VHS の 高 画質 を 
十分 に 生か せる よう に 、 有 効 画素 33 万 画素 ( 総 画素 数 36 万 画素 ) と いう 高 精度 CCD を 搭載 . も の 
の 質感 と か 空気 感 と か 、 細 か い デ ィ テ ー ル も びっ くり する ほど リア ル に 鮮明 に 喘 し だ し ます . い まま 
で 気がつか な か っ た エク ボ と か 、 涙 と か 、 あ る い は 人 の 気持 ちや 心 の 動き まで 撮れ て し まう 、 と いっ 
た ら 言 いす ぎ か な . 大 幅 な 1IC 化 や 、 あ る い は 高密 度 実装 技術 に よる 基盤 面積 の 縮小 化 な ど に よ 
り 、 本 体重 量 も 1.2kg と コン バク ト に な り ま し た -. 編 集 機能 も 優れ て いて 、 そ の うえ 多彩 な 機能 を あ 
れこ れ 駆 使 す れ ば 、 か な り 凝 っ た マス ター テー プ が つく れる で し ょ う ね . で も 、 も ちろ ん フル オー ト 
だ か ら 、 は じ め て の 人 で も ご く ご く 簡 単に 使い こなせ ます . 結 論 . こ れ か ら は ムー ビー も 、S-VHS 


ビク ターS-VHS ム ー ビ ー 辿 VHS[HGR-S55 


\250.000 *ems 


rrJirYrn 


ピク ター の S は ビデ オ を 変え た ね 。 


こん と の ビク ター の S8000 は 、S-VHS テ ー プ を 使え ば も ちろ ん 水平 解像度 400 本 以上 。 こ うな る と 
た だ 絵 が キレ イ と いう の で は な く 、 画 像 に イキ イキ し た 質感 や 存在 感 が 生ま れ て くる の で すね . い ま 
の テレ ビ 放 送 は も ちろ ん 、 放 送 が 高 画質 に な れ ば も っ と 鮮明 に 録 れ る . 高 画質 ソフ ト も どん どん 出 
て くる だ ろう し 、 そ うな れ ば や っ ぱり ビデ オ は S-VHS と いう こと に な る の じゃ な いか な . デ ジタル 
機能 が 加わ っ て 、 映 像 で テー プ の 目次 が つく れ た り 、 デ ジタル ・ ア ー ト も 楽し め る . し か も 、 そ の 映 
像 効果 が 録画 ・ 再 生 で きる と いう の も スゴ イ で し ょ う . フ ライ ング イレ ー ス ヘッ ド で 、 編 集 の つなぎ 
も より キレ イ に .S の 高 画質 の 楽し み が 、 映 像 を クリ エイ ト す る 喜び が 、 ぐ ん と 広がり まし た . そ の 
S の 高 画質 を より 生か す た め に 高音 質 の VHS・HiFi 深 層 記 録 方 式 を 搭載 . そ の 他 多彩 な 機能 も 


ビク ターS-VHS ビ デオ 公 VllsHR-S8000 


(発売 ) 掌 の 40.000 ( 多 機能 ワイヤ レス リモ コン 付属 


エリ ナチ フ ノノ リピ 210D 提 の 打 し し 結 識 ソス ラロ 


特許 出願 No538.302/544.000 


の サー キッ ト ボ ー ド 
が 誰 に も 手軽 に 安 
価 に 早 〈 出 来 ます 。 

@ 共 板 設計 不要 。 回 
路 図 か ら 直 接 、 基板 
製作 が 出来 ます 。 

エッ チン グ 、 ハ ンダ 付 な 
し で 、 サ ー キ ッ ト ボ ー ド が 
作れ ます 。 

研究 所 、 学 校 等 で の プロ ト タ イ プ 基 板 の 製作 、 
又は アマ チュ アホ ビー 等 、 プ ロ か ら ア マチ 
ュ ア まで 広範 囲 に わた っ て 基板 が 手軽 
に 安価 に 出来 ます 。 


の 

WW 

⑲ 誤 配線 、 回 路 変更 等 が あっ て 
も 、 部 品 や プレ ー ト を 傷つけ 了 4 1 
る こと が な いた め 手 軽 に P レン ブ 4 きき 
変更 出来 、 高 価 部 が ー ウッ へ SN 


品 の 再 利 ) 月 が 
出来 ます 。 


筐 定 価 \4.800 


紀 半 三 井 箇 産 株式 剣 入 
旬 語 オガ ワリ ワ 精機 株 式 会 社 


〒I60 東京 都 新宿 区 百人 町 2-4-5( 及 川 ビ ル ) 
TEL03-367-8211 FAX 03-367-858| 
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0 


浅田 館 は 生 楽 で ある 相 梗 根 、 
吐 根 、 麻 黄 、 楽 用 人 参 の 成分 
が せき を し ず め た ん を きり ます 


ヨミ zTHr 
9/ 


己 z み 5 紀 


セン ター メー タ を 
回 訴 に 2 


極性 を 迅速 に 判定 する オー ト ボ ラリ ティ {回 路 を 搭載 。 各種 ジジ ジタル 回 路 
お よび OP AMP. 回 路 お よび 土 電源 等 の 測定 に 威力 を 発揮 し ます 。 


オォ ー ト ポラ リティ 機能 搭載 
YX-361TR 44 


念 新 設計 ワン コン トロ ー ル 24ch ス イッ チ 採 用 

@⑯ ワイ ド な 12 フ ァ ン クシ ョ ン 33 レ ンジ を 半 備 

人 @ 光 で 知ら せる 導通 チェ ッ ク LED 搭 載 

ll @ 失 働 負 和 荷 を 内 蔵 し た BATT テ スト 機能 

| 人 @ 高 性 能 ヒ ュー ズ と 保護 ダイ オー ド に よる 一重 保護 

凡 |) @1C テ スト ポイ ント に 対応 し た テス トピ ン を 採用 

候 赴 流 / 交 流 車 辿 回 路 の 交流 分 を 検出 する 0UT-PUT 
端子 

人 @ 別 売り アク モ サ リ に より ロジ ッ ク ア ナラ イザ 、 TR・FET テ 

スタ 、 直 流 高 電 圧 計 へ 発展 可能 

= 価格 は その まま に 

』 金メッキ テス トリ ー ド が 

』 つ いて 新 発 売 . ノ 

, 限定 3,UUHU 台 


MYX36TTR 


1 
9 


パッ ケー ジ に 
つい て いる この シー ル を 
ご 確認 の 上 、 お 求め くだ さい 。 


FR PR PR PR PR PRN PP PPm mm mm mm mm mm mm 


超 低 損 失 IC オ ペア ンプ 採用 


EM-01 

\6.500( ケ ー ス 付 \7.700) 

全高 い 内 部 抵抗 に より ロス の 少な 
い 目 確 な 測定 が 可能 

人 極性 を 重視 する 測定 に 便利 な ぜ 
ロ セ ンタ ー メ ー タ 機能 

@1000p ド -5F を チェ ッ ク す る C メ ー 
タ を 内 大 

@1000MQ ま で カバ ー す る 超 ワ イド 
な 抵抗 測定 レン ジ 

便 別 売り アクセ モ サ リ に より ロジ ッ ク ッ パ 

ルス に も 対応 


超 高 感度 LED 
パル スイ ンジ ケー タ 装 備 


BX-GSTR 


\6.280( ケ ー ス 付 \7.480) 

便 最小 17ns の 単発 パル ス に も 応答 
する LED パ ルス イン ジ ケ ー タ を 
装備 

人 @ 守 流 制 御 式 で ロモ センター 機能 に 

。 より ゼロ セン ター メー タ と し て 機能 

_。 人 光 で 知ら せる 導通 チェ ッ ク LED 
搭載 

人 別売 り ア クモ サリ の 使用 で トラ ン 

ジス タ の hFE を 測定 可能 


三 和 電気 計器 株 式 会 社 
本 社 東京 都 千代 田 区 外 神 田 2-4-4 電波 ビル 
大 阪 営業 所 大 阪 市 浪速 区 恵美 須 西 2-7-2 


〒IOI 傘 東 京 (03)253-4871 代 
〒556 容 大 阪 (06)63|-7361 代 


電子 通信 工学 シリ ー ズ Bo 


* 光 ・ 電 波 伝送 人 門 cm 


荒木 純 道 訳 1.B0UU 円 ノエ 850 円 

本 書 は , 光 お よび 電波 伝送 に 関す る 基本 的 な 概念 に つい て , 例題 ・ 問 題 ・ 図 面 を まじ そえ ながら, 
簡潔 に し か も 体系 的 に まとめ た 入門 書 で ある 。 まず , 波動 伝搬 の 基礎 か ら 始 まっ て , 伝送 路 , 
伝送 シス テム , さら に は 光 通信 に いた る まで の 内 容 を , 手 ざ わ よ く 記 述 し た 初心 者 向き の 本 。 
田 目次 は じ め に / 伝 送 線路 電磁 波 ン 導 波 管理 論 プ マイ クロ 波 工学 / 光 通信 


| 既刊 /4 冊 | 


7 信号 入門 鐘 田 一 雄 訳 1.B00 円 〒650 円 
,/ 胸 調 入門 高原 幹夫 訳 1.B00 円 〒850 円 
6 フイ ズ 人 門 広田 修 訳 1.BO0 円 /〒P5I 円 
Z 電子 デバ イス 人 入門 吉 森 茂 訳 1.B00 円 /〒850 円 


作っ て 遊ぶ 


/ \ ゾ コ ン ? ジノ ン セ ゼ セ PO-9801/MBX/FM-7 に 対応 


松尾 博 監 修 P.500 円 ノエ 300 円 
FM 音源 (YM-35P6) | を 使う と , パソ コン の シン セ サ イ ザー が 簡単 に 作れ る 。 こ の 本 で 
10 人 の ヤン グ が , パソ コン ・ シ ン セ の 作り 方 ・ 遊 び 廊 の A か ら ン まで を や さ し く 解説 し た 。 


で # ぶ 鞭 礎 電気 回 路 電磁 波 と 境界 要素 法 


弄 FP ロ 付き 三谷 政 昭 閉 3.800 円 プ 〒350 円 熊谷 ・ 森 田 共著 3.200 円 ノ 〒350 円 


e 全 s 鞭 健 電 子 回 路 。 マイ クロ 波 磁 気 工学 
較 FD ビ 付き 三谷 政 昭 閉 4.200 円 /〒350 円 岡田 文明 訳 3.500 円 プ 〒350 円 


< 学ぶ や ささ し い 物 理 光 通 信 工 学 の 大 健 
一 FP ロ 付き 中 村 敏 夫 著 4.500 円 /〒350 円 宮下 豊 勝 著 1.600 円 /〒850 円 
ec を ぶ 鞭 礎 確 率 ・ 統 計 ファイ バ ・ 光 通信 


弄 FD ビ 付き 藤崎 恒 雲 著 4.500 円 ノエ 350 円 佐藤 平八 訳 P.900 円 /〒300 円 


( ゆ 森 北 出版 


| 人 容 03(865)834] 代 表 振替 (東京 ) | -34757 


〒I02 東京 都 千 代田 区 富士 見 1 - イ -| 


バ パソ コン ・ ロ 


1999 2000 3009 4999 5909 6999 7999 nS 198 守 1 用 引 


衝 ( 1187 ns) 
chen 1 ( CLK SW セ ) 
chan2( CB991 
chen 3 ( DB991 


chan 4 ( 


chan 6 ( 


chen イ ( 


) 
) 
) 
chan 5( ) 
) 
) 
) 


chan 8 ( 

je: 599 neec 
に ン 1 Co command ? 自 
1 上 きき 。I:. 糧 還 。  。 HI | 


trig: chan 8 level: %(norm) zoom: x1 


file neme [ 8996-2 } 
( PL-9891 CPURRS ) 


(波形 メモ リ ) 


4096 ビ ッ ト | 4096 ビ ッ ト 


12 画 面 12 画 面 


婦 ア ッ と いう ま の 高速 表示 / 
文 ト リガ 以前 と トリ ガ 以 後 の 波形 を 24 画 面 表示 
文 自由 な 左右 画面 スク ロー ル 

文 40 チ ャ ン ネ ル の 信号 を 同時 測定 

廊 サ ンプ リン グ 周 波数 32MHz6.4Hz、 外 部 クロ ッ ク も 可 
文 幅 31 .25 ナ ノ 秒 か ら 640 秒 まで 測定 可能 

文 見 や すい 時 間 目 盛 
文 タ イム スケ ー ル 
文 任意 の 部 分 を 拡大 ・ 縮 小 表示 2.5.10 倍 
太 イ t (2 カー ソル 間 の 時 間 ) の 測定 


文 豊富 な トリ ガ 機 能 チャ ン ネ ルト リカ 、 外 部 トリ ガ 
レベ ル (] ! ) ト リガ 、 オ ー ト トリ ガ 
コン ビ ネ ー シ ョ ント リガ 、 デ ィ レ ー カ ウン トト リガ 


文 信号 の ネー ミン グ (9 文 字 )・ カ ラー 表示 
文 測定 波形 の セー ブ ・ ロ ー ド ・ プ リン ト 可 能 
文 自 動 測定 ・ 自 動 セ ー ブ 可 能 


I00ns 一 5s/div |・2・5 ス テッ プ 24 切 換 


| 基本 セッ ト (B8 チ ャ ン ネ ル ) 


ジッ クア ナラ イザ 


ン ソ ツ 
る や 基本 セ ツ に 
ロン アナ 98 | \aa ooo 


っ c-9800 シ リー 


パソ コン の 機能 を フル に 活用 し た 、 新 
し い タ イプ の ロジ ッ ク ア ナラ イザ で す 。 
用 途 に 応じ て 拡張 で き ム タダ が あり ませ ん 。 

基本 セッ トチ ャ ン ネ ル 、 最 大 40 チ ャ 
ン ネ ル ま で 増設 で きま す 。 


\88,.000 
1 測定 ボー ド ( 拡 張 ス ロッ ト に 実装 ) 
2 測定 プロ ー ブ 長 さ 1.7m 
信号 入力 
外部 トリ ガ 
外部 クロ ッ ク 
外部 コン トロ ー ル 
$ マ スタ ー デ ィ ス ケッ ト (8,5,3.5 各 タイ プ ) 
4 取扱 マニ ュ ア ル (152 ペ ー ジ ) 

①ー④ の 4 点 セ ッ ト で す 。 こ れ だ け で 8 チャ ン ネ ル の 信号 測定 が 

で きま す 。 増 設 チ ャ ン ネ ル ボ ー ド は 8、16、24、32 の 4 種類 あり 、 

共に 1 枚 ボー ド で 測定 プロ ー ブ 付 き 。\48.000-\123.000 

多く の ユー ザー か ら 好 評 を 得 て い ます / 

@ 波形 を フロ ッ ピ ー に セー ブ し た り 、 プ リン タ に 打ち 出 
せる の が と て も 便利 ./ 報告 書 に も その まま 使っ て い 
ます 。 

e と きど き 発 生 す る エラ ー に 悩ん で いた が 、 一 上 晩 中 自動 
測定 ・ 自 動 セ ー ブ を か け 、 翌 日 セー ブ さ れ た 波形 を 解 
析 し て 原因 が 究明 で きた 。 

ゅ パソ コン で ここ まで で きる と は お どろ きま し た 。 期 符 
以上 の 性 能 で 満 走 し て いま す 。 マ ニュ アル も と て も わ 
か りや すく 、 動 作 原理 な ど 大 変 参考 に な り ま し た 。 


これ は 便利 / HEX( へ ヘキサ ) プ ログ ラム 

波形 エディ タ と ステ ー ト 表示 ソフ ト 。 リ アル タイ ム 波 形 エ デ 
ィ タ の 採用 に より 、 波 形 の 作成 ・ 修 正 が 非常 に 簡単 に で きる 。 
ステ ー ト 表示 は 波形 メモ リ の 内 容 を 2 , 8 ,10,16 進 コー ド で 表 
示す る 。 ロ ジア ナ 98 上 で 測定 し た 波形 は も ちろ ん の こと 、 単 独 
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で も タダ イム チャ ー ト の 作成 や ロジ ッ ク シ ュ ミ レー ショ ン 、 ロジ 
の 学校 で の マイ コン ・ ロ ジッ ク 教 材 に も 最適 で す / | ツク 教習 に 用 いる こと が で きる 。 \18.000 


(パソ コン 自身 の BASIC・ マ シン 語 波形 も 測定 可 ) 


お 問い 合わ せ は 千葉 サー ビス セン ター へ 。 カ タロ グ 無 料 送付 


アス コム 株 式 会 社 


イシ スト ウタ セ ンタ ー 


千葉 サー ビス セン ター 281 千葉 県 千葉 市 花見 川 4-6-206 合 0472-58-7032 
芽 276 千葉 県 八千代 市 八千代 台南 1-1-6 会 0474-83-6564 


※ 東 京 近郊 に は 女性 イン スト ラク ター が デモ に お 伺い し て お り ま す ( セ ー ル ス で は あり ませ ん ) 


お 気軽 に お 申し 付け 下さ い 


NHK 編 
つい に 衛星 放送 時 代 が 到来 ./ 地 上 波 
と は 全く 異な っ た 24 時 間 放 送 が 始ま 
っ た 。 本 書 は 、 衛 星 放 送 に 関わ る 外界 
東 な 動き に 対応 する た め の 最 新 
技術 情報 を 加え た 改訂 版 で ある 。 
田内 容 放送 衛星 の あら まし ノノ 放 送 
0 
こ は / 受 信 ア ン テ ナ と 衛星 放送 受 
IO 信 シ ステ ム 機 器 / 
受信 の 実際 衛星 放送 と ニュ ー メ ディ ア 


好評 発売 中 ./ 人 定価 1.300 円 750 


ハイ ビシ ジ ョ ン 


NHK 編 @ 定 価 1.800 円 華 750 


第 一 線 ス タッ フ が 総力 を あげ て 、 や さ し く 解説 し た 最 先端 


"映像 "の すべ て 


現在 の テレ ビ で は 考え られ な いき れい な 画質 、 ワ 
イド な 画面 。 特 殊 撮 影 な ども $ 電 気 的 に 簡単 に 処理 。 


0 串 
ジン に つ 


こも 活用 の 道 は 開け て いる ハイ ビジ ョ 
て 、 事 典 形式 に し て 読み や す バ 解説 。 


用 電気 機器 修理 技術 yzunex 


実 カテ スト P1I 問 


家電 製品 協議 会 編  @ 定 価 1.400 円 〒250 


既刊 "実力 テス ト 200 問 』 を ベー ス に 、 最 新 の 技術 を 
採用 し た 製品 、 電 子 レ ンジ 、 電磁 調理 副 、 イ ン バ ー タ 
エア コン な ど を と り 5 入れ 拡充 。 基 礎 編 と 修理 編 に 大 
別して 210 癌 を 厳選 し 、 解 和 谷 を 得る た め の ヒ ント を 
付記 し た 受験 勉強 用 の 必読 書 で ある 。 


信 内 容 電気 回 路 の 基礎 / 電 子 回 路 の 基礎 電熱 
一 般 / 電 気 こ た つ ン 電気 が ま ン 電子 レン ジノ / 電 磁 
調理 器 / 洗 濯 機 / 冷 凍 一 般 / 冷 蔵 庫 / エ アコ ン / 他 


一 既刊 * 好 評 発売 中 , 開 


を 理 技術 の 基礎 "PT 
定価 1.200 円 〒750 


電気 の 安全 に 関す る 一 Ah 関連 する 法規 と 概要 、 電 気 ・ 電 子 の 基礎 知識 な ど を 系 統 的 に 解説 。 


ビデ オ と テー プレ コー ダ ーーー 


ビデ オ テ ー プ レ ュ ー ダ よ と テー プレ ュー ダ に つい て 、 原 理 . 構 造 、 修 理 技術 な ど を 具体 的 に 解説. 


修理 抽 術 央 フリ テス ト 34U 問 5 


カラ ー テ レビ の 基礎 知識 と 修理 に 関す る 問題 を 中 心 に に テー プレ コーダ な ど を 加え た 問題 集 。 


製品 別 サ ービス 技 生生 oo 


試験 の 対象 と な る 電子 レン ジ な どの 原理 、 構 造 、 取 り 扱い 方 法 、 修 理 技 術 、 関 連 法規 を 解説 


電子 回 路 ノ ツウ ハウ 


頻 し し \ 数 式 を 使わ ず に 、 具 体 的 な 電子 回 路 を 
扱う うえ で の ノウ ハウ を 満載 、 

回 路 設 計 ・ 製 作 堺 場 ざら に アマ チ ユ ア 
に も 役立つ シリ ーー 衣 遇 


アナ 』 島田 公明 アナ ログ 回 路 は 、 同 じ 回 路 図 で も 作 
口 回 | る 人 に よっ て 全く 違う 性 能 の も の に な っ て し ま 
マ = ア う 。 回 路 の 設計 、 製 作 上 の コツ を 、 幅 冨 な 実例 と 

応用 ーー ル ほ た も に て いね い に 解 説 定価 1 500 円 〒%9 
「) AA AA 「) 関口 芳 席 イン タフ ェ ー ス は 、 パ ツ ュ コン を 制御 
oe る ya に 使う さい の 性 能 を 左右 する 重要 な 要素 で あ 

イ に > / ダ フェ エー ス 技 術 T る 。 本 書 は 、 設 計 ・ 実 装 する に あたっ て の ノウ ハ 
クウ を ま と め た 実用 書 。 定価 1.500 円 〒50 


イ の 割り 込 > 入 拓 野 越 夫 マイ コン で 技術 的 な 実験 を 行う と 
ママ コン ナ き に 必要 と な る 、 割 り 込 み 処理 LDMA (直接 
処理 と DMA 者 本 書 は 、 こ の 2 つの テク ニッ ク 

天 験 を 併用 し て 解 W。 定価 1 600FT0 
に ーー 逆瀬川 央 一 一 通り の 基 際 回路 の 3 習得 だ け 
ァ イ ン ジタル 回 路 の で は な く 〈 く 、 よ り 広 〈 深 く 応 用 面 が マス ター で き 


と 応用 る よう に 、 実 験 を 併用 、 設 計上 の ノウ ハウ を 十 
」 リ 2 の 路 り 迄 ん だ 実用 書 。 定価 1.600 円 〒250 


タ 路 二男 電 回 路 の 基礎 で ある トラ ンジ ス 
ラン ジス 回 タ 回 路 の 簡易 設計 法 か ら 応用 回 路 ま で 、 豊 冨 

実例 に よっ て わか りや すく 解説 。【C と の 混 
活用 の ホイ ント 陸生 L800HHTM 


宮本 幸彦 VHEF 帯 か 6UHE 帯 に む た る 半 

高周波 回 路 の 導体 高周波 増幅 回 路 の 上 手 な 設計 と 実装 の テ 
設 計 と 実装 クニ ッ ク を まとめ た 実用 書 。 最 近 の 設計 傾向 な 
と を 解説 。 定価 1.700 円 〒250 


斎藤 真 率 オペ アン プ か ら 民 生 機 器 に 多用 さ 
アナ ロ グ 3 G れる 1C ま で 、 基 本 的 な アナ ログ IC 回 路 の 働 
活用 テ ンタ rm ッ ク き を 述べ る と と も に 、 実 験 例 や や 応用 回 路 例 を 豊 
/ プ ーー 、 富 に 入れ た 実用 書 。 定価 1.700 円 〒250 


日 本 放送 出版 協会 


プル ググ 7 ラグ [目次 〕 
7 の 9 お 
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発行 日 本 放送 出版 協会 


'87 国際 放送 機器 展開 か れる 
新 製 品 ニ ュー ス 


CD-ROM, CD-|, CDV 入 門 
[1| 各 CD テ ィ ス ク の 基本 を みる 


1 . CD - ROM の 構成 に つい て 本間 = 人 つ 0 上 ロト に くく く ooo 石原 貢 18 
2 6Bci の 構 度 に つも WT 4 か wca Ne et.620ery ts 石井 泰弘 26 
CD-ROM, CD-I|, CDV の ハー ド 紹 介 
1.CD-ROM ド ライ ブ 日 本 コロ ム ビ ア DRD-550 シ リー ズ の 特徴 …………… 坂田 勝己 31 
2.CD-ROM ド ライ ブ 三洋 電機 ROM-2500/3000 シ リー ズ の 特徴 ………… 川上 因 司 37 
3.CD-ROM ドラ イブ NEC PC-CD101 の 特 敏 も 4612YCe の の 62Ris: の の 40891:8heiiaii8N8 い 824 ee 市 山 義和 43 
4 CD-ROM ドラ イブ 付き ソニ ー MSX バ パソ コン qt ロ れ t ズ トス M ハ トト ド ホ ド ホ ヘ ホ 和 ド バド ドド ドド ドド に いこ 佐々 木 功 旧 48 
5.CD-| 応 用 の 制作 シス テム と 応用 製品 に つい て …… omment 矢沢 / 岡 林 / 穴 沢 50 
6.CDV・LD の コン パチ ブル プレ ー ヤ パイ オニ ア CLD-99S の 特徴 ……… 池田 篤 穂 56 
7. ソ ニー CDV 対 応 マ ル チ テ ィ ス ク プ レー ヤ の 特徴 66: な WS:e18.26.88 2 SG 2678 08.828 丸田 啓二 63 
CD-ROM, CD -| の ソフ ト 紹 介 
1. 大 日 本 印刷 に みる CD-ROM, CD -| の 現状 … 〇 に に め つ つ つ に つ へ 池 m レ ( 和 n ぬ G に ドー ドド ーー 山崎 清 一 69 
2 凸版 印刷 に みる CD -ROM, CD -| の 現状 ce eeie SVrSeip ol.609Y7.878.8288 7 る:220.626 8 e 岩田 証 一 75 
IMHz 一 1GHz の 広帯域 スペ クト ラム ・ ア ナラ イザ の 試作 
デリ デア シグ プ と 人 は る 60087 は 8 科 G1878.0 の がめ 99409 あな SCOHEHSIG2SXOS298 が Si な の な せな Si さる 佐藤 洋 88 
BASIC で 動く マイ クロ コン トロ ー ラ 8052 の 応用 
リア ル タイ ム 温 度 計 の 製作 Kei の 620099 988eie3 12 る 13h67rdkaie02S1eSi は ie5S2dieXe:ad 289S GS 452ADeSSG08 玉井 博 93 


ダイ ナミ ッ ク レ ンジ が 広く , ひずみ の 少な い 
ティ ジタル ティ イレ イ 用 LSI の 使い 方 (1) 〇 や へ く qWm ホ そ ぬ で …qq 人 ロロ ドド ドー ドー 斎藤 真幸 105 


オー ティ オ / ビ デオ 


1000W 出 力 の モノ フォ ニッ クア ンプ 


アキ ュ フ ェ ー ズ M-1000 に に に に ee アキ ュ フ ェ ー ズ 技術 部 81 
衛星 放送 受信 機器 の 一 覧 と デー タ の 見 方 0 が 0 あす 9 の 850. か の る る (9:d る 1 かな 976eue 129 
エレ クト ロニ クス 
うる う 秒 の 謎 1 秒 の 変更 … バ ーー レン EE 岡沢 治夫 137 
無線 通信 の 新しい 方 式 

ティ ジタル 変調 ・ 復 調 2 の 9 だ か が ea が 29784 短 人 (8e6( を が 838UY8:8G67S.659W58K628 の 89052.6i92819 な 5 あか る 83 小川 伸郎 168 


使い な が ら 覚 える MS-DOS 


バ パート 10 階層 ディ レク トリ の 勉強 SC 8: 9!9: な 3 に き aCi お 7628 SLe6:8:8: ま 37 が いま 白土 義男 140 
デバ ッ ギ ング on BASIC 

(4) 外部 回 路 を 伴う プロ グラ ム の デバ ッ グ なむ 6 75928L8780: 拓 28902: 人 6 坂巻 佳 書 美 148 
メカ トロ ニク ス の 基礎 モー タ 制 御用 IC の 使い 方 

(4) DC サー ボ モ ー タ の 制御 と 専用 |C の 使い 方 ⑨ "で "oooooreerrerrrrrrrr 浅野 健一 153 
基礎 か ら 実 回 路 設 計 ま で を 学ば ぼう デジ タル ・ ビ デオ 回 路 入 門 

(第 10 回 ) 入力 シス テム 3 RI の 1 18 な 38!2818t8: あ 8878 き :60:i92 和 98.28C2 2682NYefWIa6 大 関 健二 162 
エレ クト ロニ クス 豆 知 識 MC 22 な 6222 ます 82、 あ 3 きい 1 の 383 の く 81 を 98580 8088281S38S79 666 日 土 義男 174 

@ バル ス ダ イ ヤル @ ト ー ン ダイ ヤル 

@ バッ テリ ・ バ ッ ク ア ッ プ @ 無 停電 電源 装置 


製品 使用 レポ ボート 


ミニ BBS 機 能 を 搭載 し た パケ ッ ト 通 信用 TNC 


エス クエ ラ PX-88Z (ROM 較 2 版 使 用 ) あの が む 279 和 780872t6: 人 SS:SSS 9 oe を 蘭 司 知也 113 
フロ ッ ピ ー な し で 立ち 上 が る 1.25MB _ RAM ティ スク 

フォ ー ス Quick. Booter 281: きっ Nr: き <⑳ し 8:4 に 1。 人 (38 生れ (122 あ 6 ああ 1 の 凌 木 人 研 - 117 
パソ コン 活用 の 便利 な ツー ル 

まつ も と で すく 〈・ き っ と EX PS768 生き な る が Ga 18608 あす 197636782 き eS が AT1S92478Y6 が 72269 羽 一 夫 120 
バ パソ コン 通信 ソフ ト 

イン ター コム まい て と し て 送 瀬川 暗 一 朗 123 
太陽 電池 で 動作 する ティ ジタル マル チ メ ー タ 

サン ワ PS-8 1682 あ ああ 861 "SI の 4787 を SC8188828 る いあ りき 7812 む 78 る 406C 和 2 いき 2 ああ 3818:! 人 くき 818 有 8 の 22687:82 ああ 90 斎藤 真幸 1 クア 


編集 後記 01SY2918 い 98178288788308783 な 1 あむ BS18 92978718:3885 あ 8 97987 和 991882:8 6808":78 77687876.(G1G@ く 262160968D あ CeW*S18786. さ いむ USNSL る 78 228876 宮 き SD8 GPS'661 を 7 176 


表紙 ・ 構 成 : 道 吉 了 剛 撮影 : 豊田 靖雄 1988 日 本 放送 出版 協会 


① 国際 放送 機器 展会 場 入口 
② 東芝 3 D の ビデ オム ー ビ ー 


097 国際 放送 後 器 展開 催さ れる 


8/ 国 際 放 送 機器 展 ガ 8/ 年 1 月 18 写真 で は 紹介 で き な か つた だが, PDM20G2 和 ROD ヲ ガ 
日 0 一 20 日 僧 ま で , 東京 ・ 池 袋 ハイ ビジ ヨン 用 の 高 感 度 カ ラー カ 2 
サン シヤ イン シテ イィ 展示 場 で 開催 メラ , VTR, ディ スプ レイ , レ スイ ツチ ャ の 機器 類 ガ ディ ジマ ル 
され だ 。 外国 企業 を 含め て 約 150 社 ンズ , 測定 機器 , まだ た VTR では, 化 さ れ て いた 。 

が 出品 し , 技術 力 を 披露 し だ 。 ベー タカ ム や MII, ディ ジマ タル V 


③ 富士 フィ ルム の ステ ィ ル ビデ オシ ステ ム 
④ 衛星 通信 地球 局 用 進行 波 管 ( 東 芝 ) 


EARTH STATION TWT ESRSS に AGSO FOR SATEUNYTE で ONAKA い NICATNONS 


朱 芝 ESSS5、 SBSO は 移 測 人 地 束 電 に い る 六 カ 人 ee 較 
寺 位 婚 下 牝 コレ ウタ を 名 用 じ て 、 括 い 惣 合 効 車 を を ねらっ た やや NA 


( 紛 期 氷 久 磁石 ) 集 東 多 の 信 生 流 喜 で す 。 


笠 栓 ] 

1 

手 謝 喘 の イリ ジウ ム ・ メ タル 特 球 隊 交 カツ ー 
只 に よる 


Yi、 よ す の さ (、 ).】 


[ 陣 溢 3 Ne 
和夫 台 夫 才 名 析 央 人 特に SGG5 は 本 坦 玉 人 机 略し て 職 吉 。 


の 


⑤⑥ ハイ ビジ ョ ン 用 ディ ジタル VTR( ソ ニー) 
⑦ 左 が 業務 用 ポー タプ ブル DAT, 右 が 業務 用 DAT 
⑨ 液晶 TV 用 パタ ー ン 発生 器 ( シ バ ソ ク ) 


川 
k 作 


KKI 
| 導 


⑥) ヤ マハ の MIDI シ ンク ロナ イズ ド シ ス テム 
⑧ ピナ クル 2040 ビデ オ ワ ー ク ステ ーション 


⑩ 左 が ディ ジタル オシ ロス コー プ 右 が CRT 
リー す ンス コー テ 


新 製 品 二 


立石 電機 株 式 会 社 で は , 64 階 調 
以上 の きめ 細か さ で 濃淡 を キャ ッ 
チ ナ し 。 写真 や イラ スト な どの ハー 

フト ー ン (中 間 調 ) まで を 皿 実に 
再現 する , NEC ペ パー ソナ ルコ ン 
ピュ ー タ PC-9800/8800/100 シ リー 
60 
10R」(49,800 円 ) を 11 月 6 日 に 発売 
の 

これ は , 画像 処理 に 新 方 式 の 誤 
差 拡散 法 に よる ハー フト ー ン プロ 
セッ サ を 搭載 し , これ まで 難し か 
っ た 顔 の 輪郭 や 起伏 , 陰影 な ども 


忠実 に , 滑ら か に 再現 で きる 。 
また , 読み 込み た い 原 稿 に 合 


せ て 6 種類 の 読み 取り モー ド が 選 
択 で き , 写真 や イラ スト , 地図 な 
ど , それ ぞ れ の 特徴 を 損 わ ず に 表 


高 機能 ・ 高 信頼 性 の 


パー ソナ ル モ 


セイ コー エプソン 株 式 会 社 は 。 


2400 bps の パー ソナ ルレ ル モ デ ム 「 エ プ 


ソン SR-240AT」(59,800 円 ) を 商品 
化し , 11 月 28 日 に 全国 一 斉 に 発売 


ュ ス 生計 還 良 講 


ハー フト ー ン (中 間 調 ) も 忠実 に 再現 で きる 


ハン ディ イメ ー ジ 


スキ ャ ナ NS10R 


脅 問い 合わ せ 先 

立石 電機 株 式 会 社 0A シス テム 
事業 部 機器 ・ ソ フト 販売 課 
Tel.03 一 436 一 7266 


現 で きる 。 さ ら に , ほとん どの 市 
画像 処理 ソフ ト に 対応 し , 専用 
ソフ ト に よる デー タ 変 換 等 の 類 わ 
し い 操 作 も 不要 で ある こと な ど , 多 
く の 特長 を も っ て いる 。 


テム 「 エ プ ソ ン SR-240AT」 


も の 2400bps 全 二 重 対応 通信 モデ ム 
「SR-240AT」 は , 米国 最大 の で ある 。 も ちろ ん 従来 通り , RS-232C 
モデ ム メ ー カ ー・ ヘ イズ 桂 よ り イン タフ ェ ー ス を も つつ 各種 の パソ 


OEM 供 給 を 受け て いる , 高速 度 コン に 接続 可能 で , 市 販 の アプ リ 
ケー ショ ン ソ フト も その まま 使用 
する こと が で きる 。 さらに , 新 バ 
ー ジ ョ ン の “AT コマ ンド ” を 採 


用 し , より 高い 機能 を 実現 する な 


ユー ザー の きま と 、 様々 な 特長 を もっ て いる 
ざま な ニー ズ へ の 0 
対応 が 可能 な 複合 ” 信 お , この 商品 は エプソン 販売 
機能 内 療 モ デム ” 株 式 会 社 を 通し て 販売 し て いる 。 
SR-240 AT 


一 装い 合わ せ 先 
エプソン 販売 株 式 会 社 
Tel.03 一 377 一 7001 


間 昌 衣 間 間 較 只 新 製 品 ニー ス 


A3 送 信 , B4 受 信 , 写真 も 鮮明 再現 コン パク ト ビジ ネス ファ クシ ミリ 
ムラ タビ -35 
村田 機械 株 式 会 社 は , A 3 送信 

グ B 4 , A 4 受信 , 高速 15 秒 の 本 

格 派 ビジ ネス ファ クシ ミリ 「 ム ラ タ 

F-35」(590,000 円 , 別途 設置 説明 

費 20,000 円 必要 ) を 発売 し た 。 

「F-35」 は , A 3 送信 機 で は 最小 

(容量 14.730), か つ 最 軽量 (本 体 

8 kg 電話 0.2kg ) で , A 3 送信 , 

B 4 受信 , 写真 も 鮮明 再現 が で き 

コンパ クト な ビジ ネス ファ ク 

シミ リ で ある 。 
その 他 の 特徴 と し て , 16 階 調 ハ 

ー フ トー ン を 搭載 , ワ ンタ ッ チ 24 

ヵ所 と 短縮 76 ヵ 所 が で きる オー ト 


ダイ ヤル 機能 , A 4 原稿 で 超 高 束 留守 番 対応 に な る 。 国内 販売 部 
15 秒 電送 ,。 さら に オー トカ ッ タ , 一 問い 合わ せ 先 Tel. 075 一 672 一 8136 
100m ロ ー ル 紙 を 使用 で きる 。 また, 村田 機械 株 式 会 社 


オプ ショ ン 機 器 を 使用 する こと で 
便利 無線 式 来客 通報 シス テム 


ハイ セキ ュ リ ティ 


株 式 会 社 デ ルカ テッ ク は , 便利 還 半 い 合わ せ 先 Tel. 078 一 652 一 1268 
な 無線 式 来客 通報 シス テム 「 ハ イ 株 式 会 社 デ ルカ テッ ク 


を キュ リティ 」 を トー タル シス テ 
ム で 販売 を 開始 し た 。 

「 ハ イセ キュ リティ 」 は , いっ さい M 
の 配線 工事 が 不要 で 誰 に で も 簡単 


に 取り 付け られ , 来客 通知 や 防犯 影 2 
を は じ め , 幅 広い 用 途 に 便利 に 活用 グ 
で きる 最 先進 の シリ ー ズ で , 家庭 ge 

用 と し て は も と より , 店 舗 ・ 事 務 

所 用 に ち 最 適 で ある 。 


な お 。 ラ イン アッ プ と 価格 に つ 三 
いて は 右記 へ 問い 合わ せる こと 。 ea 


新 製 品 二 


世界 最小 ・ 最 軽量 


ピーン 介 、、、、、 、、、 


の コン パク ト サ イ ズ ディ ジタル ・ オ ー デ ィ オ ・ テ ー プ レコ ー ダ (DAT ) 加 還 還 昌明 


カン オ DA- 1 


カシ オ 計 算 機 株 式 会 社 は , ディ 
ジタル ・ オ ー デ ィ オ ・ テ ー プ レコ ー ダ 
(DAT)「DA-1」(148,000 円 ) を 発売 
し 

「DA-1」 は , 本 体 サ イズ が 幅 119mn, 
高き 43mm,、 興行 145mm の コン パク ト 
サイ ズ で , 重 さ も 7309 と いう 世界 最 
小 ・ 最 軽量 を 実現 し た 。 ま た , 本 体 
に オプ ショ ン の 充電 パッ ク を 接続 
すれ ば , 連続 約 4 時 間 の 録音 ・ 再 
生 が で き , DAT な ら で は の 高音 

質 の 録音 ・ 再 生 が 屋外 で 楽し め る 。 
較 問 い 合わ せ 先 

カン シオ 計算 機 株 式 会 社 

]el. 03 一 347 一 4811 


スー パー コン パク ト HF 葵 ト ラン シー バ 


独 目 の ディ ジタル ・ 
オー ディ オ 技 術 を 
駆使 し た , 次 世代 
の オー ディ オ 機 器 
と いわ れる DAT 
*\ カ シオ DA-|? 


FT-747SX/GX 


八重 洲 無線 株 式 会 社 は ,、 スー パ 
mm コン パク ト 且 ドド 棋 ト ラン シー パ 
FT-747SX/GX (SX : 89,800 円 , 
GX : 99,800 円 ) を 発売 し た 。 

FT-747SX/GX は , 操作 する 


キー や スイ ッ チ ,。 つま み 類 を 必要 
最少 限 に お さえ , 簡単 操作 を 実現 
し た 。 パ ネル も すっ きり と し た 斬 
新 な デザ イン を 図る と と も に , 居 
過 鷺 明 付 き LCD を 採用 し , 視覚 


ビギナー の 入門 機 
用 と し て , 0M の 
セカ ンド リグ と し 
て 最適 な スー パー 
コン パク ト , 簡単 
操作 の HF 帯 トラ 
ン シ ー バ FT-747 
SX/GX 


的 に も すぐ れ て いる 

メイ ンダ イヤ ル に は , 新開 発 の 
25Hz /2.5kHz (SSB/CW) クリ ッ 
クダ イヤ ル を 採用 し , 周波 数 設定 
を 簡単 に し た 。 さ ら に , モー ド や 
SPLIT も 記憶 で きる 19CH を 含め 
20CH メ モリ ー, 多彩 な スキ ャ ン 機 
能 な ど , 大 型 機 並 み の 機 能 を 搭載 
2。 

な お 、。 SXX は 10W タ イプ 。GX 
は 100W タ イプ で ある 。 
較 問 い 合わ せ 先 

八重 沙 無 線 株 式 会 社 

el. 03 一 759 一 7111 


夢 の オ ー デ イオ と 騒が れ た CD が 1982 年 の 秋 
に 登場 し て 以来 , ソフ ト も どん どん 増え , 今や 
その 生産 枚数 は 従来 の し レコード を 上 回 る 人 気 に 
基 ち て し まい まし だ 。 

それ は , 直径 わずか ガ 12cm の 円 盤 に ぎ つ し り 詰 
め 込 まれ た ディジ タル 情報 に よ つ て , 極め て 密 
度 の 高い 良質 の 音 が 再生 で きる か ら で し よう 。 

この 超大 容量 の * パ ディジ タル メモ リー を , オ 
ー デ イィ オ だ け に 留め て お この は だ い へ ん も つ だ 
いな い 話 で す 。 そ こ で 開発 元 の フィ リッ プス と 
ソニ ー が 中 届 に な つて, 遍 用 方 法 に つい て 規格 
面 ひ の らい ろ い ろ な 検討 が 重ね られ て きま し た 。 

そし て CD-ROM, CD-|, CDV な どの 新 し 
い 褒 用 形態 が 考え 出さ れ , それ ら が いま , まさ 
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逆瀬川 賠 一 朗 


に 産声 を 上 げ よ うと し て いる の で す 。 

これ ら は 一 体 ど うい う も の な の で し よう ガ 。 
どん な と ころ で , どん な 利用 が で き , それ を 使 
うと , どん な よい こと が 期待 で きる の で し よう 
ガ 。 

まだ , こ 槍 まで の CD と どう いう 点 向 較 誠 江 
いる の で し よう か ガ 。 

今回 の 特集 で は , この 新しい 情報 メデ ィ ア に 
スポ ッ ツ ト ラ イト を 当て , その 仕組 みか ら 規 格 , 
適用 分 野 , 将来 の 展望 , 実際 の 製品 例 ま で ハー 
ド , ソフ ト の 両面 に わた つて 幅広 こと りあ げ て 
解説 し て みる こと に し まし た 。 

筆者 は すべ て 関係 業界 各社 の 方 々 で す 。 


I. 各 DD ディ スク の 基本 を みる 


じ D-HOUM の 構成 に つい て 


音楽 市 場 に CD (コン パク トディ 
スク ) が 現われ て か ら 2 年 半 後 の 


CD の ライ セン サー で ある フィ リッ 
プス ・ ソ ニー に より 発表 きれ まし 
も ( 
この 規格 は ,。 ディ ジタル ・ オ ー 
ディ オ ・ デ ィ ス ク と し て 開発 され 
た CD に , 他 の 情報 を 記録 する 場合 
の ブロッ ク 構 造 お よび エラ ー 訂 正 
符号 等 の 物理 フォ ー マ ッ ト に 関す 
る も の で , 論理 的 な 構造 に つい て 
直 笠 120mm 
中 心 穴 径 15mm 
厚 み 1.2mm 
トラ ッ ク ピ ッ チ 


1.6/m 

幅 約 0.5m 長 さ 約 0.9ー3.3/m 
( 線 速 1.3m/s に て ) 深 
基板 : ポ リカ ー ポ ネイ ト 
反射 面 {アル ミニ ウム 
50mm 最 内 周 , 
1.2 一 1.4m/s 
CLV(CONSTANT LINEAR VELOCITY) 
約 214( 外周 ) 
レー ベル 側 か ら 見 て 時 計 方 向 

120( 最 内 周 ) 一 280( 最 外周 )ms( 線 速 1.3m/s に て ) 


石原 璧 
は 規格 化 さ きれ て いま せん 。 


し か し な が ら , 12cm の 光 デ ィ ス 
ク に 約 600Mbyte と いう 大 量 の デー 
タ を 記録 で きる た め , いわ め る 情 
報 産業 か ら 注 目 さ れ , 数 々 の 試作 
が 行わ れ ま し た 。 


現在 で は CD-ROM を 用 いた 辞書 , 


地図 な ど が 既に 商品 化 さ れ , 今後 
の 展開 が 期待 され て いま す 。 

本 稿 で は , この CD-ROM の デー 
タ 構 造 。 製造 プロ セス 及び 応用 に 
つい て , 解説 を 行い ます 。 


ド さ 約 0.13/m 


116mm 最 外周 ( 直 直 冬 


ー500( 内 周 )rpm( 線 速 1.3m/s に て ) 


1) CD の 規格 


CD-ROM の 信号 フォ ー マ ッ ト を 
理解 する た め に は , CD の 規格 に 関 
する 知識 が 必要 と な り ま す 。 詳細 
は 他 稿 に て 解説 きれ て いる と 思い 
ます の で , ここ で は 簡単 に 説明 を 
行い ます 。 

CD の 規格 は , 図 1 に 示す よう な, 
形状 , 光学 特性 な どの 物理 的 な 部 分 
か ら 信 号 の 変調 方 式 に 到 る 部 分 か 
ら な り , 広い 互換 性 を 持っ た 統一 
規格 で す 。 

CD は , 44.1kHz で 標本 化 さ れ 16 
bit に 直線 量子 化 さ れ た 2ch の デー 


【 図 1 】 
CD の 主要 規格 


プ ブロック 数 / 回 転 
仮想 プロ ッ ク レ ング ス 
ブロッ ク 読 出し 時 間 
記録 変調 方 式 

誤り 町 正 待 号 


9.0( 内 周 ) 一 21.0( 外周 )( 線 速 1.3m/s に て ) 

17.3mm 

13.3ms 

EFM(EIGHT TO FOURTEEN MODULATION) 
CIRC(CROSS INTERLEAVE READ-SOLOMON CODE) 
LAYERED ECC(READ SOLOMON CODE) 
0.77 一 0.83m 


再生 に 適する レー ザー 波長 


18 エレ クト ロニ クス ラプ イフ 


介 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 


媒体 に デー タ を 記録 する 場合 の , デー タ の 配置 の 方 法 。 


便 論 理 的 な 構造 


記録 され て いる デー タ の 意味 上 の 構造 の こと 。 


タ を 約 74 分 まで 記録 する こと が で 
きる わけ で , この 総 デ ー タ 量 は 約 
800Mbyte 近 くに も な り ま す 。 

これ ら の デー タ は , 図 2 に 示す 
よう な , フレ ー ム 構造 に 展開 され , 
リー ド ソ ロモ ンコ ー ド (READ-SO 
LOMON CODE) を 用 いた , 強力 
な エラ ー 訂 正 符号 が 付加 され た 
後 。 イ ンタ リー プ に より , デ ィ ス ク 
上 に ば ら ま か れ た 形 で EFM (8-14 
変調 く EIGHT TO FOURTEEN 
MODULATION>) を 用 いて 記録 さ 
ま す 。 

復調 は この 逆 の シー ケン ス で 行 
われ , 約 22zsec の 等 間隔 で 2ch 分 
の 32bit の デー タ が D/A コ ン バ ー タ 
に 送り 続け られ る こと に よっ て , 
音楽 信号 が 再生 され ます 。 図 3 は 
この メカ ニズム を 示し ます 。 

この 音楽 信号 は , いわ ば シー ケ 
ン シ ャ ル な デー タ の 流れ で , どこ 
か ら 再 生 を 行っ て も よい わけ で す 


CD ミュ ー ジ ッ ク デ ー タ 
SUBCODE 1 BLOCK 
対応 (75Hz ) 
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人 @ 直 線量 子 化 
量子 化 の ステ ッ プ が 等 間隔 の 場合 を いう 。 


仁 リ ー ド ソロ モン コー ド 


の 一 種 。 


が , 頭 出し 等 の 機能 を 実現 する た 
め に , サブ コー ド 信 号 が 設け られ 
て いま す 。 図 4 に 示す よう に , 各 
フレ ー ム の 頭 に 用 意 さ きれ た PーW 
と 名 づけ られ た 8ch の デー タ を 98 
フレ ー ム 集め た も の が 1 サブ コー 
ドブ ロック と し て , その 内 の Q チ 
ャ ネル の デー タ に アド レス , トラ 
ッ ク 番 号 お よび 各種 制御 情報 が 記 


録 さ れ て いま す 。 
し た が っ て , CD プレ ー ヤ で は こ 
の Q チ ャ ネル の 情報 を 用 い , 釣 秒 


DIGITAL 
DATIA 


プン の 
(PARITY) 


伝送 系 で 起こ る デー タ エ ラ ー の 訂正 に 用 いら れる 符号 


の 精度 まで の アク セス を 行う こと 
が で きる わけ で す 。 

P チ ャ ネル は , 各 ト ラッ ク の 頭 
を 示す フラ グ と し て 働き を, また R 
ーW チ ャ ネル は , CD グラ フィ クス 
と し て 規格 化 さ れ て お り , 既に , 
簡易 グラ フィ ックス , 歌詞 等 が 記 
録 さ きれ た ディ スク が , 主 に 業務 用 
カラ オケ の 分 野 で 実用 化 さ れ て い 
ます 。 


2) CD-ROM の 規格 


イン ター リー プ ブ 
(最大 108 フ レー ム ) 


【 図 3 】 CD の 記録 再生 メカ ニズム 


EFM 1Frame(588Channel Bits, 33 Bytes ) 


1176 Sample(16Bits/Sample ) 
2352 Byte 


【 図 2 】 CD の フレ ー ム 構造 


大 108Frame の Interleave 


MY | 和 09Feme の eiaw 
が か か っ て いる 


CIRC-DECORD 出 力 
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@ イ ンタ リー プ ブ 


信号 ビッ ト の 連続 的 な エラ ー に 対す る 訂正 能力 を 高め 
る た め , 信号 の 順序 を 並び 換え て 記録 し , 再生 後に ふた 


た び 元 の 順序 に 並べ 直す 手法 の こと 。 


@EFM 変 調 
信号 の 変調 方 式 の 一 つ 。 
に 変換 し て 記録 を 行う 。 


CD-ROM の 規格 は 先 に 述べ た よ 
う に , CD に デー タ を 記録 する た め 
の 物理 フォ ー マ ッ ト を 規定 し て い 
る も の で , 図 5 に その ブロ ッ ク 構 
造 を 示し ます 。 
この プ ブロック 構造 は 。 オー ディ 
オ 用 CD に お ける 各 サ ンプ ル 値 に か 
わっ て 記録 され る も の で , CD-RO 
M の た め の 特 別 な 記録 方 式 が と ら 

えて いる わけ で は あり ませ ん 。 
し た が っ て , CD-ROM を 従来 の 
CD プレ ー ヤ に か けた 場合 , この プ 


1 fram 
Parity bit 


( 12symbols) 
Left Right 
| 


USERS' BIT 
* 8bits 


] sector 
Consists of 久 
98 frames. 本 


DATAZAUDIOJ ADDRESS 
1IQ3 O'EO5O Pt 


INDEX 


33 SECONDS 
(Undefined) 
49[ o 0」0」01』0 


651 ABSOLUTE TIME IN SECONDS | ABSOLUTE FRAME NUMBER 


81 CRC (ERROR CORRECTION CODE 
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_ の 同期 パタ ー ン , 


Data bit 


章夫 ーー ビー 191 は re ーーーーーー 


MINUTES 
FRAME NO. OF SUB CODE 
の き ABSOLUTE TIME IN MINUTES ・ 


@ サ プ ブ コ ー ド 信号 

CD の 制御 用 に 用 いら れる , 時 間 情報 や トラ ッ ク 番 号 が 
記録 され て いる 信号 。 そ の 他 に グラ フィ ックス 等 も 記録 
する こと が で きる 。 


8 ビッ ト の デー タ を 14 ビ ッ ト 


ロッ ク 構 造 の デー タ が その まま 再 
生 さ れる わけ で す が , 実際 に は , ス 
ピー カ な どの 破損 を 防止 する 目的 
で 設け られ て いる ミュ ー ト 機能 が 
働く た め , 再生 音 を 聞く こと は で 
きま せん 。 尚 こ の ミュ ー ト 機能 は 
Q チ ャ ネル の フラ グ を 検出 し て 動 
作 し ます 。 

この プ ブロック 構造 は 12 バ イト 
4 バイ ト の ヘッ 
ダー お よび 2336 バ イト の デー タ エ 
リア の 計 2352 バ イト に より 構成 さ 


Track number 


【 図 4 】 CD サ プ コ ー ド の ビッ ト 配 置 (変調 前 ) 


COMMAND 1 議 


たま の が ヘッ だ の 理 yK み 2 
ト に より 0, 1。 2 の 3 タイ プ の 
モー ド が 用 意 さ れ て いま す 。 

CD に 実際 に 記録 さき れる デー タ は, 
この プ ブロッ ク の デー タ に 対し スク 
ラン ブル と いう 処理 が ほど こさ れ 
ます 。 こ れ は , 再生 時 の 同期 パタ 
ー ン 検出 を 確実 に 行え を る よう に シ 
ング バト を 除く . データ に 用 を 外 
ム な デー タ を 排他 加算 する も の で , 
再生 時 に は も う 一 度 同 し データ を 
加算 する こと に よっ て ディ スク ラ 


PARITY 4 


| COMMAND 1 


1 」 
だ 2o 『 | 
I 1| 
1 秩 3. I 
Se PA 民放 tt 
2 


較 診 TTEM & Subdfvaion of MODE 


エレ クム ロニ クス ライ ブ 


介 同 期 パ ター ン 


デー タ 構 造 の は じ ま り を 検出 する た め に 用 いら れる デ 


が し 4 列 。 


仙 ヘ ッ ダ ー 


プロ ッ ク ア ドレ ス お よび モー ド を 示す 。 


$ フ ラク 検出 
制御 用 に 記録 され た デー タ を 検出 する こと 。 


@Mode 0 , Mode 1 , Mode 2 
CD-ROM 規 格 に より 定め られ る デー タ の 配置 の 仕方 。 


ン ブ ル が 行わ れ ま す 。 
Mode 0 

2352 バ イト の デー タ は すべ て 0 
に セッ ト さ れ , この モー ド で は っ ユ 
ー ザ ー の デー タ は 記録 で きま せん 。 
主 な ダミ ー セ クタ な ど に 用 いら れ 
ます 。 

Mode 1 

2352 バ イト の 内 2048 バ イト が ユ 
ザー デー タ と し て 解放 され , 残 
り の バイ ト は シス テム デー タ と し 
て エラ ー 検 出 符号 (EDC : Error 
Detection Code) お よび エラ ー 訂 
正 符号 (ECC : Error Correction 
Code) が 記録 され ます 。 

図 6 は 符号 の 構成 を 表し ます 。 

EDC と し て は 32bit の 巡回 符号 
が 用 いら れ , ECC と し て は 距離 3 
の リー ド ソ ロモ ン 符 号 を 2 系 列 〔P 
(26, 24), Q (45, 43) ] 用 いて いま 
大 

これ に よっ て , CD の 復調 系 で 訂 
正しき れ な か っ た デー タ の 訂正 が 
可能 と な り , エラ ー レ ー ト が 2 桁 
向上 する と 言わ れ て いま す 。 

一 般 的 に CD-ROM と 呼ば れ て い 
る の は この Mode 1 を 用 いた も の で , 
1 セク タ 当 り 2048byte, 絵 デ ー タ 
量 540Megabyte (1 ディ スク 60 分 
の 場合 ) の ユー ザー デー タ を 記録 
明記 ま が で きま す 。 

Mode 2 

2336 バ イト の すべ て を ユー ザー 

デー タ と し て 用 いる こと が で きま 


og7. 79S ぐ 


L-ch・data R-ch・data 
| of audio CD of audio CD 
8 bits 8 bits 8 bits 8 bits 
11111111|11111111||11t11111|00000000| 


D0009 DO0010 D0011 D0012 
D2037 D2038 D2039 D2040 


D2041 D2042 D2043. | D2044 
D2045 D2046 D2047 D2048 


D2049 D2050 D2051 D2052 


D2053 D2054 は る US59 D2056 
D2329 D2330 DZ33 は 4 2 


D29833 D2334 D 々 235 D2336 


【 図 5】 CD-ROM デ ー タ フォ ー マ ッ ト 


Sync・pattern 
(12 Bytes ) 


Header( 4 Bytes ) 


User data 
(2048 Bytes for 
Mode 1 ) 


EDC & ECC 

SyStem data 

(288 Bytes for 
Mode 1 ) 


| 0 1 2 3 4 5 40 41 42 


00 |00Q0O 0001 0002 0003 0004 eeerrerrrrrrr 0040 0041 0042 
01 | 0043 すこ AM さく 。 0083 0084 0085 
02 | OOS6 0087 0099 -O090770 人 NZS ダ My・23o 0126 0127 0128 


Q パ リティ 


紹 -0946 0947. 0948 0949 0950 7 の memeee や の の 0986 0987 0988 
較 8 0999.0990 に 0991 0992 0993 73・・ ゃ rsrY2<0 い いく * い =* 1029 1030 1031 


開 SI 1032 10335.1934- 31035 1030…・ い いき 40 **7a ッ 1 1072 1073 1074 
症 還 1075 は 070:.107 が な 102 おこ 129 < くそ た Ss ト 4 の 3 1115 1116 1117 


に ace 画 
詳 1116 1119 1120 1121 3122 …… 1143 
| 27 | 1144 1145 1146 1147 1148 ・…… 1169 


P パ リティ 


Q パ リティ 


【 図 6 】CD-ROM ECC レイ アウ ト 
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人 @ シ ンク バイ ト 
同期 信号 と し て 用 いら れる デー タ 


す 。 こ の モー ド で は , 誤り 訂正 符 
号 が 特定 され て いな いた め , Mode 

に 比べ 信頼 性 が 劣る こと に 注意 
し な けれ ば な り ま せん 。 

最近 , 注目 され て いる CD-I (CD 
Interactive) は この Mode 2 を 用 い 
た 規格 で , 音声 , 画像 , プロ グラ ム 
な ど が 記録 で きる いく つか の フォ 
ー マ ッ ト が 用 意 き れ て お り , 信頼 
性 に 関し て も , 重要 な デー タ に 対 
し て は , 別に 訂正 符号 が 付加 され 
る よう 工夫 され て いま す 。 


3) CD-ROM の 再生 


CD-ROM の 再生 メカ ニズム は , 
図 7 に 示す よう に , CD の デコ ー ダ 
より 出力 され る デー タ か ら 同 期 パ 
ター ン を 抽出 する こと に より 目的 
の プロ ッ ク の デー タ を 読み 取り ま 
す 。 Mode 1 で は , EDC に より エラ 
ー の 検査 を 行い 、 エラ ー の 場合 に 
は 訂正 処理 を 行っ た 上 で , デー タ 
が 出力 され ます 。 

CD-ROM の 大 き な 魅 力 は , 大 容 
量 で か つ ラ ンダ ム ア ク セス が 可能 


EFM 


CD 
DECORDER 
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全 EDC (Error Detection Code) 
信号 の 誤り を 検出 する た め に 用 いら れる 符号 の こと 。 


介 ECC(Error Correction Code) 
誤っ た 信号 を 訂正 する た め に 用 いら れる 符号 の こと 。 


な 点 で す 。 デ ー タ バッ クア ッ プ と 
し て 用 いら れる スト リー マ と の 大 
き な 違 い は この ラン ダム アク セス 
機能 に ある わけ で す が , CD-ROM 
に お ける セク タ へ の アク セス は , 
図 8 に 示す よう な 方 法 で 行わ れ ま 
す 。 

まず , 制御 マイ コン に よっ て , 
セク タ ア ドレ ス か ら , CD 上 で の 径 
情報 の 算出 が 行わ れ , ピッ クア ッ 
プ が その 近辺 へ 移さ れる の と 普 行 
し て , 回 転 数 が 制御 され , デー タ 
の 読み 出し が 可能 と な る わけ で す 
が 。 ます は マイ コン に より サ プ コ 
ー ド 情報 が 読み 出さ れ ま す 。 こ れ 
は サブ プ コ ー ド ブロ ッ ク と ROM の プ ブ 
ロッ クサ イズ が 一 致し て いる た め 
で ,。 サ プ コ ー ド に よっ て 目的 アド 
レス の 直前 の 位置 が サー チ さ れ , 
最終 的 に は , ヘッ ダ の 値 に より 目 
的 の ブロック が 読み 込ま れ ま す 。 
CD-ROM の アク セス タイ ム は 0.5 
ー 1 秒 程度 。 転送 レー ト も 153.6k 
byte/sec と あま り 速 く は あり ませ 
ん が , アク セス に は 各 メ ー カ ー と 


デス クラ ンプ ブル 


も 様々 な 手法 を 用 いて 高速 化 を 図 
ん だ っ ま Mk 

また , CD の 溝 が スパ イラ ル で あ 
る と いう 点 に 着目 する と , 一 度 所 
定 の プロ ッ ク ペ ヘア グセ ス じ で じ ま 
えば , 以降 シー ク 動 作 を する こと 
な く , 連続 し て デー タ を 転送 する 
こと が 可能 で ある こと に な り ま す 。 
こう し た 他 の メデ ィ ア に な い 特 色 
が 今後 生か され て ゆく も の と 考え 
られ ます 。 


( き 、 ピ ッ チー 
生 了 あう トス) 


こ エー ニー ニニ ーー ニー つ 


【 図 8 】 CD-ROM の アク セス 
シー ケン ス 


【 図 7 】 
CD-ROM デ ー タ 
再生 フロ ー 


エレ クト ロニ クス ライ ブフ 


人 @ セ クタ 
デー タ の 集合 の 単位 。 


人 ス トリ ー マ 


デー タ の 保存 用 と し て 用 いら れる テー プ 装 置 


CD-ROM は 図 9 に 志す よう に, 
従来 の CD の プロ セス を 用 いて 製造 
され ます 。 オ ー デ ィ オ と の 違い は , 
音源 に 替わっ て 一 般 的 に は MT ( 磁 
気 テ ー ブ ) が 供給 され , これ に 対 
し て , CD-ROM の 規格 に 基づい た 
コー ディ ング を 行っ た 上 で マス タ 
ー テ ー プ が 作成 され ます 。 こ の 作 
業 は プリ マス タリ ング と 呼ば れ , 


ディ ジタル ・ オ ー デ ィ オ 
マス ター テー プ 


GD プ リマ スタ リン グ 
1) CD マス ター テー プ 
プ フ ォ ーッ ト に 変換 
2) サン プリ ング 周波 数 
を 44.1kHz に 変換 
3) ディ ジタル の 特性 
補正 (イコ ライ ゼ 


ーション ) 


サ プ コ ー ド 情報 を 磁 


気 デ ィ ス ク に 記録 


ペグ まま イ ネッ ク テ デュ ブ 
MT 
(1600/6250BPI) 


仁 サ プ コ ー ド ブロ ッ ク 
サブ コー ド 信 号 の 意味 と し て の まとまり 。 


借 FIFO(First IN First OUT) メモ リー 


リ 一 。 


デー タ の 転送 時 の タイ ミン ク グ 調整 等 に 用 いら れる メモ 


それ 以降 は Audio CD と まっ た く 同 
じ プ ロ セ ス を 用 いて 製造 され ます 。 
一 部 の メー カー で は ,。 マス ター 
テー プ の 作成 を 行わ ず に , コン ピ 
ュー タ か ら 直 接 マ スタ リン グ が 行 
れれ. 表 生 

図 10 に プリ マス タリ ング 装置 の 
一 例 を 示し ます 。 

この 装置 で は , デー タ を 153.6k 
byte/sec の レー ト で 絶え る こと な 
く 約 70 分 送出 する 機能 を 実現 する 
た め , 高速 で 大 容量 (トー タル 1 


CD-ROM プ リマ スタ 
リン グ 同 期 信 号 , ヘ ッ 
ダー 並び に エラ ー 訂 
正 コ ー ド の 構成 


G バ イト ) の ハー ド デ ィ スク と , 
FRIFRO メ モリ ー が , マイ ヨン 綴 軸 
り 制御 され て いま す 。 

Mode 1 に お ける EDC, ECC の 
生成 は 。 ソフ トウ ェ ア だ け で 処理 
し た 場合 , 膨大 な 時 間 を 要 し て し 
まい ます 。 そ こ で ハー ドウ ェ 衣 の 
付加 に より , 高速 化 が 図ら れ て き 
まし た が , 現在 で は , リア ル タ イ 
ム で 符号 の 生成 が 行わ れる シス テ 
ム も 発表 きれ て いま す 。 こ れ に よ ょ 
っ て , 約 3 時 間 で , 550Mbyte の プ 


清 提 洗浄 スタ ン パ ー 作 製 
メタ ル マ ザ ー 
メタ ル マ ス ター 


アル ミニ ュ ウ ム の 
燕 着 (反射 層 ) 


紫外 線 保護 膜 


コー デ ティ ゾク グ 


テン ガラ ス 原 板 (マス っ 


プリ マス タリ ング 終了 


プ g7. 7988 


レー ザー ビー ム ョ 


【 図 9】 CD-ROM の 製造 工程 (日 本 コロ ム ビ ア ) 
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全 論 理 フ ォ ー マ ッ ト 


物理 フォ ー マ ッ ト の 論理 的 な 使い 方 の こと 。 


@$ デ ィ レ クト リー 


@ CAI 教 材 


ディ スク 上 の ファ イル 等 配置 を 示す 情報 。 


電 二 出版 物 の 第 1 号 は や 


日 本 で CD-ROM 化 し だ 電 地 出 
版 物 の 第 1 号 は , 2 年 ほど 前 に 語 
学 専門 出版 社 で ある 三修社 が 発行 
し だ 「 最 新 科学 技術 用 語 辞典 」 で 


し た 。 

この 中 に は , 科学 技術 100 分 野 に 
つい て 16 万 語 も の 情報 が 日 , 英 , 
ドイ ツ 語 で 対訳 収録 され ね て いる そ 
うつ です 。 


Me スタ リン グ を 完了 する こと が 
因 き る よう に な り ま す 。 


CD-ROM 
ウリ マス タリ ング 
シス テム 


同期 信号 , ヘ ッ ダ ー 
EDC と ECC 符 合 化 


VTR( 記 録 ) 


その あと , 同じ 三修社 か ら 日 ・ 
英 ・ 仏 ・ 中 国語 な どの 八 力 国語 辞 
典 (複数 語 対訳 , 同義 語 検索 機能 付 
き , 三修社 ) が CD-ROM で 出版 
され て いま す 。 

そう いえ ば 三修社 は 最近 , この 
「CD-ROM 電子 辞書 」 を 使い こ 
な す た め の マニ ュ ア ル ま で 出し ま 
し た 。 も つと も こち ら は , 紙 に 印 
刷 し た 出版 物 で し た が , 執 届 な 出 
版 社 で す 。 ( 遂 瀬 川 ) 


CD-ROM の プリ マス タリ ング 普 
びに マス タリ ング 工程 に お いて 信 


CD-ROM デ ィ ス ク 


【 図 10】 CD-ROM の プリ マス タリ ング お よび マス タリ ング 工程 (日 本 コロ ム ビ ア ) 
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コン ピュ ー タ を 用 いた 教育 機材 。 


頼 性 は 重要 な 課題 で あり , 特に , 

不安 定 な テー プ 系 を 用 いた シス テ 
ム で は , オー ディ オ の 場合 の よう 
な 補間 に よる 処理 は 許さ れ ま せん 。 
に 共 が っ そこ の ジス 計る み 当 は / バ 
ソ ツ コ シン を 用 いて "テーブ の エラー 
の 状況 。 タイ ムコ ー ド の 信頼 性 等 
の 監視 を 行う こと に より 信頼 性 が 
保 た れ て いま す 。 


以上 CD-ROM の フォ ー マ ッ ト 。, 
メカ ニズム 並び に 製造 プロ セス に 
関す る 説明 を 行っ て きま し た が , 
ここ で , CD-ROM を 使っ た 応用 シ 
ステ ム を 考え て みた いと 思い ます 。 

容量 に 注目 する と , まず 既存 の 
デー タ ・ ベ ー ス へ の 置き 換え が 考 
えら れ ま す 。 

デー タベース 化 の 進ん で いる 米 
国 で は 既に , か な り の デー タ が CD 
-ROM 化 され て お り 従 来 の オン ラ 
イン サー ビス に 対し コス ト 面 の 有 
利 さ を 発揮 し て いる と 言う こと が 
で きま す 。 

し か し な が ら マ ー ケ ッ ト の 拡大 
を 考え る と , 論理 フォ ー マ ッ ト の 
標準 化 が 大 き な 課 題 と な っ て いま 
す 。 現 状 の 規格 で は , ディ レク ト 
リ , アド レス 管理 情報 に 関す る 規 
定 が な いた め 各 メー カー が 独自 の 
フォ ー マ ッ ト で ディ スク を 作っ て 
いる の で , 物理 的 な 読み 出し は で 


エレ グ クト ロニ クス ライ ブフ 


き て も , 論理 的 ファ イル アク セス 
は で き な い こと に な り ま す 。 現在 
HSG(High Sierra Group) に よる 
フォ ー マ ッ ト が 米国 NISO (Natio 
nal Information Standard Organi 
zation) に 提出 され て お り , 近々 標 
準 フ ォ ー マ ッ ト が 規格 化 さ れる と 
考え られ ます 。 

CD-ROM は , 1 枚 の ディ スク で , 
ROM の 部 分 と CD-DA の 部 分 を 混 
在 き させ る こと が で きま す 。 

この 特色 を 生か すこ と に よっ て , 
従来 カモ セット テ ー プ が 用 いら れ て 
ぃ た CAI 教 材 が , CD-ROM に より , 
より 高度 な 教材 へ と 発展 し て ゆく 
も の と 考え られ ます 。 

また 画像 デー タ の 記録 等 に も CD 
-ROM を 用 いる こと が で きま す 。 
現 段 階 で は 静止 画像 ファ イル と し 
て の アプ リケーション が 主 で あり , 
医療 分 野 等 へ 応用 する こと が で き 
ます が , GE/RCA よ り 発 表 さ れ た 
圧縮 技術 を た 用 いた DVI が 実用 化 さ 
れる と , 1 時 間 の 動画 が 記録 され 
た CD-ROM が 市 場 に 現れ て 来る と 
考え られ ます 。 

も が チ ブリ ケー ルツ ソフ 
トウ ェ ア の 開発 に つい て 考え て み 
る と , デー タベース 等 で は , 従来 
大 型 コ ンピュータ に て 著 積 さ れ た 
も の を 移植 する 形 が 考え られ , こ 
RW プル ケー ジョ シン で の シミ 
ュ レ ーション は 比較 的 容易 に 実現 
人 し 二 ま す 。 
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間違い を 正す 能力 


CD-ROM が オー ディ オ 用 の C 
D と 最も 異な る と ころ は , 読み 取 
り エ ラー 修正 能力 で し よう 。 

CD 盤 に 書き 込ま れ て いる ピ ツ 
ト ( 凹 み ) う を レー ザ 光 で 読み 取 つ て 
も , その 正 能 さ ( ピ ビ ツ ト エ ラウ ャ レー 
ト ) に は 限度 が あり , 10~* か ら 10" 
ぐら い の 比 率 で 誤り が 出 て し まい 
ます 。 


に ーー 


これ に OIRO と 呼ば れる エラ ー 
修正 を か ける と , それ が 10~'"~10-“ 
の エラ ー レ ー ト に 下がり , さら に 
エラ ー 検 出 符号 (EDC) と エラ ー 
修正 符号 (ECOC) で , 10 “から 10-“ 
に まで 抑え られ る の で 9 最良 の 状 
態 で )。 これ は パソ コン な ど で CD 
-ROM の デー タ を 読み 出し た と き , 
100 年 に 1 回 誤り が で る か どう か と 
いう 低い 率 に 相当 し ます 。 

(逆瀬川) 


し か し な が ら , CD の 特色 を 生か 
し だ ソ プ ト すなわち チチ 
ルオ ー デ ィ オ が 混在 し た アプ ブリ ケ 
ーション で は , 専用 の 開発 シス テ 
ム に よる シミ ュ レ ーション ヴ が 必要 
と な っ て きま す 。 こ の よう な , 開 
発 シ ステ ム 並 びに プリ マス タリ ン 
グ シ ステ ム も 最近 に な っ て 数 種 開 
発 さ れ , ソフ ト 開 発 に 抽 車 が か け 
られ て いま す 。 


まで ど の 


CD を 応用 し た 製品 が 続々 誕生 し 
て きま し た 。 そ の 中 で CD-ROM は 
一 般 的 に は コン ピュ ー タ の 周辺 と 
し て の 市 場 に 位置 づけ られ て いま : 
す 。 今後 。 様々 な 標準 化 を 経て , 
大 き な 市 場 へ 発展 し て ゆく も の と 
考え られ ます 。 (日 本 コロ ム ビ ア 賜 
ソフ ト 技 術 本 部 ) 


CD-ROM は 新聞 1 年 分 


CD-ROM の メモ リー 容量 約 550 
M バ イト は , 実感 と し て どの ぐら 
い の 情 報 量 な の か を 知る だ め に , 
ちよ つと 試算 を し て み ま し よう 。 

ま ざ 新 聞 の 字数 を 勘定 し て みる 
と , 1 ペー ジ で 平均 1 万 数 千 字 ほ 
どですか ら ( 広 告 な ど を 除 ぐ ), 朝 
刊 16 ペ ー ジ , 刊 32 ペ ー ジ と し て 


1 日 分 で , 1 .3M バ イト 前 後 の ア デー 


量 と いう こと に な り ま す ( 漢 字 1 
六 学 ※ ら (イト)。 

で すか ら , COD-ROM 1 枚 に 新 
聞 1 年 分 以上 が そつ こり 収め られ 
る 計算 に な り ま す 。 

1 ペー ジ 800 字 の 文庫 本 ( 1 國 300 
ペー ジ と し て ) で 比較 する と 1,000 
冊 も 収録 で きま て し まう わけ で す 。 
お そら こく どの よう お な 全集 物 で も み 
ん な CD-ROM 1 枚 に 収まる こと 
で し よう 。 (逆瀬川 ) 
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1.8 


CD-| の 構成 に つい て 


石井 泰弘 


CD-I と は , COMPACT DISC 
INTERACTIVE の 略称 で す 。 日 本 
語 で は 対話 型 コ ン パ クト ディ スク 
の 意味 で あり ます 。 

コン パク トディ スク は ご 存じ の 
CD の こと で す が , この CD は 直径 
12cm の ディ スク で あり な が ら , 1 
時 間 の 音楽 の 再生 が で きる 上 , 反 
射 光 学 式 の 構造 で ある た め , 傷 や 
ほこ り の 影響 を 受け る こと が 少な 
く , 従来 の LP レ コー ド に 比べ て 格 
段 に 取り 扱い が 容易 で ある と いう 
特徴 を 持っ て いま す 。 

さら に 大 き な 特 徴 は , 信号 の 形 
態 が ディ ジタル 信号 で ある こと で 
す 。 即 ち デ ィ ジ タル 信号 で ある た 
め , 優れ た S/N が 得 ら れる 上 , 信 
号 の 誤り 訂正 が 容易 で あり ます 。 

図 1 は CD の 信号 の 作成 ・ 再 生 の 


未 本 化 
44.1kHz 
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手順 を 示し ます が , まず 信号 の 作 
成 は 。 アナ ログ オー ディ オ の 信号 
を 44.1kHz の 標本 化 周波 数 で 標本 
化し 。 その あと 16 ビ ッ ト で 直線 量 
本 北村 が ホ ジ あ ラ 北 だ ます 。 
量子 化し た ディ ジタル オー ディ 
オ 信 号 は , 同期 信号 , 制御 信号 , 
誤り 訂正 符号 を 付加 し て CD 信号 を 
作成 し . これ を 録音 し て CD を 作成 
に 朱 放 3 

再生 は 光 ビ ピッ クア ッ プ で CD に 記 
録 さ れ た 信号 を 読み 出す が , この 
と き CD か ら 検 出さ れ た 信号 が も し 
誤っ て いて も , ディ スク 作成 時 に 
付加 され た 誤り 訂正 符号 を 用 いて 
正しい 信号 に 訂正 され て , 正しい 
音 が 再生 きれ る わけ で す 。 

この よう な 数 々 の 特徴 を 持つ CD 
を 音楽 に 代 っ て 文字 と か 画像 , コ 
ae ニー の ブロ グラ な な どの 
ー タ を 記憶 さき せれ ば , 新しい タイ 
プ の 大 容量 ROM(Read Only Memo- 


誤り 訂正 
符号 付加 


ry) と し て 使う こと が で きま す 。 
この よう な 考え の も と に 作ら れ 
た の が , CD-ROM で ある わけ で す 。 
CD-I は , この CD-ROM を 家庭 
に まで 普及 させ る 目的 で , 信号 の 
入れ 方 , 信号 の 処理 の 仕方 。 これ 
に 使う コン ピュ ー タ の 種類 , コン 
ピュ ー タ の 使い 方 まで を も 決め た 
も の で あり ます 。 
_ 従っ て CD-1 を 理解 する た め に は , 
CD-ROM を ある 程度 理解 する 必要 
が あり ます 。 


!@】 


CD-ROM は , 先 に も 述べ た よう 
に 音楽 用 と し て 作ら れ た CD を 各種 
の ディ ジタル デー タ の パッ ケー ジ 
メデ ィ ア と し て 利用 する も の で す 。 

利用 の 形 を 一 言 で 述べ る と , コ 
ンピュータ の 外部 記憶 装置 と し て 
使 お うと いう も の で あり ます 。 


【 図 1】 
CD 信号 の 作成 ・ 
再生 の 手順 


エレ クト ロニ クス ラプ ブフ 


人 @ 量 子 化 


アナ ログ 信号 の 振幅 を 均一 な ステ ッ プ に 区 切っ て ディ 


ジタル 信号 に 変換 する こと 。 


@ バ パッ ケー ジ メ デ ィ ア 


@$ デ ー タ 誤り 率 
ディ ジタル 信号 に お いて , 正しい デー タ 数 に 対す る 誤 


っ た デー タ 数 の 割り 合い 。 


情報 媒体 の ひと つ で , ビデ オデ ィ ス ク な ど ひ と つの 固 


体 と か っ て いる 物 の こと 。 


CD-ROM ド ライ ブ 


CD-ROM の デー タ 構 成 は , CD 
の デー タ 構 成 を 基本 に し て 構成 さ 
圭 す 。 

つま り CD-ROM は , CD の デー 
タ 処 理 で いっ た ん 誤り 訂正 され た 
あと , さら に も う 一 度 デ ー タ を 構 
成 し 直し , も う 一 度 誤り 訂正 を 行 
う 構 成 と な っ て いま す 。 

この 構成 に より , デー タ 誤 り 率 
10-” が 保証 され て いる わけ で す 。 

図 2 は , CD-ROM プ レー ヤ の 基 
本 構成 を 示し て あり ます 。 基 本 的 
に は CD プレ ー ヤ に , さらに 誤り 訂 
正 回 路 と コン ピュ ー タ 接続 用 の イ 
ンタ フェ ー ス が 付加 され た も の と 
いえ ます 。 

CD-ROM 利用 の 基本 シス テム は , 
図 3 に 示す 形態 と な り ま す 。 す な 
わ ち , コン ピュ ー タ の デー タメ モ 
リ 一 端末 と し て 使わ れ , CD-ROM 
接続 の コン ピュ ー タ で は , デー タ 
メモ リー は CD-ROM に , 御 制 プロ 
グラ ム 付 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 記 
録 さ きれ た 2 メデ ィ ア 形態 が 基本 形 
導 人 まず 。 
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【 図 2 】 
CD-ROM プ レー ヤ 
の 基本 構成 


この 基本 シス テム を 用 いて 各種 
デー タベース , 辞書 な どの 電子 出 
版 へ 応用 きれ ます 。 


1) CD-! の シス テム 


CD-ROM で は , 特定 の コン ピュ 
ー タ 用 の CD-ROM デ ィ ス ク は は ほか 
の コン ピュ ー タ に は 使用 で きま せ 
ん 。 

業務 用 と し て 用 いる 男 囲 で は こ 
の 規定 で 十分 で あり ます が , 家庭 


【 図 3】 
CD-ROM の 基本 
的 な 応用 形 惑 


用 と し て 用 いる と すれ ば , コン ピ 
ュ タ 間 の 互換 性 は 必須 条件 と いえ 
表し よ 洲 * 

CD-I は CD-ROM の この 欠点 を 
補う ため, 規定 を 詳細 に 決め 。 デ ヂ 
ィ ス クー シス テム 間 の 互換 性 を 完 
全 に し た も の で す 。 

CD-! は 一 般 家 庭 まで の 普及 を 目 
的 と する た め , その 機能 と し て は , 
オー ディ オ , ミュ ー ジ ッ ク , 音声 , 
映像 。 ピクチャー, グラ フネ 
アニ メー ショ ン , テキ ス ド 居 員 席 
(文字 )。 コン ピュ ー タ プ 世 伏 導 
な ど を 可能 と し て いま す 。 

さら に ,。 CD-I の シス テム は CD 
-IT の ディ スク は も ちろ ん , 従来 の 
CD ディ スク の 再生 も 可能 と し て い 
ます 。 この よう に CD-! は , 高志 江 
ら の 家 許 情 報 化 時 代 に 妥 求 され る 
AVC (Audio Video Computer) 機 
能 を 全て 備え た 形 と な っ て いる わ 
け で す 。 

図 4 は , CD-I シ ステ ム の プ ブロッ 


が SS きき 
3 | 


CD-ROM デ ィ ス ク 


2Z 


人 @ 和 制御 プロ グラ ム 付 フロ ッ ピ ー 


コン ピュ ー タ を コン トロ ー ル する プロ グラ ム を 記録 し 


し II ソ ピー。 


介 CPU-68000 


モト ロー ラ が 開発 し た 16 ビ ッ ト マ イク ロ プ ロ セ ッ サ 。 
ファ ミリ と し て 6801I0(I6 ビ ッ ト ),68008(I6 ビ ッ ト ), 68020 


(32 ビ ピット) が ある 。 


@AVC 機 能 


オー ディ オ と ビデ オ と コン ピュ ー タ の プロ グラ ム デ ー 


タ な ど を 一 体 化 し て 用 いる 機能 。 


@ 時 分 割 多重 記録 
異な っ た 情報 を それ ぞ れ 時 間 に そ っ て 少し ずつ こま 切 
れ に し , 使う 順番 に 記録 し て 行う 処理 方 法 。 


ダル ヤグ ラム で す 。 

CD-I シ ステ ム は , CD プレ ー ヤ 
に CD-ROM 再 生 回 路 を 付加 し て C 
D-ROM ドラ イ バ ー と し , さら に 
文字 再生 回 路 , 画像 再生 回 路 , 音 
声 再生 回 路 , コン ピュ ー タ デー タ 
再生 回 路 と , CPU-68000 か ら な る 
ンピュータ を 一 体 化し た も の で 
時 ' 

この シス テム に より , CD-I が 持 
つ AVC 機 能 が 完全 互換 性 で 再生 で 
きる こと に な る わけ で す 。 


CD-ROM ド ライ バー 


の カー ダ 
(CPU-68000 ) 


2) CD-| の 仕様 


CD-I の 主 な 仕様 を , 表 1 に 示し 
ます 。 
CD-I の ディ スク に 記憶 で きる 全 
デー タ 容 量 は , 約 650M バ イト で す 。 
そし て CD-I の デー タ の 記憶 は オー 
ディ オデ ー タ , ビデ オデ ー タ , コ 
ンピュータ デー タダ が プ ブロック 単 位 
ご と に 時 分 割 多 重 で 記録 され て い 
人 が 

オー ディ オデ ー タ に は 4 種類 の 


【 図 4 】CD-I シ ステ ム の 構成 


物理 フォ ー マ ッ ト 


全 デ ー タ 人 窒 量 ・ 約 640M バ イト 


読出 し 速度 : 176.4K バ イト 


デー タ 記 録 方 式 


オー ディ オデ ー タ , ビデ オデ ー タ ,。 コン ピ 


ュー タデ ー タ の プロ ッ ク 単 位 の 時 分 割 多重 


CD ディ ジタル オー ディ オ ( PCM) 


ハイ テア ティ 4 ミュ ュー ジッタ (AD- PCM ) 
ミュ ジッ ク (AD- PCM) 
スピ ー チ (AD- PCM ) 


【 表 1 】 
CD-1 の 主 な 
仕様 


解像度 : 360X240 
720 X240 
720※X480 

・ 自然 画 


クス メイ ク 
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方 式 が 決め られ て いま す 。 

(1) 超 Hi-Fi を 目的 と し た も の 。 こ 
れ は CD その まま で す 。 

(2) 思 -i ミ ュー ジッ ク を 目的 と し 
た も の 。 

LP 並 み の 音 質 を 補償 し , ステ 
レオ で 2 時 間 . モノ ラル で 4 時 
間 の 再生 が 可能 で す 。 

(3) Mid-Fi ミ ュ ジ ッ ク を 目的 と し 
た も の 。 
FM 並み の 音質 を 補償 し て , ス 
テレ オ で 4 時間 . モノ ラル で 8 
時 間 の 再生 が 可能 で あり ます 。 
(4) スピ ー チ を 目的 と し た も の 。 
AM 並み の 音質 で あり ます が , ス 
テレ オ で 8 時 間 . モノ ラル で 16 
時 間 も の 長 時 間 再生 が 可能 で あ 
り ま す 。 
以上 4 種類 の オー ディ オ の 仕様 
を 表 2 に 示し ます 。 

これ ら 4 種類 の オー ディ オ 方 式 
が 応用 分 野 に よっ て 使い 分 けら れ 
5 の 1 に が まし も ふ す 。 

さて CD-I の ビデ オデ ー タ の 記憶 
方 式 に は , 自然 画 を 目的 と し た も 
の と , グラ ワ ィ ッ ク を 目的 と し た 
も の が あり ます 。 そ の 主 な 仕様 を 
表 3 に 示し ます 。 

自然 画 と は , 写真 の よう な 画像 
の こと で あり , この 表現 に は DYU 
V コ ー デ ィング が 用 いら れ ま す 。 
- この コー ディ ング 法 は 人 間 の 視 
覚 の 特徴 を 利用 し た も の で , 明る 
さ を 隣 接 画 素 と の 差 と し て 4 ビッ 


エレ ググ ムロ ニク スラ イフ 


@CLUT コ ー デ ィング 


CLUT と 呼ば れる テー ブル に 使用 する 色 を 設定 し て お 
テー ブル を 指定 する こと に より 画素 を 表現 する 方 法 。 


き , 


@DYUV コ ー デ ィング 


画像 の 表現 に お いて , 隣り あっ た 画 


と 明る さ に わけ て 表現 する 方 法 。 


ト で 表現 , 色 を 偶数 番目 の 画素 ご 
と に , 隣接 画素 と の 差 を 4 ビッ ト 
で 表現 する も の で す 。 

導 が ピュー タダ タ 発 ラウ ィ ッ ダグ ・ 注 
字 の 表現 に は , RGB コ ー デ ィング 
と CLUT(Color Lookup Table) コ 
ー デ ィング が 用 いら れ ま す 。 RGB 
コー ディ ング は , RGB 各 色 を 5 ビ 
ッ ト ず つ で 表現 する も の で す 。 

CLUT コ ー デ ィング は , カラ ー 
テー ブル に 使用 する 色 を 設定 し て 
お き , 1 画素 の 表現 に その テー プ ブ 
ル の 1 色 を 指定 する も の で す 。 1 
画素 を 8, 7, 4, 3 ビッ ト で 表 
現す る こと が 規格 化 さ れ て いま す 。 

イラ スト レー ショ ン の よう に , 
線 と 面 で 構成 され る グラ フィ ッ ク 
画像 に は , RL (Run-Length) コー 
ディ ング が 用 いら れ ま す 。 

この 方 法 は 水平 方 向 に つづ く 同 
じ 色 を , 色情 報 と その 長 さ で 表現 
する も の で あり ます 。 

ビデ オデ ー タ の 画像 処理 方 法 は , 
① カ ッ ト , ⑳ ス クロール, ③ 部 分 


方 


画像 の 表現 に お い 


素 間 の 値 の 差 を 色 


CD-| は 普及 する が か 


CD-ROM は , どちら か と いう 
と ビジ ネス ユー ス で ある の に 対し , 
アミ ユー ズ メ ント (娯楽 ) を 中 届 と 
し た CD-| は その 家庭 版 と いえ る 
で し よう 。 で は , CD-| は 今後 どの ぐ 
らい 家庭 に 普及 する の で し よう ガ 。 

面白 い 統計 を ご 紹介 し まし よう 。 
家庭 で 使わ れる 製品 に は 4 つの 


更新 , (①② ダイ ナミ ッ ク カ ラー ルッ 
クア ッ プ テー ブル 更新 , ⑤ モ ザイ 
ク , ⑥ オ ー バ レイ , ⑦ 画 像 ミキ シ 
ング , ⑧ カ ー ソ ル , ⑨ バ ッ ク ド ロ 


発 RGB コ ー デ ィング 


\ て , R( レ ッ ド ), G( グ リー ン ), B( プ 


ルー) の 値 と し て 表現 する 方 法 。 


イプ が ある と いう の で す 。 

ひと つ は 普及 率 が 限り な く 100% 
に 近づこ タイ ブ で , TV や 冷蔵 庫 
が そう で す 。 他 は 普及 率 の 限界 が 
80% (石油 スト ー ブ な ど ) と 30% 


(ステ レオ な ど ) に な る も の , そし 
て 最後 の ひと つ は , 一 時 流行 つて 
も いざ ずれ 廃 さ ね る も の だ そう で す 。 
CD-| は 一 体 ど の ツタ イプ に な る 
の で し よう ね 。 (逆瀬川 ) 


ッ プ の 9 種類 が あり ます 。 

CD-I で は , 以上 の よう に あら め ゆめ 
る 応用 分 野 を 考慮 し て デー タ 方 式 
が 規定 され て いま す 。 


圧 縮 


DYUV 
(輝度 色差 分 離 ) 


| 8 24dit ) 


十 - 


非 均一 量子 化 法 


107.5 十 oKByte 
( QHY カ 式 ) 


7. 7 の SS 


107.5KByte 
107.5KByte 430KByte 


【 表 3 】CD-I の ビデ オ 仕 様 


X 
430KByte 


X 430KByte 以 下 
215KByte 430KByte 


215KByte 以 下 | 430KByte 以 下 
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舘 RL コ ー デ ィング 


画像 の 表現 に お いて , 水平 方 向 に 同じ 色 で 表現 され る 
その 色情 報 と 連続 情報 と で 表現 する 方 法 。 


借 AVC 


オー ディ オ ,。 ビデ オ , コン ピュ ー タ の 頭 文 字 か ら と っ 


た も の で , 音楽 再生 , 映像 , それ に コン ピュ ー タ を 付加 
し て 新しい ソフ ト を 楽し め る 。 つ まり , CD-| が これ に な 


る 。 


再生 シス テム は , これ ら 全 て を 
再生 可能 と する こと が 義務 づけ ら 
9 ます 。 こ の こと は 。 デ ネ ス 
ク と シス テム 間 の 完全 互換 性 を 必 
妥 と する 民生 用 機器 に と っ て は 重 
要 な こと で あり ます 。 


3) CD-| の 応用 分 野 


CD-I シ ステ ム は , 文字 , 画像 , 
音声 。 コ ンピュータ デー タ な どの 
再生 機能 を 持つ こと か ら , 応用 分 
野 は 図 5 に 示す よう に , オー ディ 
オ ・ ビ デオ を 中 心 と する AV 民生 機 
徐 。 文字 を 中 心 と する 電子 出版 , 
情報 ファ イル を 中 心 と する デー タ 
ベー ス サ ー ビ ス , 対話 応答 を 中 心 
と する 教育 ・ 娯 楽 な ど に 用 いら れ 
ます 。 


AV 民生 機器 
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家庭 学習 
と 参 者 
プリ ノレ バム 
【 表 4 】 
CD-I の . 娯楽 
応用 例 が ググ の 


具体 的 な 応用 例 を 上 げ る と , 表 
4 の よう な も の が 考え られ まし ょ 
か 

CD-I は 以上 の よう な 応用 分 野 が 
考え られ て いま す が , この よう な 


_ 分 野 で CD-I が 普及 する た め に は , 


まず シス テム が 低 価格 で 使い 勝手 


が 良く な けれ ば な り ま せん 。 


価格 に つい て は , CD プレ ー ヤ の 
価格 か ら 考 えて 一 般 家 庭 に 普及 す 
る 男 囲 と な る こと は 十分 期待 で き 
仙人 ほ あさこ 

使い 勝手 は , 今 の CD プレ ー ヤ と 
そう 変り な いと 思い ます 。 す な わ 
ち CD-IT シ ステ ム は , コ ンピュータ 
で あっ て コン ピュ ー タ で な い の で 
ず 5 

含 の コン ピュ ー タ の よう な キー 


【 図 5 】 
CD-I の 応用 分 野 


a. 教育 ・ 訓 練 


Do it yourself 


声 の 出る 本 


の ダン ジョ ンジ バー 
動 的 シミ ュ レ ーション 


c. 創造 的 レジ ャ ー 


操縦 方法 
診断 
旅行 情報 
. 日 常 情報 
百科 辞典 ? 辞書 
家庭 医学 
守 婚 大 人 


ボー ド は , CD-I シ ステ ム に は あり 
ませ ん 。 キ ー ボ ポー ド に 代 る ポイ ン 
ティ ング 装置 が 付け られ て , 初心 
者 に 対し て も 格段 に 使い や すい シ 
区 丈 ム で が な びあ 心 ま 移 

この よう に , CD-I シ ステ ム は 家 
寿 へ の 普及 を めざし て いる た め , 
コン ピュ ー タ の 顔 を 取り 除い て あ 
り ま す 。. し か し シス テム の 性能 は 
低く の コロ ンピュータ で す 。 マ イク 
ロブ プロ セッ サ は 68000 系 , メ モリ ー 
容量 は 1 M バ イト と , 16 ビ ピット パー 
ソコ ン と 比べ て も ひけ を 取ら な い 
性 能 を 持っ て いる の で す 。 

この 普通 の パソ コン に ひけ を 取 
ら な い 性 能 に , CD の 持つ 大 容量 メ 
モリ ー が 付け 加わ っ た の が CD-1 と 
いう わけ で す 。 

この よう に , CD-I は これ か ら の 
家庭 情報 化 時 代 に 要求 され る AVC 
(オー ディ オ ・ ビ デオ ・ コ ン ピ ュ ー 
タ ) 機能 を 全て 備え て いる こと か ら , 
その 用 途 は 計り 知れ な いも の が あ 
り ま す 。 (三洋 電機 帆 開発 研究 所 ) 


エレ ング クト ロニ クス ライ ブフ 


1. 1 


C/- 戸 O7 だ が ライブ 本 コ ロム ピア 


DHD-550 シ リー ズ の 特徴 


坂田 勝己 


1982 年 10 月 に 発売 が 開始 され た 
ディ ジタル オー ディ オ CD の 普及 は 
めざまし く , 生産 量 は すでに アナ 


ログ LP デ ィ ス ク を 上 回 っ て いま す 。 


この 音楽 用 CD に は , 2 チャ ネル の 
アナ ログ オー ディ オ 信 号 を 毎秒 44, 


100 回 サン プリ ング し , 各 サ ンプ ル , 


各 チ ャ ネル 当り , 16 ビ ッ ト に ディ 
ジタル 変換 きれ た デー タ が 最大 74 
分 強 記 録 さ れ て いま す 。 
この 容量 は , 60 分 の CD で は 16 ビ 
ッ ト が 2 バイ ト に 相当 し て いる の 
, で , 2 (バイ ト ) x 2 (チャ ネル ) X 
44,100 (毎秒 サン プル 数 ) x 60 (分) 
X60( 秒 ) =635,040.000( バ イト ), 
すなわち 635M バ イト に も 相当 し , 
74 分 強 の 場合 に は , 実に 800M バ イ 
ト 近 くに な り ま す 。 
音楽 用 CD の 大 容量 と 大 量 複 
製 の 容易 さや 取り 扱い の 手軽 さ が 
コン ピュ ー タ 分 野 か ら 注 目 され , 
規格 化 を 望む 声 が 高まり まし た 。 
1984 年 に フィ リッ プス , ソニ ー 
両社 より 規格 の 提案 が あり , 1985 
年 5 月 に CD-ROM の 規格 が ま と ま 
り ま し た 。 表紙 の 色 か ら イ エロ ー 


プ ブック と 呼ば れ て いる 規格 書 に は , 


og. 7988 


物理 フォ ー マ ッ ト は 定め られ て い 
ます が , ファ イル の 構成 や ディ レ 
クト リ の 位置 な どの 論理 フォ ー マ 
ッ ト の 規定 は され ず , 不 統一 が 普 
及 に プレ ー キ を か け て いる 面 も あ 
り ま す 。 

じ か し 。 ここ に き て ハイ シェ ラ ・ 
グル ー プ が 提案 を し た , ハイ シェ 
ラ ・ フ ォ ー マ ッ ト が CD-ROM の 標 
準 に な る 傾向 で あり , 国内 で も す 
で に この フォ ー マ ッ ト を 採用 し た 
ディ スク も 出 始め て いま す 。 

また , CD-ROM ド ライ ブ は , 音楽 
用 CD プレ ー ヤ の 様 に 単体 で 使用 さ 
れる 機会 は 少な く , 通常 は コン ピ 


ュー タ と 接続 さき され, コン ピュ ー タ 


か ら の 指令 に て 動作 し ます 。 こ の 


接続 の イン タフ ェ ー ス も 必ず し も 
統一 され て いる と は いえ そ ず ,。 独自 
の も の が 多い の で す 。 


と デン オジ 諸 ラ イブ の 対応 


1) エラ ー レ ー ト 


光学 式 記録 シス テム は 記録 密度 
が 非常 に 高い た め , 他 の 磁気 記録 
方 式 に 比べ て 誤り 率 が 多い の が 現 
状 で す 。 し か し な が ら , 音楽 用 CD 
で は 非常 に 厳重 な 誤り 訂正 (CIRC) 
を 行っ て お り , 聴感 上 まっ た く 間 
題 な い レ ベル に 達し て いま す 。 

し か し , コン ピュ ー タ の 記憶 装 
置 な ど に 応用 する 場合 に は , た と 
ええ 1 ビット と いえ ども 誤り は 許 き 
れ ま せん 。 そこで CD-ROM の デー 
ダダ に は ほ は, レイ ヤー ド ECC と も し 誠 計 
ー ド ・ ソ ロモ ン 人 符号 を 付加 し , 誤 
り 訂 正 を 行っ て お り ま す 。 こ れ に 
よっ て 10~“ 以 下 の エ ラー レー ト が 


3』 


象 ハ イシ ェ ラ ・ フ ォ ー マ ッ ト 


CD-ROM の フォ ー マ ッ ト を 共通 化す る た 


月 28 日 に コン ピュ ー タ 関連 


@ CIRC(Cross Interleave Read-Solomon Code ) 


@ レイ ヤー ド ECC 
CD-ROM 用 に 付加 され た 誤り 訂正 符号 。 


め , 1986 年 5 


12 社 が 提案 し た フォ ー マ ッ ト 。 


代 リ ー ド ソロ モン 符号 


CD 方 式 の 誤り 訂正 符号 で ,。 バー スト エラ ー を イン タリ 


ー ブ に より , 
ロモ ン 符 号 を 組み 合わ せ た も の 。 


ラン ダム エラ ー に 変換 する 手段 と リー ド ソ 


得 ら れ ま す 。 

デン オン CD-ROM ド ライ ブ は , 
上 記 数 値 を クリ ア し て いる こと は 
当然 な が ら , 使用 中 や 取り 扱い 中 
に 調 っ て ディ スク に 傷 や 指紋 を つ 
紀男 一 タダ タ エ ラ ー の 原因 に な る こ 
と を 避け る た め , 開発 当初 より カ 


トー 


ー ト リッ ジ 方 式 を 採用 し て いま す 。 


2) アク セス タイ ム 


CD-ROM の デー タ 記 録 方 式 は C 
LV 方 式 ( 線 速度 一 定 ) で, フロ ッ ピ 
3 スグ や ソフ バー ド ・ デ ォ ス タク 
の CAV( 角 速度 一 

CLV 記 録 方 式 は , CAV 方 式 よ り 
も 多く の デー タ を 記録 で きる メリ 
ッ ト は あり ます が , 内 周 と 外周 で 
ディ スク の 回 転 数 を 変化 させ る 必 


CO-ROM DRIVE UNiT 
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定 )/ と 異な り ま す 。 


要 が あり , 回 転 サ ー ボ を 掛け な が 
ら ト ラッ クサ ー チ を し な けれ ば な 
ら ず , また , 回 転 速度 が ハー ド ・ 
ディ スク に 比較 する と 1/7 か ら 1/12 
で ある た め , 目的 の ブロ ッ ク に 達 
する 回 転 待 時 間 が 長く な り ま す 。 
その 上 , ト ラッ ク の ピッ チ が 1.6 
m と 小さ いた め , オン トラ ッ ク さ 
せる た め に アク セス の 最終 段階 で 
プ ブロック ・ ア ドレ ス ( ヘ ヘッダ) を 読 
みな が ら ヘ ッ ド を 微小 に 動か す 必 
妥 が あり ます 。 

以上 の よう な アク セス タイ ム を 
悪化 させ る 条件 の 中 で , いか に 早 
くさ せる か が 重要 で す 。 


デン オン は , CD-ROM 専 用 の デ 


ィ ス ク ド ラ イブ 機構 と し て 新た に 
開発 し た .。 ダブ ルウ ォ ー ム ディ フ 


< 写真 1> 
ビル トイ ンタ イプ 
DRD-551/550 


写真 2 > 

共 シ ドア 四 ァ メタ イプ 
DRD-552/553 
DRD-554/555 


ラン ダム エラ ー 訂 正 に 威力 を 発揮 する 誤り 


4 


訂正 符号 。 


ァ レ ン シ ャ ルド ライ ブ 方 式 を 採用 
し て いま す 。 

この 方 式 は 。 2 つの モー タ に 直 
結 き れ た ウォ ー ム ギヤ の 回 転 数 の 
差 に 応じ て, ピッ クア ッ プ ベー ス 
を スラ イド させ る 機構 に な っ て い 
9 

モー タ は 常に 回 転 し て いる の で , 
スラ イド 時 の モー タ の 立ち 上 が り 
は 良く , 片方 の モー タ の 回 転 方 向 

間 に す る こと に より , 大 幅 ス 
イド に 対応 し て いま す 。 

また だ , 重力 の 影響 も 受け に くく , 
傾斜 使用 も 可能 に し て いま す 。 そ 
の 結果 , 最大 1 秒 , 平均 0.3 秒 の シ 
ー ク タイ ム を 実現 し て いま す 。 


3) イン タフ ェ ー ス 


CD-ROM ド ライ ブ は , パー ソナ 
ルコ ンピュータ (パソコン) に 接続 
され , パパ ソコ ン か ら の 指令 に より 
4 
上 で は 油 用 性 が あ 尚 か つ , イ 
ン デ テリ ジェ ント な AS 
が 必要 で す 。 

最近 で は CD-ROM の イン タフ ェ 
で 此 結い も 8 れれ ス スモール: ユン シビ ェ 
つの が 長 枕 ム * イ ンプ フォ ポーズ ) 索 
用 意 す る メー カー が 増え て きま し 
さま 26 7 ネツ コン に SCSL ポ > ト 
を も っ た 製品 も 発表 きれ て いま す 。 

デン オン の ドラ イブ で は 。 当初 
より SCSI と SASI の 選択 を スイ ッ 
チ で お こ な え る コン トロ ー ラ を 標 


エレ グ クム トロ ニク スラ イフ 


人 


@$ プ ロッ ク @$ シ ー ク タイ ム 


「 CD-ROM で 扱う 最小 単位 で , 1/75 秒 に 相当 する 。 光 ピ ッ ク ア ッ プ を 
に 要する 時 間 。 


@$ プ ロッ クア ドレ ス ( ヘ ッ ダ ) 
各 ブ ロッ ク の 先頭 部 (ヘッ ダ ) に 記録 され て いる , 分 , 
秒 。 ブロ ッ ク の アド レス 情報 。 


, 目的 の トラ ッ ク ま で 移動 させ る の 


| 準 装備 し て いる た め , 一 般 市 販 品 周辺 機器 の 多く は 規格 で 寸法 が 
の ホス ト ア ダ プ タ が 使用 で きま す 。 定め られ て いる た め , 規格 に 寸法 
が 合致 し て いる と , 多く の パソ コ 
ン に ビル トイ ン を する こと が で き 


CD- ROM 規 格 に よる ディ スク 
600MB/ デ ィ ス ク ( 最 大 ) 

約 214( 外周 ) 一 500( 内 側 )rpm(CLV) 
平均 回 転 待ち 時 間 


平均 0.3s 最大 1.0s 
約 150ms( 外周 ), 70ms( 内 周 ) 
転送 速度 


(1)SCSI/SASI コ ント ロー ラー と ホス ト 間 | 高速 モー ド 1.2MB/sec 
低速 モー ド 380kB/sec 


! 4) ビル トイ ン 構 造 


使用 ディ スク 
ディ スク グ 容 量 
ディ スク 回 転 数 


k 


ます ずら 

この た め に は , 各部 品 の 小型 作 
・ 集 積 化 が 必須 条件 で す 。 

デン オン ドラ イブ の ビル トイ ン < 
タイ プ ( 写 真 1) は , SCSI コ ント ロ 
ー ラ を 内 蔵 し た 状態 で フル ・ ハ イ 
ト の 標準 寸法 に な っ て お り , 電源 
も 十 5 V, 十 12V で 動作 し ます の 
で ,。 簡単 に ビル トイ ン で きま す 。 
また , スタ ンド アロ ン ・ タ イダ (6 放 
真 2) も 用 意 し て いま す 。 


6 (2) デ ィ ス ク か ら の デー タ 読 み 出 し 速度 | 平均 153kB/sec 
最大 176kB/sec 5) 音声 出力 
環 温 5"35*C 
動作 時 75 CD-ROM の 特徴 の 1 つ で ある 音 
ェ ラ レー ト ( 声 情 報 は , CA-I や 語学 ソフ ト に は 
の まり ーー ド エ テラ ー レ ンド 10~? 以下 必要 不可 欠 で 
(2 ぶ ー ド リー ドド エラー セー ト 10~!2 以下 要 不 中 欠 7 
(3) シ ー ク エラ ー レ ー ト 40? 7 下 。 この た め , デン オン の CD-ROM 
電 源 ドラ イブ に は , 音声 出力 用 の D/A 
DRD-550・DRD-551 二 5V 2.5A, 十 12V 1.5A が DR 9 
DRD-552・DRD-553・DRD-554・DRD-555 | AC90 一 130V 47 一 63Hz コン バー タ 内 蔵 モ デル も 用 意 さ きれ 
外形 寸法 及び 重量 て いま す 。 
DRD-550・DRD-551 | 146( 幅 )X82.6( 高 き )X203( 奥 行 )mm 各 モ デル の 主 な 仕様 を 表 1 に , 
約 1.9kg 
3 = 示 
| DRD-552・DRD-553・DRD-554・DRD-555 | 149( 幅 )X86( 高 き )X303( 奥 行 )mm 主 な 機能 を 表 2 に が し ます 。 
' 約 3.6kg 
【 表 1】 CD-ROM ド ライ ブ の 主 な 仕様 
DRD-550 | DRD-551 | DRD-552 | DRD-553 1 
1 9 
負 
| 【 表 2】 電 源 内 上 蔵 
CD-ROM ド ライ ブ の ョ ント ロー ラー る 
主機 能 (SCSI/SASI) 搭 載 


プ o7. 7988 


に た 


侍 フ ル ・ ハ イト の 標準 寸法 
幅 146mm。 高 さ 83mm, 奥行 203mm。 


び ビ ルト イン プス タン ドア ロン タイ プ 


人 @ CAI(Computer Aided Instruction) 
コン ピュ ー タ を 利用 し た 教育 シス テム 。 


人 @HF 信 号 


信号 。 


レー ザ 光 を ピッ ト に あて , その 反射 光 に より 得 ら れる 


申 ロ ロック ・ ダ イヤ グラ ム を , 図 
1 に 示し ます 。 


1) 機構 部 


機構 部 は , ディ スク を 回 転 きせ 
る スピ ンド ル 部 分 と 光 ピ ッ ク ア ッ 
プ を ラジ アル 方 向 に 移動 きせ る ス 
ライ ド 機 構 が 一 体 と な っ て いま す 。 
スピ ンド ル モ ー タ は 扇 平 の 直結 ブ 
3 レス モー タ を 使い 。 ス ライ ド 
機構 に は 2 個 の モー タ を 差 動 で 回 
転 き させ る, ダブ ルウ ォ ー ム ディ フ 
ァ レ ン シ ャ ルド ライ ブ 機 構 を 用 い 


機構 お よび 光学 部 サー ボ 回 路 EFM デ コー ダ 


て いま す 。 

これ に より , アク セス 時 に 光 ピ 
ッ ク ア ッ プ を 高速 移動 きせ る と 共 
に , デー タ 読 み 出し 時 の 微小 な 移 
動 に も 精度 良く スラ イド で きま す 。 

まな だ な, ディ スク を スピ ンド ル シ 
who ディ ング し た り 。。 取 
り 出 す た め の ロー ディ ング 機構 も 
重要 で す 。 デ ィ ス ク を 入れ た 専用 
の カー トリ ッ ジ を , 全面 の スリ ッ 
ト に 手 で 挿入 する と 自動 的 に ロー 
ディ ング され , 取り 出す と き は イ 
ジェ クト レバ ー を 右 に 回 す と , カ 
ー ト リッ ジ は 自動 的 に 手前 に 出 て 
きま す 。 着脱 も ワン タッ チ で 取り 
扱い や すく , ディ スク を 傷 等 か ら 


ROM デ コー ダ 


保護 し ます 。 
2) 光学 部 


兆 ピ ッ ク ア ッ プ は 。 対物 ルツ 敵 
を ディ スク の 垂直 方 向 に 動か す フ 
ォ ー カ スコ イル と ラジ アル 方 向 に 
微小 に 駆動 する トラ ッ キ ング コイ 
ル , お よび レー ザ ダ イオ ー ド , HF 
信号 と フォ ー カ スエ ラー 信号 。 お 
よび トラ ッ キ ング エラ ー 信 を 検 
出す る フォ ト ダ イオ ー ド が 一 体 と 
な っ て いま す 。 


3) サー ボ 回 路 


主 な サー ボ に は , ディ スク の 面 
ぶれ 等 に よる フォ ー カ ス ず れ を っ コ 


メー ロト コー へ へ] 山王 
OOm・ 由 ー ニ ロー デーCLH の テ の ヽ へ この の の 


【 図 1】 CD-ROM ド ライ ブ DRD-550 シ リー ズ の プ ブロッ ク ・ ダ イヤ グラ ム 
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エレ と レグ トロ ニク スラ イフ 


@EFM 復 調 (Eight to Fourteen Modulation ) 
8 ビッ ト の 信号 を 14 ビ ッ ト に 変換 し て , ディ スク に 記 


録 さ れ て いる 信号 を 元 に 戻す 。 


ディ イン タリ ー プ 回 路 


イン タリ ー ブ フ 処 理 で 分 散 し て 記録 され て いた 信号 を , 


元 の 順序 に 並べ 替え る 回 路 。 


象 デ ィ スク ラン ブル 
スク ラン ブル 処理 で 遅延 し て 記録 され て いた 信号 を, 
元 の 配列 に 戻す 。 


但 プ ロッ クレ ング ス 


ハー ド ・ デ ィ ス ク や フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク な どの メモ 


リー 装置 の 」 ブロ ッ ク あ た り の バイ ト 数 で , | トラッ ク 
を 複数 に 分 割 し た | 単位 の 記憶 容量 。 


寺下 司 m ル する フォ キー カズ かど 
ボ , 螺旋 状 に 記録 され て いる ピッ 
ト に レー ザ を 正確 に 追従 させ る ト 
ラッ キン グ ・ サ ー ボ , 線 速度 を 一 
定 に 保つ た め に 行う 回 転 サ ー ボ な 
ど が あり ます 。 

これ ら の サー ボ 回 路 は , ディ ス 
ク か ら 刻 々 読み 出さ れる 情報 を も 


と に つく り 出 され る 制御 信号 


機構 部 及 び 光 学部 に お くり ます 。 


4) EFM 復 調 と エラ ー コ レク 
ショ ン 回 路 


光 ピ ビ ピックアップ で 再生 きれ た ピ 
ッ ト 情 報 (HF 信 号 ) は , EFM 復 調 
回 路 で 復調 され , デイ ンタ リー プ ブ 
回 路 で 。 も と の 順番 に デー タ を 整 
列 し , エラ ー コ レク ショ ン 回 路 で 
エラ ー 困 正 を 行い , 正しい デー タ 
じ ます 。 


5) CD-ROM デ コー ダ 


取り 出さ れ た デー タ は CD-ROM 
の デー タ に 変換 する た め , シン ク 
ディ テク タ で SYNC 信号 を 検出 し , 
デス クラ ン ブ ル で も う 一 度 整 列 し 
な お し , ヘッ ダ 検 出 回 路 で ブロ ッ 
ク ・ ア ドレ ス お よび MODE を 電 別 
し ます 。 ま た , エラ ー 検 出 回 路 に 
中 0 ん 上 プー デデデ グ ショ ンコ 
ー ド ) を 読ん で , エ ラー が ある か な 
いか を 検出 し ます 。 

この CD-ROM デ コー ダ 回 路 は , 
デン オン で 開発 し た ゲー ト ア レイ 


og. 798 ざ 


に よる 1 チッ プ の LSI を 使っ て い 
ま 学 % 

以上 の 全て の 回 路 は , シス テム 
コン トロ ー ル の マイ コン が 制御 し 
で ゆい ます 。 


6) SCSI/SASI コ ント ロー ラ 


CD-ROM デ コー ダ で 読ん だ デー 
タ は , SCSI/SASI コ ント ロー ラ に 
送ら れ て , 内 部 の バッ ファ メモ リ 
ー に ブロ ッ ク 毎 に 蓄え られ ます 。 

ここ で ,。 デコ ー ダ の エラ ー 検 員 
部 に て エラ ー が 検出 され た 場合 は , 
ECC に よっ て エラ ー 訂 正 が な され , 


中 た い デ ー タ に な り 素 す 。- ヂ 半 閉 


は 内 蔵 の DMA コ ント ロー ラ に て , 
高速 で ホス ト に 転送 し ます 。 
また: ディ ッ プ ャ スイ キッ 更 給 時 
転送 速度 と ブロ ッ ク レ ング ス の 選 
択 が で きま す 。 本 コン トロ ー ラ 1 
友 に て , 最大 4 台 の CD-ROM ド ラ 
イブ を 接続 し コン トロ ー ル で きま 


CD-PROM と CD-EPROM 


CD-ROM は も つば ら 情 報 を 読 
み 出 す だ け の , いわ ば CD の マス 
ク ROM 版 で す が , |C じ メモ リー に 
P-ROM や EP-ROM も ある よう 
に , CD-ROM に も いずれ そう い 
うつ バー ジョ ン が 現れ て も 不思議 で 
は あり ませ ん 。 

そう すれ ば CD-PROM は , ユー 
ザー に よ つ て 1 回 だ け 情 報 を 書き 


す 。 そして, CD- ROM 4 吾 が 同時 
に シー ク 動 作 で きま す の で , ホヌ 
ト の 処理 効率 が 上 が り ま す 。 


デン オン と 大 日 本 ゴン ピュ 志 


シス テム 帆 が 共同 開発 を し 。 す で 


に 販売 を し て いる CD-ROM 地 図 情 
報 シ ステ ム ,「CD・MAP」 を 紹介 し 
ます 。 

この シス テム は, ツマ パソ コン に 本 
続 す れ ば すぐ に 使用 で きる よう に 。 
CD-ROM ド ライ ブ (DRD-553) と 
ホス ト ア ダ プ タ お よび アプ リ ケ ー 
ショ ン ソ フト を 一 式 で 販売 し て い 
ます 。 

CD-ROM デ ィ ス ク 1 枚 に , 東京 
23 区 の 250m 四方 の 住宅 建物 地図 が 
約 9,500 枚 と , 独自 に 調査 し た 居住 
者 名 ・ 住 所 ・ ビ ル 名 な どの 基本 デ 
ー タ 約 320 万 件 が 収録 し て あり ます 。 


込む ご と が で きる , プロ グラ マダ 
ル な CD と いう こと に な り ま す 。 

CD-EPROM で は 書き 込み だ 
け で な こぐ 消去 も 可能 と な り , フロ 
ツ ピ ー デ ィ ス ク フ の よう に 情報 を 保 
存 ・ 再 生 ・ 削 除 と 自由 自在 に 扱え 


る の で す 。 
KDD, クタ 松下 , フィ リツ 
プス な ご が この 研究 開発 を し て い 


る と いわ れ , 試作 品 で デモ まで 行 
つた 企業 も ある よう で す 。 (逆瀬川 ) 
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侍 ホ スト アダ プ タ 


ホス ト ・ コ ンピュータ と 周辺 機器 を 接続 する た め の , 


の プア エ ー ス ・ ポ ボー ド 。 


@ イ メー ジ デ ー タ 
印刷 物 や 写真 な ど を コー ド 化 する の で は な く , イメ ー 


ジグ の まま チ データ 民 し た も の 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー つ 


| 
| 


く 地図 の スク ロー ル > 


中 


ロー ル す る 方 向 の 
衝 を 入力 し さい 


| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 


< 写真 3> 地図 


居住 者 デー タ を 管理 する 必要 の 
ある 業種 で 活用 で き , 今 まで 顧客 
デー タ 等 を 文字 や 数 値 の 維 列 で 管 
理 し て いた 情報 を 地図 と いう 面 で 


捉え る こと に よっ て , より 級 富 な 
販売 戦略 を た て て いく ため の ツー 
oe 

論理 フォ ー マ ッ ト は , CD-ROM 


自動 車 に も CD-ROM が 


CD-ROM の あり が だ 味 を 享受 
で きる の は , ひよ つと し た ら 自 動 
車 へ の 太 用 が ガ 一 番 に な る ガ も し れ 
ませ ん 。 

と いう の は , 車 に は 道路 地図 情 
報 は 不可 欠 で すし , 地図 の 枚数 が 
多い の で CD 盤 に 収録 する の に う 
とこ つけ だ か ら で す 。 それに , い 
ち 早 ぐ 秒 要 な 情報 を 検索 する の に 
も 向い て いま すし , 1 年 に 何 10 万 
記 ぶ 作ら られ ね ば ハー ド (ナビ ゲー 
ショ ン シ ス テム … 道 路 案内 ) も 結 
構 安く ぐ なり, 普及 を 早め る で し よ 


に 


つ 。 
そう な れ ば 電 道 路地 図 (ソフ 
ト ) も 販売 され , ご この カー ショ 
ツ ッ プ で も まま に 入れ られ ね る よう に な 
る が も し れ ま せん 。 そ れ に は コマ 
ー シ ヤ ル も 入 つ て いて , 走行 中 に 
最寄り の ドラ イブ イン の CM が 飛 
び 出 すこ と に な る ガ も …。 
(逆瀬川 ) 
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の アク セス 回 数 を 極力 少な くす る 
た め , 独自 な も の を 採用 し まし た 。 
この た だ た め , 1 回 の アク セス で 1 枚 
の 地図 デー タ を 読み 出す こと が で 
き , 通常 の 方 法 に 比べ 約 半 分 の 時 
削 で 地図 (写真 3 ) を 表示 する こと 
が で きま した 。 


お わり に 


CD-ROM の 登場 に よっ て , パソ 
コン レベ ル で 扱っ て いた 容量 は , 
プロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク 1 枚 1 天 B) 
ハー ド ・ デ ィ ス ク 20 一 40MB か ら 一 
世に 600MB と いう 大 容量 の 世界 に 
移行 し まし た 。 こ の 大 容量 を 持つ 
CD-ROM を 十分 に 使い こなす に は , 
その 検索 ソフ ト の 高速 化 を は か る 
の は も ちろ ん の こと , デー タ を ど 
の よう に 構築 する か が 重要 で す 。 
方 , 大 量 の デー タ を 必要 と する 
ィ イメー ジ デ ー ダ で あれ ば vi が 冬 


早く デー タ を ホス ト に 送れ る か が 


普及 の 鍵 を 握っ て いる と 思わ れ ま 
す 。 
ディ スク か ら ド ライ ブ ま で 一 貫 
生産 する 当社 と し て は , CD-ROM 
は 勿論 の こと , 次 々 と 誕生 する 光 
関連 メデ ィ ア の 開発 と 普及 に , 最 
大 限 の 努力 を 払う つも り で お り ま 
ま 。 
(日 本 コロ ム ビ ア (株 ) 
情報 シス テム 推進 部 ) 


エレ クト ロニ クス ライ プン フ 


1I. ど 


C/- 戸 O 人 7 だ ライプ プ 三 学 雪 導 


RUM-Z500/300U シ リー ズ の 特徴 


三洋 電機 は , こ の ほど ROM-2500 
シリ ー ズ の ビル トイ ン 型 に て ,。 2 
種類 の CD-ROM ド ライ ブ の 発売 を 
開始 し まし た 。 

さら に , ROM-3000 シリ ー ズ の 
スタ ンド アロ ン 型 で 。 キ ャ ディ を 
用 いた 機種 も 近日 発売 を 計画 し て 
いま す 。 

ビル トイ ン 型 CD-ROM ド ライ ブ 
「ROM-2500 シ リー ズ 」 と スタ ンド 
アロ ン 型 CD-ROM ド ライ ブ 「RO 
M-3000 シ リー ズ 」 の 解説 を し た い 
と 思い ます (写真 1)。 


ROM-2500 シ リー ズ と し て 一 方 
は , SANYO オリ ジ ナ ル の イン タ 
フェ ー ス を 搭載 し た ROM-2500, 
他方 は SCSI イ ンタ フェ ー ス を 搭 
載 し た ROM-2501 で す 。 

この 2 機種 は ホス トコ ン ピ ュ 


ーー 一 夕 と の イン タフ ェ ー ス の 違い を 


除け ば , 両者 の 機械 的 , 電気 的 仕 
様 は 全く 同じ で す 。 ユ ー ザ ー は 両 
者 の 違い を 気 に せ ず , CD-ROM ア 


川上 智司 


プリ ケー ショ ン ソ フト を 駆動 させ 
る こと が で きま す (写真 2 が その 現 
物 で す ) 。 
この 2 機種 の 最大 の 特徴 は , 
(1) ビル トイ ン 型 
5 イン チ FDD と 全く 同じ 大 きき 
で あり , パパ ソコ ン 内 の FDD と 置 
き 替 え 可 能 。 
(2) エラ ー 訂 正 の 充実 
CD-ROM 再 生 時 に 問題 と な る デ 
ー タ の エラ ー 検 出 。 エ ラー 評 正 
能力 を 高め る た め に , 三洋 電機 
独自 で 開発 し た リア ル タ イ ム ・ 
エラ ー 証 正 用 LSI で ある RCHIP 
(REAL TIME ERROR CORR 


写真 1> 
三洋 CD-ROM 
ドン だ と 
ッ ト 


< 写真 2> ROM-2500 シ リー ズ 


7. 79S ぐ 


ECTION AND HOSTINTERF 
ACE INTEGRATED PROSE 
SSOR) LC8950 を 採用 。 
エラ ー 検 出 、 エ ラー 訂正 を リア 
ル タ イ ム で 行う た め , 転送 レー 
ト を 下げ る こと な く , エラ ーー 記 
ー ト 10~“ の 高い 信頼 性 の デー タ 
を 高速 転送 する こと が で きる 。 
ROM-2500 は , 32K バ イト の デー 
タバ ッ フ ァ を 持ち , 最大 2M バ イト 
/ 秒 の バッ ファ 転送 速度 が あり ます 。 
また 。 オン タフ ラフ ェ ー ス ルッ 『 表 市 結 
最大 7 台 ま で ディ ジー チェ ー ン 義 
続 が 可能 で あり , 最大 7 枚 に また 
が る CD-ROM デ ィ ス ク の デー タ も 


< 写真 3> ROM-3000 シ リー ズ 


3Z 


仁 ス タン ドア ロン 型 


CD-ROM ド ライ ブフ 独立 型 の 据置 タイ プ を 言う 。 


侍 リ アル タイ ム エ ラ ー 訂 正 用 LSI 


侍 デ デー ジー チェ ー ン 接続 


| 台 の ホス トコ ンピュータ に 7 台 の ドラ イブ を 接続 し , 


順に デー タ を 読み 出す 接続 方 法 。 


デジ タル 信号 を 受け , 誤り 訂正 , 誤り 検出 を リア ル タ 


イム に 行う LSI を 言う 。 


CR-ROM の 制作 は 


レー ザー 光線 を 使っ て ディ ジマ 
ル 化 され だ 情報 を , ディ スク に 穴 
(ピッ ト ) を 刻む こと に よっ て 記録 
し , 読み 取り 時 に は ビッ ト に レー 


ザー 光線 を 当て , ピッ ト を 被 う ア 
ルミ 反射 膜 か ら の 光 の 反射 量 に よ 
つて , デー タ を 読み 取り ・ 再 生 す 
89/ ハ ペ プ ム で す 。 

(編集 部 ) 


瞬時 に 活用 で きま す 。 
ROM-2501 は , ANSI の X3・131 
で 承認 され た SCSI を 採用 し て お 
り , SCSI イ ンタ フェ ー ス を 持つ ホ 
スト シス テム に 接続 可能 で す 。 
SCSI の 1I/0 は 非同期 シン グル エ 
ンド 型 の 伝送 形態 を 採用 し , ディ 


スコ ネ ク ト ・ ア ー ビ ト レー ショ ン .・ 


機能 も 有 し て いま す の で , マル チ 
ホス ト , マル チ CD-ROM ド ライ ブ 
と いっ た 組み 合わ せ も 可能 で あり , 
一 方 の パソ コン か ら 他 方 の パソ コ 
ン に 内 蔵 さ れ て いる CD-ROM ド ラ 
ZI アク セス を 禁止 する こと も 
守 き . ま . す 。 


前 面 


LOAD/EJECT 


【 図 1】 ROM-2500 の フロ ント パネ ル 
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(フラ ッ ト 部 ) 
レー ザー 光線 が びそ の まま 
反射 し て くぐる 
= 1 

(ピッ ト 部 ) 
レー ザー 光線 の 反射 が , 
拡散 , 反射 量 が 減少 する 
=0 


アル ミ 反 射 膜 

ポリ カー ボネ イト 樹脂 
CD-ROM ド ライ ブ に SCSI を 採 
用 する こと に より , 1 吾 ま た は 複 
至 の CD-ROM ド ライ ブ と , 1 台 
また は 複数 台 の ホス トコ ン ピ ュ ー 
タ を 同一 バス 上 に 接続 し , 大 容量 
CD-ROM デ ー タ を 共有 し た り , 1 
枚 の CD-ROM デ ー タ を 複数 の ホス 
ト で , 異な る 画面 表示 を 同時 に 行 
わせ る と いっ た 利用 も 行え ます 。 
この よう に ROM-2500 シ リー ズ 
は , 大 きく 分 類する と SANYO I/F 
と , SCSI I/F の 2 種類 と な り ま す 。 
さら に , それ ぞ れ の 機種 に 音声 
再生 回 路 ( ヘ ッ ド ホン 出力 ) を 付加 
し , 音量 ボリ ュー ム の 可変 が 可能 


ピット 


な 展開 機種 も 準備 し て いま す 。 

この 音声 再生 回 路 は , 現在 市 販 
され 生 \* る ヨン パク トディ スク も 
再生 可能 と な っ て お り , ディ ジ タ 
ルオ ー デ ィ オ の ステ レオ 感 を 味 わ 
みき 人 束 恋 きき 注 ず 。 

次 に ,。 ROM-3000 シリ ー ズ で は , 
ROM-2500 シリ ー ズ の 回 路 構 成 を 
基本 と し た , AC 電 源 供給 型 の 機種 
で す 。 写真 3 が その 現物 で す 。 

特徴 と し て は , 次 の 3 つが あり 
まま 3 
(1) 置き 場所 を と ら な い コ ン ノ パク 

設計 
(2) カー トリ ッ ジ の 採用 で ディ ス 

ク を 保護 し , さら に 使い や すく 

し 78。 

(3). ぶ クン ドア ロン シ ンタ オデ な ので) 
ディ ジー チェ ー ン 導 続 に より 。 

大 容量 の デー タ 確 保 が 容易 に 行 

えん る 5 


機 


次 に , 各種 ドラ イブ の 機能 を 説 
明 し ます 。 
(1) ROM-2500 の 場合 


【 図 2 】 ROM-2500 の リア パネ ル 


エレ グ クト ロニ クス ラテ イプ フ 


借 ANSI の X3・131 


アメ リカ 規格 協会 で 正式 承認 され た , SCSI イ ンタ フェ 


ー ス プロ トコ ル を 言う 。 


人 非同期 シン グル エン ド 型 


侍 デ イィ イス コネクト ・ ア ー ビ ト レー ショ ン 機 能 


使 有 中 の デー タバ ス を 切り 離す 機能 と , バス の 有 占 権 


を 確保 する 機能 を 言う 。 


計 号 の や り と り が , ハン ド シ ェ イク で , 単 一 極性 の 信 


号 ラ イン 状態 を 言う 。 


( 図 1・2・3 参照 ) 

① デ ィ ス ク 挿 入 日 

②LOAD/EJECT ス イッ チ ( 光 
セン サ を 採用 し た タッ チ 方 式 
で あり , ディ スク の 挿入 , 取 
- り 出 し 時 に 使用 する )。 

⑧DISC LED (ディス ク が 入っ 
て いる 場合 に 点灯 し ます ) 

④ACT LED( ド ライ ブ が スピ ン 


アッ プ の 状態 の と き に 点灯 し , 


デー タ 転 送 時 に は 点滅 する ) 
SANYO バ パス コネクタ 
(40 ピ ンコ ネ ク タ ) 
⑥ デ ッ プ スイ ッ チ (1 一 3 は ドラ イ 
プ セ レク ト 用 。4 は DRQ モ ー 
ド =ON, WAIT モー ド =OFF 
の 切り 替え 。 
⑦ 電 源 コ ネ ク タ 
ま 相 ん 中 詳 V 
2 セン 、 アザ ロ ゲ GWD 
セン デル ダダ 沙 せ GRD 
2 ビン 呈 酸 症 
(2) ROM-3000S の 場合 
( 図 4・5 参照) 
① キ ャ ディ 挿入 日 


②EJECT ス イッ チ (PUSH に て 
キャ ディ を 取り 出す ) 

③POWER LED (電源 ON 時 に 
点灯 ) 「 

④BUSY LED( ド ライ ブ が スピ 
ン ア ッ プ の 状態 の と き に 点灯 
し , デー タ 転 送 時 に は 点滅 す 
る ) 

⑤ 音 量 ボ リュ ー ム (ヘッ ド ホ ン の 
音声 出力 レベ ル を 可変 する ) 

⑥ ヘ ッ ド ホン 端子 (R/L2 チ ャ ネ 
ル の ステ レオ 出力 ) 

(〈⑦ の SANYO バ スコ ネ ク タ 
(40 ピ ンコ ネ ク タ ) 

(0⑧ ア ディジ ー チ ェ ー ン 用 コネ クタ 
( 2 召 目 の CD-ROM ド ライ ブ 
を 接続 する ) 


⑨ デ ィ ッ プス イッ チ ( 図 3 と 同様 ) 


⑩AC 電 源 ス イッ チ 


次 に , 三洋 CD-ROM ド ライ ブ の 


仕様 概要 を 以下 に 記載 し ます 。 


ジミ - 時 - 


(1) デー タ 容 量 


スベ スイッチ 3 | スイ ッ チ <] スイッチ 


4 は , DRQ モ ー ド ( =ON), WAIT モー ド ( =OFF ) の 切り 共 
し 
【 図 3 】 ROM-2500 の ディ ッ プ スイ ッ チ 


7o7. 79SS 


MODE1 540Mbyte 

MODE 2 FORM 1 
540Mbyte 

MODE 2 /FORM 2 
627Mbyte 


(2) デー タ 転 送 速 度 


平均 75BLOCK/sec 
(150K バ イト / 秒 ) 
SANYO-I/F | 
土 


SCSI-I/F 
(3) リー ド エ ラ ー レ ー ト 
10-" 以 下 


(4) 平均 回 転 待ち 時 間 


【 図 4】ROM-300085 の フロ ント パネ ル 


 AC コ ー ド [ 
【 図 5】 ROM-30008 の リヤ パネ ル 
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人 @|/F 人 @DRQ モ ー ド 
イン タフ ェ ー ス の 略 。 DATA REOUEST の 略 。 ダ イレ クト メモ リー アク セス に 
て , デー タ 転 送 を 行う モー ド 。 


@ACT LED 
ACTIVE LED の 略 。 WAIT モー ド 
デー タ 転 送 を 。 ホス トコ ンピュータ の プロ グラ ム に よ 
り 行う モー ド 。 
最 内 周 60msec 最大 0.8sec 1 I/F 8 吾 
最 外周 150msec (6) 最大 駆動 ユメ ニット (ディ ジー チ (ホス ト 含む ) 
(5) アク モス タイ ム ェ ー ン ) 「 (7) オプ ショ ン 
平均 0.3sec SANYO I/F 7 召 40-40 ピ ン (SANYO) 接続 ケー 


CD-ROM ド ライ ブ 
CD-ROM デ ィ ス ク CD-Audio デ ィ ジ タル 信号 処理 CD-ROM デ ィ ジ タル 信号 処理 


【 図 6 】 
& 2 人 
の し CD-ROM ド ライ フ 
| の プ ブロッ ク 図 (RO 
M-2500 シ リー ズ ) 
誤り 訂正 
(EDC/ECC) 
フォ - カ ス サ ー ボ ポ ! [ 回 
トラ ッ キ ング サーボ LRcHP 部 
スレ ッ ド サー ポ 
Audio OUT 
サー ボ 回 路 
CD-ROM ド ライブ 
CD-ROM デ ィ ス ク CD-Audio デ ィ ジ タル 信号 処理 CD-ROM デ ィ ジ タル 信号 処理 
! 【 図 7 】 


CD-ROM ド ライ ブ 
の ブロッ ク 図 (RO 
M-2501 シ リー ズ ) 


| NO アド レス 
クラ ンプ ル 制御 
CLV 誤り 訂正 誤り 訂正 
制御 (CIRC) (EDC/ECC) | 


Audio OUT 


サー ボ 回 路 


40 | エレ クト ロニ クス ライ フ 
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@BUSY LED 
ACT LED と 同一 (呼び 名 の 違い )。 


@ デ スク ラン プリ ング 


DISC 上 の | ブロ ッ ク 内 の , 特定 ビット で 反転 記録 し た 


も の を , も と に も どす 作用 を 言う 。 


信 バ ッ フ ァ RAM 


誤り 訂正 や ホス ト と の 時 間 合 わ せ の た め に , いっ た ん 
記憶 させ る RAM を 言う 。 


@ ヘ ッ ダ 


デー タ の | ブロッ ク の アド レス 部 分 を 言う 。 


プ ブル 
50-50 ピ ン (SCSI) 接続 ケー ブ 


次 に , CD-ROM ド ライ ブ の ブロ 
ッ ク ダ イヤ グラ ム を , ROM-2500 
は 図 6 に , ROM-2501 は 図 7 に 示 
じ ま ず 。 

この ブロ ッ ク ダ イヤ グラ ム 内 に 
ある RCHIP は , CD-ROM ドラ イ 
ブシ ステ ム の た め に 三洋 が 独自 に 
開発 し た 超 LSI で , 約 8.500 ゲ ー ト 
の スタ ンダ ー ド セル ・ セ ミカ スタ 
ム LSI, 2gm ル ー ル , アル ミ 2 層 配 


【 図 8】 
CD-ROM RCHIP 
プ ブロッ クダ イヤ グ 
ラム 
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線 の も の で す 。 

RCHIP は , シリ アル で ディ ジ タ 
ル 信 号 を 受け , 誤り 訂正 ・ 誤 り 検 
出 を リア デルタ イム で 行い , 高い 信 
頼 性 の デー タ を 転送 レー ト を 下げ 
ある 避 と な く 《、 示 共 や な シン ゼ ュ アデ 
や デア プリ ケー ショ シシ ステ みな ど 
の 外部 接続 機器 に 高速 転送 する こ 
と が で きま す 。 

CD-ROM RCHIP は , 8 ビット 
の マイ コン が 接続 され , 誤り 訂正 
・ 検 出 な どの 復 合 処 理 の 終了 ホ 
スト か ら の コマ ンド 送出 , ホ スト 
へ の デー タ 転 送 の 終了 な ど に よる 
割り 込み 信号 に より 制御 され ます 。 

RCHIP 内 の ブロ ッ ク ダ イヤ グラ 


グレ ラー 
ーー ちの 


ECC デ ー タ プロ ッ ク 
RAM ア ドレ ス 
生成 
ヘッ ダレ ジス 


EDC レ ジス タ 


ECC・EDC 部 


ム を , 図 8 に 示し ます 。 大 別して で 
3 つの ブロ ッ ク が あり ます 。 


(1) デー タ 入力 部 

デー タ の 入 カ イン タラ フラ ョ <a 較 : 
同期 検出 , デ スク ラン ブリ ング , 
バッ ファ RAM へ の デー タ 書き 込 
み 。 

(2) ECC・EDO 部 

誤り 訂正 . お よび 検出 を 行う プ 
ロッ ク 。 

(3) ホス トイ ンタ フェ ー ス 部 
ホス ト ア プリ ケー ショ ン シ ス テ 
ム か ら の コマ ンド 受信 レジ スタ 
と , ホス ト へ の デー タ 転 送 。 
CD-ROM RCHIP と マイ コン を 


ー フ ェ ー ス 部 
/ 
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侍 コ マン ド 受 信 レ ジス タ 
ホス ト か ら の 命令 を 受信 する , 


言う 。 


タス ク 人 負荷 


8 ビッ ト の レジ スタ を 


人 @P 及 び Q の 誤り 訂正 


登 CIRC 


CD-ROM の 誤り 訂正 符号 の 呼び 名 (P 符 号 , 0 符号 )。 


CD の 音楽 用 誤り 訂正 の 呼び 名 。 


マイ コン の ソフ トウ ェ ア の 仕事 量 を 言う 。 


組み 合わ せる こと に より , これ ら 
の CD-ROM ド ライ ブシ ステ ム に 必 
要 な 機能 の すべ て を , 実現 する こ 
が で きま す 。 

接続 する コン トロ ー ル マイ コン 
の 処理 の 負荷 は , 最小 限 に 軽く す 
ませ る こと が で きる た だ ため, 安価 な 
5 チップ マイ コン で 十分 で あり , 
CD-ROM の サー ボコ ント ロー ル マ 
イコ ン に その 機能 を 含ま せ て いま 
了 ら 

それ で は , CD-ROM RCHIP の 
9 つの 特徴 を 以下 に 挙げ ます 。 
(1) CD-ROM ド ライ ブシ ステ ム の 
部 品 点数 の 大 幅 な 削減 。 

(2) マイ コン の タス ク 人 負荷 の 大 幅 
な 削減 。 

(3) 既存 の CD 用 LSI の 直接 接続 可 
能 。 

(4) CPU コン トロ ー ル に より , き 
め 細 か な 同期 保護 可能 。 

(5) P お よび Q の 二 重 の 誤り 訂正 を , 
各 2 回 ずつ 4 回 と , 訂正 後 の 誤 


組込み 型 
(ビル トイ ン ) O 


り 検査 と を り リアルタイム で 実行 
可能 。 

(6) 繰り 返し 訂正 を 行う こと に よ 

り , さら に 訂正 能力 を 上 げ る こ 
と が 可能 。 

(7) CIRC の 復 合 誤 り を 検出 ・ 訂 正 
可能 。 
(8) CPU コン トロ ー ル に より , 

ま ざ ま な 復 合法 を 選択 可能 。 
(9) 高速 な デー タ 転 送 が 可能 。 誤 
) 訂正 ・ 検 出処 理 中 に も デー タ 

の 転送 可能 。 

次 に , CD-ROM ド ライ ブナ 接続 用 
の ホス トバ パソ コン 側 の 1/F に つい 
て 説明 し ます 。 

(1) ROM-2500 シリ ー ズ は , SAN 

YO オリ ジ ナ ル 1I/F ド ボー ド を , ホ 

スト パソ コン の 拡張 スロ ッ ト に 

挿入 し , この ボー ド の 1I/0 コネ 

クタ (40 ピン ) に 接続 し て 使用 し 

まっ 。 

この SANYO-I/F ド ボー ド は , 

・ 三 洋 MBC-990 (IBM-PC/AT 


7)k 


ン 


ーー 


機能 モデ ル | ROM-2500 |ROM-25005| ROM-2501 |ROM-2501S| ROM-3000 |ROM-3000S| ROM-3001 |ROM-3001S 
0 PS 
据置 き 型 

(スタ ンド アロ ン ) 

SCSI I/F 


コン パチ 機 ) 
・NEC PC-9801 
な どの 各種 の パソ コン 用 を サポ 
ー ト し て いま す 。 
(2) ROM-2501 シ リー ズ は , SCSI 
イン タフ ェ ー ス の 1/O コネ クタ 
を 持つ ホス トコ ンピュータ に 接 
続 可 能 で あり , 広 男 囲 の コン ピ 
ュー タ に 対応 し ます 。 
最後 に , 当社 の 各種 CD-ROM ド 
ライ ブ の 主要 機種 一 覧 を 表 1 に 示 
し ます (近日 発売 子 定 の モデ ル を 合 
む )。 
(三洋 電機 帳 
情報 シス テム 事業 本 部 ) 


福 


電 源 


DC5V, 12V | DC5V, 12V | DC5V, 12V | DC5V, 12V | .AC100V 信 C100V AC100V AC100V 


【 表 1 】 三洋 CD-ROM ド ライ ブ 主 要 機 能 一 覧 


イク エレ クト ロニ クス ラプ フ 
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C り - om プ WEC 


PC-CD101 の 特徴 


市 山 義和 


Wire - つ に CD-RO 
M ド ライ ブ 装 置 が あり ます 。 こ れ 
は コン ピュ ー タ の 周辺 装置 と し て 
使用 する も の で , 小型 で 大 容量 で 
ある CD-ROM の 特徴 を 生か し て 各 
種 デ ー タ ベー ス の 検索 用 シス テム 
等 を 構築 し ます 。 

ここ で は NEC が 開発 し た モデ ル 
「PC-CD101」 を 例 に と り , ハー ド 
側 か ら 解 説 を 試み る こと に し まし 
5 が 

まず 最初 に 本 体 の 説明 を 行い , 


. 次 に シス テム 構成 例 を 図示 し て 実 


際 の 使い 方 に つい て 述べ る こと に 
し ます 。 本体 の 写真 を 写真 1 に 示 
し ます 。 特 に 説明 を 加え て お きた 
い ぃ の が 本 体 の 右側 に 号 っ て いる 別 
売り の リモ ー ト コン トロ ー ル ユニ 
ッ ト で , これ は 双方 向 性 を 持た せ て 
あり , CD-ROM ユ ニッ ト が コン ビ ピ 
ュー タ に 支配 され て いな いと き に 
通常 の 音楽 再生 用 の CD プレ ー ヤ と 


し て 使用 で きる 機能 を 持っ て お り , 


weclPCCDIOI 


D-ROM UNIT 


COMPACT 


叫 人 @ 


7. 798S ぐ 


また ハン ド ユ ニッ ト 側 に 液晶 表示 
パネ ル が 用 意 き れ て いる の で CD- 
ROM ユ ニッ ト の 状態 が CALL ボ タ 
ン に より 表示 され ます し , 送信 し 
た コマ ンド に 対し 受信 内 容 を CD- 
ROM ユ ニッ ト 側 か ら 送 り 返 す よ う 
に な っ て いる の で 大 変 使い や すく 
な っ て いま す 。 

構成 と の 
言 部 受信 部 を 一 体 化し て 本 体 と 
リモ コン ユニ ッ ト 双 方 に 搭載 する 
こと に より 達成 し て いま す 。 こ の 
機能 は パソ コン ユー ザー の 方 々 か 
ら BGM 環 境 が 容易 に 生み 出せ る と 
し て 好評 を 得 て い ます 。 

次 に 本 体 の 各部 名 称 お よび 機能 
を 説明 し ます 。 


各部 名 称 お ま び 機能 


PC-CD101 前 面 を 図 1 に 示し ま 
す 。 


写真 1> 
PC-CD101 本 体 と 
別売 り の リモ ー ト 


ゴン トロ ー ジ 


⑩ CD-ROM 挿 入 日 
CD-ROM を 専用 カー トリ ッ ジ に 
収め た 状態 で 入れ ます 。 CD-RO 
M の 見 える 面 を 上 に し て 人 公印 の 
方 向 に 入れ て くだ さい 。 オ ー ド 
ロー ディ ング 機構 に より カー ト 
リッ ジ が 自動 的 に 吸い 込ま れ ま 
k が 

@② BUSY イ ンジ ケー タ 
この イン ジ ケ ー タ は デー タ の リ り 
ー ド 動作 中 に 点灯 し ます 。 こ の 
イィ インジケータ が 点灯 し て いる と 
き に , EJECT や 電源 の 0N/OF 
F が を 行う と リー ド エ ラ お 如 洪 
か 

⑥ POWER イ ンジ ケー タ 
電源 が 供給 され 電源 スイ ッ チ が 
「ON」 の 状態 で 点灯 し ,「OFEF」 
の 状態 で 消灯 し ます 。 

の FEJECT ボ タン 
カー トリ ッ ジ を 取り 出す と き に 
押し ます 。 
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便 BUSY 


ホス トコ ンピュータ と 通信 中 で ある こと を 意味 し ます 。 


アー ビ ト レー ショ ン フ ェ ー ズ 


複数 の CPU お よび 複数 の ドラ イブ で 構成 され る シス テ 
ム で SCSI バ ス の 専有 権 を 獲得 する た め の フ ェ ー ズ 


リモ ュ コン 用 窓 
別売 り の 双方 向 リ モー トコ ント 
ロー ラ PC-CD101-01 と , 赤外線 
に よる 信号 の や り と り を 行う た 
め の 窓 で す 。 

⑩ へ ヘッドホン ジャ ッ ク 
ヘッ ド ホ ン を 接続 する 端子 で す 。 
ステ レオ ミニ タイ プ の プラ グ 付 
ヘッ ド ホ ン を 接続 する と , 音楽 
や 音声 が 楽し め ま す 。 

@⑯ VOLUME つ まみ 
ヘッ ド ホ ン の 音量 を 調節 で きま 
。 

PC-CD101 背 面 を 図 2 に 示し ま 
きも 

⑳ POWER ス イッ チ 
電源 の ON/OFF を 行う スイ ッ チ 
で , 左側 に 傾け る こと に より 電 
源 「ON」 に な り , 右側 に 傾け る 
こと に より , 電源 「OFF」 に な 
り ま す 。 

@ AC コ ネ ク タ 
ユニ ッ ト に AC 電 源 を 供給 する た 
め の コ ネ ク タ で , 添付 され て い 
る AC 電 源 ケ ー ブ ル を 差し 込み , 
CPU 本 体 の AC 供 給 用 コネ クタ 
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と 接続 し ます 。 

OUTPUT 端子 
オー ディ オ 信 号 が 出力 され ます 。 
オー ディ オア ンプ の CD 端子 と 添 
付き され て いる ピン コー ド で 接続 
じ ま す 。 


_⑳ IL/0BUS1 コ ネ ク タ 


PC-CD101 を 制御 する た め の バ 
お a 天 肖 で す 。 
CPU 本 体 の 拡張 スロ ッ ト に 実装 
し た SCST イ ンタ フェ ー ス ボー 
ド の コネ クタ と 添付 の ケー ブル 
で 接続 し ます 。 接 続 方 法 は 図 3 
に 示し ます 。 

⑥ 1/0BUS2 コ ネ ク タ 
PC-CD101 を 制御 する た め の バ 
スコ ネ ク タ で す 。 1 吾 だ け で 使 
用 する 場合 は SCSI イ ンタ フェ 
ー ス ボー ド 「PC-9801-50」 に 添 
付 さ れ た 終端 抵抗 を 接続 し て く 
だ さい 。 


⑲ SW1 


PC-CD101 の SCSI イ ンタ フェ 
ー ス 上 の ID 番号 を 設定 する た 
め の ス イッ チ で す 。 SCSI 規 格 上 
の アー ビ ト レー ショ ン フ ェ ー ズ 
を 備 た シス テム で は ディ ジー 
チェ ー ン バス 上 に 最大 8 台 ま で 
の CD-ROM ユ ニッ ト が 接続 する 
こと が で きる の で , それ ぞ れ の 
ユニ ッ ト が ID 番号 を 持つ 必要 が 
あり ます 。 SW1 の 設定 は 次 の 表 
に 従っ て くだ さい ( 表 1)。 


CD-RHO 能 と 仕様 
性 能 仕様 を 以下 に 示し ます 。 
CD-ROM 部 
ユー ザ デ ー タ 収容 量 
540M バ イト /disc 
ブロッ ク 総 数 
270K ブ ロッ ク /disc 


50PIN ケ ー ブ ル 


丁 呈 


【 図 3-1】 


PC-CD101 添 付 AC 電 源 ケ ー ブ ル 


AC 電 源 コ ネ ク タ ( 出 力 ) 


SCSI イ ンタ ー フ ェ ー ス 
ボー ド の コネ クタ 


( 注 ) 信号 ケー ブル の コネ クタ は ク 
ラン パ て 必ず 止め て (だ さい 。 


エレ と クト ロニ クス ラテ イフ 


ww DA 


ーー ダグ プロ タダ 

2048 バ イト / ブ ロック 
デー クタ 転送 速度 

最大 500K バ イト / 秒 

平均 150K バ イト / 秒 
回 転 待ち 時 間 

平均 150msec (外周 ) 

平均 70msec (内 周 ) 
ジー グ タ イム 

平均 0.5 秒 , 最大 1.0 秒 
ww ド エ ラ ー レ ニート 

10~“ 以 下 (エラ ー 訂 正 後 ) 

オー ディ オ 部 

但し 別売 り の リモ ー ト コン トロ 
ー ラ PC-CD101-01 を 用 いて 本 
機 を オー ディ オ 用 CD プレ ー ヤ と 
し て 使用 し た 場合 
標本 化 周波 数 

44 .1kHz 
量子 化 ビ ッ ト 数 

16 ビ ッ ト 直 線 
チャ ネル 数 

L/R2 チャ ネル 
周波 数 特性 

20Hz 一 20kHz 
ミッ クタ レッ ダ 

80dB 


【 図 3-2】 


og7. 7 の 98S 


@ デ イジ ー チ ェ ー ン バス 
複数 の ドラ イブ を 接続 する 方 式 で デイ ジー と いう 花 に 
た と えた 接続 方 法 


@ ID 番号 
ldentify。 No の 略 で ユニ ッ ト 個 々 の 認識 の た め の 番 号 。 


S/N 比 相対 湿度 20% 一 80% 
80dB 但し 結露 し な いこ と 。 
全高 調 波 ひ ずみ 率 保管 時 
0.05 多 周囲 温度 0 て 一 40C 
チャ ネル セパ レー ショ ン 相対 湿度 30 め ー80% 
70dB ( 1 kHz) 電源 条件 
ケ ウ ュ ッ アラ y ポ AC100V 土 狐 
測定 限界 値 以 下 消費 電力 15W 以 下 
出力 信頼 性 
2 V (EIAJ) MTBF 15000 時 間 
環境 条件 但し レー ザ 寿 命 は 5000 時 間 と 
動作 時 まる 。 
周囲 温度 5 で 一 40C 寸法 ・ 重 さ 


CD-ROM の SCSI イ ンタ ー 
フェ ー ス 上 の TJD 番 号 


0 工場 出荷 時 固定 
【 表 1】 
2 
3 
4 
な 
6 
7 
DIP ス イッ チ 4 ………… So1 デ ー タ バス ドド 上 の パ リティ ナ を 9 敵 用 
貞 常 :0 
DIP ス イッ チ 5 ……… だ ビ ゼ ド ホ ドレー ジョ シン ジス プア スム 用 
通常 :0 
DIP ス イッ チ 6 一 8…… TESTT 用 
1 通常 :0 
【 図 4 】 


VOLUME 、 
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人 @ シ ー ク タイ ム 


CD-ROM デ ィ ス ク 上 の デー タ を 検索 する た め に 光 ヘ ッ 


ド が 移動 する 時 間 。 


@ デバ イス ドラ イ バ ー 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 上 に 記録 され た 検索 用 プロ グラ ム 


154WX87HX338D 
重量 約 3.5kg 
以上 が PC-CD101 を 外面 的 に 見 
た 説明 で す 。 


次 に 実際 に シス テム を 構築 する 
た め の 接 続 方 法 を 較 で ボ す こと に 
本 ます 。 

3 に PC-9800 シ リー ズ と の 接 
続 方 法 を 詳細 に 示し て あり ます 。 
また シス テム の 構築 例 と し て 図 5 
に 示し て あり ます 。 図 5 で お わか り 
に な る よう に , CD-ROM ド ライ ブ 
ユニ ッ ト 単 体 で は CD-ROM デ ィ ス 
ク を 再生 する こと は 不可 能 で す 。 

必ず CD-ROM デ ィ ス ク に 対応 し 
た ホス トコ ンピュータ と ,。 デバ イ 
ス ド ラ イ バ ー が 必要 と な り ま すし , 
CD-ROM ド ライ ブユ ニッ ト と ホス 


か デン ディ, の まり ルル シル ネプ テキ エース 


トコ ンピュータ に 対応 し た ホス ト さて 以上 を も と に し て CD-ROM 
ユニ ッ ト の 中 味 を の ぞい て みる こ 
と 民 必 ま す 。 シス テム プロ メグ. を 
図 に し て みる と 図 6 の よう に な り 
ます 。 

通常 の CD プレ ー ヤ と 相 異 し て い 


スピ この: スピ ピ ガ 人 R 


ボー ド も 必要 と な り ま す 。 


本 器 の 


CD-ROM 
ドラ イブ ユニ ッ ト 
PC-CD101 


DEVICE 
ドラ イ バ ー 


CD-ROM デ ィ ス ク 
の フリ ケー ジ ヨ ア が 
【 図 5 】 CD-ROM シ ステ ム 構 築 例 


【 図 6 】 
CD-ROM ユ ニッ ト 
シス テム プ ブロッ ク 図 


エレ クム ロニ クス ラプ フ 


インタフェース ボー ド 


ホス ト ア ダ プ タ と も いい , ホス ト CPU と CD-ROM ユ ニ 


ッ ト 間 の 信号 の や り と り を 仲介 する 。 


る 部 分 は ハッ チ で 半 っ た 部 分 で す 
か ら 主 要 な 部 分 は 共通 な こと が よ 

く 理解 で きる の で は な いで し ょ う 
か 。 

但し この 図 に は で て こない メカ 
ニズム 部 分 は 民生 用 と 異な り , 信 
頼 性 向上 と デー タ 検 索 と いう 本 来 
の 目的 で ある 高速 サー チ に 不可 欠 
な リニア モー タ に よる 上 光 ピ ッ ク ア 
ッ プ の 駆動 な ど , 使用 目的 に 合わ 
せ た 設 計 が され て いま す 。 

電気 回 路 で の 相 異 点 は , CD-RO 
M と いう デー タベース の ソー ス と 
し て 要求 きれ る エラ ー レ ー ト が フ 
ロッ ピー ディ スク 装置 等 と 同じ レ 
ベル の 10~“ 以 下 で ある こと か ら 追 
加 の エラ テー 訂正 回 路 が 設け られ て 
いる 点 が あげ られ ます 。 

PC-CD101 で は , この 部 分 を 専 
用 LSI (PD9309G) で 構成 し て い 
ます 。 この LSI は CD-ROM デ ュー 
ド 用 に 開発 し た も の で , 信号 処理 
用 LSI か ら の 入力 デー タ は 配線 数 
の 少な い 3 線 シ リア ル 方 式 に な っ 
て お り , コン トロ ー ル は 汎用 マイ 
ュ ン で 制御 で きる よう に 設計 され 
て いま す 。 

LSI 内 部 の ブロ ッ ク 図 を 図 7 に 
示し ます 。 もう 一 方 の 相 異 点 は ホ 
スト コン ピュ ー タ と の 信号 の や り 
と り を 行う た め の イ ンタ フェ ー ス 
部 分 が あり ます が , 本 機 で は 汎用 
で 実績 の 多い ANS1I 標 準 と な っ て 
いる SCSI 規 格 に マッ チ す る 回 路 


og7. 79SS 


外部 RAM 


8K wor 


【 図 7 】 PD9309GF ブ ロッ ク 図 


を 構成 し て お り , SCSI コ ント ロー 
ラ LS1 1 個 と FIFO メ モリ ーLSI 2 
個 で 構成 され て いま す 。 

NEC じ で は ホス トコ ンピュータ と 
し て PC-9800 シ リー ズ を 指定 し て 
いま す が , 他社 の パソ コン で も SC 
SI イン タフ ェ ー ス を 備え て いれ ば 
接続 は 可能 で す 。 但 し ホス トコ ン 
ピュ ー タ に 対応 し た デバ イス ドラ 
イ バ ー を 開発 する 必要 が あり ます 。 

さて 実際 に シス テム と し て 動作 
を させ て みる こと に し ます 。 図 5 
に 示し た 各種 ハー ド を 揃え て 図 5 
の よう に 接続 を 行い ます 。 次 に PC 
-9800 シ リー ズ 用 と 明記 され た CD 
-ROM 媒 体 を , 専用 カー トリ ッ ジ 
に 装着 し て か ら CD-ROM ユ ニッ ト 
の 挿入 口 に 挿入 し ます 。 

次 に CPU 本 体 (PC-9800 シ リー 
ズ ) の フワ ロッ ピー ディ スク ドラ イ 


プ 部 に CD-ROM 媒 体 に 対応 し た デ 
バイ ス ド ラ イ バ ー を 挿入 し て 準備 
完了 で す 。 デ バイ ス ド ラ イ バ ー に 
は CD-ROM 媒 体 か ら の デー タ の 検 
索 を コン トロ ー ル する OS (オペ レ 
ーション ソフ ト ) が 書き 込ま れ で 
いま す 。 ほ と ん どの アプ リ ケ ー シ 
ョ ン は 画面 と の 対話 型 か マウ ス に 
より コン トロ ー ル で きる よう に な 
っ て お り , 使い 易 さ へ の 工夫 が き 
れ も そい きま 沙 。 
以上 で ハー ド の 解説 を 終わ り に 
致し ます が , 技術 的 に は あま り 深 
く 説明 し て いな い 点 に つい て は 読 
者 諸氏 の 御 叱責 を 得 た いと 思い ま 
生 。 

(日 本 電気 KK 周辺 装置 事業 部 ) 


4Z 


C/- 戸 O 人 7 だ ドラ イブ 婦 ぎ 


ソニ - IM パソ コン 


佐々 木 功 昌 


最近 。 CD-ROM が 注目 を 集め て 
お り ま す が , ここ で 紹介 する モデ 
ル は , 今年 の ビジ ネス ショ ー に 初 
め て 参考 出品 (写真 1) し た も の で , 
8 ビッ ト の MSX パ パソ コン と CD-R 
OM ドラ イブ と を 一 体 化 する こと で 
省 ス ペー ス ・ 低 価格 を 目指 し た , 
CD-ROM 検 索 レ シス テム で す 。CD 


-ROM と 言え ば , すぐ 16 ビ ッ ト パ ー 


ソコ ン で 操作 する も の と 考え が ち 
で す が , 実際 に は 8 ビット の MSX 
パパ ソコ ン で も 同じ よう に 利用 で き 
る の で す 。 検索 スピ ー ド は 16 ビ ッ 
ト パ ソ コン と な ん ら 居 色 な く 動 作 
し ます 。 何故 な ら , 検索 スピ ー ド 
は パソ コン 側 の 能力 で は な く , CD 
-ROM ド ライ ブ 側 の 能力 に よる も 


< 写真 1> ビジ ネス ショ ー に 参考 出品 
され だ た ソ ニー の MSX パ ソ 
コン と CD-ROM 
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の だ か ら で す 。 


MSX パ ソコ ン は , 家電 メー カー 
各社 の 規格 統一 の 8 ビッ ト パ ソ コ 
ン で , 一 毅 家 庭 向け 低 価格 パソ コ 
ン と し て ,。 ゲー ム ・ ホ ビー ユー ス 
中 心 に 販売 され , 累計 販売 台数 も 
200 万 耕 に 手 が 届 こう と し て いま す 。 

当初 は ゲー ム が 中 心 で し た が , 
ワー プロ や ビデ オ 編 集 な ど 様 々 な 
用 途 に 使わ れる よう に な り , 利用 
者 も 着実 に 増加 し て いま す 。 

特に 最近 で は , モデ ムカ ー ト リ 
ッ ジ の 発売 に より , 今 話題 の パソ 
コン 通信 の ター ミナ ル と し て 注目 
され , オン ライ ン で 株 式 売買 の で 
きる ホー ム ト レ ー ド 利用 な ど , 本 
格 的 な 情報 機器 と し て 高い 評価 を 
受け て いま す 。 この MSX を 用 いて 
CD-ROM を コン トロ ー ル し よう と 
いう の が 本 シス テム で す 。 

一 方 , CD-ROM は 540 メ ガバ イ 
ト の 大 容量 の メモ リー で , A4 な ら 
約 20 万 枚 . フロ ッッ ピー ディス ク な 
ら 約 600 枚 分 , 広辞苑 な ら 約 20 冊 分 
と いう 膨大 な 記録 メデ ィ ア で す 。 

それ で は , この 特徴 を 十分 に 活 
し だ アプ ト で 。 本 と 素 学 ぶ に で 
動作 可能 な , 岩波 書 店 の 『 広 辞 苑 」 
と NTT の 16GD タ ウン ペー ジ 」,. そ ぞ 
れ か ら 先 日 , 全国 図書 館 大 会 で 発 
表 さ れ た ば か り の 『J-BISC」 を 用 


いて , 本 シス テム の ご 紹介 を し ま 

と まう 。 

『 広 辞 苑 」 

ます 広辞苑 で す が , これ は 人 岩波 
書店 の 国語 辞典 『 広 辞 苑 」』 の CD- 
ROM 版 で , 富士 通 の オア シス の 最 
上 位 機種 で 利用 で き , 商品 化 が 発 
表 さ れ て いま す 。 本 シス テム で は , 
検索 語句 を 入力 する こと に より , 
その 詳細 を 表示 する も の で す 。 
例文 字 表 示 ……… 漢字 30 字 X20 行 
久 治 字 種類 ……… 第 1・ 第 2 水準 
入力 形式 ……… カナ 入力 

カナ 漢字 変換 . 
検索 スピ ー ド …1 一 3 秒 
急 検 索 方 式 の 9.8 潤 06 和 前 方 一 致 

読み 検索 

表記 形 検索 
だ と えば , 「 あ き の な な くさ 」 と 
入力 し て 検索 する と ,『 広 辞 苑 』 で 
説明 され て いる 「 秋 の 七草 」 に 関 
する 詳細 が 表示 され ます 。 ま た 同 
音 意義 語 の 多い 語句 は , 漢字 で 検 
索 す る ほう が 効率 よく 調べ られ ま 
b 

『CD タ ウン ペー ジ 」 

次 に , CD タウ ン ペ ー ジ で す が こ 
れ は NTT の 東京 23 区 の 職業 別 電 話 
帳 の CD-ROM 版 で , 当初 PC-9801 
に て 発表 きれ まし た が , それ を M 
SX で も 使え る よう に 検索 ソフ ト を 
開発 し まし た 。 業種 コー ド , 地区 
コー ド , 企業 名 の 3 通り か ら 検 索 
で き , 又 こ れ ら の 複合 検索 も 可能 


エレ ググ クム トロ ニク スラ イフ 


介 MSX バ パソコン 


電機 メー カー|I4 社 に よる , 統一 規格 の パソ コン 。 MSX 


は ( 燃 ア ス キー の 商標 o 
但 8 ビット パソ コン 


心臓 部 の CPU (中 央 演算 処理 装置 ) に 8 ビッ ト の マイ 


コン を 使っ た パソ コン 。 
但 16 ビ ッ ト パ ソコ ン 


PC-980! や 1BM-5550 等 。 
全 モ デム カー トリ ッ ジ 

パソ コン 通信 機能 を 内 蔵 し た 周辺 機器 (MSX パ ソコ ン 
専用 )。 ソ ニー の 「『HBI-|I200」 等 。 
代 ホ ー ム トレ ー ド 利用 

パソ コン 通信 を 利用 し て , 
株 式 売買 を する サー ビス 。 大 和 証 券 , 山 一 証券 等 。 


心臓 部 の CPU に I6 ビ ッ ト の マイ コン を 使っ た パソ コン 。 


Se ま 
人 文字 表示 ……30 字 X13 行 
だ と えば , 企業 名 を セブ プン イセ 
プ ブン 」 と 入力 し て 検索 する と , 東 
京都 の 「 セ ブン イレ ブン 」 す べ 
て が 電話 帳 の 順番 に 表示 され ます 。 
また , 業種 コー ド を 「 日 本 料理 店 」 
地区 コー ド を 「 港 区 」 と 指定 する 
と , 「 港 区 」 に ある , すべ て の 「 日 
本 料理 店 」 を 検索 する わけ で す 。 
デー タ 表 示 は , 企業 名 ・ 電 話 番号 
の 他 に , 住所 ・ 業 種 名 も 表示 され 
る の で , 電話 番号 確認 は も と より , 
Ke デイ ジグ や デオ レグ まえ 
ル の 支援 手段 と し て , 有効 活用 が 
期待 され ます 。 
『J-BISC」 

先日 , 全国 図書 館 大 会 で 書誌 情 
報 検索 用 の CD-ROM と し て 発表 さき 
れ た の が ,『J-BISC」 で す 。 こ れ 
は , 国立 国会 図書 館 の 所 有する 50 
万 件 に 及ぶ 書誌 デー タ を 1 枚 の CD 


-ROM に 収録 し た も の で , 図書 館 
業務 の 効率 化 を 目指 し , CD-ROM 
に 収録 され た 書誌 アー タ より , 書 
名 ・ 著 者 名 ・ 出 版 者 ・IS BN, 
等 か ら 書 籍 に 関す る 情報 を スピ ー 
ディ に 検索 し , 利用 する こと が 可 

BE で す 。 と り ね わけ | 本 システ お 本 
『J-BISC』」 を 利用 で きる シス テム 
と し て , 日 本 図書 館 協 会 より 認定 
を 受け て お り ま す 。 

た と えば, 書名 の 中 で 「 伊 達 政 
款 」 と ある 書籍 を すべ て 検索 し た 
り , さら に , 同じ 伊達 政宗 で も 山 
岡 料 入 氏 が 書い た 書籍 の み を 検索 
し た りす る な ど , 複合 検索 が 可能 
で ず 。 

も ちろ ん 多 方 面 か ら の 検索 が 可 
能 で , 著者 ・ 書 名 ・ 出 版 者 ・ 分 類 
・ 件 名 か ら は いう まで も な く , 刊 
行 年 ・JP ナ ン バ ー・ISBN・ 官 公 
庁 コ ー ド な どか ら も 検索 が で きま 
す 。 ま た , 検索 し た 書誌 ゲー タ を 


各 CD テ ディスク の 比較 (編集 部 ) 


主要 情報 


教育 , 娯楽 


7o7. 79SS 


オー ティ す 


リア ル タ イ ム の 株 価 妥 会 や 


TAG 表 示し た り , 図書 カー ド に 印 
字 し た りす る こと も 可能 で す 。 
「 最 後に 』 

CD-ROM は , その 特徴 か らい っ 
て , 大 量 に 蓄積 され 整理 され た デ 
ー タ に は 向い て いま す が , 更新 疾 
度 が 非常 に 高い デー タ や 最新 情報 
を 扱う に は 向い て いま せん 。 し た 
が っ て 本 シス テム に お いて も 。, 最新 
情報 に つい て は パソ コン 通信 を 利 
用 する こと を 優先 し , その 一 方 で 
蓄積 され た 大 量 の 情報 に つい て CD 
-ROM を 活用 し よう と する も の で 
s の 

用 途 や 使用 方 法 に よっ て , 両者 
(パソ コン 通信 と CD-ROM) を う 
まく 使い 分 ける こと が , 本 シス テ 
ム の 上 手 な 使い 方 に な る と 思い ま 
す 。 

尚 。 ここ で ご 紹介 し た ソフ ト は 
各々 , 下記 の 各社 の ご 協力 で 開発 
され た も の で あり , この 場 を お 借 
り し て お 礼 申 し 上 げ ま す 。 

『 広 辞 苑 』 

岩波 書店 。 大 日 本 印刷 富士通 
『CD タ ウン ペー ジョ 』 

NTT, 大 日 本 印刷 
『J- BISC」 

国立 国会 図書 館 ・ 日 本 図書 館 協 

会 , 大 日 本 印刷 

(ソニ ーKK スー パー マイ クロ 
事業 本 部 HI 事業 部 ) 
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C/-/ 妨 記 の 浪 / が シス テム の こと 


日 本 コロ ム ビ ア 応用 製品 に つい て 


天 澤 弘行 岡林 毅 穴 沢 健 明 


CD-I 規 格 は その 概要 が , 本 年 6 
月 に 決定 され , その 後 の 性 能 評価 
も 近く 完了 し , 最終 的 な 規格 が ま . 
も な く 決 定 さ れる 状況 に あり ます 。 

その 規格 の 詳細 に つい て は , 別 
稿 に ゆめ ずる と し て , 本 稿 で は , CD 
-1 に と っ て 重要 と 思わ れる 点 や CD 
-I そ の も の で は あり ませ ん が , CD 
-I で 使わ れ て いる 技術 を 応用 し た 
シス テム に つい て , 以下 に 解説 を 
加え させ て いた だ きま す 。 

CD-1 は , 民生 お よび 教育 分 野 で 
の 普及 を 目的 と し た , ディ スク ベ 


音楽 の 種類 


ビット 使用 謙 に よる 平均 情報 量 
| 3.2 セ ッ ト 以 下 * 
40 ビ ピッ ト 以 下 * 
3.7 ビ ッ ト 以 下 * 
3.2 ビ ッ ト 以 下 * 


早稲田 大 学 理工 学部 音響 研究 室 に よる 
測定 結果 ) 


* 長 時 間 に わ た る 測定 や 必要 標本 化 周波 
数 の 測定 を 行う ) こ と に より この 値 は よ 
り 小さ く な る 。 


【 表 1 】 音 楽 信号 の エン トロ ピー 


標本 化 周波 数 陸 ト 数 


ー ス の コン ピュ ー タ シス テム で す 。 


じ だ た が っ て, ファ ミサ リー コン ピュ 


ー タ な と の 例 か ら も わか る よう に , 


CD-I の 普及 に と っ て は 優れ た ソフ 
トウ ェ ア の 開発 が 最も 重要 な 鍵 と 
な り ま す 。 

優れ た ソフ トウ ェ ア の 開発 と い 


っ て も , CD-I で は 多少 複雑 な アプ 


り 信 ショ ン と お な る と を 。 その ソ 
フト ウェ ア の 中 で , 音声 , 画像, 


コン ピュ ー タ デー タ の 3 種 の 情報 


が 複雑 に か ら み あう こと に な り ま 
す 。 ま た ディ スク も , 1 枚 600 メ ガ 
バイ ト と 大 容量 で ある た め , 膨大 
な デー タ を 作成 し な けれ ば な り ま 
せん 。 

し た が っ て , CD-+ 制 作 シ ステ ム 
も , 音声 処理 部 , 画像 制作 部 , プロ グ 
ラム 開発 部 を 装備 し た , 大 容量 メ 
モリ ー を も つ コ ンピュータ シス テ 
ム と な ら ざ る を 得 ま せん 。 

この CD-+ 制 作 シ ステ ム の 開発 状 
況 , 音声 処理 を 行う CD-I オ ー デ ィ 
オ エ ンコ ー ダ , 画像 制作 を 行う 画 
像 エン ゴー ダ な ど に つい て 以下 に 
報告 し ます 。 また , CD-I そ の も の 


最大 チャ ン ネ ル 数 
(モノ / ス テレ オ ) 


44.1kHz 


1 


37.SkHz 


2/4 


37.Sk 昌 Hz 


18.9kHz 


【 表 2 】CD-I の オー ディ オ 規 格 
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の 応用 製品 は まだ 存在 し ませ ん が , 
CD-I の 音声 処理 方 式 を 利用 し た , 
BGM (バッ ク グ ラウ ンド ミュ ー ジ 
ッ ク ) シス テム が 日 本 コロ ム ビア 
に より 開発 され て いま す の で , そ 
の 内 容 に つい て も 併せ て 紹介 しま 
す 。 


CD-I の ソフ トウ ェ ア 制 作 に お い 
て は , 音声 。 画像 文字. アプリ 
ケー ショ ン デ ー タ を CD-I で 規定 さ 
れ て いる デー タフ ォ ー マ ッ ト に 変 
換 する 機能 が 必要 で す 。 こ の 場合 
に も 従来 の 制作 機器 と の 結合 を 計 
る こと に よっ て ,。 これ まで に 著 積 
され た 素材 の 活用 が で きま す 。 

次 に , 上 記 各 デー タ 全 体 の 動き 
を 確認 する た め の シ ミュ レー シ 
ョ ン 機 能 が 必要 に な っ て くる で 
し ょ う 。 音 声 , 画像 , お よび それ 
ら の 動作 を 決定 する プロ グラ ム 
が , 実際 に DISC の 内 で フォ ー マ 
ッ テ ィ ング され た 場合 に は , 各 テ 
ー タ が 大 っ て いる DISC 上 で の 伺 
置 も 問題 に な っ て きま す 。 本 当 の 
意味 で の シミ ュ レ ーション と は , 
デー タ へ の アク セス 時 間 も 考 慮 に 
いれ だ た も の で な く て は な り ま せん 。 
最後 に . エディ ティ ング 機構 の 
搭載 が 考え られ ます 。 前 記 シ ミュ 
レー ショ ン に よっ て 得 ら れ た 情報 
を 基 に , 音声 , 画像 デー タ の 並べ 


エレ ググ クト ムロ ニク スラ イプ フ ブフ 


@600 メ ガバ イト の 容量 


600,000,000 バ イト 。 通 常 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 600 枚 分 


の 容量 。 


介 オ オー ディ オ エ ンコ ー ダ 


人 $ ビ デオ エン コー ダ 


記録 機 側 の オー ディ オデ ー タ の 処理 部 (エン コー ダ に 対 
し て , 再生 機 側 の 処理 部 を デコ ー ダ と いう )。 


替え を や アプ リケーション の 変更 が 
可能 で な く て は な り ま せん 。 
以上 述べ て きた 項目 を まとめ て , 
オー サリ ング シス テム と 呼ぶ こと 
が で きま す 。 

今年 秋 の AES に お いて オー サリ 
ング シス テム が 発表 きれ まし た が , 
今後 と も こう し た シス テム が 発表 
きれ て で で る で し ょ う 。 


現在 一 般 的 に 行わ れ て いる 楽 音 
の ディ ジタル 化 は , 標本 化 周波 数 
44 .1kHz, 量子 化 ス テッ プ 数 16 ビ ッ 
ト の 直線 量子 化 に より 行わ れ て い 
ます 。 

一 般 的 に 知ら れ て いる こと で す 
が , 楽 音 の 場合 、 各 ビッ ト の 使用 
状況 。 レベ ル 分 布 に は か な り の 偏 


の 
イ を ト 


【 図 1】 

CD-I オ ー デ ィ オ エン 
mw ダ ・ プ ブロック 
4 電 グ ラム が 
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り が あり , スペ クト ル 構 造 も 高 域 
で 大 幅 に 低 化し て お り , ある 時 点 
の 信号 は 過去 の 信号 の 影響 を 受け 
て いま す (影響 を 全く 受け な い 場 合 
が ノイ ズ で す )。 表 1 に 楽 音 の 情報 
量 .、 す な わ ち エン トロ ピー の 測定 
の デー タ を 示し ます が , この 結果 
は 4 ビット の 伝送 系 で あっ て も , 

16 ビ ッ ト の 元 の 音楽 と 全く 同じ 品 
質 の も の を 伝送 で きる と いう こと 
を 示し て いま す 。 仮り に 4 ビット 
の 伝送 を 行 を ば, 元 の 16 ビ ッ ト に 
対し て 4 倍 の 効率 で 情報 が 伝送 で 
きま す 。 た だ し 実際 に は , 処理 ハ 
ー ド ウェ ア の 価格 , 処理 速度 ( 少 
く と も リア ル タ イ ム 再 生 が で きる 
必要 が あり ます ) な どの 問題 で , 4 
ビッ ト で 16 ビ ッ ト と 全く 同じ 品質 の 
音楽 情報 を 伝送 する の は 困難 で す 。 
CD-I で は , 比較 的 安価 な ハー ドウ 


記録 機 側 の 画像 デー タ の 処理 部 。 


ェ ア で 品質 劣化 の 少な い ADPCM 
(適応 差分 PCM) 方 式 が 採用 され て 
いま す 。 

CD-I に は 表 2 に 見 る 通り , 通常 
の CD と 同じ 16 ビ ッ ト の ディ ジタル 
オー ディ オ に 加え て , 通常 の 2 倍 , 
4 倍 , 8 倍 の 効率 を も つ ADPCM 
の ディ ジタル オー ディ オ が 用 意 さ 
れ て いま す 。 

図 1 に, 日 本 コロ ム ビ ア の 開発 
じ た オ ー デ ィ オ エン ゴーダ の 積 栖 
図 を 示し ます 。 

この シス テム は 4 系統 の アナ ロ 
グ 入 力 を も っ て お り , CD-I オ ー デ 
ィ オ ・ セ クタ ー・ フ ォ ー マ ッ ポ 引 
適合 し た ADPCM デ ー タ (レベ ル A, 
B, C) を , AES-EBU イ ンタ フェ 
ー ス で 外部 PCM プ ロ セ ッ サ に 出 力 
し 素 ま 

DSP( デ ィ ジ タル 信号 処理 機 ) に 


エン コー ニダ ダ 
AES/EBU | アウ ト プ ッ ト 
イン タ 


フェ ー ス 


コー ダ 
ンジ 


デ 
AES/EBU | イ 
イン シタ 
ホー へ 


S1 


代 シ ミュ レー ショ ン 


実験 用 の 模擬 。 


@ オ ー サ リン グ シ ステ ム 


Authoring System。 ソ フト ウェ ア 制 作 シ ステ ム 。 本 文 の 
場合 で は , CD-| ソ フト ウェ ア 制 作 シ ステ ム 。 


@ 標 本 化 周波 数 


アナ ログ 信号 を ディ ジタル 信号 に 変換 する 際 。, 


特定 の 


時 間 を お いて アナ ログ 値 を と り 出す こと を 標本 化 と いう 。 


通常 標本 化 は 一 定 の 間隔 (Ts ) で 行わ れ , 
1/Ts で 表わさ れる 。 オ ー デ ィ オ 用 CD で は 44.IkHz が 使用 さ 


れ て いる 


標本 化 周波 数 は 


は , オー ディ オ 1 系統 当り 2 個 の 
TI 社 製 了 MS32010 を 使用 し , ADP 
CM の リア ル タ イ ム 処 理 を 可能 ( 
RG ます 。 

9 系 に は ,。 エン コー 居 時 
お よび 検 聴 時 の モニ ター 用 と し て 

ー ダ 部 も 搭載 され , こち ら の 
ほう で は , ステ レオ の 処理 を 1 個 
の TMS32010 で 行っ て いま す 。 図 
中 の AUX メ モリ ー は , 外部 か ら の 
eS ーー タ データ を ADPCM デ 
補 多 の 代り に フォ ー マ ッ ト し , 出 
カカ する た め の も の で す 。 そ の デー 
タ は パー ソナ ル ・ コ ンピュータ な 
どか ら RS232C を 介し て ロー ド き さ 
れる 仕組 み に な っ て いま す 。 

塞 ネ スク 検索 用 デー タ 。 ディ ス 
ク の 応用 プロ グラ ム な ど が 将来 的 
記 は この 中 に 含ま れる 予定 で す 。 

中 の エン コー ダ を 用 いて , ADP 
CM の レベ ル A(8 ビッ ト ), B(4 ビ 


【 図 2】 
CD-I オ ー デ ィ オ カセ ッ に 


の 品質 


ッ ト ) の 音 の 品質 を , 通常 の CD(16 
ビッ メト) 人 も P, ) 楽 テー プ と 失 較 
し た 結果 を 図 2 に 示し ます 。 こ の 
結果 か ら , レベ ル AB は と も に CD 
より は 劣っ て いる も の の , LP や 38 
cm/s の 2 トラ ッ ク テ ー プ と は 同等 
で , カセ モッ ト テ ー プ より は 良い 評 
価 を 受け て いる こと が わか り ま す 。 


CD-| 上 ンコ ー ダ 


CD-I の 対象 画像 と し て は , 自然 
胃 史 ビュー・ グ ラダ ザ ィ イッ タダ 
え ス , デニ メー ジョ ン な ど が 考え ら 
れれ で ve まま 。 

それ ぞ れ の 画像 入力 装置 と し て 


(写真 1 > 日 本 コロ ム ビ ア の CG ス タ ジ オ 
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(試聴 ソー ス : ジャ ズ ) 
ーーー テ 良 い 


通常 ステ レオ レコ ー ド 
CD-I ADPCM レベ ル A 
38cm 2 トラ ッ ク ・ テ ー プ 
CD-I ADPCM レベ ル B 
は , 自然 画 用 に ディ ジ タ イ ザ , VT 
民 寺 みみ メ ウ な ど 。。 コ ンピュータ ッ ダ 
ラフ ィ ッ クス (CG) 画 に ( 革 い 
ンス テム 。 アニ メー ショ ンジ 画 作 価 
IS 
が あり ます 。 

これ ら の 入力 画 の 解像度 は , CD 
-I の 各 解 像 度 に 必ず し も 適合 し な 
いも の も あり ます 。 

この 場合 に は 解像度 変換 が 必要 
と が なり: ます 。 

次 に , 各 コ ー デ ィング ご と に 表 
現 で きる 色 数 が 異な っ て いる た め 
に , 入力 画 が も っ て いる 人 色 数 すべ 
て を 表現 で きる と は 限り ませ ん 。 
この 場合 に は , 規定 の 色 数 以内 に 
収め る 手法 を 用 いま す 。 入力 画 の 
特徴 を 残し な が ら の 色 数 減ら し を 
し な いと , 入力 画 と 色 数 減ら し し 
だ た も の と が まっ だく 違っ た 感じ に 
から て も まい ます 。 

選 才 は ニ メー ジョ サン の まう に . 
前 後 関係 の ある も の に 関し て は 見 
る 人 に 違和感 を 与え や すい も の で 
す 。 ア ニメーション で の 表現 色 数 
と て は 328.。 8 色 ( ラ シレ ング ス 

コー ディ ング ) と 非常 に 少な い の で , 
入力 画 作成 時 に も 色 数 を 意識 し な 
が ら 作 っ て ゆく 必要 が あり ます 。 


エレ グ クト ロニ クス ラプ アフ 


人 @ 量子 化 ステ ッ プ 


標本 化 さ れ た アナ ログ 信号 の レベ ル を , 有効 桁 数 の 有 


限 な 数 値 に 変換 する こと を 量子 化 と いう 。 こ の 量子 化 を 


2 進 法 で 行っ た と き の 有 効 桁 数 を 量子 化 ビッ ト 数 と いい , 
I6 ビ ピット の 場合 , 65.536 通 り の ステ ッ プ で レベ ル を 表現 


で きる 。 


人 直線 量子 化 


平均 情報 量 。 


量子 化 の ステ ッ プ が か 等 間隔 の 場合 を いう 。 そ う で な い 
場合 は 非 直線 量子 化 と いう 。 


萌 エ ント ロビ ピー 


@ リ アル タイ ム 再 生 
実 時 間 , ある い は 即時 再生 。 


画像 エン コー ダ と し て 重要 な こ 
を し て で て ,「 す で に も っ て いる 入力 
画 と し て 使え る 素材 を いか に 活用 
し て いく こと が で きる か 」 と いう 
た を す 。 

最初 か ら CG シ ステ ム で 制作 する 
と , 時 間 と 費用 が か か りす ぎ ま す 。 
フィ ルム や セル 画 な どの ある 程度 
完成 され た も の に , 修正 お よび 追 
加 を する こと に よっ て 多く の バリ 
エー ショ ン を も だ た せる こと が で き 。, 
追加 部 分 の 質 が 高い 必要 性 は あり 
ませ ん 。 1 か ら 制 作 し て いく 場合 
に も 1 枚 の 画像 を 分 割 し て と ら え る , 
部 分 ご と に 別々 に 作っ て お きま す 。 
こう すれ ば , あと か ら 必 要 に な っ た 
部 分 を 別 の シー ン で 活用 する こと 
が で きま す 。 こ の こと か ら 。 多く 
の 入力 画 の 組み 合わ せ が 可 能 な エ 
ンコ ー ダ が 必要 に な っ て くる で し 
人 7 

この よう な 目的 で , 日 本 コロ ム 
ビア の CGC スタ ジオ (写真 1 ) で は , 
通常 の ビデ オ や 印刷 原稿 の た め に 
制作 し た 画像 デー タ を , CD-I の 画 
像 デー タフ ォ ー マ ッ ト に 変換 する 
た め に 開発 し た ソフ トウ ェ ア を 使 
っ て , CD-1 の 画像 制作 を 行っ て い 
まず 

られ は ツ フ トウ ェ ア で す が ,CD 
-1 画 像 エン コー ダ の 1 つと 考え ら 
れ , 一 度 制作 し た 画像 デー タ を CD 
-I だ け で な く , 各種 の 用 途 に 使う 
iC でき ます 。 


7. 798S 


応用 製 晶 寺 つい て 


冒頭 で 述べ た よう に , CD-I の 規 
格 は , まだ 最終 的 な も の で は あり 
ませ ん 。 

し た が っ て 現在 は , ま だ 数 社 に 
より CD-I プ レー ヤ の プロ ト タ イ プ 
が 開発 され , シス テム 評価 が 行わ 
れ て いる 段階 に あり ます 。 規 格 を 
全て 満足 する CD-I プ レー ヤ , お よ 
び CD-I デ ィ ス ク の 製品 化 は 1988 年 
半ば 以降 と いう 見 方 が 一 般 的 と な 
っ て いま す 。 

し か し な が ら , CD-I の 技術 を 利 
用 し た シス テム が , 業務 用 と し て 


【 図 3】 
画像 エン コー ダ 


< 写真 2 > 日 本 コロ ム ビ ア BGM プ レー ヤ DRD-9000 


開発 きれ て いま す 。 こ の よう な シ 
ステ ム は , CD-1 規 格 の 全て を 満足 
し て いる わけ で は な い の で , CD-1 
と 呼ぶ こと は で きま せん が , CD-I 
を 応用 し た シス テム の 一 種 と 考え 
られ ます 。 


BGM シ ヌ 計 に つい て 


日 本 コロ ム ビ ア で は , CD-I の オ 
ー デ ィ オ 信号 処理 を 利用 し た , 業 
務 用 BCGM プレーヤ DRD-9000( 写 
真 2) と BGM 用 ディ スク を 開発 し 
まじ た 。 ディ スク 上 に は , CBRI 症 
格 の レベ ル B( 標 本 化 周波 数 37.8kHz 
4 ビッ ト ) の モノ モー ド と 同じ AD 


十 D っ 
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借 ADPCM 方 式 


アダ プティ ブ ・ デ ル タ PCM( パ ルス ・ コ ー ド ・ モ ジュ レ 


@ ディジ タイ ザ 


ーション ) デ ィ ジ タル オー ディ オ の 情報 圧縮 技術 の ひと つ 。 


例 RS-232C 


最も 一 般 的 な コン ピュ ー タ デー タ の イン タフ ェ ー ス 。 
EIA( 電 子 機械 工業 会 ) 規 格 で 定め られ て いる 。 


リー ドイ ン 空き 領域 


コン ピュ ー タ の 周辺 機器 で 図形 入力 装置 。 


ング 


Lee | )) | 中 | 四 | 
1 語 k 


| こき 

| 9 

| に 
SKK 


2 衝 に 
EBMBHBBEW 財 BB 
、 


申 明 BE 


N 
! い 
\ NN 


2 チャ ネル 


PCM デ ー タ が 最大 で 8 チャ ネル 記 
録 さ れ て いる た め , この ディ スク 
を 連続 再生 する と , 最長 8 時間 の 
音楽 プロ グラ ム が 得 ら れ ま す 。 
図 4 に ディ スク の フォ ー マ ッ ト 
を 示し ます 。ADPCM デー タ の フ 
ォ ー マ ッ ト で は , 各 音 声 チ ャ ネル 


了 応 2 チン コー ダ 
Lch 


ADPCM | フェース 
2 ンス | 。、 2 


【 図 4】BGM シ ステ ム ・ デ ィ ス ク フ ォ ー マ ッ ト 


の 識別 に . サブ ヘッ ダ の チャ ネル 
ナン バー を 用 いて いま す 。 な お 各 
チャ ネル の エン ド で は , サブ ヘッ 
ダ の ある 1 ビッ ト を チャ ネル 終了 
信号 と し て 利用 し て いま す 。 

ディ スク 制作 シス テム は 図 5 に 
示す よう に , 従来 の アナ ログ テー 


※VTR2 は 8 チャ ネル ディ 
スク 制作 時 の 再生 用 と 
し て 使用 する 。 


【 図 5】 ディ スク 制作 シス テム 
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プ か ら CD を 制作 する と き に 用 いる , 
プリ マス タリ ング シス テム の PCM 
プロ セッ サ の 前 段 に , 先 に 述べ た 
ADPCM エ ンコ ー ダ を 挿入 する こ 
と に より 構成 され て いま す 。 ADP 
CM エン コー ダ は 4 系 統 の アナ ログ 
入力 を も っ て いる た め , 最大 4 チ 
ャ ネル まで の 実 時 間 処 理 が 可能 で 
す 。 8 チャ ネル の プロ グラ ム を 制 
作 す る と き は , 4 チャ ネル 分 を 記 
録 し た テー プ を 再生 し な が ら , AD 
PCM エ ンコ ー ダ 上 で , 空い て いる 
セク ター に 次 の 4 チャ ネル の デー 
タ を 書い て ゆき ます 。 

次 に , BCGM プ レー ヤ (DRD-9000) 
に つい て 簡単 に 説明 し ます 。 

この デレ ー ヤ に は , 次 の よう な 
特徴 が あり ます 。 

(1) BGM 用 8 時 間 再 生 デ ィ ス ク の 
ほか , 従来 の オー ディ オ 用 CD も 


エレ クム ロニ クス ラプ ブフ 


仁 ラ ン レ ング スコ ー デ ィング 


画像 の 情報 圧縮 技術 の 1 つ 。 画 面 の 水平 走査 線上 で 同 
じ 色 が 続く 場合 に , その 色 の 符号 と 長 さ を 伝送 する 方 式 


で ある 。 


【 図 6 】 
BGM プ レー ヤ , 
ハー ドウ ェ ア 構 
成 


再生 で きま す 。 
(2) アナ ウン ス 用 マイ クロ ホン ・ 
イン プッ ト が 付い て いま す 。 
(3) パワ ー ア ンプ 内 蔵 で . スピ ー 
カ を 直接 ドラ イブ で きま す 。 
BGM プ レー ヤ の 構成 図 は 図 6 に 
示す 通り で , ADPCM デー タ の 流 
れ は 以下 の よう に な り ま す 。 
(1) ディ スク ・ ド ライ バ よ り セ ク 
ター デー タ が 読み 出さ れ , ROM 
デコ ー ダ で シン ク 検 出 ・ デ ィ ス 
クラ ン ブ ル が 行わ れ ま す 。 
(2) チャ ネル セレ クタ で は , CPU 
か ら 送 られ た チャ ネル 情報 と 入 
力 さ れ た セク ター の チャ ネル ナ 
ン バ ー を 比較 し , 一 致し て いた 
ら , R/W コ ント ロー ラ を 介し て 
RAM に デー タ を 書き 込み ます 。 
(3) 次 に , RAM で 時 間 調 整 さ れ た 
デー タ が ADPCM の デコ ー ダ に 


og. 798@ 


チャ ン ネ ル ・ セ レク タ & 
ek ダグ ドッ < ゴッチ EED 


但 サ プ ヘ ッ ダ 


入り , 実 時 間 で 16 ビ ッ ト の ディ 
ジタル オー ディ オデ ー タ に 変換 
され , その 後 ア ナ ロ グ 信号 に 戻 
され アン プ を 通っ て 出力 され ま 
す 。 

連続 再生 は , 再生 し て いる チャ 
ネル の EOR ビ ッ ト を 監視 し , ビッ 
ト が 1 に モッ ト さ れ た ら 次 の チャ 
ネル を 先頭 か ら 再 生 す る , と いう 
プロ グラ ム に より 行わ れ て いま す 。 
上 記 の 通り この BGM シ ステ ム で 
は , 従来 夢 と 考え られ て いた 1 枚 
の ソフ ト に よっ て , BGM に 適し た 
音質 で 1 日 の 勤務 時 間 ( 8 時 間 ) の 
BGM 再 生 を 行う こと が で き て いま 
まさ 

CD-I と 呼ぶ こと は で きま せん が , 
これ か ら こ の BGM シ ステ ム の よう 
な , CD-1 で 採用 きれ て いる 新 技術 
の 一 部 を 利用 し た 応用 製品 も , さ 


CD-| フォー マッ ト の 中 で 定義 S さ れ て いる 領域 。 デ ィ ス 
ク 再生 時 の デー タ の コン トロ ー ル に 用 いら れる 。 


CD-DA/BGM 


OUTPUT 


4Q 
、 
に 50V ! 
100V ! 


ま ざ ま な 分 野 で 実用 化 さ きれ て め ゆく 
も の と 思わ れ ま す 。 


以上 CD-{ 制作 シス テム の 開発 
状況 と , CD-I の 技術 を 利用 し た 
CD 応用 製品 と し て , BGM シス テ 
ム に つい て 述べ て きま し た 。CD-』 
が 市 場 に 普及 する か どう か は , そ 
の ソフ トウ ェ ア に か か っ て いま す 。 
また 優れ た ソフ トウ ェ ア の 開発 に 
は , 優れ た 制作 シス テム や オー サ 
リン グ シ ステ ム の 開発 が 不可 欠 で 
あり , この 点 が これ か ら の 大 き な 
課題 と いえ まし ょ う 。 
(日 本 コロ ム ビ ア 株 式 会 社 
ソフ ト 技 術 本 部 ) 


ら $ 


CPM/ の の フン ツリ テ ブル フレ ー ア ノウ チー ニア 


じ LD-98S の 特徴 


池田 征 穂 


世界 初 の コン パチ ブル プレ ー ヤ 
CLD-9000 を 市 場 に 送り 出し て 以 
来 。 そ れ に 続く CLD-7, CLD-70 
と 世に 送り だ し , 特に CLD-70 で は , 
世界 に 先がけ て CDV 再生 可能 プ 
IN と し て ,、 その 先駆 者 と し て 
の 役割 を は た し , コン パチ ブル プ 


レー ヤ を 確固 た る 製品 ジャ ン ル に 
策 き あげ まし た 。 

今回 発売 し た CLD-99S, お よび 
CLD-77 で は , さら に 数 々 の 新 技術 
を 導入 し , 特に CLD-99S で は , 高 
画質 8 ビッ トディ ジタル メモ リー 
と ジョ グ 多 シャ トル ダイ ヤル を 搭 
載 す る こと で , CLV お よび CDV デ 
ィ ス ク の 静止 画 。 お よび 各種 の ト 
リッ ク プ レイ を 可能 に し , 見 る ・ 


30cm( 両 面 ) 
WV 120 分 
CAV 60 分 


CLV 1800 一 600rpm 
CAV 1800rpm 


12cm 


20cm( 両 面 ) 
40 分 
28 分 


音声 部 分 (内 周 側 ) 


聴く だ け で な く , 映像 を クリ エイ 
ト す る と いう 一 歩 進ん だ コン パチ 
プル プ セ ヤー や を 実現 し まじ た 。 


新 フ ォ ー マ SCODV と は 


ce Y の イ ィ ベイ に 00 いて. 
概略 を 述べ まし ょ う 。 

DBV デ ィ ス ク は , CD と 同 各 直 
径 12cm の ディ スク に 20 分 間 の ディ 
ジタル 音声 と 5 分 間 の ディ ジタル 
音声 付 映像 を 収録 し た も の で , 映 
像 部 分 に は LD の よう な FM 音声 
は 削除 きれ , ディ ジタル 音声 だ け 
と な っ て いま す 。 

また 回 転 数 に 関し て は , 音声 部 
は 従来 の CD と 同じ で す が , 映像 部 


分 で は スタ ー ト 時 , 2,700rpm に な 


12cm 
片面 ディ スク 片面 ディ スク 


60 分 以上 , ディ ジタル 


600-340rpm 


映像 十 音声 部 分 (外周 側 ) 2700~1800rpm 


アク リル 


音楽 (ライ プ , オペ ラ な ど ) 
教育 、 カ ラオ ケ 
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【 表 1 】LV, CDV, CD の 比較 


楽 (ビデ オク リッ プ , 
クビ デオ ) 


音楽 の み (ポッ プス , 歌謡 曲 の 
アル バム , ライ ブ , オペ ラ な ど ) 


エレ ググ ト ロニ グ クス ライ ブフ 


介 CLV 


一 定 の 線 速 度 で 信号 が 記録 され て いる ディ スク で , 再 
生 時 間 は 片面 最大 60 分 (30cm デ ィ ス ク 時 )。 


借 CDV 


CD と 同じ 直径 |2cm の ディ スク に , 20 分 の ディ ジタル 音 


合 シ ャ トル ダイ ヤル 


回 す 角 度 に 応じ て 2 倍速, 


10 倍 速 の 早送り ( 早 


5 倍速 , 


戻し ) 再 生 が で きる 。 


天 rpm 


声 と 5 分 の ディ ジタル 音声 付き 映像 を 記録 し た も の 。 


| 分 間 の 回 転 数 。 


り , LD の 5 割増 で す 。 

これ は , FM 映像 信号 の 記録 再生 
で は , ディ ジタル 音声 の 場合 に 対 
し , 9 倍 の 周波 数 帯域 が 要求 され 
る こと に よる も の で す 。 

また CDV デ ィ ス ク は 。, 従来 の 
CD と 一 見 し て 区 別 が で きる よう に , 
その 色 は ゴー ルド と な っ て いま す 。 

表 1 に , LD, CD, CD V そ れ ぞ 
れ の ディ スク の 比較 を 示し ます 。 

次 に CDV の 再生 方 式 に つい て 
で す が , CDV 内 周 の 音声 部 は 従来 
の CD と 同じ で あり , ピック アッ プ 
され た EFM 信 号 か ら ク ロッ ク を 抜 
き 出 し , 基準 信号 と の 位相 比較 を 
行い 。 ス ピン ドル モー タ を 制御 し 
wa ま す 。 

次 に 映像 部 分 で す が , この 部 分 
は 先 に も 述べ た よう に , 従来 の LD 
の フォ ー マ ッ ト よ り FM 音 声 信 号 を 
除い た も の と 同じ で す の で , LD の 


ピッ クア カップ, 


【 図 1】 


シス テム 構成 スピ ンド ル 


モー タ へ 


og7. 7 の 98@ 


5 王 
し 画 較 
トラ ッ キ シン グ 
制御 回 路 
LD/CDV (や ) 


ーーーーーーー 〇 ーーー 


再生 回 路 が ほとん ど そ の まま 使用 
可能 で す 。 

ほ 婦 が っ で て で 。 スピ ンド ルータ 
は , 映像 信号 より 得 ら れる 制御 信 
号 に よっ て 駆動 され ます 。 逆 に い 
う と, ディ ジタル 音声 復調 系 か ら 
は モー タ 制 御 は 行え を ませ ん 。 

その た め , 再生 きれ た EFM か ら 
抽出 きれ た クロ ッ ク を 基準 クロ ッ 
ク に 同期 きせ る の で は な く , 逆 に 
基準 クロ ッ ク を VCXO0 と し て , 再 
生 ク ロッ ク に 位相 同期 させ て いま 
す 。 こ の 再生 クロ ッ ク に 同期 させ 
た VCXO 出 力 を 読み 出し , クロ ッ 
ク と し て 使用 し て いま す 。 


次 に ,CLD-99S の 構成 に つい て , 
簡単 に 説明 し ます 。 
今 同 の CLD-99S は , そ の メカ 部 


CD 


と し て 1 モー タ 。 すす ば 胃 語 
の 入力 部 を 新た に 開発 し まし た 。 
この 新開 発 メ カ に は 数 々 の 新 技術 
を 投入 し , さら に 高 画質 ・ 
を 実現 きせ まし た 。 こ の メカ 部 よ 
り 得 られ た 信号 は ,、 フォ ー カ ズミ * 
トラ ッ キ ング 制御 信号 用 の も の と 
映像 再生 用 . お よび 時 間 軸 制御 用 
の も の と に 分 けら れ , それ ぞ れ の 
回 路 部 分 に 送ら れ ま す 。 フォ ー カ 
ス , トラ ッ キ ング 制御 用 信号 は , 
新しく 採用 し た LSI を 核 と し た 制 
御 ブ ロッ ク へ 送ら れ , 制御 信号 を 
生成 し アク チュ エー タ を 務 動 し 
て いま す 。 一 方 , 映像 再生 お よび 
時 間 軸 補正 用 信号 は , 新開 発 の 1C 
へ 送ら れ , 映像 信号 に 再生 きれ , 
時 間 軸 補正 回 路 を ぬけ て メモ リー 
部 へ 送ら れ た だ たり, ある い は , その 


土 - 
本 】 日 


まま 画像 処理 回 路 を 経て , 出力 と 
し て 送り 出さ れ ま す 。 


例 EFM 信 号 


ディ ジタル 音声 用 に ディ スク に 記録 され た ディ ジタル 


信号 。 


借 VCXO 


入力 電圧 に より , 周波 数 が 微小 に 変動 する 水晶 発振 回 


仁 フ ォ ー カ ス ・ ト ラッ キン グ 制 御 


ディ スク 上 の 一 点 に レン ズ の 焦点 を 合わ せる た め の , 


サー ボ 系 の コン トロ ー ル 。 


得 ア クチ ュ エ ー タ 
フォ ー カ スレ ンズ その も の を 支え , 外部 電力 に より , 


路 。 レン ズ を 上 下 左右 に 駆動 する 電磁 石 。 
に 付加 し て いま す 。 こ の 四 段 階 の 
0 の し 従来 は 直接 , ポリ カー ボネ ー ト 画面 分 割 (4 X 4, 8X8, 16x16, 
色素 系 光 デ イ ィ ス の 共同 開発 6 


パイ オニ ア と TDK の 両社 は , か 
ね て より の , 色素 系 光ディスク の 共 
同 開発 を 行 つ て いた が , この ほど , 
ディ スク の 大 き さ , 厚 さ , フォ ー 
マッ ツ ト な どの 基準 を 決め る ISO( 国 
際 標 準 化 機構) 標準 に 準拠 し た , 
両者 間 で 完全 に 互 拠 性 の ある 直径 
5 .25 イ ンチ (130m) の 光ディスク 
人 MMN 


(PC) 基盤 に , スピ ンコ ー ト (回 転 
浴 布 ) する こと が 難 か し か つ だ シ 
アニ ン 系 色素 の PC 基盤 へ の ダイ 
レク トス ピン コー ティ ング 技術 に 
よる 訪 式 を 確立 し た 。 


以下 ,CLD-99S に 採用 され て い 
る , 特徴 的 な 技術 に つい て 述べ ま 
す 。 
ディ ジタル 劉 月 邊 メモ リー 

今回 コン パチ ブル プレ ー ヤ と 
し て は , 初め て 高 画質 8 ビッ トディ ジ 


タル メモ リー を 搭載 し ,CLV や CD 
V に て 静止 画 は も ちろ ん , 数 多く 


〈 写 真 1> ディ ジタル エフ ェクト (1) 
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の 特殊 再生 を 実現 し て いま す 。 
この 高 画質 8 ビッ トメ モリ ー に は , 
新しく メモ リー コン トロ ー ル 用 IC 
を 開発 し , 1 Mbit の 大 容量 ダイ ナ 
ミッ ク RAM を コン トロ ー ル する と 
と も に , 1C 周 辺 回 路 の 大 幅 な 削減 
を 実現 し まし た 。 さ ら に , ディ ジ 
タル 技術 を 生か し た ビデ オプ ロ セ 


シン グ 効 果 を クリ エイ ト す る た め , 


ディ ジタル エフ ェクト 機能 を 新た 


た て 256 分 割 ) と 7 段階 の スト ロボ 
モー ショ ン と の 組み 合わ せ に より 
斬新 な 画面 づく り を 可能 と し , 新 
し い 映 像 プレ イ を 楽し むこ と が で 
きま す 。 

また だ た , 好き な 画面 を 残し た まま 
音楽 ディ スク の 音声 どけ を 聞く こ 
と が で きる , ワン ショ ッ ト メ モリ ー 
機能 を 可能 に し て いま す 。 

1 ピックアップ,。 1 モー タ の 

小型 メカ ニズム 

CLD-99S の メカ 部 と し て , パイ 
オニ ア は , LD, CD は も ちろ ん の 
こと , 今 話題 の CDV の 再生 も 可能 
な 1 モー タフ ルコ ン バ パチ プル メカ 
を 開発 し まし た 。 

ビ ピックアップ に は , 新開 発 の OE 
1C(Opto-Electro IC) を 採用 し て 
いま す 。 こ れ は , レー ザ の 光信 号 
を 電気 信号 に 変換 する ピン フォ ト 


< 写真 22 ディ ジタル エフェクト (2) 


エレ グロ ニク スラ イフ 


人 コン パチ ブル プレ ー ヤ 
| 台 の 再生 専用 プレ ー ヤ で , コン パク トディ スク と レ 
ザー ビジ ョ ン 方 式 の 両方 を 再生 する も の 。 


介 ダ イナ ミッ ク RAM 
| か 0 か の ディ ジタル 情報 を 随意 記憶 し , 外部 か ら の 
命令 に より 即座 に 記録 内 容 を 出力 する メモ リー。 


5 
0 


科 誠 0 og 
RRB RS 0 3 8 人 32862 


島 ビ デオ プロ セッ シン グ 効 果 
ディ スク に 記録 され た 映像 情報 に あと か ら 手 を 加え , 
異な っ た 映像 に し て 出力 する こと 。 


仁 ア ンチ ロー リン グ ジ オ メト リー サス ペン ショ ン 
上 下 左右 に 振れ る と き に , 常に XーY 方 向 に の み 振 動 
し , 軸 方 向 の ずれ 量 を 極め て 抑え た メカ 。 


ダイ オー ド と 広帯域 RF アン プ を 1 
チッ プ 化 し た も の で , 光信 号 か ら 
RF アン プ ま で の 距離 を 最短 化し ま 
し おら これ に よせ り 。 外 プ イズ の 
影響 を 排除 する こと が で き , 高 S/N 
で 情報 富 度 の 高い ハイ ファ イ 映 像 
を 実現 し まし た 。 

さら に , 新開 発 の アン チロ ー リ 
か リー ザスパ ペル 巡 ま だ 
に よる ムー ビン グ コ イル 方 式 ア ク 
チュ エー タ と , 軽量 , 高 精度 プラ 
スチ ッ ク 対 物 レ ンズ を 採用 し , 磁 
気 回 路 を 強化 する こと に より , 飛 
躍 的 に フォ ー カ ス 感 度 を 高 上 させ , 
高い トラ ッ カ ビリ ティ を 実現 きせ 
に が 。 

また , OEIC の 採用 と 新開 発 レ ン 
ズ 系 に よる 光路 長 見 直し に より , 
ピッ クア ッ プ 本 体 の 体積 を 当社 比 
50 多 に 小型 化し . それ に より , ト 
ラッ キン グ , スラ イダ ー 系 の 追従 
レス ポン ス を 高め まし た 。 
CLD-99S で は , ソ リ の ある ディ 
スク を か け て も , ピッ クア ッ プ の 
角度 を 変化 させ て , 常に ディ スク 
に 垂直 に レー ザー 光 を 妥 射 する , 


チル ト サ ー ボ 機構 を 採用 し まし た 。 


し か も 角度 だ け で な く 。 ピッ クア 
ッ プ と ディ スク の 間 の 距離 まで ソ 
リ に 応じ て 常に 一 定 に 保つ よう に , 
サー ボ を か け て いま す 。 こ の コン 
ポト ディ ズン スチ ルド サー 
ボ を さら に 改良 し , 一 層 追 従 性 を 
高め . ソリ の ある ディ スク で も フ 


7g7. 7988 


ォ ー カ ス サ ー ボ が 常に 最良 点 を 中 
心 に 働く こと が で き , より 精度 の 
高い 信号 の 読み 取り を 可能 と し ま 
4 

次 に , スピ ンド ル モ ー タ は , も B 
〆CD/CDV の 低速 か ら 高 速 回 転 
(200 一 2,.700rpm) ま で 常に 高い 信 
頼 性 と 安定 性 が 得 ら れる , 高 性 能 
プラ シレ ス 1 モー タ を 採用 し まし 
た 。 さらに, モー タ の 上 下 軸 受 部 
を 最大 限 長 く と る こと に より , ラ 


【 図 2 】 
OEIC 内 部 
ブロック 


(写真 3> 


ジア ル 方 向 の ブレ を 低減 きせ , 不 
要 な タイ ム ベ ー ス エラ ー を 減少 き 
せ 、 色 ム ラ の 少な い 画像 を 実現 し 
る 0 電 守 。 

ビデ オ 復 調 回 路 

パイ オニ ア は ビデ オ 復 調 器 。 ビ 
デオ ドロ ッ プ アウ ト 補 償 器 , 同期 
信号 検出 器 , 新型 フィ ー ド フォ ワ 
ー ド カラ ー コ レク タ , 高 精度 フィ イ 
ズリ ダク ショ ン 回 路 , キ ャ ラク タ 
挿入 回 路 な ど を 1 チッ プ に 集積 し た 


フォ ー カ ス 信 号 


ドル / 


僅 OEIC 


オプ ト エ レク トロ 1IC の 略 で , 光電 変換 素子 内 に アン プ 
を 内 蔵 し , 外部 ノイ ズ の 影響 を 抑え た も の 。 


人 @ ビ デオ ドロ ッ プ アウ トト 補償 器 


ディ スク の 傷 な ど に より 発生 する 映像 へ の ノイ ズ を , 


キャ ン セ ル す る 回 路 。 


借 新 型 フ ィ ー ド フォ ワー ドカ ラー コレ クタ 


色 ム ラ 補 正 用 に , フィ ー ド バッ ク 方 式 に 比べ , 帯域 制 
限 さ れ な い フ ィ ー ド フォ ワー ド 方 式 を 採用 。 


仁 キ ャ ラク タ 挿 入 回 路 


TV 画面 に に フレ ー ム ナン バー や モー ド 表 示 な どの 文字 


を スー パー イン ポー ズ す る た め の 回 路 。 


ビデ オ IC を 開発 し まし た 。 大 幅 な 
部 品 点数 の 削減 を 実現 し て , イン 
ダク タン ス や 浮遊 容量 の 影響 を 最 
小 限 に 抑 を る と と も に , 位相 特性 
を 改善 し , 鮮明 な 映像 を 実現 し ま 
し た 。 ま た , 回 路 構成 も 大 幅 に シ 
ンプ ブル 化し , 高い 信頼 性 や 省 電力 
化 も 同時 に 達成 し まし た 。 

ビデ オ 復 調 器 に は , パル スカ ウ 
ント 復調 回 路 を 採用 し て いま す 。 
これ に より , 温度 変化 や 電源 電圧 
の 変化 に 左右 され な い , 広帯域 で 
ひずみ や ノイ ズ の 少な い 映 像 信号 
を 得 て い ます 。 

また , 高 精度 ノイ ズリ ダク ショ 
ン 回 路 は , パイ オニ ア 独 自 の 広 帯 
域 汐 度 信号 ノ フイ ズリ ダク ショ ン で 
あり , ノイ ズ の 帯域 に より , リ ダ 
クシ ョ ン レ ベル を 変化 させ , 画面 
上 目 に つき や すい 周波 数 帯域 に お 
ける ノイ ズ 成 分 を 除去 し , 高い S/N 
比 を 実現 し て いま す 。 

新型 の フィ ー ド フォ ワー ドカ ラ 
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モコ ルク タタ ホホ GGBD で 際 示 し きれ 
な い 微 少な 色 信 号 レ ベル の 残留 ジ 
ッ タ を 取り 除く 回 路 で , 従来 方 式 
に 比較 し て 群 遅延 特性 が 改善 され , 
色 ム ラ や に じみ の 少な い 安 定 し た 
画質 を 実現 し て いま す 。 

タイ ム ベ ー ス サー ボ 

タイ ム ベ ー ス サー ポ に は , 当社 
の 高級 レー ザー ディ スク プレ ー ヤ 
で ある LD-S1 に 搭載 し た , リフ ァ 
レン ス ・ シ フト 方 式 を 採用 し て い 
ます 。 こ の 方 式 は , その 名 が 示す 
と お り 。 タ イム ペー ス サ ー ボ (スピ 
ンド ル お よび CCD サーボ ) の 基準 
信号 (リフ ァ レ ンス ) の 位相 を 再生 
信号 に 合わ せ シ フト する パイ オニ 
ア が 開発 し た 方 式 で あり , サー ボ 
ルー プ の 引き 込み 可能 範囲 の 拡大 
お よび CLV デ ィ ス ク で の トリ ッ ク 
プレ イ 時 に 生ずる , 再生 ビデ オ 信 
ぢ の 時 間 軸 の 不 連 続 性 の 吸収 を 行 


の です m と れ に より 。 ト テッ 


ク 飛 び 越し 終了 直後 に , 瞬時 に タ 


イム ベー ス サ ー ボ を ロッ ク さ せる 
こと が 可能 と な り ま し た 。 

り リ ワザ ヤン スマ シブ フト タオ ム ベ 
た な が の 択 と 、 ゲ デル ジグ タル ぜ デ キキ 
メモ リー を 組み 合わ せる こと に よ 
り ,。 高速 ノイ ズレ スス キャ ン が 可 
能 と な り , ジョ グ シ ャ トル に よる 
トリ ッ グ タデ レイ で も 非常 た を なめ 
ら か な 動作 が 可能 と な り ま し た 。 

今 話題 の CDV の 映像 部 の 記録 
方 式 は CLV で あり ,、 レー ザー ビジ 
ョ ン デ ィ ス ク 同 様 の , 自然 で クリ 
ア な トリ ッ ク プ レイ が 可能 で す 。 

高音 質 技術 

CLD-99S で は , 電気 回 路 個々 の 
パー ツ , 本 体 構造 に 至る まで , 撤 
底 し た 高音 質 設 計 が 成 さ れ て いま 
す 。 

まず , ディ ジタル サウ ンド 回 路 
に は 。/ を 人 情 キ ー バ パーサ ンズ デリ ッッ アダ 
ディ ジタル フィ ル タ を 抽 載 。 こ れ 
は , 標本 化 周波 数 44.1kHz で サン プ 
リン グ さ れ た ディ ジタル 信号 を , 


【 図 3】 
CLD-99S タイ ム 
ベー ス サ ー ボ ポ 


エレ と レグ トロ ニ グ クス ラプ ブフ 


人 @ 残 留 ジ ッ タ 


CCD を 使っ た , 時 間 軸 補正 回 路 だ け で は 取り 除け な か 


っ た 高い 周波 数 成分 の 時 間 軸 変動 。 


人 @ 群 遅延 特性 


仁 ト リッ ク プ レイ 
通常 の ノー マル 再生 以外 の , スロ ー, 
ル 再 生 な どの こと 。 


早送り , ステ ィ 


系 の 入力 信号 に 対す る 出力 信号 の 時 間 的 な 遅れ 量 ( 信 


延 量 ) レム 


信号 の 周波 数 に より 変化 する 様子 。 


演算 処理 に より 4 倍 の 176.4kHz に 
ひき 上 ば げ , 高 次 の サン プリ ング ノ 
イズ を , は る か 可聴 帯域 外 に 移動 
させ る 方 法 で す 。 

この た め 。 次 段 の アナ ログ フィ 
ル タ も 高 域 の 位相 に 影響 を 与え な 
い , ゆる や か な も の が 使用 可能 と 
な り , 高 域 ま で 位相 まわ り の 少な 
い 低 ひ ずみ 率 の オー ディ オ 特 性 が 
得 ち られ て いま す 。 さらに , 昌 ,、 
独立 の ツイ ン D/A コ ン バ ー タ を 採 
用 し ) 0 人 
ー プ で 典 行 き 感 が あり , 低音 か ら 
Ks 
ィ ジ タル サウ ンド を 実現 し て いま 
す 。 

ま アナ ロダ 才 力 に 加え が 
ィ ジ タル 信号 を 光 で 伝送 する オプ 
チカ ルディ ジタル 出力 を 装備 し 
オプ チカ ル 入 力 を 持つ ディ ジタル 
アン プ や セパ レー ト 型 D/A コ ン バ 
ー タ に つない で , 高 純度 な サウ ン 
ド を 楽し むこ と も 可能 と な っ て い 


< 写真 42 ジョ グ シ ャ トル ダイ ヤル 


プ g7. 7988 


: ど に より , 用 巻 線 と し た 電源 トラ ンス を 採用 


し , 相互 干渉 を 大 幅 に 抑え て いま 


次 に , 高音 質 パ ー ツ な 
細部 に 至る まで 高音 質 を 追求 し た 
語音 ue す 。 
ファ ー ス トリ カバ リー 大 容量 整流 


方 , 本 体 構造 は 撤 底 し た 無 共 
振 設計 が 成 さ れ て いま す 。 ディス 
ク の 回 転 振動 が シャ シ に 伝わる の 
を 防ぐ 非 接触 マグ ネッ トク ラン パ 
ー, ハニ カム 構造 の 高 剛性 クラ ン 
パー ホル ダ , 共振 を 効果 的 に 抑え 


は AOIGD ご 4 
章 質 コン デン サ , 高音 質 抵抗 。 金 
メッ キ 出 力 端子 ,OFC 電 源 コ ー ド 
な ど を 採用 し まし た 。 また , オー アデ 
ィ オ 系 , ビデ オ 系 , サー ボ 系 を 専 


アナ ログ フィ ル タ 特 性 


ンプ ブリ ング > メイ 区 


ディ ジタル フィ ル タ 
無し 時 


44.1k 


20k 


サン プリ ング ・ ノ イズ 
0 


4 人 オー パー サン プリ ング 
ディ ジタル フィ ル タ 時 
(CLD-99S ) 


176.4k 


20k 
オー ディ オ 信 号 
【 図 4】 ディジ タル 音声 アナ ログ フィ ル タ 特 性 


6』 


但 ツ イン D/A コ ン バ ー タ 
Lch, Rch 各々 に | 個 ず つ , 計 2 個 の D/A コ ン バ ー タ 
(ディ ジタル ・ ア ナ ロ グ 変換 器 ) を 有する こと 。 


但 オ ー ト プロ グラ ム エ デ ィ ッ ト 機 能 
テー プ な ど に ダビ ング する 時 , 最長 録音 時 間 を 指定 す 
る と, 自動 的 に 曲 数 を 選択 し 再生 する 機能 。 


当社 従来 品 


雷 短 弓 
澤 候 弓 


10~* SEC 
る クロ スリ プ ブ を 採用 し た 高 剛性 樹 
脂 メ イン シャ シ , ボディ の 共振 と 
雄 気 ひ ずみ を 防ぐ 銅 メ ッ キハ ニカ 
ムアン ダ ベ ー ス 等 の 採用 に より , 
撤 底 し て 不要 な 振動 を 排除 し て い 


em 時 間 10~# SEC 
ます 。 以 上 の 無 共振 設計 は 高音 質 
化 の みな ら ず , 高 画質 化 に も 大 き 
く 貢献 し て いま す 。_ 


人 /。 | 
虹 人 Ss 山 YS 


人 LA 請 


| 
JAM ン ー 


写真 5> 
ハニ カム 構造 の 
マグ ネッ トク ラ 


ン ラ マー 
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0 500 1000 1500 2000 2500 0 500 1000 1500 


CLD-99S 


【 図 5 】 
メイ ン シ ャ ン シ の 
振動 特性 


2000 2500 


ーー> 時 間 
この よう に , 数 多く の 新 技術 を 
盛り 込ん だ フル コン パチ ブル プレ 
ー ヤ や CLD-99S は , 高 画質 化 , 高音 
質 化 へ さら に 一 段 と レベ ル ア ッ プ 
を し て いま す 。 ま た 一 方 で 操作 性 。 
快適 性 の 追求 も 行っ て いま す 。 先 
述 の ワン ショ ッ ト メ モリ ー 機 能 , 
ジョ グ 交 シャ トル や オー ト プ ブログ 
ラム エディ ッ ト 機 能 は , 新しい 楽 
し み 方 を 提示 し た も の で す 。 さら 
に , ビジ ュ ア ルカ レン ダ 付 き 大 型 
FL ディ スプ レイ 採用 の , 従来 と は 
一 味 違っ た デザ イン と 共に , CLD- 
99S は コン パチ ブル プレ ー ヤ や の 先駆 
者 と し て 新た な 方 向 付け を 行っ た , 
一 歩 進化 し た AV プレ ー ヤ で す 。 
(パイ オニ ア 賜 第 1 技術 部 ) 


エレ グ クト ロニ クス ライ ブフ 


HI. 7 | と ワレ 補 序 レーー 


マル チ デ ィ ス ク プ レー ヤ の 特徴 


丸田 啓二 


近年 。 モ ニタ テレ ビ や プロ ジェ 


クシ ョ ン テ レ ビ は 高 画質 ・ 大 型 化 , 


まだ た ハイ ファ イオ ー デ ィ オ は 高音 
質 化 へ の 傾向 を 深め て き て いま す 。 
これ は , “大 き な 画 面 で 迫力 ある 美 
し い 映 像 と きれ いな 音 を 家庭 で 手 
軽 に 楽し みた い ′” と する ニー ズ の 
WI 
ー は CD, CDV, LD す べ て 
りか 1 友 で 再生 
マル チチ デア ィ スク ダ ャ ー ギ ) 


3 機種 を を それ ぞ れ の 用 途 に 合わ せ 


新 発 売 し まし た 。「MDP-AV1」 は , 


AV コン ポ ” に 組み 込め る ミディ 
サイ ズ で あり ,「MDP-201」 は VTR 
や 大 型 テ レビ と の 組み 合わ せ に 適 
し , そし て 「MDP-801」 は 8 ビッ ト 
ディ ジタル メモ リー 搭載 の 多 機能 
高級 機 で す 。 

以下 、 これら の 機種 の 特徴 に つ 
いて 紹介 し て いく こと に し ます ( 写 
真 1, 2, 3 参照 ) 。 


高 画質 高音 魚 秦 生み だ す 
技術 庄 

映像 解像度 : 420 本 , 映像 SN 比 : 
47dB, ディジ タル 音声 SN 比 :100dB 
以上 (EIAJ). ディ ジタル 音声 ダイ 
ナミ ッ ク レ ンジ : 96dB 以 上 (EIAJ), 
この よう に 高 品質 な 性 能 を 実現 し 
た 技術 に つい て 述べ ます 。 
① 高 性 能 ・ 高 信頼 性 の 2 スピ ン 

ドル モー タ 搭 載 

LD 用 に , 重 さ 約 200g, 外 径 30cm 


7. 79S ぐ 


5 WS り 
4 1 
。 
To 


b) 入出 力 端子 (リア ー 側 ) 
〈 写 真 1> MDP-AV1 


(a) プレ ー ヤ の 外観 
< 写真 3 > MDP-801 
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人 @ 映像 解像度 


映像 の 細か さ が 見 える 度合 い を いい , 
平 解像度 が ある 。 後者 は , 単位 長 さ の 間 に ひ いた 白黒 の 


垂直 線 が 何 本 見 える か で 表わす 。 


仁 デ ィ ジ タル 音声 SN 比 


垂直 解像度 と 水 


| kHz フル ビッ トレ ベル と , ディジ タル の ビッ ト が オー 
ル ゼ ロ の 無 信 号 時 の ノイ ズ を 聴感 補正 (A カ ー ブ ) し た ノ 


イズ レベ ル と の 比 を いう 。 


HMIMI 吊 上 jk 


0 川 川中 省 川 川 


川 川 川上 川 則 川上 
由 UMMUU 


(b) リア ー 側 (入出 力 端 子 ) 


と 慣性 が 大 き な 敵 Ba ィ スス グ を 高速 
に 立ち 上 げ る た め に 。 高 ト ルク か 


つ 振 動 の 少な い 高 精度 な モー タ を 
開発 し まし た 。 
この 専用 モー タ に より , 大 型 タ 


ー ン テー ブル の 使用 が 可能 に な り , 
ee 
より 安 ー ボ 特性 を 実現 し ま 
) 識 

CD/CDV 用 に , CD で 要求 され る 
トル ク 変 動 の 少な い 特 性 と , CDV 
で 有 要求 され る 高速 回 転 特性 と を 兼 


・ ス ライ ド 板 : 上 ・ ス ライ ド 板 : 下 
I10 キ ー が 主 ディ ジタル 関係 
の キー が 王 


(d スラ イド 式 ワ ンタ ッ チ ・ リ モコ ン 
< 写真 3> MDP-801 
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〈 真 3 > MDP-801 


ね 備え た た モ ー タ を 開発 し まし た 。 
特に 後者 は ,。 モー タ 軸 受 部 の 材 
質 検討 と 軸受 部 間 の 間隔 の 最適 化 
こよ り , 毎 分 2.700 回 転 の 高速 に も 
内 えら れる よう に し , モー タ 寿 命 
や 振動 な どの 間 題 


LD 用 と CD/CDV 用 を 最適 化 設 


計 し た こと に より , 高 性 能 ・ 高 信 
頼 性 を 長 時 間 持 続き せる 耐久 性 も 
実現 され た の で す 。 


② 高 精度 光 ピ ッ ク ア ッ プ 
光 ピ ッ ク ア ッ プ の 光路 の 徹底 的 
な 見 直し と , 新開 発 高 SN 比 ペ ヘッ ド 
アン プ を フォ トディ テク タ か ら 最 
短 距 離 に 配 す る こと に より , ピッ 
クア ッ プ の 無 偏光 化 に 成功 し まし 
大 で 奉 胡 まり リート ラッ 奉 シ グ エ 


ラー 信号 や RF 信号 へ の ディ スク 材 


写真 4 > 
BPS みみ グ ガッ ンプ | 


を 解決 し まし た 。 


(c) フロ ント 側 (外部 信号 入力 端子 ) 


質 に よる 影響 を 排除 し , セッ ト の 
プレ ー ア ピリ ティ ー の 向上 を 実現 
させ た 。 

本 ピッ グ クア ッ プ は アデ ォ スク の 
ソリ に 応じ て ピッ クア ッ プ を 最適 
な 状態 に する , 高 性 能 な チル ト サ 
ー ボ 用 の メカ ニズム を 搭載 し て い 
ます 。 非 球面 レン ズ と モー ルド ハ 
ツジ ング を ご 体 伯 じ な チル ト セン 
サー は 。 デイ 7 表 光 の ソリ を より 高 
精度 に 検出 する こと を 可能 と し ま 
し た 。 ま た, ピッ クア ッ プ を 移動 
させ る と き 基 準 と な る キャ リッ ジ 
の アル ミダ イカ スト 化 は , 高 剛性 
化 と 対物 レン ズ の 高 精度 の 位置 出 
し を 能 伝 事 し ね? 


こ ご 赤 の さと を 即 演 り ピッツ プ アッ 
プ は , 最大 2,700 回 転 / 分 も の 高速 回 


エレ グ クム ロニ クス ライ プ フ 


等 ディ ジタル 音声 ダイ ナミ ッ ク レ ンジ 
| kHz フル ビッ トレ ベル ( 0 dB) と , 


| kHz・ー60dB の 信 
号 を 入力 し , 基本 波 と 高調 波 を 除去 し た 残り の ノイ ズ 成 
分 を 聴感 補正 (A カー ブ ) し た ノイ ズレ ベル と の 比 を いう 。 


介 ト ラッ キン グ エ ラ ー 信 号 

ディ スク 盤 上 に お いて , 光 ピ ッ ク ア ッ プ の スポ ッ ト が 
ディ スク 情報 列 ( ビ ピット 列 ) か ら 径 方 向 に ズレ る こと に よ 
っ て 生ずる エラ ー 信 号 の こと を いう 。 


転 の ディ スク か ら も ディ スク 情報 
を 正確 に 読み 取り , 高 品位 な 画像 
の 再生 を 実現 きせ まし た (写真 4 参 
照 )。 

③ 無 振動 ・ 無 共振 設計 の 「G シ 
ae 人 

不 飽 和 ポ リエ ステ ル 樹 脂 に , 大 
理 石 の 主 成分 で ある 炭酸 カル シ ウ 
ム と 強度 アッ プ の た め の グ ラス フ 
ァ イ バ を 加え た 複合 成形 材料 を 素 
材 と し た , “G( ジ ブラ ル タ ル ) シャ 
ー シ ” を 採用 し まし た 。 こ れ は , “ES 
リー ズ ・ ア ンプ "の シャ ー ジ 耕 と 
し て も 好評 を 得 て お り , 高 剛性 で 
シャ ー シ 自 体 の 共振 を 抑え , た と え 
スピ ンド ル モ ー タ な どの 振動 と か , 
外乱 振動 が 発生 し て も 内 部 損失 が 
大 きく , 優れ た 振動 減衰 特性 を 示 
飛 ま す 。 
すなわち , 振動 は 効果 的 に 減衰 
され , 光 ピ ビ ピックアップ まで 到達 し 
な い の で ある 。 こ れ に より , 安定 
な サー ボ 特 性 を 得る と と も に , 振 
動 が 音 や 画像 に 影響 する こと を 防 
止 し まし た (写真 5, 図 1 参照 )。 
④ 高 精度 ディ スク セン ター ガイ 

ド 機 構 

窓 ン ター リン グ が イド 材 と も て 。 
アル ミ 合金 を 採用 し まし た 。 それ 
を LD 用 , CD 用 の それ ぞ れ に 最適 
な テー パー 形状 に 超 精 客 機械 加工 
と に より ディ スネ スク の を シ 
ター 容 の 容 径 の バラ ツキ を 吸収 さき 
せま し た 。 ス ピン ドル モー タ 軸 に 


og7. 79SS 


対す る ディ スク の 保持 精度 を ミク 
ロン 単位 で 実現 し , ジッ ター を 極 
め て 少な くし , 高 品質 な 画像 を 得 
ま を な 。 
⑤ 4 倍 オ ー バ パー サン プリ ング デ 
キジ ダレ メイ オル グ 
ディ ルフィ ル まま は 。. の 交 


REAL (V) 


REAL (V) 
| 


タル 信号 を 数 値 演算 し て , サン プ 
リン グ 周 波数 を 通常 の 44.1kHz か 
ら 4 倍 の 176.4kHz に 変換 し て いま 
す 。 こ れ に より , 高 域 の 不要 の サ 
ンプ ブリ ング に よる 折り 返し ノイ ズ 
を 効果 的 に 取り 除く こと が で き , 
また オー ディ オ 葵 域 内 の 量子 化 ノ 


(RCOOIOm テ の どの 選 DO) の 


40mSEC 
G シ ャ ー シ の 振動 減衰 特性 


【 図 1】 振 動 減衰 特性 の 比較 
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依 セ ッ ト の プレ ー ア ビリ ティ ー 


ディ スク の 欠陥 や 外乱 振動 な ど に 対す る , セッ ト の 再 


生 能 力 の 度合 い を いう 。 


人 の チル ト サ ー ボ 


光 ピ ッ ク ア ッ プ の 光 ( 軸 ) を ディ スク に 対し て 垂直 に 入 


射 さ せる た め に , ディ スク の ソリ に 応じ て 光 ピ ッ ク ア ッ 
プ を 傾け る サー ボ の こと を いう 。 


イズ を 大 幅 に 低減 で きる と 同時 に , 
D/A 変 換 後 の アナ ログ ロー パス フ 
ィ ル タ の カッ ト オ フ 特性 を ゆる や 
本 Me まる 二 ど が で き 。 オー ディ オ 
帯域 天 で の 位相 特性 が 向上 し , 伸 
び の ある クリ ア な 音 の 再生 を 可能 
Ko まり 3。 

⑥ 音質 用 部 品 の 採用 

ピュ ア な 再生 音 を 得る た め に , 
次 の よう な 電気 部 品 を 徹底 的 に 吟 
味 し て 採用 し まし た 。 

・ 重 低音 を 出す た め に 合計 18,000 
zF に も お よぶ オー ディ オ 専 用 
5 

・ 透 き と お っ た 高音 を 出す た め 
の 低 ひ ずみ 率 鋼 光 ス チロ ー ル 
ワン サザ 

・ 磁 気 ひ ずみ の 影響 を 低減 きせ 
る た め の 非 破 性 体 鋼 キ ャ ッ プ 
抵抗 

・ 金 メッ キ 出 力 端子 

・ ど ん な 大 信号 で も ゆす られ な 
いよ うに グラ ンド 強化 用 の 純 
人 祝 ル バス パー 


< 写真 6 > 
っ ンー オン 
シス テム (1 段 目 の 
12cm 盤 が フル オー 
プン し た 状態 ) 


・ ビ デオ の 高周波 電流 の 影響 を 
信 思 す る た め , あえ て オー デ 
ィ オ 系 と ビデ オ 系 と を 別巻 線 
化し た 大 容量 トラ ンス 


操作 


高度 な 基本 技術 に 支え られ た 
数 々 の 高 性 能 フ ィ ー チ ャ ー を , 軽 
快 に 使い こなす た め の イ ー ジ ー・ 
オペ レー ショ ン に つい て 説明 し ま 
す 。 
① 新開 発 の YS ローディング? シ 

ステ ム 

LD 用 と CD/CDV 用 に それ ぞ れ 
専用 の スピ ンド ル モ ー タ を 搭載 し , 


CD/CDV モ ー タ を LD モ ー タ より 
手前 に 配 す る こと に より , 30cmLD 
盤 と 12cmCD 盤 の それ ぞ れ の ディ ス 
クサ イズ を 自動 判別 し て , トレ イ 
が 開閉 する デュ アル モー ド オ ー プ 
ニン グ 機 構 を 可能 に し まし た 。 こ 
れ に より ,CD 盤 の 取り 出し の た め 
に わざ わざ 30cm ま で フル オー プン 
する 必要 を な くし まし た (写真 6 参 
照 )。 

⑱⑧ オー ト パ ワ ー オ ン , オー トバ パ 
ワー オフ 

パパ ワー オフ 状態 か ら で も , 「PL 
AY」「PAUSE」「OPEN」 の キー を 
受け 付け , 自動 釣 に パワ ー オ ン し 指 
定 の 動作 を し ます 。 

また , 「STOP」 状 態 が 1 時 間 以 
上 続い た 場合 , モッ ト の 電源 が 自 
動 的 に 切れ る よう に し まし た 。 
③ オー トディ スク プロ テク ショ 
ン 機能 (LD) 

セッ ト に LD デ ィ ス ク を 装着 し た 
まま で 電源 を 切っ て も , 自動 的 に 
ディ スク クラ ン ペ パー が 解除 に な り , 
続い て トレ イ が 上 が り そ の 広い 面 
で ディ スク を 保持 する こと に より , 


エレ ググ ク トロ ニク スラ イプ フ 


仁 デ ィ ジ タル フィ ル タ 


DA コン バー タ の 前 で , 論理 演算 に より ディ ジタル 信号 
に 対し 不要 帯域 成分 を 除去 する フィ ル タ 。 


ディ スク の ソリ を 防止 し て いま す 。 
④ メモ リー スト ッ プ (LD) 
ディ スク の 再生 途中 で 「 メ モリ 
ー ス トッ プ 」 キ ー を 押し て , 一 旦 
見 る の を 中 断 し 電源 を 切っ て も , 
次 に 見 る と き 「PLAY」 キ ー を 押 
せ ば , その 場面 か ら 続 き が 見 られ 
ます っ 
⑧⑤ スラ イド 式 ワ ンタ ッ チ ・ リ モ 
コン (MDP-801 用 ) 
MDP-801 は , ディ ジタル メモ リ 
ー を 搭載 し 多 機能 な 分 だ け コ ント 


外部 ビデ オ 入 カ 
front@ 


rear⑨ ぐ 


IIW 


@ オ ー バ ー サ ンプ リン グ 


本 来 44.IkHz で サン プリ ング され た ディ ジタル 信号 を , 


等 価 的 に 何 倍 か の 周波 数 で サン プリ ング され た 信号 に 変 


換 す る 方 式 。 


ロー ル ・ キ ー が 必要 で す 。 本 リモ 
コン で は , この ディ ジタル 関係 の 
キー を 10 キ ー な ど と オー バー ラッ 
プ さ きせ て 兼用 する こと に より , キ 
ー 数 の 増加 を 抑え まし た 。 

そし て , それ ら の キー の 表示 と 
コー ド の 切り 替え を , スラ イド 板 
を 上 下さ せる だ け の ワン タッ チ 操 
作 で 可能 と し まし た (写真 3(d) 参 照 )。 


= リー の 技術 


⑥ Video out2 


on 
3 9 ⑥ Video out 1 


of 


リモ コン 受信 


人 


フロ ント パネ ル 
制御 マイ コン 


dualport 画像 メモ リー 


Power on/off' 


MDP-801 は ディ ジタル メモ リー 
を 搭載 する こと に より , 次 の よう 
な 機能 を 実現 し まし た 。 
① CDV, LD の CLV デ ィ ス ク ( 長 

時 間 デ ィ ス ク ) の 変速 再生 
② 種々 の ディ ジタル トリ ッ ク プ 

レイ 

・1 画面 スト ッ プ モー ショ ン 

・1 画面 フラ ッシュ モー ショ ン 

・ 9 画面 フラ ッシュ モー ショ ン 

・ 9 画面 マル チ メ モ 

- マル チ メ モ キー を 押す と , 


【 図 2】 ディ ジタル メモ リー 関係 の ブロック ダイ ヤグ ラム 
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條 折り返し ノイ ズ 


サン プリ ング 周波 数 を 中 心 と し た スペ クト ラム が , 本 
来 必 要 な オー ディ オ 帯 域 に オー バー ラッ プ し て 混入 し た 


〆 デ イス の こと を いう 。 


その 時 点 で の 再生 画 が 9 画面 
内 に 順次 メモ され ます 。 
・ 9 画面 カタ ログ 
マル チカ タロ グ キ ー を 押す 
と ディ スク の 各 チ ャ プター の 
先頭 の 画面 を 順に 9 画面 に 埋 
め て いき ます 。 
・ 9 画面 に よる サー チ 機 能 
9 画面 が で き 上 が っ た あと , 
カー ソル キー を 押す と 小 画面 
の 下 に 白い カー ソル が 表示 さ 
れ ま す 。 その後, 所 望 の 小 画 
面 を 選択 し . エグ ゼ キ ュー ト 
キー を 押す と 選択 され た 画面 
か ら 再 生 が 始ま り ま す 。 
これ ら の トリ ッ ク プ レー を 実現 
させ た , ディ ジタル メモ リー 技術 
に つい て 述べ ます ( 図 2 参照 ) 。 
① 4 fsc・8 ビッ トディ ジタル メ 
売り サー 
ビデ オ 信 号 の サン プリ ング 周波 
数 を , サブ キャ リア 3.58MHz の 4 


コン ボ ジ ッ ト 信 号 ノ 
コン ボー ネン ト 信 号 
NTSO 方 式 の カラ ー テ レビ 信 


号 は 日 黒 テ レビ と の 両立 性 を 確保 
する だ め , 三原 色 の 色 信 号 を 細 度 


信号 と 色差 信号 と し て 扱い , 次 の 


よう な 割り 合い で 演算 合成 し て い 
る 。 

E, =0.30E。+0.59E。+0.11E。…① 
E。 ッ =0.70E。-0.59E。-0.11E。…⑨ 
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但 バ スパ バー 


倍 に 相当 する 14.3MHz に し , また 
輝度 方 向 の 量子 化 ビ ッ ト 数 を 8 ビ 
ッ ト に する こと に より , きめ の 細 
か い 高 品質 の メモ リー 画像 を 実現 
し で ゆま す 。 

② コン ポジ ッ ト 信 号 プ コン ポー 
ネン ト 信 号 の 切り 替え 

1 画面 の 場合 は 。 ディ スク 再生 
画 と 同じ 品質 の 画像 を 得る た め に , 
ビデ オ 信 号 を コン ポジ ッ ト 信 号 の 
まま メモ リー に 記録 し て いま す 。 
9 画面 の 場合 は , ビデ オ 信 号 を コ 
ン ボ ポー ネン ト 信 号 に 変換 し メモ リ 
ー に 記録 する こと に より , 複雑 な 
トリ ッ ク プ レー を 可能 に し て いま 
0 

(③ マル チ ポ ー ト 型 の メモ リー 
メモ リー と し て , マル チ ポ ー ト 型 
メモ リー を 使用 する こと に より , 非 
同期 に 書き 込み と 読み 出し が 可能 
に な り , 高速 スキ ャ ン 時 に も な め 
ら か な つなが り の ある 画像 を 得 て 


Es ニー0.30E4-0.59E。+0.69E』…③ 
こ ご これら の 三 つ の 信号 (ヒビ E』-, 
Es->) を コン ボー ネン ト 信 号 と 呼ぶ 。 
②, ③ の 色差 信号 を サブ キャ リア 
⑬.56MHzZz) で 直角 位相 一 重 平 衡 
変調 を 行い バー スト を 付加 し て 
色 信 号 を 作り , 輝度 信号 (に 重 
畳 し , さら に 同期 信号 を 加え だ も 

の を コン ポジ ッ ト 信 号 と 呼ぶ 。 


電源 ・ グ ラン ド の イン ピー ダン ス を 下げ る た め , 基板 
の パタ ー ン を 代用 させ る 銅製 の 板 ( バ ー) の こと を いう 。 


いま す 。 

④ 新開 発 の メモ リー 制御 SI と 
メモ リー コン トロ ー ラ 制御 マイ 
ーッ ン 
久光 み コット 挟 
ー ラ か ら デ ィ ジ タル 処理 に 関す る 
コマ ンド を 受け る と , LSI に 対し 
て 詳細 な 指令 を 与え を ます 。LSI は 
その 指令 に より , メモ リー の 書き 
込み 。 コン ポー ネン トプコン ポジ 
ッ ト の 切り 替え な どの 複雑 な 処理 
を 行っ て いま す 。 

この よう な 構成 に する こと に よ 
り , シス コン の 負担 が 減り , か 
つ 機 能 の 多様 化 が 可能 に な り ま し 
> 

⑤ 外部 信号 入力 端子 

VTR な どの ビデ オ 機 器 を この 端 
子 に 接続 する こと に より , 外部 入 
力 信号 も ディ ジタル トリ ッ ク プ レ 
ー が 可能 と な り ま し た ( 与 真 3(c) 参 


ネ 
オー ディ オ ・ ビ デオ の 合体 メデ 
ィ ア で ある ^CDV” は , CD の 高音 
質 と LD の 高 画質 を 備え た て お り , そ 
れ 自 体 の 市 場 を 創造 する だ け で な 
く , CD と LD の 市 場 を も 活性 化す 
な に ょ 人 サ 。 
家庭 用 光ディスク の すべ て が 再 
生 可 能 な “マル チ デ ィ ス ク プ レー 
や ヤン は の 信 後 の AV ライ ラフ * の 枝 
と も て 大 きぐ 伸び る で し ょ う 。 
(ソニ ー 由 ビデ オ 事 業 本 部 ) 


エレ ググ ムロ ニク スラ イプ フ 


大 戸 相 幼 人 内 だ みる 


CD-HOM, CD-| の 現状 


山崎 清 一 


CD が オー ディ オ の 世界 に 衝撃 的 
な デビ ュー を し て か ら , 既に 数 年 
が 継 ち ま し た 。 も と も と る 2 人 - ジ タ 
ル の 世界 (コン ピュ ー タ シス テム ) 
で , 兆 技術 を 利用 し た 大 容量 記憶 
装置 の 開発 状況 を 見 守っ て きた 者 
に と っ て CD ディ ジタル オー デ 在 オ 
は , 当初 それ ほど 興味 を そそ る も 
の で は な か っ た と 言っ て も 過言 で 
は あり ませ ん 。 しかし, CD が その 
後 敬 異 的 な 普及 を 示し , CD- ROM, 
CD-1I が 発表 きれ る に 及 ん で , あら 
た め て その 価値 を 認識 させ られ る 
wc27 まし お 

以来 , 種々 な 利用 が 研究 され て 
き て お り , 既に 国内 で 作成 され た 
CD-ROM は 発表 きれ て いる も の だ 
け で も 50 タ イト ル を 越え て いま す 。 
し か し , それ ら の 多く は 試作 品 で 
あっ て , 実用 化 さ れ て いる も の は 
まだ わずか で す 。 


CD-ROM は , コン ピュ ー タ の 周 
辺 装置 と し て 開発 され た も の で す 
か ら 。 コ ンピュータ シス テム の 中 


or7. 798 ざ 


に 組み 込ん で 利用 きれ ます 。 多く 
の 場合 は , その 簡便 性 か ら パ ソコ 
ン 等 の 比較 的 小 規模 の コン ピュ ー 
タ シ ス テム で 活用 され ます 。 

これ に は , も う 1 つの 理由 が あ 
っ て , それ は 550MB( メ ガバ イト ) 
と いう 大 容量 の 魅力 で す 。 従来 パ 
ソコ ン シ ス テム で は , せい ぜ い 数 
十 MB の デー タ し か 扱え な か っ た 
も の が , 一 虫 10 倍 に も 拡張 され た 
わけ で すか ら , 注目 せ ざ る を 得 な 
いわ け で あり ます 。 

し か し , 一 方 ROM と いう 人 性格 か 
ら 見 る と , 常時 メン テ ナ ン ス を 必 
要 と する よう な デー タ に は 適性 が 
な い の で , 自然 と 格納 デー タ に も 
制約 が 生じ し る こと に な り ま す 。 


〈 写 真 1> 
JAPAN-MARC 
の CD-ROM 


さて , CD-ROM の 適用 分 野 に つ 
いで 見 て いく ご と だ た 反 ま も お で 重 


① 情報 検索 用 デー タベース 


オン ライ ン に よっ て , 情報 検索 
サー ゼス を 行っ て いる デー タタ 
ス が 増え て き て いま す が , ファ イ 
ナン シャ ル デ ー タ を 除い て は ユー 
ザー を 思っ た ほど 獲得 で き な い 状 
況 で す 。 

これ に は , いく つか の 要因 が 考 
えら れ ま す が , ユー ザー 負担 費用 
が 高価 (接続 利用 し て いる 時 間 に 
応じ て 費用 が 発生 する … 目 的 の も 
の を 得 ら れ た か どう か に か か わら 
ず ) で ある 点 が 大 き な 障 害 と な っ 
て いま す 。 
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代 JAPAN-MARC の CD-ROM 


JAPAN-MARC と は 国立 国会 図書 館 が 収録 する 国内 出 
版 物 書誌 情報 の こと (machine readable cataloging) 


( 約 50 万 点 収録 ) 


借 出版 情報 の CD-ROM シ ステ ム 


人 @ 電 話 帳 の CD-ROM 


日 本 出版 販売 帆 が 62 年 4 月 か ら 商用 化 (| 回 / 月 更新 ) 
し た 出版 情報 の CD-ROM ( 約 55 万 点 収録 )。 


NTT が 試作 し た 職業 別 電話 帳 (タウ ン ペ ー ジ ) の CD- 
ROM (市 外 局 番 03 区 域 110 万 件 収録 )。 


これ を CD-ROM シ ステ ム の スタ 
縮 E ア ロン 型 に する こと に よっ て 
ユー ザー は , 好き な と き に , 必要 
な 時 間 だ け 自 由 に 利用 で きる こと 
に な り , デー タベース の 価値 も 生 
き て くる こと に な り ま す 。 も ちろ 
ん , 定期 的 な デー タ の メン テ ナ ン 
ス が 必要 と な る の で , CD-ROM デ 
ィ ス ク を 更新 し て サー ビス で きる 
よう に し な けれ ば な り ま せん 。 
欧米 で は , 既に 多く の デー タ ベ 
時 s 才 が オン ライ ン サ ービス と CD 
-ROM サ ービス の 両面 展開 に 踏み 
きっ て お り , 今後 も この 傾向 は 強 
まる と 見 られ て いま す 。 

また , 現在 は 情報 検索 サー ビス 
を 実施 し て いな い が , 有効 な 手 
段 が あれ ば 実現 し た いと 考え て い 
る 非常 に 特殊 な (ユー ザー 範囲 が 
狭い , 文字 以外 の デー タ が ある 等 ) 
了 馬 sss ダ ペ ベー スニ ー ズ が あり ます 。 
この 用 途 に も , CD-ROM シ ステ ム 


Z0 


< 写真 2> 出版 情報 の CD-ROM シ ステ ム 


は 比較 的 安価 に 容易 に シス テム 化 
を 実現 で きる 手段 と し て 注目 され 
そ を き で も いう 生ま 。. 

近年 は ,、 社 内 デー タベース の 活 
用 も 進ん で き て お り , 社内 利用 の 
情報 が 積極 内 に ディ ジタル 化 さ れ 
て いま す 。 これら の 情報 を 社内 ネ 
ットワーク に 乗せ て 利用 で きる よ 
うに する に は , 非常 に 大 規模 な ネ 
ットワーク を 構築 し な けれ ば な り 
ませ ん 。 販 売店 な ども 含め た も の 
を 考え ます と , 簡単 に 実現 で きる 
も の で は な く な っ て くる の が か 実情 
で の に この よう タク タベース も 
CD-ROM 利用 が 1 つの 解決 策 を 見 
い 出 し て くれ る 可能 性 が あり ます 。 


〈② ビジ ネス ユー ス 情 報 


現在 の ビジ ネス 活動 は 、 あら め 
る 情報 を も と に し て 行わ れ て いま 
す 。 そ し て 価値 ある 情報 の 伝達 手 
自 は , 様々 に 工夫 され て き て お り , 


いわ ゆる トピ ックス な ど は , 最も 
広く 早く 伝達 され る よう に な っ て 
し まい ま も な 。 

近年 , 新た な ビジ ネス 活動 情報 
と し て , ベー シッ ク を な 情報 の 活用 
が 見 直さ れ て き て お り , この 利用 
法 と し て CD-ROM シ ステ ム が 注目 
され て いま す 。 

それ ら は , 地図 や 名 薄 な ど で , 
それ 自体 で は , さほど の 価値 が あ 
る わけ で は な い の で す が , コン ピ 
ュー タ シ ス テム の 中 に 取り 込む こ 
と で 検索 性 を 高め , 一 覧 表示 機能 
を 持た せる こと に よっ て , 非常 に 
有効 な ビジ ネス 資料 と な り ま す 。 


(3③ オフ ィ ス ユー ス の 知識 情報 


オフ ィ ス ・ オ ー ト メー ショ ン が 
少し ずつ 普及 を 見 せ , オフ ィ ス の 
中 に も , 種々 の エレ クト ロニ クス 
機器 が 導入 され る よう に な り ま し 


だ た 。 それに 従っ て ,。 オフ ィ ス の 仕 


< 写真 3 > 電話 帳 の CD-ROM 


エレ クト ムロ ニク スラ イフ 


今 外国 語 辞書 の CD-ROM 
三修社 が 日 


索 可 能 に し た CD-ROM。 


急 広辞苑 の CD-ROM 


・ 英 ・ 独 ・ 仏 ・ 伊 ・ 西 ・ 蘭 ・ 中 の 8 ヶ国 語 
の 辞書 を 収録 し , 任意 の 言語 か ら 任意 の 言語 に 対訳 を 検 


参 デ ー タ ベー ス 
多数 の 情報 を 体系 的 に 整理 統合 し , コン ピュ ー タ に よ 
っ て 検索 し 得る 機械 可 読 形態 に し た 情報 の 集合 体 。 


岩波 書店 が 広辞苑 を その まま CD-ROM 化 し , 日 本 語 ワ 


ー プ ロ 0ASYS で 扱え る よう に し た も の 。 


事 は それ ら の 機器 を 利用 し て 作業 
する よう に な り , 机 の 上 の 書籍 を 
参照 する こと が 不便 に な っ て き て 
いま す 。 

そこ で , オフ ィ ス 業務 に 必要 な 辞 
書 , 実用 書 な ど を 0A 機 器 の 中 に 取 
り 込 も うと いう 動き が 出 て くる わ 
け で す が , 今日 まで 適当 な メデ ィ 
ア が 見 つか り ま せん で し た 。CD- 
ROM は , その よう な ニー ズ に フィ 
ッ ト し , いわ め ゆる 電子 出版 の 名 で 
いく つか の CD-ROM が 発表 きれ ま 
は の ら 

これ ら は , 現在 , 単独 の CD-RO 
M シ ステ ム と し て 商品 化 さ れ て い 
ます が , 将来 は オフィス に 必要 
な 全 知識 を 集め た 一 体型 の CD-R 
OM シス テム と し て 構築 きれ て いく 
と 思わ れ ま す 。 


④ 教育 , 学習 用 ソフ ト 


教育 分 野 で の コン ピュ ー タ シス 


ーー 
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< 写真 4> 外国 語 辞 書 の CD-ROM 


テム の 利用 (CAI) は , か な り 早 く 
か ら 研 究 さ きれ て お り , 数 多く の シ 
ステ ム が 世に 出 て いま す 。 しかし, 
より 進ん だ ソフ ト に する ため に は , 
どう し て も ビジ ュ ア ル 性 (画像 な 
ど を 多く 使っ た も の ) を 追求 する 
必要 が あり , 小 規 模 シ ステ ム で は 
容量 的 に 難 か し い 面 が あり まし た 。 
この 分 野 で も , CD-ROM は 有効 
な 記憶 メデ ィ ア と し て 注目 され , 
その 活用 が 研究 きれ て いま す 。 し 
か し この 分 野 は , 非常 に 一 般 性 が 
強い だ ため に , 
と し て 開発 され る CD-I の 方 に その 
適応 性 が 強い と いう 考え も あり , 
CD-I の 動向 を 見 守る と いう と ころ 


コシ ジ シュー マニ デシ % 


が , 現在 の 状況 で あり まし ょ う 。 
⑤ ライ ブラ リー と し て 利用 


ある コン ピュ ー タ を 利用 し た シ 
ステ ム の 中 の 1 つの 機能 と し て , 
ある 定型 情報 の 膨大 な ライ ブラ リ 
ー を 必要 と する も の と し て 利用 で 
きま す 。 丈 字 フ ォ ン トラ イプ 
ー, さ し 絵 ライ プラ リー, 擬音 ラ 
イブ ラリ ー な ど が 試み られ て いま 
の 


.CD-H 


CD-ROM を 作成 する 場合 の 留意 
する 点 に つい て , 以下 に 述べ そお 


写真 5> 広 辞 元 の CD-ROM 
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但 フ ァ イ ナ ン シ ャ ル デ ー タ 
為替 レー ト , 株 価 情報 な どの 金融 関係 の デー タ の こと 。 


旬 ス タン ドア ロン 下 
他 の シス テム と の デー タ 交 換 な ど を 行わ な い 独 立 型 の 
シス テム の こと 。 


島 社 内 ネッ トワ ー ク 
| つの 企業 体 の 中 で , 企業 内 の 情報 交換 を 行う た め に 
用 意 さ れる 通信 回 線 網 の こと 。 


今 CAI (Computer Asisted Instruction) 
コン ピュ ー タ の 助け を か り て , 学習 を させ る 教育 の こ 
- 


容 | 


きま す 。 
まず 最初 に 注意 し な けれ ば な ら 
な い の は , CD-ROM ド ライ ブ の ア 


三修社 


最新 科学 技術 
用 語 辞 典 
( 英 独 和 ) 


独 英 デー タ , 和英 デー タ 各 々 を MT 
で も らい ドッ キン グ 。 3 分 冊 の 辞典 
を 作成 と 同時 に CD-ROM 化 . 
国内 初 の 商品 . 


昭 60 年 10 月 クセ スタ イム の 遅 さ で あり ます 。 
平均 アク セス タイ ム は 0.5 秒 で 。 磁 
気 記憶 装置 な ど と 較べ 1 桁 ち が い 


東京 03 の 職業 別 電話 帳 の デー タ 約 
110 万 件 を 収録 。 電 話 帳 と し て 世界 
初 の 製品 。 テ スト 版 。 


ます 。 従っ て , 磁気 ディ スク に デ 
ー タ ベー ス を 展開 し て アク セス す 
場合 と 同様 に デー タフ ォ ー マ ッ 


17 6 月 


広 辞 多 


約 20 万 項目 の 我国 の 代表 的 な 国語 辞 
典 を CD- ROM 化 。 ワ ー プ ロ て で 文章 作 
成 時 の 辞典 検索 シス テム 。 


昭 61 年 10 月 ト を デザ イン し て し まう お 、 ト か ど 
い 結 果 に な っ て し まい ます 。 
本 2 


植物 図鑑 CD-1 


植物 に 関す る 情報 を 図鑑 的 に 見 せる 
CD-I の テス ト 版 。 
(大 日 本 印刷 は 画像 入力 を 担当 ) 


Se 通常 OS まかせ の 場合 が 多く , アプ 
リケーション プロ グラ ム 作 成 時 に 
は , あま り 考 慮 し な いも の で す 。 


CD-NOCS 


出版 書誌 情報 45 万 件 を 収録 。 bx 
著者 名 出版 社名 。 キー ワー ド な と 
か ら 多 角 的 に , 複合 検索 で きる 。 
本 年 3 月 より 実用 化 。 書 店 , 図書 館 
な ど て で 利用 。 


中 62 年 1 月 し か し , CD-ROM シ ステ ム の 場合 , 
アク セス 回 数 を 減ら すこ と は 非常 
に 重要 で , 利用 者 へ の 応答 が どの 
し 人 


マル チ 言 語 
CD-ROM 


に 
世界 7 ヶ国 の 出版 社 の 保有 し て いる 
MT の 辞書 デー タ を 入手 , CD-ROM 化 。 
日 , 英 , 独 , 仏 , 伊 。 蘭 , スペ イン 
中 国 の 8 ヶ国 語 を 収録 。 


2 
の 条件 に 対し て 3 一 4 回 の アク セス 
で , 結果 を 取り 出せ る 必要 が あり , 


CAPDAS 


高 分 子 素材 の デー タベース の テス ト 
版 と し て , 素材 , 標準 名 , 商品 名 , 
特性 , 特徴 , 用 途 , 構造 図 . メー カ 
一 名 の デー タ を 収納 , 各種 項目 , 数 
値 , キー ワー ド な ど に よる 検索 可 。 


02 年 月 その よう な し くみ を デー タフ ォ ー 
マッ ト と アク ギ ス 手記 を 工夫 し て 

構築 し な けれ ば な り ませ ん 。 
更に , 関連 する 問題 と し て , 利 


OAG CD ROM 


オフ ィ シ ャ ル エ アラ イン ガイ ド ( 全 
世界 の 航空 便 の ガイ ド プ ブック) を , 
出発 地 , 目的 地 を 入力 する こと で , 
検索 で きる 。 


用 シス テム の コン ピュ ー タ が パソ 
コン 等 の 小 規模 シス テム で ある こ 
と か ら , 自ずと その 内 部 メモ リー 
容量 に は 限界 が ある と いう こと で 


昭 62 年 10 月 


日 本 図書 
- 館 協会 


Z2 


国立 国会 図書 館 の 収録 する JAPAN- 
MARC を 自由 に 検索 で きる 。 


【 表 1 】 大 日 本 印刷 の CD-ROM の 実績 


補 


昭 62 年 10 月 す 。 即 ち , デー タ の バッ ファ 領域 
と し て , それ 程 大 き な メ モリ ー を 
専有 できない こと に な り ま す 。 


エ と クト ロニ クス ライ フ 


人 文 字 フ ォ ン トラ イブ ラリ ー 


コン ピュ ー タ シス テム か ら 文 字 を 印刷 出力 する と き に 


必要 な 文字 パタ ー ン の 集まり 。 


デー タフ ォ ー マ ッ ト 


仁 OS (Operating System) 
コン ピュ ー タ シス テム て で 入出 力 な どの 基本 的 動作 を 実 
行 さ せる た め の ソ フト ウェ ア の こと 。 


コン ピュ ー タ シス テム で 種々 の デー タ を 記憶 する と き 


の デー タ の 形式 を 定め た も の 。 


具体 的 に は , 複数 条件 を 指定 す 
る 検索 の 場合 。 1 つ 1 つの 条件 に 
ヒッ ト し た も の の 中 か ら , 次 いで 
全て の 条件 に ヒッ ト す る も の を 取 
り 出 す と いう こと を 通常 行い ます 
が , この 方 法 で は パソ コン の メモ 
リー 制限 か ら 十 分 な 検索 が 行え な 
いと いう こと が 発生 し ます 。 

以上 の よう な 点 を 解決 する 工夫 
と し て は , ROM で ある と いう こと 
を 最大 限 に 活用 する こと で す 。 つ 
あり 。 一 且 ア ー タ を 構築 て も まき 
えば , その デー タ の 書き 直し は で 
き な い こと に な る 点 に 着目 し , 子 
め 用 意 で きる 検索 中 の 中 間 デ ー タ 
を その ROM の 中 に 入れ 込ん で し ま 
電 な で す 。 

この よう な 操作 は , デー タ 加 工 
処理 を 複雑 に する こと に な る の で , 
あま り 際 限 な く 行 うこ と は すす め 
られ ませ ん が , 適量 の 考慮 は 必要 
< 

次 に 留意 する 点 は , シス テム の 
汎用 性 の 追求 で す 。 日 本 は , 世界 
の どの 国 よ り も 多 機 種 多様 の 国 で 
あり , いろ いろ な シス テム の 汎用 
化 が 難 か し いと され て いま す 。 

CD-ROM の 場合 も , パソ コン 機 
種 ,。 CD-ROM ド ライ ブ 機 種 , 使用 
08, CD-ROM デ ー タ フォ ー マ ッ 
トド お よび デー タコ ー ド な ど 統 一 標 
準 化 され る べき 間 題 点 が 数 多く 山 
積み され て いま す 。 非 常に 限ら れ 
た シス テム で 利用 する 場合 に は , 


gz. 7 の 98 ざ 


大 き な 間 題 に な り ま せん が , オフ 
ィ * 文 ユー ス ,。 ビジネ ス ユ ー ス な だ 
の CD-ROM 利 用 を 考え る と き は , 
この 点 に 十分 注意 し な けれ ば な り 
ませ ん 。 

現時 点 で は 標準 化 さ れつ つ あ る 
の が , CD-ROM の ファ イル フォ ー 
マッ ト の み で す の で , この 辺 の 動 
向 に 注目 を し , 容易 に 拡張 し て い 
ける 工夫 も 必要 で あり まし ょ う 。 


大 日 本 印刷 は , いち 早く CD-RO 
M に 積極 的 に 取り 組み 多く の 実績 
を 持っ て いま す 。 そ こ に は 印刷 で 
培っ た 文字 情報 処理 画像 情報 処 
理 の 技術 が 生き て お り , また 新 メ 
ディ ア に 対応 で きる 十分 な ソフ ト 
開発 力 を 備 と を て いま す 。 

・ 商 品 企 画 . トー タル シス テム 


モノ 好き 人 口 は 30 万 人 


研究 レベ ル で 立派 な 成果 を 出し 


て も 量産 品 作 り は 下手 と 言わ れる 
ヨー ロッ パ で , CD や CD-ROM を 
ソニ ー と 協同 開発 し た フィ リッ プ 


ス ( オ ラン ダ に 本 拠 地 が ガ あ る) は 結 
構 頑 張 つ て いる と 言え る で し よう 。 
CD-ROM な どの エラ ヲ ラー 訂正 に 
不可 欠 な CIRC 技 術 は , 1985 年 末 
まで に 如 国 の 70 社 以上 の 製造 会 社 


・ デ ー タ ベー ス の 作成 お よび デ 
ー タ 加工 処理 
・ デ ィ ス ク の 作成 
・ ア プリ ケー ショ ン ソ フト の 開 
発 
表 1 に , 大 日 本 印刷 の 実績 を ご 
紹介 し ます 。 


4. 


CD-I は , CD-ROM を 発展 させ , 
ョ コンシューマ ユー ス に デ ャ ー 硬 失 
ー マ ッ ト な ど を 規定 し た も の で す 。 
即ち , CD-I を 利用 する シス テム は 
CD-I プ レー ヤ と し て , 家電 製品 の 
1 種 に 位置 づけ られ る わけ で す 。 
CD-I の 規格 内 容 に つい て は , ラ 
イセ ン シ ー に 公開 され まし た が , 
未だ ファ イナ ル と し て は 定まっ て 
いま せん 。 

既存 メデ ィ ア で ある ビデ オ テ ー 
プ や ビデ オデ ィ ス ク と 大 きく 暴 な 


に ライ セン ス を 供 写 し た と 言わ れ 
る ぐらい, 上 で き で し な 。 

し が し , こう いう 新しい も の が 
どの ぐら い 受 け 入 れ ら れる か は , 
国民 性 に も よる と ころ が 大 で , モ 
ノ 好 き 人 口 が 30 万 人 と も いわ れる 
日 本 で ま ざ 普 及 す る で し よう 。 

その 点 , 欧米 人 は 目新し さだ け 
で は な か な ガ 動 じ ま せ ん 。 で すか 
ら , 日 本 人 を 対象 に モノ を 作る 日 
本 の メー カー が や つば り 有 利 で す 。 

(逆瀬川) 
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仁 バ ッ フ ァ 領 域 


コン ピュ ー タ シス テム て で 記憶 装置 か ら デ ー タ を 読み 込 
ん だ と き , 一 時 的 に デー タ を 置い て お く 主 記憶 装置 内 の 


領域 の こと 。 


欠 デ ー タ コー ド 


但 フ ァイル フォ ー マ ッ ト 


定め た も の 。 


文字 デー タ な ど を コン ピュ ー タ で 扱う と き ,。 コー ド 化 
手法 を 使う が , その | 文字 得 に 定め られ た コー ド の こと 。 


ツ ペック > 


ダメ ター アド レス 


エラ ー 修 正 コ ー ド 


g 知 | 間隔 
1 トト 


4 パイ トド: サン 秒 ノ セク ター アモ ー ド ノブ セ ゼクター アド レス 


172 バ イト : リ ー ド ソロ モン 符号 
104 パ イト : リ ー ド ソロ モン 符号 


2 ンダ ペー 2352 バ イト 
周期 化 12 バ イト 
2 バッ ダ ー 
ーー サ ンカ アーズ 2 キロ バイ ト (2048 バ イト ) 
エラ ー 認知 コ ー| 4 バイ ト 
間隔 8 バイ ト 
3 ラー 修正 コー ド 

ドー パリ ティ 
Q- パ リティ 

sk サー アー タダ 
ょ セク ター 2048 バ イト 
1 アズ ィ イス ク 


ユー ザー デー タ 転 送 速 度 


1.600 キ ロバ イト ノ 秒 


270 キ ロ プ ロッ ター540 キ ロバ イト 


<CD-ROM フォ ー マ ッ ト ( モ ー ド 1)> (8 問 


る 点 ( 優 位 性 ) は, コン ピュ ー タ を 
内 蔵 き せ た イ ンタ ー ラ クティ ブ ( 対 
語 型 式 ) に あり ます 。 し か し , 他 の 
メデ ィ ア の よう に 動画 を 見 せる こ 
と が で き な い 点 は 欠点 と し て 大 き 
いか も 知れ ませ ん 。 
この イン ター ラク ティ ブ 性 を 駆 
使 し た 有効 な ソフ ト に つい て , 各 
分 野 で 模索 中 で す が , 一 般 的 に そ 
の 活用 法 と し て 次 の よう な も の が 
あげ られ て いま す 。 
Oo 教育 ・ ト レー ニン グ 
* ド ゥ ・ イ ッ ト ・ ユ アセ ルフ 
(自分 で や っ て みよ う /) 
・ 家 庭 学習 
・ 対 話 式 トレ ー ニ ング 
・ 参 考 書 
・ ア ル バ ム ( 音 の で る 図鑑 , 号 
真 集 ) 
np キン グ ャ ィ ブック :( 正 じい 
発音 で 話す 本 ) 
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O 娯 楽 
・ ミ ュー ジッ ク ・ プ ラス (文章 , 
歌詞 絵 な どの 音楽 と の 組み 
合わ せ ) 
アダ ルル ョ ンー ャ ゲーム 
・ 戦 略 ゲ ー ム 
・ ア ド ベ ンチ ャ ー・ ゲ ー ム 
・ 動 的 シミ ュ レ ーション (フラ 
イト ・ シ ミュ レー ショ ン 等 ) 
・ エ ディ テイ メン ト (エデュ ケ 
イシ ョ ン 十 エン ター テイ ン メ 
ント ) 
の クリ エイ ティ ブ ・ レ ジャ ー 
・ 絵 や 図形 の 作成 
*・ ア ニメーション の 作成 
・ 作 文 
O 家 庭 や 旅先 で の 仕事 
・ 書 類 作成 
・ 情 報 収集 と 整理 
O 携 帯 (車載 な ど ) 
・ 地 図 


コン ピュ ー タ シス テム で 同一 性 格 の デー タ を | つの ま 
と まり と し て ファ イル 化す る が , その ファ イル の 形式 を 


・ ナ ビ ゲ ー シ ョ ン (交通 情報, 
委 内 ) 

・ 旅 行 ガ イド 

* リア テル タネ み ム マ プ ニ メ ー ン ショ 


CD-T は 。 前 輝 し だ 愉 み 作 ご これ 
か ら 登 場 す る メデ ィ ア で あり , ど 
の よう な 利用 が ある か 未知 の 分 野 
で ある と 言っ て も よい も の で す 。 
CD-1 が 今後 , 普及 する か どう か の 
ポイ ント は , 次 の よう な こと に 集 
約 で きま も ょ う 。 

・ 現 在 お よび 将来 の メデ ィ ア と 競 

争 で きる 機能 を 持っ て いる か 。 
・ ユ ー ザ ー を 買う 気 に き せる だ け 

の 価格 で , ハー ド ・ ソ フト が 供 

給 さ れる か 。 

・ 機 能 を 十分 に 生か し た 多種 。 多 

様 の アプ リケーション が 開発 で 

きる か 。 

・ 将 来 の 高度 に 電子 化 さ れる 社会 

の ニー ズ に 的 確 に 応え られ る か 。 


これ か ら , CD-I の 試作 品 が 次 々 
と 発表 きれ る と 思わ れ ま す が , 上 


記 の よう な 問題 の スー ザー の 反応 
は 非常 に 大 切 で あり , 第 一 印象 を 
良好 な も の に し て いき た いも の で 
あり ます 。 


(大 日 本 印刷 KK CTS 開 発 本 部 ) 


エレ クト ロニ クス ラテ ライフ ブ 


本 集 


の 放 急 万 みる 


CD-ROM, CD-| の 現状 


電子 出版 の 代表 的 例 と し て , CD 
-ROM が 話題 に の ぼっ て 久しく な 
り ま す が , CD-ROM を ソフ ト 面 か 
ら み て その 作り 方 , 適応 分 野 と 事 
例 、 将来 展望 と 問題 点 ,、 さら に は 
CD-I に つい て 以下 述べ て みた いと 
思い ます 。 


CD- 


CD-ROM シス テム の 作成 フロ ー 
は , 図 1 に 概略 が 示し て あり ます 
が が 電 ま る は, 

(1) CD-ROM 盤 の 作成 
(2) 検索 ソフ ト の 作成 
の 2 つ に 区 別 さ れ ま す 。 


岩田 唐 一 


田 CD-ROM 盤 作成 


従来 コン ピュ ー タ 化 さ れ て いる 
文字 デー タ は , CTS と 呼ば れる 情 
報 処 理 シ ステ ム に より , 分 類 ・ 配 
列 。 レ イア ウト が 行わ れ , 目 に 見 
える 印刷 物 と し て 出力 され て いま 
し た 。 CD-ROM で は この デー タ を 
パソ コン で 高速 検索 を する た め , 
単純 に 基 デ ー タ を アク セス し に い 
く の で は 時 間 が か か りす ぎ ま す 。 
そこ で , 検索 用 の イン デック ス フ 
ァイル を 作り , 基 デ ー タ と 合わ せ 
て CD-ROM に 収録 し ます 。 

この デー タ か ら CD-ROM を 作成 
する わけ で す が , この 盤 の 作成 フ 


CTS/CD-ROM プ ログ ラム 


【 図 1】CD-ROM シス テム の 作成 フロ ー 


7o7. 798SS 


ロー を 図 2 に 示し て あり ます 。 
① デー タ 加 工 
基 の 文字 デー タ を それ ぞ れ の 属 


性 (例え ば 人 名 , 住所 , 趣味 な ど ) 


に 分 類 整 理 し ます 。 
⑧② イン デック ス フ ァ イル 作成 
検索 効率 を 高め る た め , 検索 に 
必要 な イン デック ス を 作成 し ます 。 
③ CD-ROM 用 フォ ー マ ッ ト 変 換 
デー タ を , ある 設定 し た シス テ 
ム (ドライブ お よび パソ コン の メー 
カー) に 合わ せ て フォ ー マ ッ ト 変 換 
し まず (今後 は ハイ シェ ラフ ォ ー 補 
ッ ト が 標準 に な る と 思わ れ ま す )。 
④ プレ マス タリ ング 
各種 制御 情報 を 加え て CD-ROM 


っ が! 層 
ン デ ックス 作成 


へ 


【 図 2 】CD-ROM 盤 の 
作成 フロ ー 


Z5 


銀 CTS 


7 ム 。 


介 シ ソー ラス 


情報 検索 を 行う 際 。 ある 言葉 の 同義 語 
語 ・ 分 類 な ど を 体系 的 に 整理 し た 辞書 。 


用 の テー プ を 作成 し ます 。 

6 マス タリ ング 

ガラ ス 板 上 の フォ トレ ジス ト を 
uom 才 て で カッ ティ ング し じ 。 こ 
れ を も と に メタ ル マ ス ター を 作り 
まず 。 

(⑥ プレス 

メタ ル マ ス ター か ら マ ザー を 経 
て スタ ン パ ー を 作り これ を も と に 
CD-ROM を プレ ス し 量産 し ます 。 


圏 検 索 ソ フト 


電子 図書 館 


出版 物 が CD-ROM 化 し , 電子 
化し た の が 電子 出版 な ら , 図書 館 
が 電子 化し た の が 電 地 図 書館 で す 。 


実は , この ふ だ つ は 切 つ て も 切 
れ な い 関 係 に な り そ う な の で す 。 

と いう の は , 電子 図書 館 は パソ 
コン な ご ど て で 求め る 情報 を 検索 し だ 
り の 読み 出し た りす る わけ で す が , 
それ に は 書物 や 文献 類 も CD-RO 


Z6 


Computer Typesetting System の 略 で , デー タ (原稿 ) の 配 


列 ・ 抽 出 ・ 組 版 な ど を コン ピュ ー タ で 行い 印刷 する シス 


島 ハ イシ エラ フォ ー マ ッ ト 構造 


・ 下 位 語 ・ 上 位 


写真 1> 

ッ パ ソ コン ・CD-RO 
M ド ライ ブ の シス 
テム と ソフ ト 「 模 
範 六法 」CD-ROM 
版 


デー タ を どの よう な 条件 で 検索 
する か と いう 仕様 に 基づい て , パ 
ソコ ン 用 検索 ソフ ト を プロ グラ ム 
し , 通常 この ソフ ト は フロ ッ ピ ー 
ディ スク に 収納 し 使用 し ます 。 ま た 
この 際 , パソ コン 上 て で 検索 画面 や 検 
索 の 結果 の 該当 画面 を どう 見 せる 
か , と いう 画面 設計 も 全体 の シス テ 
ム の 上 で は 重要 な 要素 と いえ ます 。 


M の よう に 電子 化 さ れ , パパ ソコ ン 
に 簡単 に か か る よう に な つて いる 
の が 一 番 だ か ら で す 。 

1987 年 の 1 月 10 日 に , 日 本 で 初 
め て 電子 図 書館 (略し て EL ) が 開 
館 し まし た が , いずれ CD-ROM 
が 重宝 が られ る こと で し よう 。 本 
に 囲ま れ だ 雰囲気 が あつ て こそ 図 


書館 … な ど と 言っ て いる と 古い 人 


間 に な り ま す ゾ 。 ご 注意 / 
( 聞 瀬 川 ) 


CD-ROM を どん な パソ コン と ドラ イブ で も 見 られ る よう 
に し た , ボリ ュー ム 構 造 ・ フ ァイル 構造 な どの 標準 仕様 。 


CD-ROM の 記憶 容量 が 大 きく , 
ラン ダム アク セス が 可能 で ある こ 
と 。 また , 大 量 複製 が で き , 情報 の 
劣化 が な く , 保存 性 が 良い こと , さ 
ら に は , 経済 性 に 富み (製造 コス ト , 
輸送 コス ト , 収 容 ス ペー ス ), 絵 や 
音 も 収録 で きる と いう 特徴 を 生か 
し , CD-ROM は 次 の よう な ビジ ネ 
ス 分 野 へ の 応用 が 考え られ ます 。 
還 出 版 関 連 

百科 事典 , 各種 辞典 類 , 人 名 録 , 
会 社 録 , 目録 , 書誌 データ , 六法 
・ 判 例 集 , 電話 帳 , 時 刻 表 , 他 。 
田 参 考 資 料 

研究 資料 、 統計 資料 特許 情報, 
カタ ログ 。 マニュアル, パー ツリ 
スト , 他 。 

田 教 育 関連 

学習 用 教材 、 作業 マニ ュ ア ル , 
教育 プロ グラ ム , 試験 問題 集 , 他 。 
圏 ソ フト ウェ ア 

コン ピュ ー タ ゲー ム , 電子 音楽 


用 ソフ ト , コン ピュ ー タ グラ フィ 
ッ ク 用 ソフ ト , 他 。 
CD-H ロ ト 事 例 紹 介 


一 三 省 堂 ' 模 範 六法 」 


CTS 化 され て いる 「 模 範 六 法 」 を 
CD-ROM に する こと に より , 目指 
す 法 律 の 素早 い 検索 は も と より , 多 
彩 な 検索 機能 を 持っ た 六法 全書 の 
CD-ROM 版 が 完成 し まし た 。 こ の 


エレ ング トロ ニク スラ イフ 


仁 CD-ROM と パソ コン の ハー ド 


ー が ある 。 


パソ コン は NEC PC-9801, IBM 5550, 富士 通 FMI6/ 日 


立 I6B な ど が ある 。 


発 CD-ROM ド ライ ブ 


@CD-ROM 用 デー タ 処 理 
印刷 会 社 , 情報 処理 会 社 な どか ら 作 られ る 。 


今回 紹介 され た 機種 の ほか に , 東芝 , 松下 電器 , シャ 
ー プ , 三菱 電機 , 日 本 ビク ター, 日 本 楽器 な ど , その ほ 
か に , オー ディ オ 用 CD プレ ー ヤ の 製造 会 社 と 同じ メー カ 


「 模 範 六 法 」 に は , 376 件 の 法令 が 収 
録 き れ て お り , 主要 な 法令 に つい 
て は 重要 な 判例 の 判例 要旨 お よ 
び 参 照 条 文 が 掲載 され て いま す 。 
以下 に この 「 模 範 六法 」 の 主 な 特 
徴 を 挙げ て み ま す (写真 1 )。 

(1) 検索 機能 

a. フ リー キー ワー ド 検 索 

法律 用 語 , 法律 関連 用 語 だ け で 
な く , 自由 な キー ワー ド を 入力 し , 
条文 判例 要旨 を 検索 で きま す 。 
この 場合 , 5 つ 以 内 の AND 条 件 , 
3 つ 以 内 の OR 条件 , 3 つの NO 条 
件 を 設定 する こと が で きま す 。 こ 
れ ら 3 つの 条件 を 組み 合わ せる こ 
と に よっ て , 目指 す 条文 , 判例 を 
目的 に 応じ て 効率 よく リス ト ア ッ 
プ し , 次 々 に 目 を 通す こと が で き 
ます 。 こ の た だ た め に 用 いら れる キー 
ワー ド は , CTS 化 さき れ て いる 「 模 
範 六法 」 の デー タ か ら 自 動 的 に 抽 
出さ れ , CD-ROM 中 に 検索 用 イン 
デック ス と し て ファ イル きれ て い 


ます (写真 2 )。 

b. 事項 索引 か ら の 検索 

「 模 範 六法 」 の 巻末 に ある 「 総 合 
事項 索引 」 を , スピ ー デ ィ に 利用 
で きま す 。 例 えば , 五 十 音 選択 画面 
で 事項 の 最初 の 読み 「 せ 」 を 選択 
し て リタ ー ン キー を 押す と ,「 生 活 
権 の 保障 憲 25①, ……… 」「 生 活 保 
護 な の 」 「 請 願 7 」 の 2 コ に 「 せ 」 
で 始ま る 事項 が 五 十 音 順 に 示さ れ , 
示さ れ た 条文 な ど を 湊 々 に 参照 す 
こと が で きま す 。 

c. 判例 ・ 先 例 の 裁判 所 別 , 年 月 
日 , 出典 か ら の 検索 , お よび 事件 
名 か ら の 検索 

裁判 所 名 を 特定 し (特定 し な く と 
も 可 ), 〇 年 〇 月 〇 昌一 〇 年 〇 月 〇 
日 まで と 期間 を 設定 し . その 裁判 
所 の (どの 時 期 の ) 判例 要旨 が どの 
法令 に 採ら れ て いる か を 検索 する 
こと が で きま す 。 

また , 出典 か ら 判 例 要 旨 を 調べ 
た い 場 合 に は , 「 出 典 一 覧 」 に 示さ 


れ た 出典 に カー ソル を 合わ せ , 必 
要 で あれ ば さら に いく つか の 条件 
を 加え て , どの 法令 に その 出典 か 
ら の 判例 要旨 が 採ら ん て いる か を 
調べ られ ます 。 

事件 名 か ら の 検索 は , 事件 名 を 
入力 し , 判例 要旨 の 中 を 検索 し て 
その 事件 名 が あれ ば , その 判例 要 
旨 と 条文 を 表示 で きま す ( 写 真 3 ) 。 
d. 法令 の 改正 年 ・ 法 律 番号 に よ 
る 条文 か ら の 検索 

例え ば , 「 法 令 名 一 覧 」 で 法令 を 
特定 し, 改正 年 月 日 を 入力 し , そ 
の 法令 の どの 条文 が 指定 し た 年 月 
日 に 改正 され た の か の 一 覧 を 素早 
く リ スト アッ プ す る こと が で きま 
お 

e. 被 参照 条文 の 検索 

ある 条文 が . ほか の どの 条文 の 
参照 条文 に な っ て いる か を 検索 で 
きま す 。 こ れ も 人 間 に は ほとん ど 
不可 能 な コン ピュ ー タ な ら で は の 
機能 で す 。 


5 凌 : 


元 全 :3 61 年 : 
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よる 検索 画面 


< 写真 3 > 裁判 所 ・ 年 月 日 ・ 出 典 に よる 検索 画面 
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@ CD-ROM ア プリ ケー ショ ン ( 出 版 関連 ) 
百科 事典 。 辞典 類 , 法 公 判例 集 企業 要覧 . 


薄 , 
帳 , な ど 。 


同窓 会 名 薄 , 時 刻 表 , 書籍 項目 索引 集 , 地図 , 電話 


社員 名 


但 CD-ROM ア プリ ケー ショ ン ( 教 育 ・CAI) 
企業 教育 研修 レス テム , 学校 教育 シス テム , 学習 教育 
教材 , 幼児 教育 教材 , 受験 案内 , 自己 診断 プロ グラ ム 。 


@CD-ROM ア プリ ケー ショ ン ( 情 報 サ ービス ) 
催し 物 ス ケ ジ ュ ー ル , 館内 情報 案内 , プレ イガ イド , 
ナビ ゲー ショ ン 、 観 光 案 内 。 


参照 する よう 示し て いる 条文 に 
遡っ て .。 それ ら を 通 覧 する こと に 
より , 条文 同士 の 関係 を 効率 よく 
理解 で きま す 。 

(2) シソ ー ラ ス の 採用 

詩 葉 と し て は 全く 異な る 2 つ 以 
上 の 用 語 に つい て , 法律 用 語 と し 
て 類似 性 の 強い も の ( 介 失 利益 一 得 
べ か り し 利益 一 消極 的 損害 な ど ) に 
つい て , これ ら 全 て を 類義語 と 判 
断 す る シソ ー ラ ス 機 能 を も っ て い 
る の で , フリ ー キ ー ワ ー ド 検索 を 
する 場合 。 いずれ の 言葉 を 入力 し 
て も , これ ら の うち どちら か 1 つ を 
含む 条文 や 判例 を すべ て リス ト ア 
呈 35 が ます 。 

また , 「 損 害 賠償 」 と 「 損 害 の 周 
償 」 や 「 預 け 入れ 」「 預 入れ 」 な ど , 
表現 の 違い や 送り 仮名 の 違い な ど 
は 前 記 と 同じ 扱い で ,. この どちら 
か を 含む 条文 ・ 判 例 を すべ て 出力 
合 ます 。 

(3) ウィ ンド ウ 表 現 
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< 写真 42 ウィ ンド ウ 表 示 


Z8 


人 
8 


| HH 一 固 | 1 紅 | 瑞 C 特 峠 吉 < 


ここ 
か ーー] 


に 月 日 | 、 LEI) 


に に ルト 


ある 条文 に 参照 すべ き 条 文 が 示 
され て いる 場合 , 
も と の 条文 を 右側 に 参照 条文 を 
左 に 示す こと が で き , 同一 画面 上 
で 両者 を 読む こと が で きま す 。 ま 
た , この 2 つの 画面 を それぞれ 左 
右 に スク ロー ル (連続 移動 ) す る こ 
と も で きま す ( 写 真 4 )。 

(4) 縦 書き 表 示 

パー ソナ ルコ ンピュータ の 画面 
表示 は ほとん ど 横 書き 表示 で す が , 
この 「 模 範 六法 CD-ROM 版 」 で は , 
衝 文 ・ 判 例 な ど 本 の 本 文 に 相当 す 
る 部 分 は , 文字 表示 技術 を 駆使 し , 
すべ て 見 や すい 縦 書 き 表 示 と な っ 
て いま す 。 ま た , 画面 スク ロー ル 
も , 縦 書き の まま 左右 に スク ロー 
も ます 。 

(5) 操作 性 

以上 に 紹介 し た よう な 操作 の ほ 
と ん ど が , パー ソナ ルコ ン ピ ュ ー 
タ の ご く 一 部 の キー と ,1・2 な どの 
テン キー の 操作 の み で 可能 な よう 


>JHFNM ま 料 


に 田 そう っ) 和 ロ テア ロコ 調 MI 蛇 字 料 1 は は SF 


0 テ ロモ うっ) 獲 滞 RhHN 沿 山藤 只 層 粋 さ 


| へ ト E ニ 巴 


画面 を 2 分 割 し , 


に 特別 の 工夫 が され て いま す 。 ま 
だ た キー ワー ド を 入力 する 場合 も , 
か な 入力 , ロー マ 字 入力 の 2 つの 
方 法 が 可能 で す 。 


較 ビ ー エ ス ア ー ル 
「 事 故 車 修理 見 積 り シス テム 」 


この シス テム は , CD-ROM を 単 
に デー タ を 引き 出す の み に 使 う の 
で は な く , 引き 出 き れ た デー タ を 
パパ ソコ ン 上 で 自在 に 加工 し , 事務 
処理 の 合理 化 を 目指 し た も の で す 。 

自動 車 メ ー カ ー よ り 供 給 さ れる 
補修 用 部 品 は 膨大 な 点数 に の ぼり , 
また , 毎年 2 回 部 品 価格 の 改訂 が 
行わ れ て いま す 。 

加え て モデ ル チ ェ ンジ が 頻繁 に 
行わ れる た め , 一 般 修理 工場 で は 
正確 な 部 品 の 特定 や 価格 の 検索 に 
大 変 な 手間 が か か っ て いま し た 。 
そこ で , この CD-ROM 版 「 事 故 車 
修理 見 積 り シス テム 」 に より , 車 
種 の 検索 , 部 品 の 検索 , 工 貸 計算 , 


カー ソル で 項目 を 人 択 し て フス バース を 押し て 下さ 


< 写真 5> 「 事 故 車 修理 見 積 り シス テム 」 


エレ クト ロニ クス ライ プ フ 


代 CD-ROM ア プリ ケー ショ ン ( ソ フト ウエ ア ) 
グラ フィ ッ ク テ キス ト , 電子 楽器 用 テ . 


ゲー ム ソ フ ト , 
キス ト 。 


塗装 費 な どの 算出 を 漏れ な く , 正 
確 に 短 時 間 で 作成 する こと が 可能 
と な り , 大 幅 な 作業 の 能率 向上 が 
期待 で きま す ( 写 真 5 ) 。 
1) 特徴 
・ 部 品 の 検索 , 工賃 な どの 見 積 
り が 単 時 間 で で きる 。 
・ 部 品 形状 を 画面 上 で 確認 で き 
De 
・ 故 障 の 程度 , 及び 部 位 に よっ 
て 部 品 の 確認 が で きる 。 
・ 塗 装 の 色 , 面積 で 見 積 り が で 
きる 。 
(2) 収録 内 容 
・ 事 故 車 修理 に 必要 な 部 品 と 部 
品番 号 。 
・ 部 品 を 特定 する た め に 必要 な 
部 品 イ ラス ト 。 
・ 部 品 価格 
・ 作 業 指数 
(3) 選択 項目 , 機能 
・ 選 択 項目 : 車種 , 事故 具合 (大 
損 , 中 損 , 小 損 ), 部 位 , 作業 塗 
装 。 他 。 
・ 見 積 り 項目 : 部 品 代 , 修理 技 
術 料 , 塗装 料 。 他 。 


一 筑波 大 学 「CORES」 


この シス テム は サブ プ タ イト ル に , 
「 有 機 反応 研究 開発 支 授 シス テム 」 
と いう 名 が 付い て いる 通り , 研究 
者 が 研究 開発 に 必要 な さま ざま な 
デー タ (実験 デー タ , 文献 用 語 
典 , 教科 書 な ど ) を , 全て 1 枚 の 


og77. 798S@ 


な を 。 


CD-ROM に 収め て 研究 者 の 便 定 を 
図 あ うと よ も し な シス テム で す 。 事 が ) 
従来 の CD-ROM で は , 文字 デー タ 
は CTS 化 きれ て コー ド 情 報 と な っ 
て いた も の を 利用 し て いた 例 が ほ 
と ん ど で す が , この シス テム の 場 
合 は , CTS 化 され て いな い 過 去 の 
情報 も 印刷 物 の 状態 か ら イ メー ジ 
と し て CD-ROM に 取り 込ん を で いる 
た め , 再 入 力 す る こと な し に デー 
タ を 過去 に 遡っ て 検索 する こと も 
可能 に な り , さら に 構造 式 や 実験 
益 具 な ど , 従来 の パソ コン で は 表 
現 で き な か っ た も の も 画面 で 表 わ 
せる よう に な り ま し た (写真 6 )。 


CD-RH 


前 述 し た よう に , CD-ROM は ビ 
ジネス ユー ス と し て 応用 が 期待 で 
き , 試作 品 と し て 発表 きれ た も の 
が 商品 化 さ れ 発売 され る に 致 っ て 


ダウ ルリ ペー が 


CD-ROM が 身近 な と ころ で 利 
用 され て いる 例 に , NTT が ソニ ー 
や 大 日 本 印刷 と 協同 で 開発 し た , 


電電 話 帳 「CD タ ウン ペー ジ 」 が 


挙げ られ る で し よう (本 文 参 照 )。 

_ ご これ は 東京 都内 (市 外 局番 が 03 
で 始ま る 地域 )23 区 の 約 110 万 人 分 
に 及ぶ 加入 者 系 電話 番号 を 収録 し 
だ も の で , これ まで は 分 厚く ぐ , 何 


人 @CD-ROM ア プリ ケー ショ ン ( そ の 他 ) 
特許 情報 , 統計 資料 , マニ ュ アル , 取り 扱い 説明 書 , 
パー ツリ スト , 株 価 情報 , 保険 料率 な どの 各種 早見 表 , 


お り , 今後 デー タベース の 分 野 を 
中 心 と し て 急速 に 普及 する も の と 
予想 され ます 。 

技術 的 に は フォ ー マ ッ ト の 標準 
化 (HSF: ハ イシ ェ ラ フォ ー マ ッ ト ) 
が 図ら れ , 今後 ,HSF 対 応 の ドラ イブ 
お よび パソ コン で あれ ば メー カー, 
機種 を 限定 する こと な く 利 用 する 
こと が で きる よう に な り ま す 。 
また 内 容 面 で は , 単 一 の デー タ 
を CD-ROM に 収録 する の で は な く , 
関連 する さま ざま な 情報 を 収録 し 
利用 する 人 に 便 定 を 図る よう に し 
た り , 単純 に 検索 する だ け で な く , 
検索 され た デー タ を いか に 加工 し 
て 利用 し て ゆく か , と いう 2 次 利 
用 も 含め た トー タル な シス テム 作 
り が 必要 と な る と 思わ れ ま す 。 
さら に 今後 大 い に 論 議 を つく さき 
な けれ ば な ら な いこ と に , 権利 問 
題 と 価格 問題 が 考え られ ます 。CD 
-ROM は その 人 性質 上 , デー タ と ソ 


冊 に も 分 か れ て い だ 電 話 帳 が , 直 
径 わずか 12cm も の OD-ROM 1 枚 
に 収まり まし た 。 そ れ だ け で は な 
ぐ て , 千種 類 に 分 類 し だ 職業 別 な 
ど で も 検索 が 可能 と な つて いま す 。 
東京 地区 は , 近い うち に 電話 番 
号 が 足り なくなる の で は と いう 電 
話 関係 者 の 届 配 を よそ に , OD-R 
〇 OM の ほう は 奈 裕 し ゃ こく しゃく の 
メモ リー 容量 を も つて いる わけ で 
び 。 ( 逆 瀬 ) 


Z の 


代 CD-| の 利用 () ホ ー ム ユー ス 


ハウ ツー も の (料理 . ゴル フ な ど ), 家 


辞典 。 家庭 学習 , 電子 カタ ログ 。 


候 CD-| の 利用 ② 娯 楽 
し ゃ べ る 絵本 ,。 カラ オケ , アニ 


計 診 断 , 事典 , 


借 CD-| の 利用 (③) ビ ジネス ユー ス 


企業 PR, デー タベース , パー ツリ スト , POP ツ ー ル , シ 


ミュ レー ショ ン 訓 練 , 各種 マニ ュ ア ル 。 


メー ショ ン , テレ ビ ゲ 
ー ム , レジ ャ ー 案 内 , お 絵 書 き ツ ー ル 。 


フト が 両立 し て 始め て シス テム と 
し て 機能 する わけ で , その それ ぞ 
れ の 権利 (著作 権 , 使用 権 , 所 有 権 
な ど ) を どう 扱っ て ゆく か は , 今 し 
ば らく 時間 が か か る か と 思わ れ ま 
す 。 ま た CD-ROM シ ステ ム の 価格 
も , 単純 に 製作 費 を 基 に し た 考え 
で は な く , デー タ 及 び ソ フト の 価 
値 感 を 価格 に 反映 させ て ゆく と い 
う , 新しい 価格 体系 を 設定 し て ゆ 
くわ け で す が , これ も 今後 の 大 き 
な 課題 と いえ ます 。 


CD-RQM と CD-| 


CD-ROM は , パソ コン , 検索 用 
ソフ ト , CD-ROM ド ライ ブ て 構成 
され , パソ コン を 駆使 し た 高度 な 
検索 や , 大 記憶 容量 を 生か し た コ 
3 一 ダ ・ デ ー タ の 保管 な ど , 
ゲラ ンー ター ベー 丈 を し て 
ビジ ネス 分 野 で の 利用 を 目的 と し 
0 な ます 。 


し ん 4 8 】 3 3 
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< 写真 6>「CORES」 


一 方 CD-I は , 検索 ソフ ト を CD 
-I デ ィ ス ク に 記憶 きせ だ も の で , 
も ゴイ プ レー や を る レビ に つか て だ 
け で 楽し く 対 話 形式 で 利用 で きる 
家庭 を 中 心 と し た メデ ィ ア で す 。 


CD-』 の 可能 性 
一 娯楽 分 野 


CD-I は 音楽 用 CD の 発展 型 と し 
て 考え られ , 絵 の 出る CD, バッ ク 
グラ ウン ド ビ ジ ュ ア ル な ど が 有望 
商品 の 1 つと な り ま す 。 カ セッ ト 
と 絵本 で 出版 され て いる ^ 音 の 出 
る 絵本 ′” も CD-I 化 で きま す 。 

CD-I プ レー ヤ は コン ピュ ー タ を 
取り 込ん で お り , テレ ビ ゲ ー ム 同 
様 コ ン ピ ェ ー タ ゲー ム が で きる ば 
か り で な く , リア ル な 音 や 自然 画 , 
アニ メー ショ ン な ど で ,。 より 人 疾 真 
的 な ゲー ム も 創出 で きる よう に な 
り ま す ( 写 真 7 )。 


< 写真 7> CD-I ソ フト 「 た の し い 動 物 園 」 


対話 型 メ ディ ア で ある CD-1 は , 
幼児 教育 , 言語 教育 , 学校 教育 , 
企業 内 教育 な ど で 高 い 教 育 効果 が 
期待 で きま す 。 ま た 従来 の 出版 物 
を 発展 させ て , 実際 の 発音 例 を 開 
か せる 英語 辞典 音声 で 説明 し な 
が ら 図 ・ 写 真 ・ 絵 画 を 見 せる AV 型 
百科 事典 な どの 市 場 も 出現 する こ 
な k。 よ サメ 


副 販 売 促進 分 野 


取り 扱い が 簡便 で 表現 性 に も 富 
む CD-! は , 普及 も また 加速 度 的 に 
展開 する も の と 見 込ま れ て いま す 。 
その 時 点 で は , 小売 店 や サー ビス 
セン ター で の POP や 販促 ツー ル と 
し て も 利用 きれ る で し ょ うし , レ 
ジャ ー 案 内 , 各種 電子 カタ ログ な 
ど へ の 利用 展開 も 大 い に 考 えら れ 
まる 

(凸版 印刷 KK 電子 映像 出版 本 部 ) 


エレ グ クム ロニ クス ライ ブフ 


1000W 出 力 の モノ フォ 
アン プ ァ キ ュ フ ェ ー ズ M-1000 


は じ め に 


M-1000 は , 4Q 三 1.800W, 8Q ニ 
1.000W と いう , 民生 用 と し て は 初 
の 本 格 的 な 大 出力 モノ フォ ニッ ク 
*2 パ アー アン プ で 。 オー ディ オ 新 
時 代 に ふさ わし い ア キュ フェ ー ズ 
の 自信 作 で す 。 

通常 の リス ニン グ ・ ル ー ム に お 
いて , 低 能 率 ス ピー カ で 大 音量 を 
得る 場合 で も 1.000W の 大 出力 は 必 
要 あ り ま せん 。 大 出力 の 必要 性 は 


スピ ー カ を 理想 的 に 駆動 する た め 
で あり , 余裕 度 , すなわち マー ジ 


ン が 再生 音 の 質 の 向上 に 大 きく 真 
献 す る か ら に 他 な り ま せん 。 車 に 
例え れ ば , 大 排気 量 の エン ジン を 
搭載 し た 大 型 車 の スム ー ズ な 走行 
フィ ー リ ング に 似 て いま す 。 

民生 用 高級 オー ディ オ ・ ア ンプ 
と し て 最も 大 切な こと は , 音 の ク 
ォ リ ティ の 高 さ で す 。 単 に 大 出力 
だ け で は 失格 で , 
ィ テ ー ル , 興行 ,。 広がり や 残響 等 


< 写真 1> M-1000 の フロ ント パネ ル 


7o7. 798 ざ 9 


音楽 の 起 供 や デ 


7 


の 表現 力 が 重要 な ポイ ント と な 
を の 

M-1000 は 品位 の 高い 音質 と 大 出 
力 の 両立 を 目指 し , 強力 な パワ ー 
ユニ ッ ト 2 吾 を ブリ ッ ジ 構成 と し , 
完全 な バラ ンス ・ ア ンプ を 実現 し 
まし た 。 特 に 小 信 号 時 の ク ォ リ テ 
ィ を 向上 させ る た め , 細部 に わた 
っ て アキ ュ フ ェ ー ズ の 開発 技術 を 
駆使 し , 極限 の 性 能 を 追求 し まし 
な 。 

現実 の スピ ー カ の イン ピー ダン 
ス は , 2Q 前 後 か ら 16Q ま で 多種 多 
様 で す が , 直結 方 式 の アン プ で こ 
の よう に 広範 な イン ピー ダン ス の 
スピ ー カ に 対応 する こと は 大 変 困 
難 で す 。 2Q 前 後 の 負 和 礎 を 標準 に 設 
定 し た アン プ で は , 8 一 16O 負 荷 時 
の 出力 は 低下 し て し まい ます 。 ま 
た , 逆 に 4 一 8Q を 標準 に 設計 し た 
アン プ で は 2Q の 出力 の 確保 が 困難 
で , 1 で は ほとん ど 実 用 に な り ま 
せん 。 

M-1000 は , この よう に 広範 な 負 


荷 に 対応 すべ く , 低 人 負荷 駆動 機構 
を 設け まし た 。 こ の 機構 は 出力 素 
了 チ の 印加 電圧 を 低く 切り 替え て , 
低 負 荷 に 要求 され る 電流 供給 能力 
を 大 幅 に 向上 させ る も の で , これ 
こよ り 1Q0 負 箱 1.600W, 2Q で 1,100 
W の クォリティ バ パワー を 実現 し ま 
じ な 。 

以上 の よう な 大 電 カ パワ ー ユ ニ 
ッ ト を 実現 する た め に , 出力 段 は 
コレ クタ 損失 (Pc) 150W の 広 常 域 
トラ ンジ スタ を ユニ ッ ト 当たり 4 
パラ レル ・ プ ッシュ ブル , 
ッ ト の 合計 28 組 , 56 個 と いう 構成 
で , 全 コ レク タ 損 失 は 8,400W とい 
う 圧倒 的 な 余裕 で す 。 

出力 表示 は アナ ログ ・ メ ー タ と , 
独自 に 開発 し た ディ ジタル 方 式 の 
両方 を 装備 し まし た 。 

ディ ジタル 方 式 は アキ ュ ラ フュ 
ズ が 独自 に 開発 し た も の で , スピ 
ー カ に 印加 され た 信号 電圧 と 流入 
電流 の 真 値 を 検出 し , 実効 パワ ー 
を 瞬時 に 表示 する 画 期 的 な メー タ 


あっ パー 


写真 2 > M-1000 の サブ パネ ル を 開い た 状態 


に 


で す 。 


M-1000 の 特徴 


1. パワ ー ユ ニッ ト 2 台 に よる 
完全 バラ ンス 方 式 , 徹底 的 に 
音質 を 重視 

信号 伝送 に は 図 1 の よう に 2 つ 
の 方 式 が あり ます 。 

(a) は 一 般 の オー ディ オ 機 器 が 採 
用 し て いる 最も ポピュラー な アン 
バラ ンス 方 式 , (b) は 同一 アン プ を 
2 系 統 使用 する バラ ンス 方 式 で す 。 
図 で も お 分 か り の 通り , 回 路 構成 
は (au の アン バラ ンス 型 の 方 が 単純 
WE すま が 。 アース ライ ン に 信号 ( プ 
ラス と 逆 方 向 ) が 流れ る と 同時 に 
アン プ を 動作 させ る た め の 上 直流 電 
流 。 それ に 外部 か ら 混入 する 空間 
雑音 等 も 流れ , 音質 に 悪い 影響 を 
与え る 場合 が あり ます 。 

9 メキ イラ み ス 伝送 は プラ ス 
(ホッ ト ) 信 号 , マイ ナス (コー ル 
ド ) 信号 専用 の 伝送 系 が 必要 に な 


【 図 1】 アン バラ と バラ ンス の 伝送 方 式 の 比較 
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写真 3 > 
M-1000 の 
リ ヤノ パパ ネル 


り ま す が , 原理 的 に 外部 雑音 は キ 
ャ ン セ ル さ れる と 同時 に , アン プ 
で 発生 する ひずみ も 出力 回 路 で キ 
ャ ン セ ル さ れ , 純粋 な 信号 成分 の 
み を 取り 出す こと が で きる 理想 的 
な 伝送 方 式 で す 。 
M-1000 は 全 段 プッ シュ プル 駆動 
ユニ ッ ト ア ンプ 2 馴 を ブリ ッ ジ に 
接続 し た バラ ンス 方 式 で 構成 し , 
性 能 を 極限 まで 練り 上 げ ま し た 。 
そし て 音楽 再生 で 特に 重要 な 雰 囲 
タ ぃ 定位 感 の 再現 を 大 切 に し まし 
し 


2. 4@=1.800W, 8Q=1,000 
W の 大 出力 を 保証 する 14 パ ラ 
レル ・ プ ッシュ プル X 2 の 超 
表 級 出力 ステ ー ジ 
図 2 が 本 機 の 増幅 段 で す 。 上 下 

に 2 耕 の 同一 アン プ が 配置 され , 

プ ブリッジ 状 に 接続 きれ ます 。 そ し 

て 入力 に は 正 相 , 逆 相 の 信号 が そ 

れ ぞ れ に 加え られ ます 。 保証 出力 


は 4Q 負 和 荷 1.800W, 8Q 負 荷 1.000 
W で 。 この 強力 な クォリティ パワ 
ー を 送り 出す た め に 出力 段 は 図 の 
通り 各 ア ンプ 14 パ ラ レ ル ・ プ ブッ 
シュ ブル と いう 構成 で す 。 出 カト 
ラン ジス タ は コレ クタ 損失 150 W, 
2 ユニ ッ ト 人 合計 56 個 , 従っ て 総 
コレ クタ 損失 は 8.4kW に も 及び ぴ , 
圧倒 的 な 余裕 度 を 示し て いま す 。 

これ が アル ミ ・ ム ク の 大 型 放熱 
益 に 取り 付け られ , 通常 の 状態 で 
は 放熱 ファ ン 無 し で 使用 する こと 
が 可能 で す 。 


3. 19 三 1.000W, 2Q=1,100W 
を 保証 する 低 イ ン ピ ー ダ ンス 
駆動 方 式 

負荷 インピーダンス に よっ て ア 
ンプ に 要求 され る 条件 が 異な る た 
め , 1 一 16Q 前 後 の 広 範 な イン ピー 
シス の スズ ゼー カ に 同 子 デップ 旬 
大 電力 を 供給 する こと は 不可 能 で 
も 

4Q 以 上 の 高 イ ン ピ ー ダ ンス 負荷 
に 効率 よく 電力 を 送り 込む に は , 
出力 段 の 電圧 を 高く 設定 し な けれ 
ば な り ま せん 。 し か し , この 状態 
で 1 一 2 の よう な 低い イン ピー ダ 
ンス の 負荷 を 接続 し 大 電力 を 取り 
出 を うと する と , 出力 素子 が 安全 
動作 領域 を 越え て 破壊 し て し まい 
ます 。 従っ て その まま で は , 低 負 


エレ クム トロ ニク スラ イフ 
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【 図 2 】 M-1000 の サー キッ ト ・ ダ イヤ グラ ム 
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【 図 3 】 出 力 対 ひずみ 率 特性 (Ru= 8Q) 


THH vs . 
Output Power 
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【 図 4 】 出 力 対 ひずみ 率 特 性 (Rr=2O) 
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【 図 5】 ディ ジタル パワ ー メ ー タ の 周波 数 特性 
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荷 に 大 電力 を 供給 する こと が で き 
ませ ん 。 

低 負 荷 で 十分 な 出力 を 得る に は , 
出力 素子 の 電圧 を 下げ て , 代わ り 
に 電流 供給 能力 を 向上 させ て や る 
必要 が あり ます 。 

M-1000 は , どちら の イン ピー ダ 

に お いて も 大 電力 を 取り 出せ 
る よう に , 出力 段 を それ ぞ れ の 条 
件 に マッ チ し た 動作 状態 に 切り 替 
える よう に 配慮 し まし た 。 印加 電 
圧 を 切り 替え る スイ ッ チ を 『 ロ ー 
ロー ド ・ イ ン ピ ー ダ ンス 』 と 呼び 
ます が , これ を 切り 替え る こと に 
より , 19 負荷 1.600W, 2Q 負 荷 で 
は 1,100W と いう 大 電力 を 取り 出す 
こと が で きま す 。 な お ,。 この 低 イ 
ン ピ ー ダ ンス 負荷 対応 は 既に アキ 
ュ フ ェ ー ズ P-600 で も 実施 し て お 

り . ま 放 *。 

全 負 基 対 応 に より 低 イ ン ピ ー ダ 
ンス , 低 能率 の 平板 スピ ー カ や エ 
レグ ホロ スタ ティック ・ ス だ 一 カ 
を も 十分 に ドラ イブ する こと が 可 
熊 に な り ま し た 。 


4. 性 能 を 極限 まで 追い 上 げた 
カス コー ド ・ プ ッシュ プル 差 
動 入 力 段 

バラ ンス 型 出力 段 の 理想 性 能 を 
確固 た る も の に する た め に は , 信 
号 の 入力 増幅 回 路 も それ 以上 の 高 
品質 アン プ で な けれ ば な り ま せん 。 
そこ で この 改善 の た め に , 全 パ ワ 
ー ア ンプ の 入力 段 に A 級 カス コー 
ド 差 動 プ ッシュ プル 方 式 を 採用 し 
て いま す 。 

入力 段 は 図 2 の 通り 上 下 ア ンプ 

共に Qi。Q』, Qz。Q4, QpQ7 そ し て 
QzQa が それ ぞ れ カス コー ド 接 続 
され た 形 に な っ て いま す 。 カ スコ 
ー ド 回 路 は , 高周波 増幅 用 と し て 


エ と クト ロニ クス ライ プイ フ 


使わ れる 回 路 で ある た め 広 い 周 波 
数 帯域 に わた っ て 動作 が 安定 で , 
し か も 入力 の リニア リティ ー が 良 
好 。 広い ダイ ナミ ッ ク レ ンジ を 確 
保 し て いま す 。 


5. 小 出 力 時 の ひずみ 率 と 高 域 
の 安定 性 を 改善 し た 『 カ スコ 
ー ド PP 十 MOS FET カ スコ 
ー ド PP」 ド ライ ブ プ 段 

強 音 癌 の グイ ナミ ッ ク 感 と ピア 
ニッ シモ の 清澄 か つ デ ィ テ ー ル の 
再現 は 車 の 両輪 で , どちら が 欠け 
て も 雰囲気 が 損なわ れ ま す 。 し か 
し 特に 大 出力 アン プ に と っ て 両者 
を 両立 させ る こと は 困難 で す が , 
アキ ュ フ ェ ー ズ は 全 製 品 に わた っ 
て , この 相反 する 条件 を 両立 させ 
る 技術 を 確立 し まし た 。 

まず , 出力 自 で 生ずる 小 出 力 時 
の スイ ッ チ ング ひずみ に 対し て は , 
PNP, NPN そ れ ぞ れ の 素子 が 入力 
信号 に よっ て カッ ト オ フ (電流 が 
まっ た く 流 れ な い 状 態 ) に な ら な 
いよ うに 動作 点 を 厳密 に 設定 し ま 
す 。 そ し て 終 段 を ドラ イブ する 前 
段 は ノン スイ ッ チ ング A 級 ドラ イ 
プ と 等 価 な MOS FET を 採用 し 
か も 極限 的 性 能 の 『 カ スコ ー ド ・ 
プッ シュ ブル 』 で 構成 し まし た 。 
この MOS FET に 信号 を 振り 込む 
前 段 も 『A 級 カス コー ド ・ プ ッ シ 
ルル を も ま も が か 5 

これ に よっ て , ノイ スズ 領域 の 小 
出力 か ら 定 格 出力 の 大 出力 まで , 
ひずみ の 少な い , し か も いか な る 
負 世 に 対し て も 安定 な 出力 段 を 構 
成す る こと が で きま も な 。 


6. 独立 2 電源 を 並列 接続 。 極 
限 の 低 イ ン ピ ー ダ ンス 強力 電 
源 部 を 構成 


og77. 7 の 98 ぐ 


T.1.M. Spectrum 


Model を : NM-1989 
Serial を : 


Date 


Input : UNBRLHNCED 


Output : 


Load Impedance : B Ohm 
Load Operation : NORMHL 


Response in dB 
1 1 


Input Signal : 3.18kHz 
(SQU. )+15kHz (SIN. ) 


Output Level : 1k MRTTS 
Bandwidth : 3gHz 


RCCUPHRSE Lab。 Inc、 


Frequency in kHz 


【 図 6 】 T.IIM ス ペク トラ 4 ム 特 性 


1T.M. Spectrum 


Hodel# : -1999 
Serial を : 

Date  : 

Input : UNBRLRNCED 
Output : 

Load Impedance : 8 Ohm 
Load Operation : NORHRL 


Response in dB 


Input Siqnal : 
19kHz (SIN. )+29kHz (SIN. ) 


Output Level : 1k MHRTTS 
Bandwidth : 3gHz 


HRCCUPHRSE Lab. Inc. 


Frequency in kHz 


【 図 7】 IM スペ クト ラ 4 ム 特性 


電源 部 は 独立 トラ ンス に よる 2 
電源 構成 で す 。 本 機 は これ ら を 普 
列 に 接続 し , 合計 3kVA と いう 強 
力 な 電源 部 を 構成 し まし た 。 

これ に より , アン プ 側 か ら み た 
電源 イン ピー ダン ス は 半分 に な り , 
最大 電力 容量 は 2 倍 , また , フィ 
ル タ ・ コ ン デ ン サ も 66,000zFX2 
と いう 大 容量 電源 と 等 価 に な り ま 
す 。 


7. 真 の 電力 を 表示 する ディ ジ 
タル ・ パ ワー メー タ 


出力 計 は , ピー ク 表 示 型 の アナ 
ログ ・ メ ー タ と, 電力 の 真 値 を 表 
示す る ディ ジタル ・ メ ー タ を 装備 
じ 業 むだ な 。 

アナ ログ 方 式 は 電力 dB (デシ ベ 
ル ) 目盛 と , 等 価 電力 を ピー ク 値 
で 表示 し ます 。 

ディ ジタル ・ メ ー タ は スピ 志 頁 
に 供給 きれ て いる 電圧 と 電流 の 真 
値 を 検出 し , アナ ログ 乗算 器 に よ 
っ て 瞬時 に 電力 を 求め , 真 値 を 表 
示す る と いう 最も 正確 で 進ん だ 方 
式 を 開発 し まし た 。 表示 桁 数 は 4 
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桁 。 レ ンジ 切り 替え は 最大 2 W, 
20W, 200W, 2.000W, 10.000W 
の 5 ポジ ショ ン で す 。 ま だ た ホー ル 
ド タ イ ム は , 0.5 秒 。 3 秒 , 75 分 , 
無限 大 の 4 ポジ ショ ン で す 。75 分 
は CD の 最大 演奏 時 間に合わ せ , ま 
た 無限 大 は アン プ に 通電 中 の 最大 


1. スピ ー カ に 供給 され る 電力 
の 真 値 を 表示 する 画 期 的 な 電 
力 計 

スピ ー カ に 供給 され る 電力 は , 
アン プ の 出力 端 電 圧 (Y) と 電流 
(7) の 積 攻 = ニ リ X7 で 表 さ れ ま す 。 
電圧 は 電圧 計 で 簡単 に 測定 で きま 
す が 電 流 の 測定 は 困難 で あり , こ 
の た め に 通常 の パワ ー メ ー タ で は 
負荷 抵抗 を スピ ー カ の 公称 イン ピ 
ー ダ ンス と みな し , この 値 か ら 
ま デ YY プル, これ を 上 式 に 代 大 し 
此 ニ ルル に よっ て 電力 を 換算 表 
示し て いま す 。 

Mk た 人 ビ ー が か の 本 キア ゼー 
ンス 特性 は , 図 8 の 例 で お 分 か り 
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写真 4> 
シャ シ 内 部 
値 を 示し ます 。 


8. 入力 イン ピー ダン ス 40ko バ 
ラン ス 入 力 の 他 に 20kQ ア ン バ 
ラン ス ・ フ ォ ノ ジャ ッ ク も 姜 
備 

バラ ンス 出力 を 持つ プリ アン プ 


パワ ー メ ー タ 


の 通り 周波 数 に よっ て 複雑 に 変化 
じす ピー ク グ と ア ィ イッ グ の 窟 で 
は 負荷 電流 が 大 きく 変化 し , 同時 
に 電力 も 大 幅 に 変わ り ま す 。 従っ 
て 電圧 の 計測 だ け で 等 価 電力 を 求 
め る 方 法 で は , 真 の 電力 を 求め る 
ここ な 本 笛 滞 生 せ を 

新た に 開発 し た 本 機 の ディ ジ タ 
ル ・ パ ワー メー タ は 。 出力 端 に 電 
圧 ・ 電 流 検出 回 路 を 設け て 負荷 の 
電圧 と 電流 の 真 値 を 検出 し , この 
値 を 高速 精密 アナ ログ 乗算 器 に よ 
っ て 電力 を 求め て いま す 。 従っ て , 
スピ ー カ の イン ピー ダン ス 特 性 の 
うねり まで も 考 益 に 入れ た だ た, 真 の 
電力 を 読み 取る こと が で きま す 。 


と の 併用 が 理想 で す が , 通常 の フ 
ォ ノ プラグ に まる アン バラ ンス 接 
続 で も 実用 上 は 十分 な クォリティ 
を 発揮 し ます 。 そ の た め の フ ォ ノ 
ジャ ッ ク 入 力も 備え まし た 。 こ れ 
ら の 入力 系 は フロ ント ・ サ プ ブ パ ネ 
ル 内 部 の スイ ッ チ で 選択 で きま す 。 


9. 放熱 用 ファ ン 取 り 付 け 可 能 
本 機 は 通常 の 使用 状態 で , 放熱 
ファ ン の 必要 は まっ た く あ り ま せ 
ん 。 し か し , 放熱 効果 の 悪い 場所 
に セッ ト し た り , 長 時 間 に わ た っ 
て 大 出力 駆動 を 行う 場合 は ファ ン 
の 取り 付け を お すす めし ます 。 フ 
ァ ン は 両側 の サイ ド ボ ー ド の 内 側 
に 取り 付け られ る よう に 配慮 され 
て お り ま す 。 


2. 自己 補正 を 行う 表示 シス テ 
ム 

ディ ジタル ・ パ ワー メー タ で は 。, 
その 精度 が 重要 に な り ま す が , 測 
定 人 確度 を 上 げ る た め に マイ クロ ・ 
コン ピュ ー タ を 用 いて 自己 補正 を 
行っ て いま す 。 こ の 方 法 は 製造 段 
階 で 正確 な 基準 抵抗 器 を 用 いて , 
較正 値 を 内 蔵 の 不揮発 性 メモ リー 
に 記録 し て お き , 動作 時 に 30 秒 毎 
に 専用 8bitD/A コ ン バ ー タ で 。 自 
己 補正 (所 要 時 間 45mS) を 行う も 
の で , 常に 1 欠 (1kHz に お ける 実 
力 値 ) の 高 精度 で 表示 する と いう 
画 期 的 な 方 法 で す 。 


3. 動作 説明 

図 9 は ディ ジタル ・ パ ワー メー 
タタ の ブロ ッ ク 図 で す 。 ま ず 最 初 に 
電圧 検出 と 電流 検出 を し ます 。 本 
機 の アン プ の 出力 回 路 は ブリ ッ ジ 


エレ ググ クム ロニ クス ライ プ フ ブフ 


接続 で すか ら , これ ら の 検出 回 路 
は 完全 フロ ー テ ィング 方 式 を 採っ 
て いま す 。 電流 検出 は 回 路 内 で 10 
mo と いう 微小 抵抗 器 の 両端 の 電圧 
を 読み ます 。 メ ー タ ・ レ ンジ を 切 
り 替 える アッ テ ネ ー タ は この 部 分 
に 挿入 され て いま す 。 

次 に と 7 は アナ ログ 乗算 益 に 
入り , ニ VX 7 の 演算 が 行わ れ ま 
す 。 こ の アナ ログ 乗算 器 は , 帯域 
幅 10MHz, 乗算 誤差 土 0.5% と い 
う 広 淀 域 高 精度 デバ イス を 用 いて , 
20kHz, 1 波 の よう な パル ス 状 の 
波形 に 対し て も 完璧 な アナ ログ 乗 
算 を 行う こと が で きま す 。 

電力 に 演算 され た 信号 は , 絶対 
値 回 路 に よっ て 正 お よび 負 の ピー 
ク を , 正 の 信号 に 直し ます 。 そ し 
て ピー ク ホ ー ル ド 回 路 に 入り ます 。 
ホー ルド 時 間 は 0.5 秒 で , 変換 し て 
いる 間 で も ピー ク を 逃がさ な いよ 
う に 完全 を 期し まし た 。 時間 を 区 
切る クリ アー 信号 に は 1mS の 短い 
パル ス を 使用 し , リセ ッ ト 回 路 に 
は パワ ーMOS FET が 使用 され 完 
全 な 信号 クリ アー を 行い , 計測 精 
度 を 向上 させ て いま す 。 

ピー ク ホ ー ル ド さ れ た 信号 は , 
4.5 桁 0A/D コ ン バ ー タ に 入力 され 
ディ ジタル 信号 に 変換 され ます 。 
計測 精度 は 4.5 桁 で 行わ れ ま す が , 
精度 を 上 げ る た め に 表示 は 3.5 桁 に 
切り 捨て られ て いま す 。 ま た 。, 計 
測 の 速度 は 1 秒間 に 20 回 の 高速 で 
行わ れ て いま す 。 

不揮発 性 メモ リー に は , 本 機 の 
製造 工程 に お いて 正確 な 電力 に 変 
換 す る た め の 補 正 値 が 記録 され て 
いま す が , この 情報 と 直流 回 踏 な 
どの ドリ フト を 押え る DC オフ セッ 
ト の 自己 補正 を , マイ クロ ・ コ ン 
ピュ ー タ か ら の 指令 に よっ て , 別 


7o7. 7 の 58 ぐ 


【 図 8 】 き 
スピ ー カ の イン 
ピー ダン ス 特 性 
の 例 の 


設 の 8bitD/A コ ン バ ー タ で 30 秒 毎 
に 配 いま すず 。 この で オ きま シン 
ピュ ー タ は , 自己 補正 の ほか 全て 
の コン トロ ー ル を 行っ て いま す 。 


- 4. ファ ンク ショ ン の 説明 


パワ ー レ ンジ 

表示 範囲 は レン ジ 切 り 替 え に よ 
り 0.001W 一 9.990W を 直読 する こ 
と が で きま す 。 2 一 20 一 200 一 2,000 
ー10.000W の 5 ポジション を 固定 
レン ジ で 用 意 し て あり , 出力 電力 
が 表示 範囲 を 越え た 場合 に は フラ 
ッ シ ン グ を し ます 。 こ の と き に は 
レン ジ を 高い 方 に 切り 替え ます 。 
ホー ルド タイ ム 

表示 の 静止 時 間 (ホー ルド タイ 
ム ) は , 0.5sec 一 3 sec 一 75min 一 
oo の 4 ポジ ショ ン お よび クリ アー 
ボタ ン (ディ スプ レイ の 消灯 と 兼 


電圧 検出 回 路 
電流 検出 回 路 


用 ) が あり ます 。 時 々 刻々 変化 す 
る パワ ー を 組 か く 読 む に は 0.5sec, 
お お ま か に ピー ク 値 を 知る に は 3 
sec。 そ し て CD 一 枚 分 の 最大 値 は 
75min ポ ボ ポジション が 便利 で す 。coo ポ 


- ジ シ ョ ン は , 本 機 の 電源 スイ ッ チ 


を 切る まで の 最高 値 を 保存 記録 し , 
何時 で も 呼び 出す こと が で きま す 。 


5. 応用 例 

本 メー タ を 活用 する こと に より , 
プロ グラ ム ・ ソ ー ス の ダイ ナミ 
ク ・ レ ンジ や , その 曲 の ピー ク 値 
多 知 る こと が で きま すか まな 記 表 
ンプ が 定 電 圧 駆動 で ある と ころ か 
ら , オー ディ オ 発 信 器 を 併用 する 
ご お 和 近 よ り 和 ピー カカ の そん 幸生 
ンス 特性 を 測定 する こと も 可能 で 
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4.5 桁 A/D : 
コン パ バー タ 


較正 用 
8bit D/A 
コジ バ パ 凌 あ 


【 図 9 】 M-1000 デ ィ ジ タル パパ ワー メー タプ ブロ ッ ク 図 
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7 ル 47/zー7C//Z 刻 弟 


スペ クト ラム ・ 


アナ ライ ザ の 試作 8 


5 月 か ら 始 まっ た スペ クト ラム 


馬 天 か ラ 
回 を 迎え 
すっ か り 
し まい ま 
本 器 の 
の 製作 作 
何と いっ 
最適 で は 


チ で 十分 楽し め る 


どい っ て 


イザ の 試作 の 記事 も 第 8 
・ 季節 も 青葉 繁 る 春 か ら 


寒さ の 茂 し い 冬 に な っ て 
だ な 。 

よう な 製作 物 は , 夏向き 
品 と いう より は ,。 や は り 


て も 夜長 に 4 
AAL て で SL ャ の 


る 冬 が 一 番 
イン ド 
と いっ た だ たら, 何 


も 手作り で 製作 する 


きり ます 。 


今月 は 
読者 の 方 
事 を すす 


きき 。 
同じ よう に 
び を 感じ 


時 の ) で 


プッ ン ブ 
も 十分 使 

も て 
先月 


パサ トッ ン 


上 1 が 


受信 感度 


口 2 バ 


は ,。 
88 


本 業 が 多忙 な た めも あり . 


へ の お 答え と いう 形 で 記 
め た いと 思い ます 。 

ネ 
作り 大 好き 人 間 の 私 と 
に , 何 か を 作る こ 
る 方 も 少な く な いと 思い 
先月 号 で 発表 し た プリ 
を で 連 テ 
用 で きる よう に , お 話 を 
みた いと 思い ます 。 

で 製作 し まし た BPF 付 フ 
プ の 回 路 は , その 部 分 だ 
2 1 で きま す の で , 
ト げ た いと お 考え の 方 


と に 喜 


ア 無 線 な ど に 


度 試 し て みて は いか が で し 


よう か 

数 万 円 位 の プリ ・ ア ンプ と 比べ 
て も , さほど 差 は 感じ られ な いと 
軸 い まま な し る ろ る 。 こわ に て い 
点 な どの 長所 が あり ます か ら , 万 
- の 場合 を 考え 合わ せる と , 大 変 
使い や すい フ テンプ と ちい め る る 
NR 

も ちろ ん , 受信 機 の 前 に 取り 付 
ける プリ ・ ア ンプ と し て 使用 する 
場合 に は , その 使用 周波 数 に 同調 を 
取る こと は 言う まで も な く , 入力 側 
の トリ マ は , 使用 周波 数 に 同調 を し 


っ か り と 取ら な けれ ば な り ま せん 。 


この よう な 使用 法 の 場合 に は , 
この プリ ・ ア ンプ の 前 段 に 入れ て 
ある BPF は , 入れ な く て も よい の 
で す が , プリ ・ ア ンプ 入力 側 で の 
周波 数 特 の 広がり か らく る 混 変 
調 が 気 に な る 方 は より 大 きめ の 
0 
の Q を 大 きく 取る 形 と し て 選択 度 
特性 を 改善 すれ ば , 問題 な く 使 用 
で きる SN 

HEF 常 な ら ば , 十 分 すぎ る ほど の 
特性 を NN 
帯 で す と , 144MHz 帯 の 使用 で は 
も が イン が 08SSG ま し 0MH 


思っ て いる 


は 問題 な く 使 用 で きま す が , 
yets 周波 数 が 高く な 

る ほど 増幅 度 が 低下 する の は や 
む を 得 ま せん 。 
144MHz バ ンド の ゲイ ン の 低下 と 
いう の は , それ より 低い 周波 数 に 


お いて の 使用 の 場合 と 比べ た 時 の 
全 お に あっ イッ サー ォ アン が も も 


て 使用 で き な い レベ ル で ある と い 
うわ け で は な く , 同じ デバ イス を 
使用 し た 時 の 相対 的 な ゲイ ン の 比 
で すか ら , 「 な ー ん だ , 144MHz で 
ほ は プリ ッッ アッ シン デ ち も て で 使用 で きみ 
い の か 」 な ど と 旦 を し な いで 
くだ さい 。 

私 が 考え 
バイ ス を 使用 し た プリ ・ ア ンプ の 
ほう が , むし ろ 総 合 的 な 点数 を 付 
ける と する な らい ば, 多分 上 位 点 を 
付け て も よい の で は な か ろう か と 
る 次 第 で す 。 

それ に この デバ イス は , この と 
3 あの 0 が の る は あり ょ あの 休 
が 安く な っ て き て いる の で , 嬉し 
いか ぎり で す 。 

性 能 や 使用 上 の 技術 的 な 間 題 点 
か ら 見 て も , 私 は この 2SK125 と い 
う FET を よく 使用 し て いま す 。 


1 ノ N は 
FI 京 を 


エレ クム トロ ニク スラ イフ 


る 用 4 


る に , 2SK125 と いう デ 


も し 興味 が お あり で し た ら , 帳 
な 時 に で も , この デバ イス を 使用 
し た 製作 を し て みて は いか が で し 
ょ うか 。 と て も すなお な デバ イス 
で ある こと が , お わか り い た だ け 
る と 思い ます 。 

な ぜ , この よう な お 話 を し た か 
と 申し ます と , 現在 アマ チュ ア 無 
線 を 楽し ん で いら っ し ゃ る 方 々 の 
削 で は , 受信 機 の 感度 不足 を 補う 
方 法 と し て , も っ ぱら 受信 プリ ・ 
87 と いつ ッ の ら 入 っ 
て きた 微弱 な 電波 を 手持 ちの 受信 
機 で 。 何と か クリ ア に 受信 し た い 
と いう 目的 で , その 装置 を 接続 し 
て いる 方 が 大 勢い らっし ゃ る の で , 
本 器 の 応用 と いう 点 か ら 紹 介し た 
次 第 で す 。 

し か し , アマ チュ ア 無 線 家 た ち 
が , それ ら の プリ ・ ア ンプ を 受信 
機 の 前 に 接続 し て みて も , あま り 
満足 し た 話 は 聞い た こと が な く , 
報じ 方 プリ ャ アン プ を 大 だ な さと 
に よっ て 起こ る 弊害 の ほう が 問題 
を も よく 英 に 区 ま ず 。 

ま 拓 だ する こと で まま が 
・ ア ンプ を 入れ た だ たら , 混 変 調 が ま 
すず まず ひ どく な っ て しま っ た と か , 
プリ ・ ア ンプ を 入れ て も 入れ な く 
て も , あま り 変 化 が な いな どの 話 
を よく 聞き ます 。 


この 問題 に 関し て , 読者 の 方 か 


ら 質 問 を 受け まし た の で , この 機 
会 に 片付け て し まい た いと 思い ま 
す 。 同 時 に , この 問題 は 本 器 の 前 
回 発表 し た BPF 付 き プ リ ・ ア ンプ 
だ も を 才 は まゆ ます 。 

で は , プリ ・ ア ンプ と は 何 な の 
IE す が か 。 

そこ か ら 説 明 し て まい り ま せん 
と 話 が や や こし く な り ま す の で , 
ご の 点 に 少し こだわ ら て み ま す 。 
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まず , プリ ・ ア ンプ と いう 言葉 
を 分 解 し て み ま し ょ う 。 

プリ : 前 置 と いう 意味 

アン プ : 増幅 と いう 意味 
の 2 つの 言葉 に 分 解す る こと が で 
きま す 。 

そし て , プリ ・ ア ンプ の 意味 す 
る 内 容 は , 分 解 し て 書き 直さ れ た 
日 本 語 の 意味 が その まま あて は ま 
り ま す 。 す な わ ち , プリ ・ ア ンプ 
と は , 前 置 増幅 器 の こと な の で す 。 
前 置 と いう の は , 元 に な る 機械 
の 前 に 位置 する と ころ に 定め る と 
いう こと か らき て いま す 。 元々 の 
機械 で は 増幅 で き な い ほど の 小さき 
な 入力 信号 を , 十分 に 増幅 で き う 
る レベ ル に まで 持ち 上 げ て くれ る 
働き を 果たし て くれ ます 。 

この よう な 基本 的 な 動作 特性 を 
利用 し て いる も の が , 無線 を 行っ 
て いる 方 々 が よく 使わ れ て いる , 
RF プリ ・ ア ンプ と いう も の で す 。 

し か し , ここ か ら が 問題 で , た 
だ 単に 増幅 し て し まえ ば 何で も か 
ん で も プリ ・ デ アン プ と し て 便 光 あ 
か と いう と , そう も いか な いと こ 


ろ に 問題 の 原因 が あり ます 。 図 1 
を ご 覧 くだ さい 。 

(a ぁ に 示し た 図 は , 普通 の 増幅 器 
に 信号 を 入れ た 場合 の 入出 力 関係 
を 示し ます 。 

わか りや すく する た め に , 入力 
信号 側 に は , まっ た く ノ イズ が な 
いも の と し て お きま す 。 

1zV の 入力 信号 を 入れ た 場合 に 
は , 増幅 器 に よっ て 出力 側 に は 10 
倍 の 増幅 率 で すか ら , 10zV が 出 カ 
され ます が , 同時 に , この 増幅 器 
本 体 か ら 発生 し て いる 不要 な 広 帯 
域 に わた る ノイ ズ も , 出力 信号 と 
同時 に 出力 され て きま す 。 こ の 動 
作 は , 普通 の 増幅 器 な ら ば , ご く 
過 凌 の こ た で す 。 

さて , ここ で 増幅 益 に よっ て 小 
さ な 入 力 信号 を 加え た ら , どの よ 
な か る の も ャ うか が < 

それ を 示し た の が , 図 1(b) で す 。 
入力 信号 を 1/10 に 減少 きせ て , 同 
じ 増 幅 器 に 入力 し て いま す 。 

と ころ が , 10 倍 の 増幅 度 が ある 
増幅 益 に , 出力 側 に は ノイ ズ だ け 
し か 出力 され て お ら ず , 入力 され 


10 倍 
0 
人 107V 出 カ ノイ ズ 
信号 “ 
ノイ ズ は 無い 三 
も の と する 信人 
(a) 
10 借 


2 な っ 


な る | 
1 TaVi 4 


(b) 


【 図 1 】 増幅 する と いう こと は 
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た 信号 の 増幅 し た 波形 は どこ に も 
見 当 だ り ま せん 。 

本 来 , 単純 計算 上 で いく な ら ば , 
出力 に は 点線 で 示し た よう に , 1 
gV の 出力 信号 が 現れ て き て も よさ 
そう な も の で す が , これ は いっ た 
いな ぜ な の で し ょ うか ? 

この 原因 は , 信号 を 増幅 する 増 
幅 器 側 に あり , この 増幅 器 内 部 で 
発生 し て いる ノイ ズ の ほう が , 出 
カ 信 号 レ ベル より も 大 きい 場合 に 
起こ る も の な の で す 。 

図 で は , 出力 ノイ ズ を ノイ ズ と 
し て わか る よう に レベ ル の 関係 は 
無視 し て 表し て いま す の で , ノイ 
ズ ・ レ ベル は 十分 低い レベ ル に 見 
患 ま す が 。 実際 に は , この 小さ < 
見 える ノイ ズ ・ レ ベル より も 小さ 
な 出力 で あっ た と いう こと に な り 
ます 。 
この よう な 微小 信号 を 出力 し て 
聞く 場合 に は どう し た ら よ いか と 
いそ ば , その 増幅 器 の 前 に プリ ・ 
アン プ を 接続 する 方 法 が 最も 簡単 
な 方 法 で す 。 

この 簡単 な 方 法 を 用 いる た め に 
起こ る 問題 が 問題 で あり まし て , 
安易 に プリ ・ ア ンプ を 付け れ は ば 感 
度 が 上 が る と ば か り は いえ くま せん 。 

図 2 に, プリ ・ ア ンプ を 付け た 
状態 の も の を 示し ます 。 

入力 信号 は , 先程 増幅 器 ど け で 
は 出力 信号 が 得 ら れ な か っ た レベ 
ル と し て , 今度 は , その 入力 信号 
を 増幅 すべ く , プリ ・ ア ンプ を 入 
れ て あり ます 。 

図 2( ぁ ) の 場合 プリ ・ ア ンプ で 
10 倍 増幅 し た と すれ ば , 0.1zV の 入 
半 緒 写 だ 対し て 。 プ リュ アン プ 出 
カカ で は , 出力 信号 1 V の 出力 が 得 
られ ます 。 

し か し この 場合 に も ,。 プリ ・ ア 
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100 億 


【 図 2】 プリ ・ ア ンプ を 付け る と 


ンプ 自体 が 発生 する ノイ ズ 成 分 が , 
や は り 出 力 信号 と 同時 に 出力 に 現 
れ て きま す 。 

この プリ ・ ア ンプ 出力 が , すべ 
て 増幅 益 の 入力 信号 と な り ま す の 
で , ノイ ズ も 含め た 入力 信号 と な 
り ま す 。 増幅 器 で は , すべ て の 信 
号 を 10 倍 に 単に 増幅 し ます の で , 
増幅 器 出力 と し て , 出力 信号 10gV, 
ノイ ズ スズ 出力 12V と いう 全 出 力 の 波 
形 が 出 て きま す 。 

増幅 益 側 で は , プリ ・ ア ンプ で 
10 僅 に 入力 信号 を 増幅 し て いま す 
の で , 0.14V と いう 微小 な 信号 も 
先程 の よう に, 増幅 器 自体 の ノイ 
ズ に 埋もれ る こと な く ,。 ノイ ズ 出 
力 と 信号 出力 と か , 十分 識別 で き 
る レベ ル と じじ て で て 了 他 て きま す 。 これ 
の 5 お の る プリ サバ プッ ンズ プ と し で 
の 働き な わけ で す 。 

この ざ ろ の プリ ・ ア ンプ に 関 年 
る 間 題 を 見 て み ま す と , この よう 
に 働い て お ら ず , いっ た い 何 が 原 
因 で 起こ っ て いる の か が わか ら な 
いで 使用 し て いる 方 も いま す の で , 
少し で す が , それ ら に つい て お 話 


し て が か あう. と 思 kw ま 字 。 

現在 ,. プリ ・ ア ンプ を 使用 され 
て いる 方 々 の 99 欠 は , 元 の 受信 機 
な ど は メー カー 製 の も の を 使用 し 
て いる と 思い ます 。 

以前 の 受信 機 な ら , プリ ・ ア ン 
プ の 効果 に つい て , だ れ し も が 納 
符 い く よ う な 結果 が 出 て お り ま し 
だ が 。 この ご ろ に な っ て 。- そ の 
リ ・ ア ンプ の 災い に も 似 た 問題 が 
出 て くる の は , な ぜ な の で し ょ う 
か ? 

それ は , メー カー 製 の 受信 機 の 
性 能 が 比較 的 高 性 能 に な っ た こと 
が , まず 第 一 に あげ られ る と 思い 
あま 

以前 の 受信 機 は さほど 感度 も 良 
く は な か っ た の で , 何ら か の プリ 
・ ア ンプ を 用 いれ ば , それ な り の 
効果 が 期待 で きま し た 。 

し か し , 今 の 製品 の ほとん ど が 
高 性 能 化 が 進み , プリ ・ ア ンプ な 
し の 状態 で きえ も , 以前 の 受信 機 
+ プ リ ・ ア ンプ と いう 構成 の 性 能 
より , は る か に 上 回 っ て き て いま 
す 。 そ の た め に , 特効薬 と いわ れ 


エレ クト ムロ ニク スラ イフ 


続け た プリ ・ ア ンプ の 効果 が , あ 
まり 結果 と し て 出 づ らく な っ た こ 
と は 確か な よう で す 。 

これ を 簡単 に 凶 に 示す と , (b) の 
よう に な り ま す 。 つ まり , 初め か 
ら プ ブリ ・ ア ンプ が 付い て いる の と 
同じ 結果 が 出 て くる の で す 。 

この こと は , 技術 の 進歩 以外 の 
何 も の で も あり ませ ん 。 た だ ただ, こ 
の 点 に 問題 の カギ が 隠さ きれ て いま 
する 

受信 機 自体 の 性 能 は , 数 段 高 性 
能 に な っ た に も か か わら ず , それ 
に 比例 する 形 で プリ ・ ア ンプ 自体 
が 高 性 能 に な っ て いな いと いう こ 
と が , まず 第 一 の 問題 な の で す 。 
その 様子 を 示し た も の が , 図 3 で 
5 ま 

計算 上 , 出力 側 に は 100,V の 信号 
が 現れ て くる の で す が , 同時 に プ 
リ ・ ア ンプ の ノイ ズ も 100 倍 され て 
出力 され , この レベ ル に な る と , 
検波 レベ ル に 達する も の も あり ま 
すか ら , どう も S/N が 悪く な っ た 
と いう よう な 問題 を 起こ し て し ま 
いま す 。 

実際 に は , この 程度 の レベ ル で 
は 検波 で きま せん が , わか りや す 
くす る た め に 表し て いま す 。 

まき だ: プリ ・ ま ンダ を 付け て も 
付け な く て も , 最低 入力 信号 が 同 
じ だ と 思わ れる 方 も 中 に は いら っ 
も みあ こと で し ょ う が 5: る 牧 結 
受信 機 の NF と プリ ・ ア ンプ の NF 
と が , ほぼ 同じ 値 の 時 に 起こ る 問 
題 な の で す 。 

この よう な 場合 に は , 受信 機 の 
S メ ー タ だ けが ビュ ン ビ ュ ン 振れ 
ます の で , すぐ に わか り ま す 。 
この 問題 を 解決 する に は , プリ 
・ ア ンプ の NF の 値 を より 小さ くし 
な けれ ば , 単なる 8 メー タ ・ ア ン 


プ g7. 798 ざ 


10 倍 


100 倍 


出 カ 


100,V 


10zV 


【 図 3 】 増幅 すれ ば 良い と いう も の で は な い 


プ で 終わ っ て し まい ます 。 こ の 点 
の 関係 が あま り よ くわ か ら な いと 
思い ます の で , 図 4 に 示し ます 。 
受信 機 の 本 体 は , 十分 高 性 能 で 
ある と みな せ ば , 今度 は プリ ・ ア 
ンプ だ け の 問題 で すか ら , ブリ ・ 
アン プ を 図 4 に 示し て お きま す 。 

まず , 先程 説明 し た よう に , 受 
信 機 に は 最低 入力 レベ ル と いう の 
が あり ます 。 

これ 以下 の 入力 レベ ル の 信号 を 
入れ て や っ て も , 出力 に は ノイ ズ 
以外 , 何 も 出 て きま せん よ , と い 
う レ ベル で す 。 

これ より も , より 低い レベ ル の 
入力 信号 を 受信 する た め に プリ ・ 
アン プ に て , 受信 機 側 の 最低 入力 


が た っ た の 2 倍 (3dB) 
0.05/V | 
リア 
10 倍 


em 
0.05/V 


最低 入 カ レベ ル 
0.1zV 


レベ ル に 達する まで 増幅 し て や ら 
な けれ ば な り ま せん 。 例えば, 仮 
に 受信 機 最低 入 カ レベ ル が 0.1xV 
と し ます 。 これ は ,. 受信 機 目 條 補 
は , 0.1zV ま で の 小さ な 入力 信号 は 
検出 で きる と いう こと で す 。 
この レベ ル が 0.054V に な っ た ら , 
な 人 プ な 作 ( 尼 うか 。 
受信 機 自体 が 発生 する 内 部 ノイ 
ズ に か き 消 され て , 0.054V と いう 
入力 信号 は , ほとん ど 聞 こえ て き 
ませ ん 。 

この 0.05zV と いう 微小 信号 を , 
受信 機 の 最低 入 カ レベ ル 0.1/V ま 
で 増幅 し て や っ た ら , どう な る で 
じ よ :2 の We 

結果 は , 十分 聞く こと の で きる 


0.1,V 


レート ・ ( 
プリ アン プ 2 ! 
1 


ノイ ズ 
(b) 


2 
( ノイ ズ に う も れ て 出力 で き 清 ) 


【 図 4】 プ リ ・ ア ンプ の NF が 問題 
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レベ ル と な 0 
の 機能 を 果たす 役割 が プリ ・ ア ン 
プ で ある わけ で す 。 

これ ら か ら , 受信 機 自 体 で は 聞 
く こ と の で き な い 微小 レベ ル 信 号 
0.054V を , 受信 機 自体 で 聞け る レ 
ベル の 0.1zV の 信号 まで 増幅 し て 
1 さ 。 りっぱ な プリ ヽ ぃ アン プ で 
ある と いえ る の で す 。 

デジ ベル に 換算 する と , わずか 
3 dB し か 必要 と し て いま せん 。 た 
っ た 3dB の 増幅 度 を 持っ て いる だ 
け で , 十分 実用 に な る プリ ・ ア ン 
プ と し て 使用 する こと が で きる と 
MS がけ で す 。 こ の が リロ アンデ 
が , (a) に 示さ れ た も の で す 。 

し か し , 現在 の プリ ・ ア ンプ の 
ほとん ど が , 受信 機 自体 の 性 能 と 
同 程度 な も の が 多い こと か ら , (b) 
に 示す よう な こと に な っ て し まい 
が ち で す 。 

よく いわ れ て いる よう に ,。 プリ * 
アン プ の 性 能 は 。 ゲイ ン よ り も NF 
に 重点 が ある と は , この こと を 意 
味 し て いる わけ で す 。 

結果 的 に いえ ば , プリ 
に 妥 求 する 性 能 と は , 
① 低 NF で ある こと 
⑧② ゲイ ン が 十分 に 取れ る こと ( こ 

の ゲイ ン に 関し て は , 条件 付き 

の 場合 で す ) 
Eee か が これだけ です : 

極論 を いわ せ て も らく ば, NF 0 
で ある な ら ば , ゲイ ン は 3 dB で 十 
本 9 の どい うこ と で す 。 

ここ の 点 を よく 知っ て いた だ け 
各 グリ ・ ア ンプ に 関し て の 隊 
題 を 数 多く か か えて いら っ し ゃ る 
方 々 も , 理解 し て いた だ ける と 思 
ky ます 。 

受信 機 自体 の 最低 入力 レベ ル 以 
上 の 信号 入力 を , 単に 何 十 dB か で 


ッッ プ 
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増幅 し た と し て も , 何 の 意 味 も な 
いこ と だ と いう こと に 気付 か れ た 
こと だ を 思い ます 。 

ご の よう な プリ トン で は 。 
ダーン リン ング だ ルル る で の) 働 き . 
か な く , 同時 に 混 変調 も 一 挙 に そ 
の プリ ・ ア ンプ の 増幅 率 分 だ け 悪 
化す る と いう こと だ け は 確か な こ 
ev っ 

着 か 遠く の 微小 な 電波 を つか ま 
えよ うと し て も , 隣 ・ 近 所 の 電波 
の 江 の 中 に 埋もれ , それ ら の 電流 
で プリ ・ ア ンプ の 分 だ け 高 性 能 な 
受信 機 の 混 変 調 特性 を 悪化 する だ 
け 人 です 。 あの た め に ) の プリ サ ヽ 
アッ プ ぞ でき 痛 月 ど だ と いう こち も に 
な り が ち で す が , いく ら 探 し て も , 
受信 機 自体 の 高 性 能 さ を 見 落と し 
て の プリ ・ ア ンプ 探し だ け は や め 
た ほう が よさ そう で す 。 

以前 に , 某 メ ー カ ー 製 の プロ 用 
の プリ ・ ア ンプ を , 私 の 製作 友人 
の 清水 氏 か ら 譲り 受け た こと が あ 
り ま し た 。 参考 まで に 特性 を 調べ 
た こと が あり ます が , 低 NF に 徹し 
て 作ら れ て いた こと だ け は 。, 記憶 
の 中 に まだ 残っ て お り ま す 。 高価 
な 物 を 譲っ て くだ さっ た 清水 氏 に , 
誌面 を お 借り し て お 礼 を 申し 上 げ 
る 次 第 で す 。 

それ か ら と いう も の , 私 の プリ 
・ ア ンプ と いう 性 能 の 概念 が 変わ 
が まま た な 。 

いろ いあ デリ ・ ア ンプ に つい 
て 書い て まい り ま し た が , プリ ・ 
アン プ に 限ら ず 。 ノイ ズ を 出さ な 
い 工 夫 と いう の は , 受信 機 全体 に 
関し て い を る こと な の で す 。 

それ に よっ て , 最低 レベ ル の 値 
が 変わ っ て し まい ます か ら , これ 
は も う , 性 能 を 左右 する 重要 な 要 


素 で ある こと は 間違い あり ませ ん 。 


本 器 の よう な , 広 淀 域 受 信 機 の 形 
な きめ ドラム? ゲラ テラ イザ 
の NF に 大 変 重要 な 部 分 で すか ら , 
あえ そ て 今回 、 以 前 か ら の 質問 に お 
人 答え する 形 で , 本 器 の 製作 上 の 重 
点 を 置い て いる 部 分 で す の で , 誌 
面 を 使わ せ て いた だ きま し た 。 
氷 

だ だ 単に 製作 し た だ け で は , 面 
折 さ が 半減 し て し まい ます 。 そ の 
製作 に 関し て の , 自分 な り の 個性 
を 十分 取り 入れ た 完成 品 と な り ま 
す よ うに , か な り の 時 間 を か け て 
初心 者 に も 十分 理解 で きる よう に , 
そし て , 応用 が 少し で も 効く よう 
に と 夫 力 し て いく つも り で す が , 
何 分 力 不 足 み な た め に 説明 の 行き 届 
か な い 部 分 も あろ うか と 思い ます 
が , な に と ぞ 御 了承 いた だ きた い 


と 思い ます 。 
スペ クト ラム ぃ アナ テラ イザ の 茎 
本 性 能 の 中 の 重要 な も の , それ は , 


最低 レベ ル 感 度 と いう ふう に と ら 
えら れ た 読者 の 方 々 の 意見 を 読ま 
せ て いた だ き , 私 自身 も 勉強 させ 
られ る 思い で し た 。 ' 
素 

NF を 低く 抑え 込む と いう こと と , 
プリ ャ デシ ジ と いう 働き に つい て 
は , ある 程度 理解 し て いた だ けた 
も の と 思い ます が , また 何 か ご 質 
間 が ご ざい まし た ら , 返信 用 封筒 
を 同封 の 上 , 下記 まで お 送り くだ 
さい 。 
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か トト で エ ・ ラ ボラ トリ ー 


エレ クム ロニ クス ラプ アフ 


の 製作 


プク ロラ ンジ ロー ラ 8052 の 成 世 『 


リア ル タ イ ム 温 度 


の ES 


Rs 


最近 の ワン チッ プ マ イク ロコ ン 
トロ ー ラ 市 場 の 動向 は , 日 本 製 の 
マイ クロ コン トロ ー ラ が 70 一 80 多 
を 占め て いて , 機械 組み 込み 用 と 
し て 市 場 を 独占 し て いま す 。 アメ 
り リカ の ソフ トメ ー カ ー も 。 グロ ス 
アセ ン ブ ラ や コン パイ ラ な ど を 開 
発し て , 市 場 に 出回る 時 代 で す 。 

この よう な 状況 の 中 で 。 ア メリ 
カ 勢 で 健 関 し て いる 半導体 , 8051 
を 取り 上 げ て み ま す 。8051 用 の 開 
発 装置 を も ちっ て いな いわ れ わ れ で 
は , 試作 する の も た い へ ん で す 。 

そこ で 入門 用 と し て , ROM 部 に 
BASIC イ ンタ プ ブリタ を の せ た 8052 
を 使用 し て , 次 の よう な 応用 回 路 
を 組ん で みた いと 思い ます 。 


回 路 の 構成 


温度 測定 の 回 路 を 考え て み ま し 
た 。 5 個 の 温度 セン サ で , 5 ヵ所 
の 温度 を 測定 し , 1 ヵ所 ずつ その 
値 を A-D 変 換 融 で ディ ジタル 値 に 
変換 し て ,。 メモ リー 上 に 記憶 し ま 
ま 。 店 憶 し た ね データ を が ソコ シン か 
ら 読み 出し て , 
この よう な 動作 を BASIC の コー ド 
で , 8052 上 で 動か すこ と が で きま 
。 

次 に , 簡単 に 回 路 動 作 を 説明 し 


7. 798S ざ 


画面 に 表示 し ます 。 


まし ょ う 。 回路 は , 1 に 示す プ 
ロッ ク 図 の よう に な り ま す 。 
構成 は , 8052 と , 8Kx8 の EEPR 
OM, 8Kx8 の RAM, そし て A-D 
変換 器 に な り ま す 。 

8052 と パソ コン は , RS-232C で 
接続 し ます 。 電源 を 入れ る と , CPU 
は RAM が 接続 され て いる か チェ ッ 
ク し て , RAM の 接続 が 確認 で きれ 
ば ,。 パソ コン か ら の 入力 を 待ち ま 
す 。① の デー タ の 流れ の よう に, 
パソ コン か ら RAM に 向かっ て BA 
SIC の コー ド を 書き 込み ます 。 そ 
に る 。 0: 
する と , ① で 書き 込ま れ た BASIC 
プロ グラ ム が 動き 出し ます 。 プ ロ 
グラ ム が 動き 出す と , ② の 流れ の 
よう に , 温度 セン サ 1 点 の 値 を 選 
び , A-D 変 換 器 で ディ ジタル 値 に 


RS-232C 


変換 し , その 値 を RAM 上 に 書き 込 
み ま す 。 

この 動作 を 5 点 の 温度 セン サ ご 
と に 繰り 返し , 5 回 行い ます 。③ 
の 流れ で , RAM に 書き 込ま れ た 値 
を パソ コン に 送り ます 。 


回 路 を 組 も う 


それ で は , 図 2, 3 に 示す 回 路 
を 見 な が ら 配 線 し て み ま し ょ う 。 
注意 と し て は , あせ ら ず 間違わ な 
いよ うに 配線 する こと で す 。 

それ で は , 製作 の ポイ ント を 説 
に まい まう 。 

基板 は 。 アナログ 部 と ディ ジ タ 
ル 部 を 分 け て 配線 を 行い ます 。 ア 
ナ ロ グ 部 の 電源 線 と アー ス 線 は , 
ディ ジタル 部 と 別に 直接 2 本 の 線 
を も っ て いき , 電源 と 接続 し ます 。 


【 図 1 】 回路 の ブロ ッ ク 図 
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入力 の シー ルド 線 は 3 志 の 物 を 温度 セン サ の 3 本 足 と シー ルド ダ ご て で こす っ て 収縮 きせ ます 。 
使い , 網 線 の 部 分 を ケー ス に 落と 線 を ハン ダ 付 けし た 個所 は , 熱 収 縮 アナ ログ 部 の 抵抗 は 。 すべ て 1 
て くだ さい 。 チュ ー ブ を か ぶせ て , 上 か ら ハ ン 2 の 100ppm 人 金属 被膜 抵抗 の 物 を 使用 
し ます 。 ユン ゲン サ は 。 漏 札 電流 
の 少な い タ ンタ ルコ ン デ ン サ 。 
は , サー メッ ト 型 を お の お の 使用 
し て で だき)。 
HH は は は は ディ ジタル 部 も , 電源 と アー ス 
に 線 を 直接 電源 に 接続 し ます 。A-D 
変換 益 の アー ス 線 , 電源 線 も 同様 
は に 選 % な きい 
四 R ( 8052 と 水草 の 配線 は ,. で きる だ 
。 。: 還 トト グ け 短 く 配線 し て , この 部 分 の アー 
HH: : 還 詳 衣 ::: 軸 :- パ aa ス 線 は , 単独 で 電源 に 接続 し ます 。 
時:  :: 唐 電 邊 | 生 注意 と し て , この 部 分 の 回 り に 他 
分 線 を 交差 させ た り , 近づけ 
> な いよ うに 工夫 し て くだ さい 。M 
AX232 の 2, 6 ピン の 電解 コン デ 
< 写真 1> ディ ジタル 部 の 基板 ン サ の 極性 が 一 見 逆 の よう で す が , 


まま 全 2 


に 
人 
に 


し まま 3 し 全 ま ま 全 2 
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か ら 本 加 4 
.] 47/ 
才 訪 16V 
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【 図 2 】 ディジ タル 部 の 回 路 


9 イ エレ クト ロニ クス ラテ ライブ 


デ 


< 写真 2> アナ ログ 部 の 基板 


この 極性 で 配線 し て くだ さい 。 


どう で すか , うま く 配 線 が 出来 
まし だ か 7? - 出来 下がっ た らち, テ 


スタ や サー キッ トチ ェ ッ カ で 配線 
を 確認 し て み ま し ょ う 。 写真 1 一 
3 に 完成 し た 基板 を , 写真 4 に セ 
ン サ を 示し ます 。 

チェ ッ ク が OK で し た ら , 電源 に 
接続 し ます 。 緊張 する 瞬 間 で す 。 
数 千 円 が , 一 瞬 で 飛ん で し まう か 
も し れ ま せん 。 異常 が な けれ ば 電 
源 を 一 旦 切 っ て , パソコン を BAS 
IC モ ー ド で MON| 選 と 入力 し , SS 
W 1[2IF 8[ ノ ISSW 2[ 有 28[2] と 
入力 し て , メモ リー スイ ッ チ を 設 


填 5V 


生 形 ます 。 

この 設定 の 状態 は 9600 ボ ー, 7 
ビッ ト , 偶数 パリ ティ チェ ッ ク , 
全 一 重 モ ー ド , バッ ファ 検査 な し 
に な り ま す 。 

次 に , ボー ド の 電源 を 入れ , TR 
EM"COM : "| の | と , 入力 し て くだ 
きい 。 

次 に , スペ ー ス バー を 押す と , 
* MCS-51(tm) BASIC V1.1*. 
READY と , 出力 を 返し て きま す 。 
そし て , RETURN キ ー を 押す と , 
>? プ ロン プ ト ン 入力 待ち の 状態 
に な り ま す 。 こ の 表示 が 出 な いと き 
は , 配線 ミス で す 。 特に , RAM と 


†5V 


ィ ジ タル 部 基板 
アナ ログ 部 基板 _ 


< 写真 3 > 全体 の 構成 
CPU の 接続 ミス か デー タバ ス 異 常 
の 場合 が 多い よう で す 。 こ の 退 を , 
も う 一 度 確か め て くだ さい 。 


また だ た, ディ スプ レイ に 無 意 味 な 
記号 や 数 字 が 出力 され た 場合 。 メ 
モリ ー ス イッ チ の 設定 を 確か め ま 
す 。 


男 叶 ニー 一 


< 写真 42 セン サ の 外観 


直接 ケー ス に 落と す 


作る 


ダイ オー ド は すべ て 1S1588 


【 図 3 】 
アナ ログ 部 の 回 路 
この 回 路 を 5 個 
7 ん 抵抗 100ppm 1 
GND 
デポ ロ グ 才 だ 付 穫 
は 直接 電源 に 接続 
7. 79S ざ 


の ン 
の 


95 


基準 電源 の 調整 は REF), REF 
間 の 電圧 を VAR」 に よっ て , 2.56 
V に 調整 し ます 。 

次 に , パソ コン か ら P.XBY(0F 
000H) [|]- P.XBY(0F004H) 
と 入力 し て , 各 チ ャ ネル の 値 を 出 
カカ し て み ま す 。 大体 近 い 値 に な る 
計 ず で す 。 こ こま で 終わ れ ば , は 
ぼ 完 成 で す 。 

を れ で は , プロ グラ ムリ スト を 
打ち 込み ます 。 

CTRL+STOP キ ー を 押し て パ 
ソコ ン 上 に 戻り リスト 1 に 示す 
計測 プロ グラ ム と リス ト 2 に 示す 
転送 プロ グラ ム を , BASIC の スク 


10 P=OF000H 

1 1 Q=OF0O0O1H 
12 R=OF002H 
13 V=OF003H 
14 W=O0F004H 
20 1=1 

30 C=0 

40 DIM A(30) 
50 DIM B(30) 
60 DIM C(30) 
70 DIM D(30) 
80 DIM E(30) 


120 ONTIME 1,200 
130 GOSUB 360 


END 
195 GOTO 130 
200 REM time sub 
210 GOSUB 300 


240 RETI 

300 REM input sub 
320 GOSUB 500 
330 GOSUB 700 


340 RETURN 

350 REM input wait 
360 DO : X=GET 
380 WHILE X=0 
390 RETURN 


500 REM hairetu input 


515 RETURN 
520  XBY(P)=0 
530 RETURN 
540  XBY(0)=0 
550 RETURN 
560  XBY(R)=0 
570 RETURN 
580  XBY(V)=0 
590 RETURN 
600  XBY(W)=0 
610 RETURN 
700 REM cunt 
710 1=l+1 


740 RETURN 


296 


230 ONTIME TIME+1, 210 


: A(1) =XBY(?) 
: B(1) =XBY (Q) 
: C(1) =XBY(R) 
: D(I) =XBY(V) 
: E(I) =XBY(W) 


720 IF 1230 THEN 1=1 : 
730 IF C>4 THEN C=0 


リー ン エ ディ タ を 使っ て 打ち 込み 
ます 。 計 測 プ ログ ラム は , ファ イ 
ル 名 ^cod. doc" で セー ブ し ます 。 
転送 プロ グラ ム を 打ち 込み ,、 プロ 
グラ ム を RUN| 選 | で 動か し て , cod. 
doc” の 内 容 を ボー ド 上 の メモ リー 
に セー ブ し ます 。 

次 に LIST[ 有 2 を 入力 し て , 送っ 
た プロ グラ ム を 表示 し て みて くだ 
さい 。 パ ソコ ン の エディ タ を 使っ 
て いる の で , プロ グラ ム が 化け て 
いる 場合 が あり ます 。 そ の 場合 に 
は , その 行 を 打ち 直し て くだ さい 。 全 
部 は 試し て み ま せ ん が ,“・”AND. な 
ど が 化け る よう で す 。RUN[ | を 


: 初期 設定 


: 時 間 が 来る まで 、 こ の 所 で 待つ 


: 1 秒 経つ と 210 行 か ら 実 行 す る 


510 ON C GOSUB 520,540,560,.580,600 


(TE)SA(H)-192 * PRNEMF AA(I) 
2B(I)=B(1) こ 192 ・ 


7 C(U=C(U)-152 : 


PRINT "b',B(I) 
FIINT C ,C(1) 
0D(1)S0(1)-152 , PRINT 』 DO) 


・B(1)SB(U)-152 7) ERHUIT 6 BU) 


C=C+1 


【 リ スト 1】 計 測 プ ログ ラム 


湾 海 も 家 行 し まず 。 て 材 で) 
各 点 の 温度 を 表示 し ます 。 

次 に , 温度 の 調整 を 行い ます 。 
用 意 す る も の は , ポッ ト に 温水 を 
入れ た も の と ディ ジタル 式 体温 計 
(コン マ 以 下 2 桁 表示 が で る も の も 
ある ) で す 。 

ビニ ー ル 袋 に 体温 計 と セン サ を 
一 緒 に 入れ た 物 を , ボッ ト の 中 に 
入れ ます 。 温 水 の 温度 は , 40 度 ぐ 
らい に し ます 。 2 時間 ぐら いこ の 
まま 放置 し て か ら , 体温 計 で 温度 
を 計り ます 。 筆者 が 使用 し た 体温 
計 は , 温度 が 降下 し て も 体温 計 の 
スイ ッ チ が 入っ て いる と , 温度 が 


: 配列 を 選択 する 


エレ グ クム ロニ クス ラテ ライ ブフ 


下がっ て 正しい 表示 を し て くれ ま 
せん 。 そこで , スイ ッ チ を 測定 す 
る ご と に ON/OFF し て , 測定 を 行 
開 し だ 。 

それ で は , ボー ド 上 で 計測 ブロ グ 
ラム を 動か し て , 各 点 の 温度 表示 を 
させ な が ら , Vpz 一 7 を 調整 し 
ます 。 

調整 は うま くい きま し た で し ょ 
うか ? 調整 が 完了 し た ら , 動作 
き 間 で 拓 ま し よう 。 

転送 プロ グラ ム と 計測 プロ グラ 
ム は , すでに 打ち 込ん で あり ます 
の で , 次 に 。 リ スト 3 に 示す 表示 
プロ グラ ム も 打ち 込み ます 。CTRL 
土 C で 動作 を 止め 、CTRL 二 STOP 
で ボー ド 上 の BASIC か ら 抜 け 出 し 


5  ' 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 キキ 本 本 キキ 本 キキ 本 本 本 杯 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 玉 本 本 本 本 キキ 本 キキ 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 ま キ 
まき 


6 まき 


本 本 本 玉 本 玉 玉 本 本 末 杯 本 本 本 杯 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 キキ 本 キ 本 キキ 本 本 本 キ 本 本 本 本 キキ 本 本 


て 2? ツ * ソ ゴット 上 は 民 り ま す 。 ここ 
で , 表示 プロ グラ ム を 打ち 込み , 
セー プ し ます 。 

それ で は , 動作 させ て み ま し ょ 
う 。 ま ず , 転送 プロ グラ ム を ロー 
ド し て RUN[ 有 で 実行 し , ファ イ 
ル “cod. doc” に 入っ て いる 計測 プ 
ログ ラム を ボー ド 上 の RAM に 送り 
ます 。 そ し て , RUN[ 記 | を 入力 し ま 
す 。 プ ログ ラム が 動き 出し ます 。 
ある 時 間 作 動き せ , 温度 測定 値 を 
取り 込み ます 。 

次 に , CTRL+C を 入力 し て プロ 
グラ ム を 止め て , さら に CTRL 十 
STOP で ター ミナ ルモード か ら パ 
ソコ ン の BASIC の プロ グラ ム に 戻 
り ま す 。 こ の と き , RAM 上 の デー 


tranSmitter module 


OPEN"com:ie72nn'FOR OUTPUT AS #2 
OPEN"1:cod.doc'"FOR INPUT AS #1 


WHILE EOF (1)< く >-1 
LINE INPUT #1,A$ 
PRINT A$ 
PRINT #2,A$ 
D=LOC(2) 
DUM$=INPUT$ (D,#2) 


FOR I=0 TO 1000 : NEXT 1 


WEND 
CLOSE 
PRINT "load finish “ 


TERM"COM:e72nnbcli",F,1000 


タ が “cod. doc" の ファ イル に 取り 
込ま れ ま す 。 ど う で し た か , 画面 
に 各 点 の 温度 が 表示 され まし た か 
? 温度 が ずら り と 表れ て くる は 
ず で す 。 

これ で も 物足りな い 読 者 は メ 
モリ ー の 容量 に 余裕 が あり ます の 
で , 測定 の 点数 や 計測 時 間 な ど を 
増やし た り し て , 工夫 し て みて く 
だ さい 。 


回 路 の 動作 


この 回 路 が どの よう な 動作 を す 
る か , 各 IC の 働き を みて み ま し ょ う 。 
① 8052 

図 4 を 見 て くだ さい 。ROM, R 
AM シリ アル ボー ド な どか ら 構 成 し 


ファ イル の 終わ り ま で 出力 する 


ボー ド 上 に 移る 


D 
"本 本 本 玉 玉 玉 末 玉 本 本 本 本 本 本 本 本 杯 未 本 本 本 本 本 末 末 氷 末 玉 来 杯 本 本 本 本 末 杯 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 キキ 本 


TeCeiver module 


"本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 玉 玉 本 本 本 李 杯 玉 本 玉 杯 本 本 玉 本 本 本 本 本 本 森本 本 本 キキ 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 本 主 玉林 本 本 本 本 本 本 本 キキ 
OPEN"com:e72nn'FOR OUTPUT AS #1 
OPEN"1:cod.doc"FOR OUTPUT AS #2 


J=4 : N=10 : M=100 
WHILE J>2 
9=0 : D=4 


PRINT #1, "LISTTN"-"M 


CLOSE #1 


j: し IST を 出力 する 


OPEN"com:e72nn'FOR INPUT AS #1 


WHILE D>3 


IF D<5 THEN FOR T=0 TO 800: NEXTT 


LINE INPUT #1,A$ 


IF A$<>"READY" THEN PRINT A$ : 


D=LOC (1) 

す =J+ 1 
WEND 
CLOSE #1 


PRINT #2.A$ 


OPEN"com:e72nn'"FOR OUTPUT AS #1 


NM+10  : M=M+100 
WEND 
PRINT "read finish" 
CLOSE 
END 


7. 7 の SS 


【 リ スト 2】 転 送 プ ログ ラム 


ij: し ISTT を 送っ て 返し た 値 を ファ イル に 入れ る 


9Z 


生 yy ま す 。 

ROM に は , BASIC の イン タプ リ 
タ が 書か れ て いま す 。 レ ジス タ で , 
この プロ グラ ム を 読ん で 動き ます 。 
シリ アル ポー ト は , パソ コン と RS- 
232 で 接続 し て デー タ 通 信 を 行い ま 
す 。 タ イマ は ,。 シリ アル ポー ト の 
同期 信号 や タイ ミン グ 信 号 を 作り 
出し ます 。 パ ラ レ ル ポー ト は 外部 
の RAM, ROM, 1/0 な ど , アド レ 
スバ パス, デー タバ ス に 使用 し て い 
ます 。 図 5 に, 8052 の 端子 を 示し 
て お きま す 。 
② A-D 変 換 器 

ADC0809 は . 8 ビッ ト 8 チャ ネ 
ル の 遂 次 比較 型 で す 。 

2 が グ 人力 は 3 ビット の ア 
ドレ ス で 1 チャ ネル ずつ アナ ログ 
スイ ッ チ で 切り 替え ます 。 ア ドレ 
ス 入 力 を 選択 し た だ け で は アド レ 
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深 


ラ 
レ 
ル 
ポ 
| 
ト 


> 


> 立 ー 症 


【 図 4 】8052 の 内 部 ブロ ッ ク 図 


298 


え が 論 化し ます の で ,。 アド レス ラ 
ッ チ し て 変換 終了 まで 保持 し ます 。 

アド レス ラッ チ と スタ ー ト 痛 子 
が 信号 を 受け 取り , 変換 を 開始 し 
ます 。 変換 を 終了 する と , EOC 端 
子 が HH に な り , 変換 出力 が デー タ 
バス 上 に 表れ ます 。 

基準 電圧 は , REF) と REF 〇 で 
調整 し ます 。 ア ナ ロ グ 入力 の レン 
ジ が この 間 の 電圧 に よっ て 決ま り , 
この 電圧 1/256 が 1 ビッ ト の 電圧 値 
で す 。 5V の 場合 は , 5/256 に な り 
ます 。 
③ RS-232C 変 換 器 

MAX232 じ は , チャ ー ジ ボン プ 回 
路 と 言わ れる 一 種 の スイ ッ チ 回 路 


T2 140| じ c 

T2EX ADo 

PWM OUT ADi 

AL DISABLE AD2 
PROGRAM PULSE AD 
PROGRAM ENBLE [6 | AD4 
DAM ACKOWLEDGE AD 
LINE PRNTER OUTPUTL8 」 ADs 
RESET[9 | AD7 

CONSOLE SERAL NPUT51 952 国 +sy 
CONSOLE SERAL OUTPUT ALE 


INTo/DMAREQUEST 129 |PSEN 
INT」 Ais 
To A4 
T 126|Ais 
WRH6」 Ai2 
RDHZ | An 
XTAL> Aio 
XTALi Ao 


ISs|20」 1211As 
【 図 5 】8052 適 子 図 (上 面 図 ) 


で , コン デン サ に 蓄え た 電圧 を 切 
り 替 えて , 土 10V を 作り ます 。 電 
源 電圧 と 直列 に 接続 し て 2 倍 の + 
10V を 作り , その 電圧 を 別 の コン 
デン サ に 蓄え て , その 極 性 を 反転 
させ て , 一 10V を 作り ます 。 

④ 温度 モン サ 

LM335 は , 2 端子 間 に 電 圧 を 加 
える こと ど に まっ て 。 10mV で す * 其 の 
絶対 温度 を 出力 し ます 。 

温度 誤差 は , 無 調 整 で 周囲 温度 
が 25C て , 1mA の と き 6C て の ば ら つ 
き で ,25C で 2.98(2.73 圭 0.25)V に 
調整 する と , 最大 で 2 で C の 誤差 で 
作動 し ます 。 

使用 温度 範囲 は , 一 40 一 100C の 
間 で す の で , 25C 付近 で 使用 する 
場合 , 誤差 は も っ と 少な く な る は 
すま 。 

温度 直線 性 は 1.5C で す 。 温 度 の 
応答 特性 は , 空気 中 で セン サ に 電 
圧 と し て 100 多 変換 する の に 3 分 
か か り ま す の で , 急激 な 変化 が あ 
る 場合 感度 の 良い 物 を 選択 し な 
けれ ば な り ま せん 。 
⑤ アナ ログ 部 

入力 の ダイ オー ド は , A-D 変 換 
人 番 の 保護 回 路 で す 。 入 力 電圧 が , 
マイ ナス や 電源 電圧 以上 に な っ た 
と き に 作動 し ます 。 

人 ガン デル サ と 抗 は よっ そ : 
高 域 周波 数 の ノイ ズ を カッ ト し ま 
から まだ: デラ イド ビー ス 付 き 
コン デン ザ に よっ て も ノイ デズ を み カ 
ッ ト し ます 。 

変換 器 に 必要 な クロ ッ ク 信 号 は , 
EXO-3 で 500kHz を 入力 し ます 。 
EXO-3 は , 水 唱 と 分 周回 路 が 一 緒 
に な っ た IC で , 周波 数 が 可変 で き 
まず 。 

(⑥) ROM 
EEPROM を 使用 し て , プロ グラ 


エレ クト ロニ クス ラプ フ 


ァ ーーー 


5 DIM A$(30): DIM B$(30): DIM C$(30): DIM D$(30): DIM E$(30) 

] () ネネ ネネ 本 玉 玉 玉 玉 玉 玉 杯 杯 本 本 本 玉 玉 玉 玉 玉 玉 末 来 存 AiIN 本 玉 末 末 林 本 本 本 本 本 本 本 本 玉 玉 本 玉林 末 炒 森林 ネネ 
20 C=1:1=1 5 配列 数 1I, C を 決め る 
30 WHILE C<6 

40 GOSUB *INOUT 

45 [=1 

50 C=C+1 

60 WEND 

80 GOSUB *HY00JI 

90 END 

1 0 0 ホネ 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉水 玉 玉 玉 玉 本 玉 氷 玉林 。 1HDUL OULDUt SUD ネ キネ キネ キネ ネネ 本 本 本 本 玉 玉 玉林 玉 玉 玉 玉 

110 *INOUT 

120 WHILE 1<30 >: ファ イル を オー プン する 
130 OPEN'com:ie72NN'FOR OUTPUT AS #1 

140 GOSUB *SITURYOKU 

150 CLOSE #1 

160 OPEN "com:e72nn'FOR INPUT AS #1 

170 GOSUB *NYURYOKU 

180 CLOSE #1 

190 1=[+1 

200 WEND 

210 RETURN 

2 2 () ネネ ネネ ネネ 玉 玉 本 本 本 本 本 玉林 玉 床 キネ 床 haireEtU OU【t Sub ネネ ネネ キキ キネ * キ 村 玉 玉 玉 玉 本 本 氷 本 本 玉 本 本 李 

230 *SITURYOKU 


240 
250 
255 
260 
270 
280 
290 
300 
310 
320 
330 
340 
350 
360 
370 
380 
390 
400 


GOSUB *HENKAN 
ON C GOSUB *AI,*BI,*CI, *DI,*EI 


RETURN 
*A1 : ぢ p。 & (] ) を 出力 する 
PRIWTI 湊 も 。 pe( 2 BR 4 6$ 1 うう 
RETURN 
*BI 
FEINE pbD( |) 9 (068 2 ) 
RETURN 
*CI 
PRJNT AI pie( : BK LC9 > 7 
RETURN 
*D 
PIENE まま せよ (2 BS 69 7 ) 
RETURN 
*E TI 


0 8200 10 いも は 8 
RETURN 


4 2 (0 ネネ ネネ ネネ ネ 玉 玉 玉 玉 玉 米 玉 玉 玉 玉 ※ 玉 ド 末 床 haAiTCtI ij SUD キネ キキ 玉 本 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 本 玉林 本 本 
430 *NYURYOKU 


440 
445 
450 
460 
470 
480 
490 
500 
510 
520 
530 
540 
550 
560 
570 
580 
590 


ON C GOSUB *API,*BPI,*CPI,*DPI,*EPI 


0 : ボ ー ド 上 か ら 返 っ て デー タ を 受け 取る 

ト 3 
LINE INPUT #1,A$(1) 
RETURN 

*BPI 
LINE INPUT #1,B$(1I) 
RETURN 

*CP 1] 
LINE INPUT #1,C$(1) 
RETURN 

*DPI 
LINE INPUT #1.D$(1) 
RETURN 

*EP1 


LINE INPUT #1,E$(I) 
RETURN 


6 0 0 ** ネ ネネ ネネ 本 玉 玉 玉林 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 末 本 本  hEIKAI ネネ 玉 本 本 玉 玉 玉 玉 玉 本 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 ま 米 玉 玉 玉 玉 玉 玉 
610 *HENKAN 


620 
630 
640 
650 


675 
678 
680 
690 


705 
710 
720 


に ご 


IF 1=> 10 THEN K=1 MOD 10 : J=K+48 : L=I\ 10 : ML+148 ELSE J=I+48 : M=32 : アス キー コー ド に 変換 する 
B$=CHR$(M) 

C$=CHR$ (J) 

RETURN 


6 6 0 '** ホ ネネ * ホ 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 来 玉 ※ 玉 * 玉 玉 本 本 本 gamC hYOU)1 キキ キネ * キ 半球 玉 玉 本 キキ キキ 叶 本 本 六 玉 玉 玉 玉 玉 玉 
670 *HYO00JI 


1=} : 画面 に 表示 する 
PRINT "time :SPC(5): temp :SPC(8)!/a :8PC(8): bD :8PC(8):c :8PC(8): d :SPC(8) ) e 

WHILE 1<21 
IF I<10 THEN PRINT SPC(2):I:SPC(14) :A$(1I) :SPC(5) :B4(I) :SPC(5) :C$(1) :SPC(5) :D$(I) : SPC(5) : E$(1) 

ELSE PRINT SPC(1) :T:SPC(14)A$(I) : SPC(5) : B$(1) :SPC (5) :C$(I) :SPC(5) :D$(!) : SPC(5) :E$(1) 

1=』+1 

WEND 

RETURN 


///////// 690 行 は 見 や すく する た め に , 分 け て 書き まし た が 続け て 入力 し て くだ さき さい. ///////////// 


7. 7 の SS 


【 リ スト 3】 表 示 プ ログ ラム 


9 の 9 


ム の ROM 化 を 行い ます 。 5 V の 電 
座 で 書き 込む こと が で きる の で , 
特別 の 電源 は いり ませ ん 。 書 き 込 
む タ イミ ング は , CPU が すべ て 行 
いま す 。 


プロ グラ ム 


プロ グラ ム は 計測 , 転送 , 表示 
馬 38 の で す 。 

計測 プロ グラ ム は , ボー ド 上 で 
温度 計測 を 行い メモ リー に 記憶 
隔 丘 9 転送 プロ グラ ム は , フロ 
ッ ピ ー デ ィ ス ク の 内 容 を ボー ド 上 
に 転送 し ます 。 表 示 プ ログ ラム は , 
計測 プロ グラ ム で 測定 し た 値 を 表 
回 事 す 。 


概略 


[cwsal 
Les 


EE 


] 
1 を 


りか ? 


700 


count SUB 


1 
加え る 


配列 が 終わ 


【 図 6 】 


① 計測 

ご の プロ グラ ム は , ボー ド 上 で 
動 * プ ログ テム で すず す 。。 リス トト 廿 ぁ を 
図 6 を 見 て くだ さい 。 

10 一 100 行 で 配列 の 確保 , 変数 の 
設定 , リア ル タ イ ムク ロッ ク の 設 
定 を し ます 。110 一 195 行 は , main 
で 1 秒 経つ と timesub を 実行 , 終了 
する を 。 キー 入 放 が ある まで ここ 
で 待ち ます 。200 一 340 行 timesub は , 
input sub, hairetu input sub を 実 
行 し て ,。 配列 に 1 つ デ ー タ を 取り 
込み ます 。 

次 の 1 秒 に な る と , また time sub 
を 実行 し ます 。 1 秒 ま で は 元 に 戻 
り ま す 。 ONTIME TIME1 +1.200 


time SUB 


ll A) 入 SUB | 


| E0O 入 カカ SUB 


Input SUB 


計測 プロ グラ ム の フロ ー チ ャ ー ト 


の 1 を 変え れ ば , デー タ の 取り 込 
む 時 間 が 変わ り ま す 。 

hairesu sub500 一 610 行 の 510 行 
で C の 値 を 0 一 4 まで 変え る こ 
と に よっ て , 配列 A(I) 一 E(I) を 選び 
ます 。 1 は 配列 数 で す 。 

@ 送 信 モ ジュ ー ル 

リス ト 2 と 図 7(a) を 見 て くだ さ 
い 。 

10, 20 行 で “cod.doc" の ファ イ 
ル と RS-232C の ファ イル を 開い て 。, 
30 一 80 行 で ファ イル の 終わ り ま で 
~cod. doc” の 内 容 を ボー ド に 送り 
ます 。 ボ ポー ド か ら 送 り 出 し た デー 
タ が 返っ て くる た め , バッ ファ が 


Input wait SUB 


BI)ーEG) SUB 


ポ ボート 入 力 の 番 
号 と 配列 の 値 を 
それ ぞ れ に 対応 


する 値 て A)SUB 
と 同じ こと を 行 


エレ クト ムロ ニク スラ プ フ 


二 x 夫 ます の で こい ダミ ー ゼ デー エチ 
を 送り ます 。 

し か し , 送信 する プロ グラ ム 内 
納 ほぼ まっ て は 。 完全 に デー タ が 送 
れ ま せん 。70 行 で ウェ イト を か け 
本 ミ ング 閥 と り ま すま も 。 
デー タ が か けた りす る と き は 。 I 
紀 叶 を 作 ん た で て くだ だ さい 。 デー を 
送り 終え れ ば , 110 行 で ター ミナ ル 
モー ド に な り , ボー ド 上 の BASIC 
綴 移 り ま す 。 

@ 受信 モジ ュー ル 


>2LIST 
10 A=11 
20 B=22 
30 PRINT A,B 
READY 
>PR0G 
3 
READY 
> ROM3 
READY 
>2LIST 
10 A=11 
20 B=22 
30 PRINT A,B 


【 リ スト 4】ROM 転 送 


【 図 8 】 
表示 プロ グラ ム 


プ g7. 7 の 688 


ター ミナ ルモード か ら 戻 る と , 
受信 モジ ュー ル に 移り ます 。 

図 7(D) を 見 て くだ さい 。 230 一 370 
行 で LIST 文 を ボー ド に 送り プロ 
グラ ム を 受け 取っ て , “cod.doc” フ 
ァイル に 書き 込み ます 。 258 行 の F 
OR 文 で 入力 を 待ち ます 。300 行 で 


(a) 送信 モジ ュー ル 


受け た 値 が READY な ら ば , ファ イ 
ル に デー タ は 送り ませ ん 。360 行 で 
LIST の 行 番号 を 増し ます 。 

デー タ の 内 容 が 途中 で 終わ っ た 
と き , T の 値 を 増やし て くだ き W。 


バッ ファ が あふ れる と き は .,360 行 
の M の 値 を 減ら し て くだ さい 。 


【 図 7 】 転送 プロ グラ ム 


メイ ン 


ーー 110 
初期 設定 


20 


hairetu in SUB 
(入力 SUB) 


Input output sub 


henkan sub( 変 換 SUB) 
(入出 力 SUB 


配列 数 1 
が 20 ま て 


スペ ー ス を 
2 つ あ ける 


スペ ー ス を 
1 つ あ ける 


10』 


③ 表示 プロ グラ ム 
リス ト 3 と 図 8 を 見 て くだ さい 。 
画面 に , 配列 に 入っ た デー タ を 表 
示し ます 。10-90 行 main で , C 値 
を 1 ずつ 増やし て A$(1)ーE$(1) 入 
力 し て , 全部 入力 し た ら , 80 行 で 


表示 し ます 。100 一 210 行 で 配列 の 
要素 1 を 変化 させ て , 計測 プロ グ 
ラム で 測定 し た 配列 の 値 を ボー ド 
上 の メモ リー か ら パ ソコ ン 上 の 配 
列 に 入力 し ます 。 

input output sub100 一 210 で は , 


10 !I=0 


(a) DO-UNTEL 


ーー タフ ロー 型 コ ンピュータ は, 
聞き な れ な い 名 前 か も し れ ま せん 
が , 現在 の コン ピュ ー タ と いう と , 
ノイ マン 型 を 指し ます 。 

ノイ マン 型 と は , プロ グラ ムカ 
ウン タ の 値 を | つ ず つ 増 加 さ せ て , 
プロ グラ ムカ ウン タ の 値 で メモ リ 
一 番地 を 設定 し て , その 場所 に 書 
いて ある 命令 を 読み 込ん で , その 
命令 を 実行 し ます 。 

2 和 し て プー タプ ブロー 型 
は , プロ グラ ムカ ウン タ が な く , 
メモ リー 値 を 順番 に 実行 し ませ ん 。 
外部 と の 信号 の や り 取 り は , 入力 
と 出力 の デー タバ ス に よっ て 行わ 
れ ま す 。 入力 デー タ に すべ て の 演 
算 や 制御 を 行う 情報 が 入っ て いて , 
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_(b) DO-WHILE 


デー タフ ロー 型 コ ンピュータ と は "| 


RS-232C の ファ イル を 開い て , ha- 
iretu out sub220 一 400 行 で は , he- 
nkan sub で 配列 数 1 を 文字 コー ド 
に し て , P.a) 一 P.e(1) を 出力 し ま 
k 

例え ば ,。C=0 1=1 
P.a(1) を 出力 し ます 。 

次 に , hairetu in sub は , ボー ド 
上 か ら 返 し て きた 値 を 配列 に 入力 
し ます 。gamen hyouji は , 配列 に 入 
れ た 値 を ディ スプ レイ に 表示 し ま 


な らい ば , 


20 D0 20 D0 

30 zih1 30 【=111 

40 PRINT ! 40 PRINT ! 

50 UNTEL I=5 50 WHILE I<5 

>RUN >RNU 、 【 リ スト 5】 
UNTEL と WHILE 
の 比較 


この 入力 の 値 に より 命令 の 実行 を 
行い ます 。 

現在 の プロ セッ サ は , チッ プ 内 
部 に , 演算 器 , プロ グラ ムカ ウン 
タ 。 レジ スタ な ど , 難 ユニ ッ ト を 
パイ プラ イン と 呼ば れる バス て 結 
ん で , この バス 上 に 信号 を 乗せ て , 
ユニ ッ ト 間 の 情報 の 交換 を 行い , 

| つの 命令 を 実行 する 場合 , バス 
に は | つの 情報 し か 乗り ませ ん 。 
また , パイ プラ イン は ハー ド 的 に 
接続 され て いる の で , 結線 を 替え 
る こ を は 守 全 ま 選 友 。 

デー タフ ロー 型 で は , この 接続 
を 入力 デー タ に 基づき , 結線 を つ 
な ぎ 替 える こと が で きま す 。 こ の 
接続 の 仕方 に よっ て は , 並列 に 演算 


8052BASIC の 命令 


固有 の 命令 に つい て 説明 し ます 。 
8052 BASIC は 、 マイ クロ ソフ ト 
系 BASIC の ほとん どの 命令 が 動き 
ます 。 加 えて , 表 1 の よう な 命令 
が 使用 で きま す 。 表 の モー ド は , 
RUN は ブロ グラ ム 中 に お いて の み 
実行 可能 で す 。COMA は , キー ボ 
ー ド か ら 直 接 打ち 込ん で 実行 し ま 


10 TIME=0 
20 CLOCK1:ONTIME 1,50:D0 


30 WHILE TIME<10 
50 T=TIME 

60 PRINT'T'.T 

70 ONTIME T+1, 50:RETI 
>RUN 


:END 


コロ ココ ココ ココ コー コー 
ョ と で の ごい の 1 おら うう ょ うっ テ か 一 


トー】 


【 リ スト 6 】 タ イマ 割り 込み 


動作 を 行っ た り , バス 内 部 を ルー 
プ に 接続 し て , ルー プ 内 で いろ い 
ろ な 演算 を 行う こと が で きま す 。 

この 機能 に より , バス 上 が 1 つ 
の 情報 で 占め られ た り , ある ユニ 
ッ ト の 動作 が 終わ る まで , 時 間 待 
ち を する こと が な く , 高速 の デー 
タ 処 理 が 行え ます 。 

ご の が よう に 。 デー タ が 入力 か ら 
入っ て , ある 演算 を 行い , 出力 か 
ら 出 て くる の で , デー タフ ロー 型 
と 呼ば れ ま す 。 

この プロ セッ サ の 用 途 と し て , 
高速 グラ フィ ッ ク 処 理 , 行列 演算 , 
浮動 小数 点 演算 な ど , デー タ を 多 
く 加工 す る の に 向い て いま す 。 こ 
の よう な プロ セッ サ が 次 世代 の コ 
2 導 た の 秋 に な る と 思い ます 。 


エレ グ クム トロ ニク スラ イフ 


す 。 RUN, COMA は 両方 で 実行 で 


きま す 。 


代表 的 な 命令 を 使用 し て , 次 の 


人 


① PROG, ROM 
リス ト 4 を 見 て くだ さい 。 


ステ ー ト メン ト | モー ド 


RAM 上 に 10 一 30 行 の ブロ グラ ム 
が あり ます 3: な の アロ グラ ム を 
ROM に 書き 込み ます 。PROG [| 
と 人 人力 し て ぐだ さい 』。 3 が 返っ て 
きま す 。 この 番号 が ROM に 書き 込 
まれ た ファ イル 名 に な り ま す 。 

それ で は , 今 の プロ グラ ム を 読 


み 出 し て み ま し ょ う 。ROM3[ 選 | 
を 入力 し て くだ さい ぃ い 。 これ で ROM 
上 に 移り まし た 。 LIST を 入力 
し て , 書き 込ん だ プロ グラ ム が 表 
所 さき 耗 まし だ 。 
② DO-UNTEL 

WHILE の ほう は お な じみ で す が , 


説 明 


CLOCK 0 
CDOCK 1 


RUN 
COMA 


行う 。 CLOCK1 で ON, CLOCKO 
で OFF に な る 。 

この 命令 に より クロ ッ ク が 作動 し 
は じ め る 。 


DATA- 
READ- 
RESTORE 


| RUN 


DATA 文 で 書か れ た デー タ を 
READ 文 で 読む 。RESTORE で 初 
めか ら 繰 り 返 す 。 
DATA 文 の 中 に 関数 を 置く こと が 
で きる 。 


区 チー トメ シン:R 


モー ド 


リア ル タ イ ムク ロッ ク を ON, OFF | PUSH 


POP 


RUN 
COMA 


説 明 


PUSH 変 数 , POP 変 数 で 表す 。 
PUSH は 変数 を スタ ッ ク に 退避 さ 
せる 。POP は スタ ッ ク か ら 変 数 を 
取り 出す 。 


DIM 


RUN 
COMA 


配列 の 個数 を 定義 する 。 
最大 100 ま で で ある 。 


DO-UNTLE 
DO- WHILE 


RUN 


DO-UNTLE 式 で 表す 。 式 の 値 に 
な る まで , DO 以下 の プロ グラ ム を 
実行 する 。 例 えば , 1 ユニ 5 と する と , 
5 に な る まで 実行 する 。 
DO-WHILE 式 で 表す 。 式 が 成立 す 
る まで , DO 以下 の プロ グラ ム を 実 
行 す る 。 例 えば 1 く 5 と する と , 5 
に な る まで 実行 する 。 


PWM 


RUN 
COMA 


PWM HIGH, LOW, パル ス 数 で 
表す 。 ポ ー ト P1.2 INT1 か ら プ 
ログ ラム で パルス 幅 , パル ス 数 を 
設定 し た 値 の 波形 を 出力 する 。 
HICH は , ハ イレ ベル 時 の パル ス 幅 
を 表し , LOW は ロー レベ ル 時 の 
バルス 幅 を 表す 。 パ ルス 数 は パル 
ス の 個数 を 表す 。HIGH, LOW の 
値 1 は , 12/XTAL で 表す 。 
今回 の 回 路 で は , 1.094 sec に な 
る 。 最 小 値 は 26 以 上 に 設定 する 。 
例え ば , PWM100, 100, 10 の 場 
合 。。 ハ イレ ベル が 109/secy 世 寺 
レベ ル も 同じ で , パル ス 数 10 パ ル 
ス 分 出力 する 。 


ONETX 1 


] RUN 


ONETX 〔 ラ イン 番号 〕 で 表す 。 
INT1 端 子 を LOW に する と , ライ 
ン 番 号 の サブ ルー チン を 実行 する 。 
外部 か ら の 信号 で 割り 込み が で き 
る 。 


DBY(m) 


PS 


COMA 


内 部 RAM の 値 を 読み 出し , 書き 込 
み を 行う 。 左 辺 に 置く と 書き 込み 
右辺 で 読み 出し を 行う 。m は 0 一 F 
た で すま 。 


ONTIME 


RUN 


ONTIME〔 時間],[ ラ イン 番 号 〕 で 
表す 。 時 間 で 設定 し た 値 の 時 間 が 
経つ と 。 ライ ン 番 号 の サブ ルー チ 
ン を 実行 する 。 


TIME 


時 間 の 設定 と 時 間 の 表示 する 。 左 
辺 に 置く と 時 間 の 値 を 表示 し , 右 
辺 に 置く と 時 間 設定 が で きる 。 


XBY(m) 


RUN 
COMA 


外部 メモ リー の 値 を 読み 書き 行う 。 
DBY 同 じ く 右左 辺 で 読み 書き を 行 
う 。m は 0000ーFFFFH で ある 。 


CBY(m) 


COMA 


| RUN Me m は 0000 一 


FFFFH で ある 。 こ の 関数 は 読み 


出し 専用 で ある 。 


RETI 


ONETX1, ONTIME で コー ル さ れ 
た サブ ルー チン の 場合 , RETI で 
リタ ー ン する 。 


RAM 


COMA 


RAM 上 に 置か れ て いる プロ グラ ム 
を 実行 する 。RAM に は , 1 つの プ 
ログ ラム し か 置く こと が で き な い 。 
RAM 上 の プロ グラ ム で RUN を 実 
行 する と , 最初 の 行か ら 実行 する 。 


PRINT 


画面 表示 する 。 PRINT 文 中 で 演算 
が 行え る 。P. と 書く と 省略 形 に な 


] る 。 


ROM 


COMA 


ROM 上 の プロ グラ ム を 実行 する 。 
ROM 上 に は , いく つも の プロ グラ 
ム を 置く こと が で き . る 。 


PH0. 
PH1. 


og7. 7 の 86 ざ 


10 進 数 を 16 進 数 で 表示 する 。 数 の 
後に H を 付け る と, 16 進数 の 表示 
に な る 。 

PHO. は 上 位 桁 の 値 が な いり 場 合 , 
表示 し な い 。PH1. は 上 位 桁 の 値 
が な い 場 合 , 0 を 表示 する 。 


PROG 


COMA 


RAM 上 に 置か れ た プロ グラ ム を 
ROM 上 に 書き 込む 。 た だ し , 一 度 
プロ グラ ム を 書き 込む と 消す こと 
は で き な い 。 


XFER 


ROM 上 の プロ グラ ム を RAM 上 に 移 
動 す る 。 プ ログ ラム の 書き 替え な 
ど に 使え る 。 
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PRINT 112 
3 
PRINT 2**4 
16 
PRINT 3.AND.2 
2 
PRINT 1.0R.3 
4 
PRINT 7.XOR.6 
1 
PRINT ABS(-3) 
3 
PRINT NOT(6535) 
0 
PRINT INT(3.14) 
3 
PRINT SGN(10) 
1 
PRINT SGN(-3) 
。 -1 
PRINT SGN(0) 
0 
PRINT ATN(1) 
78539804 
PRINT LOG(EXP(1) ) 
1 
PRINT EXP(1) 


2.7182818 
PRINT C0S(0) 


0 
PRINT A<>A 
0 


PRINT CHR(65) 
PRINT ASC(A) 
65 


サス ネト 7 】 プリ ント 文 
UNTEL は WHILE の 逆 の 働き を し 
ます 。 

リス ト 5 の よう に , UNTEL の ほ 
う は IT=5 に な る まで DO 以下 の 文 
を 実行 し 。 WHILE の ほう は 1< く 5 
に な る まで DO 以下 の 文 を 実行 し ま 
際 : 
③ TIME, CLOCK 1 

リス ト 6 を 見 て くだ さい 。 

10 一 20 行 で TIME, CLOCK1 を 
設定 し, 1 秒 経つ と ONTIME で 50 
行 を 実行 し ます 。 TIME の 値 を 出力 
し て , TIME の 値 に 1 を 加え ます 。 
RETI で リタ ー ン し て 。 30 行 で TI 
ME の 値 が 1 秒 以 下 の う ち は , DO- 
WHILE の 空 の ルー プ を 回 っ て いま 
す 。 1 秒 経つ と 割り 込み が 入り , 
また , 50 行 の サブ ルー チン を 実行 
し ます 。 
④ PRINT, PH0., PH1. 

リス ト 7 を 見 て くだ さい 。 

PRINT 文 の 中 で , 各種 の 演算 を 


】04 


BAD 
SYNTAX 


文法 に 誤り が ある 。 


BAD 
ARGUMENT 


| 引き 数 の 入力 が 間違っ て いる 。 

例 DBY(300) : 内 部 メモ リー は 0 一 255 
まで で ある 。 
XBY(8000H) ニ ミー3 : マイ ナス を 入 
力 、 う 計る 


ARITH | 変数 の 値 が 土 . 99999999E 二 127 以 上 の 
[ 表 2】 OVERFLOW 時 。 
ーー だ トー 半 99 BATA RED 文 で 読む , DATA が な い 時 。 
89054 同和 の モラ ト で AN STOP 文 や CTRL+C で 実行 を 停止 し た 
まこ や CONTINUE と き , エディ タ で プロ グラ ム を 直す と 発 


生 す る 。 


PROGRAMM 
ING 


EPROM が 破壊 され て いる と き , 破壊 き 
れ た 場所 以上 は , 書き 込む こと が で き な 
い 。 


A-STACK 


PUSH と POP の 数 が 合わ な い 。 


C-STACK 


PH0.5*2 
0AH 


3E8H 
PRINT 3EBH 
1000 


【 リ スト 8】 プ ブリ ント 文 
実行 で きま す 。 リ スト 8 で , PH0. 
で 上 位 桁 が 0 の と き 表 示 を 行い , 
PH1. で 上 位 桁 が 表示 され な い の が 
わか り ま す 。 
⑤ POP, PUSH 

この 命令 は ,。 スタ ッ ク に 変数 を 
退避 させ ます 。 

リス ト 9 を 見 て くだ さい 。40 行 
で 変数 を スタ ッ ク に 退避 し , 50 行 
で 1 を 加え て 表示 し ます 。60 行 で 
スタ ッ ク に 退避 し た 値 を 元 に 戻し 
まず 。 ' 

ここ ご で 、。 変数 よ 。 よ だ に 注音 し て 
くだ さい 。50 行 で 退避 する と き は , 


ネス ト の 深 さ が 9 レベル 以上 の 時 。 
GOSUB の 前 に RETURN が ある 時 。 
WHILE, UNTIL の 後に DO が ある 時 。 
FOR の 前 に NEXT が ある 時 。 


10 =1 

-20 J=2 

30 PRINT ! } 

40 PUSH I,J 

50 PRINT !+1.J+1 
60 POP JI 

>RUN 

+ 42 

2 3 

+ 2 


【 リ スト 9 】 PUSH と POP 


最後 に か な り ま し た が , プロ グラ 
ム を 打ち 込ん で も 動か な い 場 合 , 
A-STACK, C-STACK の エラ ー 
メッ セー ジ が 出力 され た ら , 表 2 
の 説明 に し た が っ て プロ グラ ム を 
修正 し て くだ さい 。 

提 角 で きま し だが 当 し ょ うか 。 こ 
の 7 ク ま 2 ッ ア マ で イラ コテ 便 / イン 多 
プ ブリタ で 命令 を 実行 する た め , 時 
間 が か か る の が 欠点 で す が , スピ 
ー ド の 居 い 現象 を 取り 扱う 場合 な 
ど は , 十分 役 に た つと 思い ます 。 


I, J の 順 で す が , 60 行 で 元 に 戻 
す と き は , J, IL の 順に な り ま す 。 
この よう に , スタ ッ ク に 退避 する 
と き は , 逆 の 順 で 取り 出さ な けれ 
ば な り ま せん 。70 行 で 元 の 値 を 表 
示し ます 。 


最近 C 言 語 の 開発 環境 が 非常 に よ 
く な っ て き て , BASIC と ぃ いう と 笑 
われ る 時 代 に な り ま し た が , こう い 
プン チップ マイ ュ ン が ある と , 
まだ まだ 生き 延び て いく と 思い ま 
の 


エレ グロ ニク スラ イフ 


ディ ジタル ディ レイ 用 
LSI の 使い 万) 


人 気 の お と ろ え な い カ ラオ ケ に 
不可 欠 な の が エコ ー で す 。 エ コー 
を か け て 歌う と , 自分 の 声 が 遅れ 
て 耳 に 届き , 多少 の 音程 の くる い を 
ご ま か し て くれ ます 。 下手 な 歌 も 
うま く 聞 こえ る わけ で , 自分 の 歌 
に 了 移 酔 で きる の で す 。 

従来 電気 的 に 残響 を 付加 する 
に は , スプ リン グ を 使っ た 機械 的 
な 方 法 や , BBD 素 子 が 使わ れ て き 
まし た が , 最近 は ディ ジタル 技術 
を 駆使 し た ディ ジタル エコ ー が 主 
流 に な りつ つ あ り ま す 。 従来 の 方 
法 に 比べ て 周波 数 特性 が すぐ れ , 
雑音 が 少な く , 性 能 の よい 残 讐 付 


BEPE2F EEPE2 
c OUT2 OUT 


【 図 1 】 
M50195P の ブロ ッ ク 
ダイ アグ ラム 


MDI CAS RESET 


7. 798S ぐ 


LPF2 LPFz OPz 0OP2 
IN INz。 OUT IN た GND 


加 回 路 が 実現 で きま す 。 
M50195P と 50199P( 写 真 1 ) は , 
エコ ー や サラ ウン ド を 実現 する た 
め に 必要 な 遅延 (ディ レイ ) 回 路 を 
簡単 に 実現 で きる LSI で す 。 A-D 変 
換 回 路 を は じ め , メモ リー を 制御 
する 回 路 を すべ て 内 蔵 し て いま す 。 
メモ リー に は , 低 価格 な ダイ ナミ 
ッ ク RAM を 使い , A-D と D-A 変 換 
に は ADM が 採用 され て いま す 。 
今月 号 と 来 月 号 の 2 回 に わた り , 
この ディ ジタル ディ レイ の 1IC に つ 
い ぃ いて, その 使い 方 を 紹介 する こと 
に し まし た 。 今 月 は 。 この デバ イ 
ス の 内 容 と , その 動作 に つい て 解 


た ーー ニー ニー ツーン … ト 


ADM 復 調 器 


LPFi LPFi 0OPi 
IN OUT OUT 


説 を 行い ます 。 そし て , 来 月 号 で 
は この LSI を 使っ た カラ オケ 用 の 
マイ クミ キシ ング アダ プ タ の 製作 
を 革 定 も てい ます 。 


M51095P と M51099P 8 


図 1, 2 が , 今 回 紹介 する ディ ジ 
タル ディ レイ 用 LSI の M50195P と 
M50199P の ブロ ッ ク ダ イア グラ ム 
で す 。 ど ちら も 基本 的 に は 同じ 回 
路 で す が , M50195P の ほう が 長い 
遅延 時 間 が 得 ら れる よう に 設計 さ 
和 れれ て あす 。 

パッ ケー ジ は , 1.76mm の 端子 間 
隔 の シュ リン ク と 呼ば れる も の で 


OPi 0SC 0SC 
IN REF IN OUT LONG MIDD CDI 


す 。 従 来 の デュ アル イン ライ ン パ 
ッ ケ ー ジ より も 古 有 面積 が 小さ い 
の で , 最近 の LSI に 好 ん で 使わ れ 
て いま す 。 図 3 に , 外形 寸法 を 示 
2 、 

連なっ の も 6 おす に は 2、5 ミ タロ シ 
ルー ル の C-MOS プロ セス を 使っ 
た ディ ジタル ・ ア ナ ロ グ 混在 の 技 
術 が 使わ れ て いま す 。 そ し て , 音 
声 信 号 を ディ ジタル に 変換 する 方 
法 に は , 1 ビッ ト の ADM が 採用 さ 
れ て いま す 。 こ の 方 式 は , 比較 的 
簡単 な 回 路 で す が , ダイ ナミ ッ ク 


レン ジ の 広い A-D, D-A 変 換 が 可 
能 で す 。 

表 1 一 3 に , M50199P と M50199P 
の 絶対 最大 定格 , 推奨 使用 条件 , 
電気 的 特性 を 示し ます 。 電源 電圧 
は 5V, 無 信号 時 の 消費 電流 は 15mA 
と な っ て いま す 。M50195P で は , 
遅延 時 間 を 98, 148, 197mS の 3 種 
類 に 切り 替え る こと が で まき, M501 
99P で は 同様 に 12.3, 13.4, 24.6mS 
の いずれ か を 選択 で きる よう に な 
っ て いま す 。 


な ん と いっ て も , この LSI の 特 


M50195P, M50199P 共 通 (指定 な き 場 合 は 25C ) 


項 目 


電源 電圧 


【 表 1 】 


回 路 電 流 


無 信号 時 


M50195P, M50199P 


内 部 消費 電力 


動作 周 開 温 度 | 


で 20 こ sh76 


1100 | の 絶対 最大 定格 


保存 温度 


デー40 た キ 25 


M50195P M50199P 


電源 電圧 


4 一 5.5 4 一 5.5 


クロ ッ ク 周 流 数 


4.2( 最大 ) 4.0( 最大 ) 


1 入力 電圧 


上 ” 入力 電圧 


MD1, RES, CDI 


0 一 0.2 の お 0-0.1 Vc 


DRAM イ ンタ フェ ー ス 


10( 最大 ) | 10( 最 大 ) 


【 表 2 】M50195P, M50199P の 推奨 動作 条件 


LPFz LPFz LPF> OPz 0P2 
愉 。 OUTz OUT」 IN NC OUT 


IN た GND IN 


EPR 視 EDOPi 。・6P1 0SC 
(MT 本 IN REF MLJN 


徴 は ダイ ナミ ッ ク レ ンジ の 広 さ で 
す 。 基 本 応用 回 路 で の 雑音 出力 電 
圧 が 90dBV 前 後 ( 約 32/V) と 小さ 
く , 最適 信号 レベ ル を 100mV と す 
る と, 70dB 程 度 の S/N が 確保 で 
きま す 。 ま た , 全高 調 流 ひ ずみ も 
0.4 多 と, 従来 使わ れ て きた BBD 
に よる 遅延 回 路 に 比べ て すぐ れ て 
いま す 。 

ADM に つい て は , あと で 詳し く 
説明 し ます が , この LSI で は 基本 
クロ ッ ク 周 波数 が 4MHz で , サン プ 
リン グ 周 波数 は , それ を 8 分 周 し 
た 500kHz と , 16 分 周 し た 250kHz を 
所 要 遅 延 時 間 に 応 じ て 使 いわ け て 
いま す 。 

シャ ノン の サン プリ ング 定理 に 
よる と , サン ブリ ング 周波 数 は , 
所 妥 常 域 の 2 倍 以 上 に し て お け ば 
よい の で す が , この よう に より 高 
い 周 波数 に する こと に より , ひ ず 
み 率 を 小さ く で き , 雑音 も 少な く 
で きる の で す 。 

メモ リー の 容量 は , 65 キ ロビ ッ 
ト (65,536) で す 。 サ ンプ ブリング 周 
波数 が 500kHz の 場合 は 最長 131mS, 
250kHz で は その 倍 の , 262mS ま で 


0SC 
OUT LONG MIDD CDI 


| 【 図 2 】 
M50199P プ ロック 
ダイ アグ ラム 


エレ クト ムロ ニー ニ グ スラ イブ 


の 遅延 が 可能 に な り ま す 。 

これ ら の LSI に は , 4 個 の オペ 
アン プ が 内 蔵 さ きれ て いま す 。 入出 
カカ の アク ティ ブフ ィ ル タ と ADM の 


① ⑲ 


3 


OO 


変調 ・ 復 調 の た めで す 。 こ の オペ 
アン プ の 1 つ を , 利得 が 20dB の 反 
転 増幅 只 に し た と き の 周 波数 レス 
ポン ス を 測定 し て み ま し た 。 図 4 
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【 図 4 】 内 蔵 の オペ アン プ の 周波 数 レス ポン ス 


(指定 な き 場 合 は V。。 王 5V, 


項 


が その 結果 で す が , 4558 タ イプ な 
どの 汎用 オペ アン プ と 同等 の 性 能 
が 得 ら れ て いま す 。 

ディ ジタル 回 路 部 分 の ほとん ど 
は , メモリー の アド レス を 生成 す 
る 回 路 で す 。 こ の LSI と 組み 合わ 
せ て 使用 する IC は , ダイ ナミ ッ ク 
RAM で , 書き 込み アドレス と 選 延 
時 間 分 の オフ セッ ト を 持つ 読み 出 
し アド レス を 交 己 に 時 分 割 し て , 
出力 し て いま す 。 ま た , ADM に 必 
要 な 予測 信号 を 発生 する 回 路 も あ 
沙 水 


1 ビッ ト の A-D 変 換 回 路上 


この ディ ジタル ディ レイ に 限ら ず , 
音声 の ディ ジタル 処理 が 盛ん に な 
っ て き で いる よう で ず す 。 こら 宙 中 
要 な の が , 効率 よく アナ ログ を デ 
ィ ジ タル に 変換 する A-D 変 換 と , 


< 写真 1> M50195P と M50199P の 外観 


/ テ 1kHz, ー100mV, 玉 , 10kQ。 25 や で ) 


M50195P M50199P 


回 路 電流 


入出 力 間 利 得 (SHORT) 
( MIDD, LONG) 


( SHORT) 
( MIDD) 
(LONG) 


最大 出力 電圧 ( SHORT) 
( MIDD, LONG) 


THD= テ 3 


= テ 1V 


77S? 


SHORT 時 


出力 雑音 電圧 (SHORT) 
( MIDD, LONG) 


A 王 50Q 


( 表 3】 遅延 時 間 
M50195P と M50199P 
の 電気 的 特性 (標準 ) 
出力 ひずみ 率 
電源 抑圧 比 
oz. 798 ざ 


へ Vcc= テ 0.1V 


ん ん 


100Hz 


10Z 


> が ログ 入力 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ゴ ーー 


デル タ 変 調 問 


ディ ジタル を アナ ログ に 戻す D-A 
変換 技術 で す 。 

一 般 に アナ ログ 量 を 正確 に ディ 
ジタル 量 に 変換 し よう と する と , 
その 情報 量 は 膨大 に な っ て し まい 
上 MM 誠 ば コンパクト ディス 
ク に 採用 され て いる 方 式 で は , サ 
ンプ ブリ ング 周波 数 が 44.1kHz で , 
16 ビ ッ ト の 量子 化 を 行っ て いる の 
で , その 情報 量 は 705.6 キ ロビ ッ ト 
グ 秒 と な り , 高速 処理 が 必要 に な 
っ て し まい ます 。 も ちろ ん , 記録 
する 場合 に も 大 容量 の メモ リー を 
必要 と し ます 。 

で きる だ け , この 情報 量 を 小さ 
く し て , 効率 よく 情報 処理 を 行 お 
うと し た の が この ADM で , 量子 化 
も 1 ピッ ト と これ 以上 小さ く で き 
な い 限 界 値 に な っ て いま す 。 基 本 
的 に は , デル タ 変 調 (DM) を 改良 
し た も の で す 。 こ の 特徴 は , 回 路 
規模 が 小さ く , IC 化 し や すい 点 に 
門 り ます 。 


へ 
積分 器 出 カ 
ディ ジタル 出力 


【 図 6 】 デルタ 変調 回 路 の 動作 
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CK: サ ンプ リン グ ク ロッ ク 
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[ 
( 積分 回 路 

デル タ 復 調 器 

ADM を 理解 する た め に , まず は 
デル タ 変 調 に つい て 説明 する こと 
に も し ます 。 


デル タ 変 調 (DM) 


5 が デル タ 変 調 の 原理 回 路 で 


- す 。 変 調 器 に 必要 な の は , コン パ 


レー が リグ リッ ダダ フロップ 
ペア ンプ に よる 積分 回 路 , そし て 
正負 の 基準 電源 と 切り 替え スイ ッ 
チ と , と て も 簡単 な 回 路 で す 。 
コン パレ ー タ は 入力 信号 と 積分 
回 踏 の 出力 と を 比較 し , 入力 信号 
の 電圧 が 高い 場合 は ^ 1 逆 に 低 
い 場 合 は 0” を 出力 し ます 。 こ の 
出力 を D フ リッ プ フ ロ ッ プ で サン 
プリ ング 周波 数 で 決ま る 一 定時 間 
保持 し . この 出力 で 積分 回 路 の 入 
力 を 正 , また は 負 に 切り 替え る 構 
成 に な っ て いま す 。 
すなわち , この 回 路 は 積分 回 路 
の 出力 を 入力 信号 に 追従 させ る 動 


を es 
| 
| 
! 
【 図 5】 
填 Vref デル タ 変 調 (DM) 
邊 ' の 原理 
ーVref 」 
| 
| 


作 に な り , D フ リッ プ フ ロ ッ プ の 
出力 が 入力 の 変化 方 向 を 示し て い 
る こと が わか り ま す 。 . 図 6 に , こ 
の 回 路 の 動作 を 示し ます が , 積分 
回 路 の 電圧 の 変化 は , 基準 電圧 と 
積分 回 路 の 定数 で 決ま る 一 定 の 傾 
対 に な っ て いま す 。 こ の 傾斜 と サン 
プリ ング 周期 で 決ま る 電圧 が DM の 
量子 化 幅 に な り , これ 以下 の 電圧 
の 変化 を 情報 量 と し て 扱う こと は 
で きま せん 。 

デル タ 変 調 の 復調 に は , 変調 回 
路 に 使わ れ て いる の と まっ た く 同 
じ 積 分 回 路 が 必要 に な り ま す 。 情 
報 と し て 伝達 され る の が 入力 の 変 
化 方 向 だ け な の で , その 1 サン プ 
リン グ 期 間 の 変化 量 , すなわち 量 
子 化 幅 が 等 し く な いと , 元 の 信号 
を 復元 する こと が で き な い か ら で 
す 。 だ た だ し 。 音声 信号 の よう に , 
特に 絶対 値 を 必要 と し な い 場 合 な 
ら 変 換 利得 と し て , その 違い を 処 


ディ ジタル 出力 


【 図 7】 スロ ー プ オー バー ロー ド ひ ずみ の 発生 


エレ ン レグ クト ロニ クス ラプ フ 


積分 器 出力 
へ 、 へ 、 へ 。 へ 、 レス 、 の 、 し へ 、 し の へ ーーー 
の に コ マ に に 2 マ \ マ に 2 マ マ に 
ディ ジタル 出力 
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【 図 8 】 グラ ニュ ラー ひずみ (雑音 ) の 発生 
理 す る こと も 可能 で す 。 

き て 、 こ こま で 説明 する と , こ 
の デル タ 変 調 の 問題 に 気付 か れ た 
方 も 多い と 思い ます 。 第 1 の 問題 
は , ディ ジタル 化 さ れ た 信号 に 絶 
対 値 が 含ま れ て いな いこ と で す 。 
変調 側 の 積分 回 路 と 復調 側 の 積分 
回 路 の 出力 電圧 に 違い が あっ て も , 
その 違い を 修正 する 手段 が な ない の 
全 す 。 

この 問題 を 完全 に 解決 する 方 法 
は あり ませ ん が , 積分 回 路 の 出力 


ディ ジタル 出力 


適応 制御 
メッ ジグ 


【 図 9】 適 応 型 デル タ 変 調 (ADM) の 原理 


電圧 範囲 が 有限 な の で , 復調 側 の 
積分 回 路 の 出力 が 飽和 電圧 に 達 す 
る こと を 繰り 返せ ば , 自動 的 に 入 
力 信号 の 電圧 に 近い 出力 電圧 に な 
る 可能 性 が 期待 で きま す 。 こ れ は , 
電源 投入 直後 や 入力 の 振幅 が 大 き 
く な っ た と き に , 一 時 的 に 出力 が 
クリ ッ プ し て , 入力 と は 異な る 波 
形 が 復調 出力 に 現れ る 可能 性 が あ 
る こと を 意味 し ます 。 

次 の 問題 は , 入力 信号 が 急激 に 


シャ ノン の サン プリ ング 定理 | 


これ は , シャ ノン (C.E.Shann- 
on) 氏 が |949 年 に 発表 し た も の で , 
名 前 を 省略 し て 単に 標本 化 定理 と 
も 呼ば れ て いま す 。 

『 も し も , 7( ひ な る 関数 に W ヘ ル 
ツ 以 上 の 周波 数 成分 が 含ま れ て い 
な いな ら , それ は その 関数 の 連続 
し た |/2W 秒 の 間隔 の 点 の 値 か ら 完 
全 に 決定 され る 。』 

と いう の が , その 原文 の 訳 で す 。 
W ヘ ルツ 以上 の 周波 数 成分 を 含ま 
な い 信 号 の 1/2W 秒 間隔 の 値 が わか 
っ て いる な ら , 元 の 信号 を 復元 で 
きる と 言い 直す と , わか りや すい 
か と 思い ます 。 

すなわち , サン プリ ング 間隔 を 
7 秒 と し た ら , 伝送 可能 な 周波 数 
の 上 限 は 1/27 ヘ ルツ と な り , 逆 に 
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伝送 周波 数 の 上 限 を W ヘ ルツ と す 
る な ら , サン プリ ング 間隔 は , 1/2 
W 秒 以 下 に し な く て は な り ま せん 。 
これ か ら 7 ミ |/2W の 条件 が 得 ら れ 
ます 。 こ の 7 を ナイ キス ト 間 隔 と 
呼び ます 。 

A-D 変換 で は , アナ ログ 信号 に 
含ま れ て いる 情報 を 正確 に ディ ジ 
タイ ズ す る た め に , この 定理 に 基 
づい て サン プリ ング 間隔 を 決定 し 
て いま す 。 た だ し , 注意 し な く て 
は な ら な い の は , サン プリ ング 間 
隔 か ら 伝 送 可 能 な 周波 数 帯域 が 決 
まり ます が , サン プリ ング その も 
の に は , 帯域 を 制限 する 機能 が な 
いこ 者 O ま 。 

も し も , 1/27 以 上 の 周波 数 が 入 
力 さ れる と , その 信号 が 低い 周波 


変化 し た 場合 で す 。 こ の 様子 を 図 
7 に 示し ます が , 積分 回 路 の 定数 
と 基準 電圧 で 決ま る 電圧 の 傾斜 以 


上 の 入力 電圧 の 変化 に は , 絶対 に 


追従 で きま せん 。 こ れ が 原因 で 
発生 する ひずみ を , "スロ ー プ オ 
ー バ パー ロード ひずみ "と 呼び ます 。 

この ひずみ を 小さ くす る た め に 
は , 量子 化 幅 を 大 きく する 以外 に 
あり ませ ん が , この 幅 を 大 きく す 
る と , それ だ け 粗 い 量子 化し か で 


数 に 変換 され て , 出力 に 現れ る 折 
り 返 し ひずみ が 発生 し て し まい ま 
す 。A-D 変 換 の 入力 に ロー パス フィ 
ル タ を 挿入 する の は , この 折り 返 
し ひずみ を 軽減 する た めで す 。 「 
特定 の 周波 数 以上 を 完全 に 遮断 
する フィ ル タ は , 実現 不可 能 な の 
で , 上 限 周波 数 の 3 倍 以上 の サン 
プリ ング 周波 数 が 使わ れ て いま す 。 
例え ば , コン パク トディ スク で は , 
サン プリ ング 周波 数 に 44.IkHz が 
採用 され , 約 15kHz ま で の 信号 を 正 
確 に 再現 で きる よう に し て いま す 。 
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入力 波形 ょ 。 


き な く な り , 次 に 説明 する グラ ニ 
ュ ラ ー ひ ずみ (雑音 ) を 増加 させ て 
し まう 問題 が 発生 し ます 。 

図 8 が 無 信号 時 の 変調 出力 で す 。 
この デル タ 変 調 出力 は , 入力 の 増 
加 と 減少 を 表す 情報 し か な いた め 


ハッ レン ADM の 場合 (量子 化 幅 =0,5,1,2,3) 


【 図 10】 
ADM の 例 


に , この よう な 状態 で は 変 互 に 増 
加減 少 を 繰り 返し ます 。 こ の 雑音 
は , 量子 化 幅 を 小さ くし て 少な く 
する こと が で きま す が , 前 述 の ス 
ロー プ オ ー バ ー ロ ー ド ひずみ を 少 
な くす る の と 相反 する こと に な り 


< 情 真 2 > 
評価 用 基板 


コン パレ ー タ 


ま 全 。 

この よう な 間 題 を 解決 する た め 
に 考え られ た の が , ADM (適応 デ 
ル タ 変 調 ) で す 。 


適応 デル タ 変 調 (ADM) 1 


デル タ 変 調 で は , 常に 一 定 の 電 
圧 の 基準 電圧 を 使用 し て いま し た 
が , この ADM で は D フ リッ プ フ ロ 
ッ プ の 出力 の 状態 で , この 基準 電 
圧 を 増減 させ て スロ ー プ オー バー 
ロー ド ひ ずみ と , グラ ニュ ラー 雑音 
の 両方 を 小さ くす る 方 式 で す 。 

図 9 が , デル タ 変 調 の 回 路 に 適 
応 制 御 ロ ジッ ク を 付加 し た ADM 変 
調 只 の 原理 図 で す 。 適 応 制 御 ロ ジ 
クダ ば タブ トレ ジス 直人 居 ぶ 。 
1 サン プル 期間 前 の D フ リッ プ フ 
ロッ プ の 状 台 と , 今回 の 状態 が 同 
じ 場 合 は 基準 電圧 を 大 きく し, 異 
な る 場合 に は 減少 させ る 動作 を 行 
いま す 。 

この 基準 電圧 の 範囲 は , 必要 な 
量子 化 幅 か ら 上 限 と 下限 と を 決め 
て , この 範囲 で 変化 させ る よう に 
な っ て いま す 。 図 10 は この 例 で , 
量子 化 幅 を 0.5, 1 , 2. 3 の 4 段階 


土 5V 470 


M5233L ま た は 相当 品 L 


M5K4164ANP ま た は 相当 品 


(393 タ イプ ) 2 タ LoNe 
り ウン 
5 9 


1/ コ 33k 
出力 o 3 こ 入力 o 470 
1800 
47k ③ MIDD 
.0068  .47 / ン 
0 トッ) 
100/ ん 3 時 
-| 。B6L 85| ML 8 2 還 O 図 岡 図 較 岡 図 岡 較 岡 岡 帆 
M51095P( 三 菱 ) 4 SHORT 
8 ジン / 
中 包 国 国 国 国 較 岡 国 較 較 較 回 図 固 較 図 固 
(⑭ 
2 放 刻 ⑭ 防 047 22k ト 


1 


10 


【 図 11】 M50195P の 応用 回 路 


⑤ スチ ロー ルコ ン デ ン サ 
⑭ マイ ラコ ン デ ン サ 


エレ クム ロニ クス ラプ フ 


に 変化 させ る ADM と , 1 の 固定 (D 
M) と の 結果 を 比較 し た も の で す 。 
ディ ジタル 出力 が 11, また は 00 と 
同じ 状態 が 続い た 場合 に 量子 化 幅 
を 大 きく し , 01 ま た は 10 と 変化 し 
た 場合 に , 量子 化 幅 を 小さ くし て 
いま す 。 

図 か ら わ か る よう に , ADM の ほ 
う が 入 力 波形 に 近い 出力 が 得 ら れ 
て いま す 。 ADM に は , ここ に 紹介 
し た 方 式 以外 に も , 上 限 と 下限 の 


範囲 で アナ ログ 的 に 変化 させ た り , 


価 用 の 基板 の 外観 で す 。 

図 18 が , デ ィ ジ タル ディ レイ の 基 
本 構成 で す 。 入 力 の ロー パス フィ 
ル タ で 不要 な 高 域 成 分 を 除去 し , 
この 出力 を ADM 変 調 し て メモ リー 
こ 書 き 込 み ま す 。 制 御 ロ ジッ ク は , 
予測 制御 信号 を 発生 する と 同時 に , 
メモ リー に 書き 込む 信号 を 発生 し 
ます 。 そ し て , 所 定 の 遅延 時 間 に 
相当 する メモ リー アド レス を 発生 
し て , その 出力 を ADM 復 調 し , 高 
い 周 波数 成分 を ロー パス フィ ル タ 


0dBV(1V) と , 一 10dBV (316mV) 
と し た 場合 の 差 も 示し て いま す 。 


また , 回 路 図 で 31 番 端子 と 32 番 端 
子 の 間 に は , 0.47/F が 指定 され て 
人 この 容量 を 3.3zF と し 
で 場合 の 特性 も 示し て いま す 。 
守ら > 
フィ ル タ の 特性 で 決ま る は ず で す 
が , 出力 電圧 が 大 きい ほう が 悪く 
な っ て いま す 。 こ れ は , 入力 電 用 
の 変化 に 追従 で き な く な っ て いる 
た めで ,。 スロ ー プ オー バー ロー ド 


ひずみ を 発生 し て いる か ら で す 。 
図 15 は , 1kHz と 4kHz で の 入出 力 
特性 を 測定 し た も の で す 。 4kHz で 


過去 3 量子 化 期間 の 状態 で 量子 化 で 除去 し , 遅延 し た 音声 出力 を 得 
幅 を 変化 させ る よう に する な ど , ます 。 


いろ いろ な 方 式 が 使わ れ て いま す 。 図 14 が , M50195P に よる ディ ジ 


この よう に , ADM は 量子 化 幅 を 。 タル ディ レイ 回 路 の 総合 周波 数 レ は , 出力 電圧 が 一 10dBV 付 近 か ら 
| 入力 信号 の 変化 に 適応 きせ る こと スポ ンス で す 。1kHz の 出力 レベ ル が 飽和 状態 に な っ て いる の が わか り 
で , ひずみ の 増加 を 最小 限 に お さ の 47gNE 


コン ノ パパ レー 


えて いま す 。 加 えて, M50195P や 
1 50199P の よう に , サン プリ ング 周 


波数 を 高く する こと で , その 効果  【[ 図 12】 
の 改善 が 可能 に な り ま す 。 M50199P の 場合 
この ADM に よる A-D 変 換 , D-A の 相 異 部 分 


変換 を 利用 し た LSI が いく つか あ 
り ま す 。 本誌 11 月 号 や や 12 月 号 の 特 
[ 集 で も 紹介 され て いま す が , 同じ 0 
ADM で も その 適応 方 法 や サン プル 
周波 数 が 異な る た め に 也 換 性 は あ 


「 り ま せん 。 
応用 と 特性 | 


[ 図 11 が , メー カー が 推奨 する M 
50195P の 応用 回 路 で す 。 M50195P 


⑤ スチ ロー ルコ ン デ ン サ 
⑩ マイ ラ コン デン サザ 


万 の 


| 英 4 ッ ツ 2 RAM 
予測 制御 


_ 1 


4 
と 50199P で は 得 られ る 遅延 時 間 と 5 HH 5 
e ( 
| SM レー 0 レト | 133 ルル | ニー キー モニ ュー トト トロ 
と lnrYNGM 人 TH 
0 4 ーー 
[ 、 ME ee の 量 
分 を 示し ます 。 他 の 部 分 は , 50195 8 
と 同じ で す 。 コ ッッ パレ ー タ と ダイ _10 抽 
ナミ ッ ク RAM, そし て いく つか の 10 8 100 SA 2 4 6 810k 
抵抗 と コン デン サ が 必要 で す 。 写 ei 
真 2 が 三菱 電機 か ら 提 供 さ れ た 評 和 和 ci 


gz. 7988 】】』 


【 図 15】 
入出 力 特性 


4 
2 
0 
Cr ジ 
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ポ ~4 
4 
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【 図 16】 周 波数 レス ポン ス 
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【 図 17】 ADM 変 調 , 復調 部 分 の 周波 数 レス ポン ス 


ます 。 これ は , 出力 が クリ ッ グ し 
9 る の で ば な く . スロ デア プ オ ー 
バー ロー ド ひ ずみ が 発生 し て 波形 
が 三角 波 に 近く な り , 出力 電圧 が 
制限 され て いる ため で す (《 写 真 3 )。 


これ か ら 考 える と , この 回 路 の 
最適 な 出力 電圧 は , 一 20dBV 付 近 
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と な り ま す 。 前 に も 述べ まし た が , 
この 回 路 の 無 信 号 時 の 雑音 出力 電 
圧 は , 一 90dBV な の で , S/N が 70 
dB 得 ら れる こと に な り ま す 。 
参考 まで に , 入力 の ロー パス フ 
ィ ル タ の 周波 数 レス ポン ス を 図 16 
に 示 ゼ ます 。 


写真 3> 出力 波形 

図 17 に , 応用 回 路 の 入出 力 ロ 
ー パ ス フ ィ ル タ を 取り 除い た 場合 
の 周波 数 レス ポン ス を 示し ます 。 
信号 を コン パレ ー タ の マイ ナス 側 
に 直接 入力 し , 出力 は ADM 復 調 器 
の 出力 (31 番 端子 ) で 測定 し た も の 
で す 。 出力 電圧 を 一 10dBV, 一 20 
dBV, そし て -30dBV の 場合 を 比 
較 し て いま す 。 

この 測定 結果 か ら 判 断 す る と , 
入力 と 出力 の フィ ル タ を 適当 に 選 
ぶ こ と で , この ディ レイ 回 路 で 10 
kHz まで の 信号 を 扱う こと が で きる 
と 思わ れ ま す 。 


最初 に 述べ た よう に , 来 月 号 で 
は この M50195P を 使い 。 マ イク ミ 
キシ ング ダ を 作っ て みる こと に し ま 
す 。 カ ラオ ケ の レー ザー ディ スク 
と 一 緒 に 歌っ て 見 る の は いか が で 
し ょ うか 。 な お , 本 記事 の 執筆 の 
だ た め に , 評価 用 ボー ド お よび サン 
プル を 提供 し て くだ きい まし た 三 
凌 電機 株 式 会 社 , お よび 凌 電 商事 
株 式 会 社 の 各位 に 誌面 を か り て 御 
礼 申 し 上 げ ま す 。 
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エ テ レ クム ロニ クス ライ プ フ ブフ 


ミニ BBS 機 能 を 搭載 し た 
バ パケット 通信 用 TNC 


エス クエ ラ PX-88z 


信 月 は , 新しい モー ド と し て 定 
着 し つつ ある パケ ッ ト 通 信用 の コ 
本 ローブ (TNC エス タ ェ エラ 
(Tel.045-983-8624) の PX-88z ( 定 
価 \52.000, 以下 PX, 写真 1 2) 
を 紹介 し ます 。 

パケ ッ ト 通 信 は , 数 ヵ月 前 の 本 
誌 で も 紹介 きれ て いる よう に , ア 
マチ ュ ア 無線 に よる 無線 の デー タ 
通信 の 一 種 で す 。 こ の 分 野 の 応用 
は , これ か ら ど ん どん 開発 され て 
いく と 思い ます 。 

ッ パケット 通信 (RBBS) は 今 ま で 
の RTTY の よう に , 直接 1 対 1 で 
文字 通信 を する こと も で きま す 。 
この 場合 , 念 ま で の RTTY( テ レッ 
クス ) で は , QRM( 混 信 ) や QRN( ノ 
イズ ) の 影響 で 文字 化け が 発生 し た 
り , 文章 中 の 誤字 脱字 は 人 間 が 判 
断 す る 必要 が あり まし た 。 と ころ 
が パケ ッ ト 通 信 で は , 通信 中 の 転 
送 エ ラー の 発見 や 。 その 場合 の 再 


“ 


《 写 真 1 > PX-88z・ 


og7. 798 ざ ぐ 


トラ ン シ ー バ ・ コ ンピュータ 


送 要求 な ど は 全て TNC が 自動 的 に 
行っ て くれ ます の で , 信頼 性 の 高 
い 通信 を 実現 で きま す 。 


セッ ティ ング 


バケット 通信 を 行う に は , 今 ま 
で の 通信 設備 に 加え て , TNC と マ 
イコ ン , それ に ター ミナ ルプ ログ 
ラム が 必要 で す 。 

リグ は 430MHz の FM が 一 般 的 で 
す 。 リグ の マイ ク と スピ ー カ , PTT 
を PX に 接続 する 必要 が ある の で , 
リグ を フォ ー ン と 共用 する 場合 は 
切り 替え 益 を 自作 し た ほう が いい 
と 思い ます ( 図 1 に 示す よう に , 2 
回 路 3 接 点 の スイ ッ チ を 使い , PX 
と 通常 の マイ ク プ スピ ー カ を 同時 
に 切り 替え ます )。 

マイ コン は , RS-232C 回 線 を 持 
っ て いる も の が 必要 で す 。 232C の 
ボー レー ト は , PX の 場合 75 一 9600 

ボー まで サポ ー ト し て いま す が , 


lr 
可 rr 


で きれ ば 1200 ボ ー 以 上 の ボー レー 
ト の も の を 用 意 し て くだ さい 。 

ざす の 二 ゲ ジフ ト 人 は 、 
の BASIC の 持っ て いる TERM 文 で 
も 使え ます が , あと あと プロ グラ 
ム や デー タ の 交換 を する つも りな 
ら , 市 販 さ れ て いる 電話 を 使っ た 
パパ ソコ ン 通 信用 の ソフ ト が 便利 で 
す 。 

さて , 以上 の ハー ド の 準備 が で 
きた ら , まず PX の ボー レー ト の 設 


2 人 


定 を し ます 。PX の ボー レー ト は 。 
あら か じ め 1200 ボ ー に 合わ せ て あ 


る の で , 1200 で 運用 する 予定 な ら 
上場 出 条 の まま で OK で す 。 

し か し , せ っ か く PX 自 体 が 9600 
まで サポ ボー ト し て いま すし , PX の 
いろ いろ な 拡張 され た 機能 を 使う 
に は か な り の 量 の デー タ の 転送 が 
必要 な 場合 が ある の で , 私 は 9600 
に ゼット に て あり ます 。 た だ さき 
で , 設定 する ボー レー ト は あく ま 
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〈 写 真 2> PX-88z の 内 部 


773 


マイ ク 


PC グ の マイ ク へ 
1 
1 


計 コ 


が 


パリ ティ 


リグ の 
PTT 端 子 へ 


リグ の スピ ー カ へ 
る [【 較 1 
切り 替え 徐 


PX の マイ ク 出 力 へ PX の PTT 出 力 PX の スピ ー カ 入力 へ 


k 放 ※※ PAXNET Terminal] Node Contro] ler ※※※※ 


AX.25 V2 support system 


PAXNET Z ROM 1987 AUG. 20 
SYSTEM Ver 1. 909-1.209 
Mail-box system Ver 1.20 


A]] rights reserved 
し _ Memory size is 64KB 


で PX 一 パソ コン 間 の 通信 速度 で , 
PX か ら リ グ に 送ら れる 信号 は 自動 
的 に , 現在 一 般 的 に 行わ れ て いる 
1200(HF の 場合 300) ボー に 変換 さ 
まず 。 

次 に , PX と リグ を 接続 し ます 。 
マイ ク ・ ス ピー カ ・PTIT は 。, 倒 1 
の 回 路 を 参考 に , 切り 替え 器 を 通 
し て PX に 接続 し ます 。 直 接 つ な い 
で も 運用 は で きま す が , 慣れ な い 
うち は 特に フォ ー ン と の 切り 替え 
を 頻繁 に 行う の で , 最初 か ら 用 意 
し た ほう が いい と 思い ます 。 

最後 に 電源 で す が ,12V・1 A 以上 
の も の か が 必要 で す 。 リ グ の 電源 が 


少し 大 きめ で あれ ば 共用 で きま す 。 


た だ PX の 発熱 が 多い の で (特に , 
向かっ て 右手 前 の 三 端子 レギ ュ レ 
ー タ の 付近 ), 置き場 所 を 工夫 し て 
くだ さい 。 リ グ 下 電源 の 上 な ど , 
も と も と 熱い 所 は 避け た ほう が 和 無 
難 で す ( い っ た ん 熱 野 走 す る と, 電 
源 を OFF に し て 冷え る まで 再起 動 
で き な い )。 

本 機 特徴 の 1 つ で ある BBS 機 能 
(後述 ) を 使い 始め る と , リ グ と PX 
2 入れ っ ぱな し に す 

能 性 が 高い わけ で すし , も う 
2 
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【 図 2】 
起動 メッ セー ジ 


し いも の で す 。 

ハー ド の 接続 が 終わ っ た ら , 次 
に PX の 初期 設定 を する 必要 が あり 
ます 。 RS-232C と ケー ブル で パソ コ 
ン と PX の 接続 が 終了 したら, パソ 


ュ コン 側 で 通信 ソフ ト を 起動 し ます 。 


ソフ ト の マニ ュ ア ル を 見 な が ら , 
先ほど セッ ト し た ボー レー ト に 合 
わせ ます ( 他 の 設定 は , 表 1 を 参考 
に し 朋 て だ さめ)。 
ボー レー ト の 設定 が 終わ っ た ら , 
PX の 電源 を 入れ ます 。 する と 図 2 
の よう な 起動 メッ セー ジ が 表示 さ 
れ ま す 。 こ うし て 接続 し た 後 で 初 
期 設 定 を する の で す が , さす が 高 
機能 どけ あっ て 設定 する 項目 も い 
っ ぱい あり ます 。 参考 まで に , 私 
設定 し て いる 内 容 の 主 な も の だ 
ha 
手 で 打つ の は 大 変 な の で , あら か 
じ め フ ァイル に し て お き , 通信 ソフ 
ト の アッ プロ ー ド 機能 で 転送 し て 
まま (た だ だし, この 設 室 は 一 得 ず 
れ ば 内 蔵 の バッ テリ で 電源 を OFF 
に し て も 記憶 し て くれ て いま す )。 
この 中 で も 最低 限 最初 に セッ ト 
する 必要 の ある 情報 は , MYCALL, 
MYALIAS の 2 つ で す 。MYCALL 
は , 自 局 の コー ル サ イ ン を 入れ ま 


4A【 表 1 】PX-88z の 初期 設定 


8BITCONV ON 


AUTOLF ON 
AWLEN 8 
AXDELAY 9 
AXHANG 9 
BAUDRATE OFF 
BTEXT ネ ※※※ HELLO DE JJ1GLP TOKYO 
BUDLIST OFF 
BTIME 90 
BMSG OFF 
CHECK 39 
CMDTIME 1 
CPACTIME OFF 
CR ON 
CTEXT 

CANLIN 18H 
CMSG OFF 
COMMAND 3H 
CONBUZ ON 
CONMODE 2 
CONOK ON 
CONSTAMP ON 
DWwAIT 16 
DAYTIME 87-19-14 99:94.39 


DELETE 8H 
DIGIPEAT ON 


DTEXT マタ オア イシ マシ ョ ウ !! 73/88 DE 
ECHO ON 
ESCAPE OFF 
FLOwW ON 
FRACK 3 
HEADERLN ON 
JPR FF 
LCOK ON 
LFADD OFF 
LFPR ON 
LCALLS 


MALL ON 
MCOM ON 
MFILTER 7H 
MYCALL JJ 1GLP 
MAXFRAME 4 
MYALIAS JJ1GLP 
MCON 

MCOPY OFF 
NEWMODE ON 
NUCR OFF 
NULF OFF 
NULLS 9 
PACLEN 128 
PARITY 9 

PASS 16H 
PACTIME 19 
PTEXT Please enter command >> 


RETRY 19 

REDISP 12H 

RESPTIME 12 

SENDPAC 9DH 

START 11H 

STOP 13H 

STEXT 

< く Wslcome to the PAXNET-MAIL-BOX > 
Now working original system 

STREAMCA OFF 


TXDELAY 39 
TONE OFF 
UNPROTO CQ 
cmd: 
【 表 2 】 設 定 内 容 


で ここ で 入力 じ た を っ コール 徐 オン 
が 自動 的 に パケ ッ ト に 付け られ て 
電波 と し て 出る わけ で すか ら , 正 
確 に 自分 の コー ル を 設定 し ます 。 


た だ , 一 般 的 に ポー タブ ル を 意味 
する '/' が 使え な い (パケ ッ ト の 規 
格 自 体 の 問題 で す ) の で , 例え ば , 


JJ1GLP-2 の よう に "-* を 使っ て 
いあ が 才 い まう で す 。 だ た だ,「2 


エレ クト ロニ クス ライ ブフ 


吾 目 の ・」 と いう よう な 意味 で 使 
っ て いる 局 も 多い の で , 間違え な 
ゅ いで くだ さい 。 

MYALIAS は , 自分 の リグ を 他 
局 が ディ ジ ピ ー タ と し て 使う 際 必 
概 に な り ま す 。 こ の ディ ジ ビ ピー 
と は , その 周波 数 を 聞い て いる 局 
の 通信 設備 を 使い 自分 の メッ セー 
ジ を 遠方 に 届け る 機能 で , 慣習 的 
に 特に ディ ジ ビ ピー ト 局 の 許可 を 得 
な く て も 自由 に その 局 の 協力 で メ 
ッ セ ー ジ を 送れ る (と は 言え , いつ 
も 使わ せ て も ら っ て いる ディ ジ ビ ピ 
ー ト 局 と 空 で 会 うこ と が あっ た ら , 
あり が と う の 一 言 は いい た いも の 
で す が ) 代 わり に , 自 分 の 設備 も 他 
央 に 対し て アシ ィ ジ セード 半 吉 靖 科 
を で きる 状態 に し て お く の が マナ 
ー に な っ て いま す 。 こ れ は お 互い 
様 で す の で , 臣 非 設定 し て くだ さ 
い 。 


使っ て みる 


さて , これ で 通常 の QS0 は 可能 
に な り ま す 。 で は 一 度 。 通信 を 楽 
し ん で み ま し ょ う 。 ま ず cmd : プロ 
ンプ ト に 答え MYCALL と 入力 し 
ます 。 す る と 先 に 登録 し た 自分 の 
CALL が 表示 され る は ず で す 。 こ 
こ に 登録 し た CALL は , PHONE で 
の QS0 の 時 に , 「 こ ちら は JA1* ネ ネ ※ ネ 
で すま 」. と いう よ 交 に 。 ん 4 ほ の w ド 
で は 自 局 の ID を 表明 する た め に 使 
いま す の で , 正確 に 登録 し な けれ 
ぽ ぱな り ま せん 。 そ ぞ それ が で きた らし 
ば らく ワッ チ を し て いる と ,。 いろ 
いろ な 局 が QSO を 楽し ん で いま す 。 
その 中 の 1 局 を 見 つけ て , 例え ば , 
cmd : C JH1YCU 

と する と , YCU 局 と の 接続 作業 (T 
NC が 自動 的 に や っ て くれ ます ) が 
終了 する と , 他 局 の 交信 は 見 えな 
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く なり , YCU 局 と の 通信 どけ に 熱 
中 で きま す 。 あ と は 自由 に 交信 を 
楽し ん で くだ さい 。 た だ PHONE の 
QS0O と 違い , お 互い の 声 に よる ニ 
ュ ア ンス は 伝わり ませ ん の で , そ 
の 点 を 考慮 し て 交信 し て くだ さい 。 
ネ 

次 に , 本 機 の 最大 の 特徴 で ある 
簡易 RBBS 機 能 を 使っ て み ま す 。 
この 簡易 RBBS 機 能 は , PX 上 の R 
AM( 最 大 64k バ イト ) を 使い .、 メ ッ 
セー ジ を 保存 きせ て お き , 必要 に 
応じ し て その メッ セー ジ を 引き 出す 
こき 逢 し ます 。 

この メッ セー ジ の や り 取 り は , 
その PX を 使っ て いる 本 人 (オペ レ 
ー タ ) は 特定 の 第 三 者 ・ そ の PX の 
中 を 見 に きた 局 ( ユ ー ザ ー) と の 間 
で メッ セー ジ の や り 取 り を する こ 
と が で きま す 。 逆 に ユー ザー は , 
オペ レー タ ・ 不 特定 の ユー ザー に 
対す る メッ セー ジ を PX に 書き 込む 
こと が で きま す 。 

こう し て 書き 込ま れ た メッ モー 
ジ は , 相手 が 特定 され て いる 場合 
は , 書い た 本 人 ・ 宛 先 の 局 ・ オ ペ 
レー タ が 読む こと が で きま す 。 こ 
うい っ た RBBS 機 能 を . パソ コン 
を 使っ て 実現 する こと も で きま す 。 
その ほう が , 一 度 に 保存 で きる メ 
ッ セ ー ジ の 量 和 や 機能 の 拡張 が で き 
て 便利 で す 。 

し か し , この PX が RBBS を サポ 
ー ト し て いる お か げ で , 第 1 の メ 
リッ ト は , あな た が 簡単 な RBBS 
を 実現 し た いと 思っ て いた の な ら , 
いち いち ホス ト の プロ グラ ム を 作 
る 必要 が あり ませ ん 。 そ し て 第 2 
の メリ ッ ト と し て , RBBS を 実現 
する (ある い は 動作 きせ て いる 間 ) 
は 示 ホ 天 トロ ンピュータ な じじ. リ 
グ と PX の 電源 きえ 入っ て いれ ば , 


独立 し た 系 と し て RBBS を 運用 で 
まな あま 。 

この メリ ッ ト は , 実際 に 運用 を 
始め る と か な り 重 要 で す 。 例 えば , 
私 の 場合 , パソ コン は 9801 を 使っ 
て いる の で す が , プロ グラ ム を 作 
っ た り , 原稿 を 書い た り と 仕事 に 
使っ て いる の で , これ を 24 時 間 BBS 
の ホス トマ シン と し て 使う わけ に 
は いき ませ ん 。 そ こ で PX を 使え ば , 
9801 上 で の 仕事 が 終わ っ た 時 点 で , 
ター ミナ ル ソ フ ト を 起動 し て メー 
ル ボ ックス の 確認 を すれ ば いい の 
Ax 9 

この RBBS 和 機能 は 思い の ほか 便 
利 で , 使い 始め る 前 は メッ セー ジ 
の 保存 可能 容量 が 64k し か な い の が 
不足 か な と 思っ て いた の で す が , 
RBBS と は いえ , プラ イベ ー ト な 
メッ セー ジ の や り 取 り が 主 で すし , 
1 日 に 1 回 程度 メッ セー ジ ボ ー ド 
の 確認 を し て 読み 終わ っ た メッ セ 
ー ジ を 消し て いけ ば , 十分 実用 に 
な り ま す 。 

今回 使っ た PX は , ROM の バー 
ジョ ン が 1.20 と いう 最新 の も の だ 
っ た の で , 以前 に 比べ て 使い 勝手 
が か な り 向 上 し て いま す 。 ま ず , 
RBBS 機 能 を 使う に は , INTDIR コ 
マン ド で メッ セー ジ ボ ー ド を 全て 
クリ ア し ます 。PX を 購入 し て は じ 
め て 電源 を 入れ た 時 は , ボー ド 内 
に ウン ダ あ な メッ セー ジ が 入っ そそ 
いる の で , それ を クリ ア す る 訳 で 
be 

次 に , 他 局 が PX に コネ クト し た 
時 に , PX が 自動 的 に RBBS に な る 
よう に , CONMODE 2 と し ます 。 
これ で 他 局 が PX に 接続 し た 時 点 で , 
PX は 自動 的 に RBBS の 起動 メッ セ 
ー ジ と その 局 に 対す る メッ セー ジ 
の 有無 を 送信 し た 後 , BBS の コマ 
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ンド 待ち に な り ま す 。 

オペ レー タ は FSAVE 
コマ ンド で メッ セー ジ そ を 
保存 する こと が で き , DI 
R コ マン ド で メッ セー デー ジ 
の タイ トル を 見 る こと が 
で きま す ( メ ッ セ ー ジ の タ 
イト ル は , 1.20 か ら は 20 
文字 使え を る よう に な り ま 
し た )。 で は 一 度 , FSAVE 
で メッ セー ジ を 書い て み 
に 

FSAVE[ 相 手 の コ ー ル 〕 
と し ます 。 も し 相手 の コ 
ー ル を 省略 する と , PX に 
コネ クト し た 全て の 局 に 
対す る メッ セー ジ に な り 
ます 。 ま ず タ イト ル を 入 
れ た 後 , メッ セー ジ 本 体 
を 入力 し ます 。 メ ッ セ ー 
ジ は RAM の 容量 の 許す 限 
時 だ ん 2 才 大 ご を 
が で きま す 。 

入力 が 終了 し た 後 く Ctr 
-C> と する と , 書き 込み 
も ます ター ミナ 
ル ソ フ ト で 直接 書く こと 
も で きま す が , 他 の エ デ 
ィ タ を 使い あら か じ め 書 
いて お いて , 通信 ソフ ト 
の アッ プロ ー ド 機能 を 使 
っ た ほう が あと あと 修正 
も で き て 便利 だ と 思い ま 
する 


JQ1 1IUD>JJ 1GLP 
< く C> 
率 ※※ CONNECTED to JQ1IUD [ 87-109-14 
く Welcome to the PAXNET MAIL-BOX > 
Now working original system 
JQ1IUD de JJ1GLP On PAXNET MAIL-BOX 1.29 
LOGIN TIME:19-14-1987 99:97.91 398 BLOCKS(128BYTES) FREE 
you have no mail 


99:96.58 ] 


<PAXNET>ーー-ー[ (R) ead,(W)rite,(K) i11,(F)ile,(L)og 〕 
[ (D) isc, (H)elp,(I)nfo, 〈S)ysop, 〈P) ax ] 
Please enter command:FA 


接続 メッ セー ジ 


ID FROM TO TITLE YY-MM-DD SIZE R 
2 JJ1GLP ALL シ ~ コシ ョ ウ カ イ CKANTJ 1 ) 87-19-99 9 > ボー ド の タイ トル 
3 JJ1GLP ALL BELL コ マン ト ~ テ ~ ス 。 87-19-99 41 
く PAXNET>ーー--[ K〈R) ead, (W)rite, (K) i11, (F) ile,〈L)og ] 
[ (D) isc, (H)elp, (ID)nfo, (S)ysop,(P)ax ] 
Please enter 3 I Y ーー バン コト 
マシ テ 。 DE JJ1GLP テ イン フォ メ ンー 
QRA : ヒラ ク ショ シー (2894) ジェ イキ 機能 
QTH : トウ キョ ウト セタ カ ~ ヤ ク 
RIG : PC-9891 Vm2 + PAX-88 + TW-4999 + 8mH 12 タ ~ ン コー リニア 
ホホ ~ 24 シ "カン コノ FREQ テ ~ キイ テイ マス 。 コン コ ~ トモ ヨロ シク 。 
< く PAXNET>ーーー[ CR) ead,(W)rite, CK) i11,(F)ile,〈L)og 1] 
[ (DD) jsc,。(H)elp,(L)nfo,(〈S)ysop,(P)ax ] 
Please enter command:R2 
ID FROM TO TITLE YY-MM-DD 細 寺 
2 JJ1GLP ALL シ ~ コシ ョ ウ カ イ (KANTJ 1 ) 87-19-99 
し コネ クト あり が と う ご ざ いま す 。 で は まず 自己 引 介 か ら 錠 
RA 5 先着 -。 知 他 (2285) コン ピュ ー タ 関係 の 仕事 を し て いま す . 
QTH  : 東京 都 世田谷 区 玉川 台 
を すす ) 
R IGG PC-ー98Vm2+PAX-ー88+TW-ー400 
條 人 才 0 月 。 も 今 段 コー リス ミア 
仕事 は 主 に ソフ トウ ェ ア の 設計 制作 と ハー ドウ ェ ア (68S09 や 68000 を 使っ た 
CPU ポー ド が 中 心 で す ) を し て いま す 。 言 語 は C や アモ ンプ ブラ を 中 心 に 使っ て いま す が 
、 必 要 に 応じ パス カル の お 世話 に な る こと も あり ます 。 現在 じじ は 98 上 で TURBO 一 
C を 使っ て いま す . (あの 高速 コン パイ ル に 人 惚れ 込ん で いま す 。) し か し DDJ の 10 
月 号 の C CES 条 で は QUICK-ーC の 評価 も 高い こと で すし まだ が が 24 ル ラ の 小 
更 を する か も 知れ ませ ん . 
バイ ク も すき で ( 今 は CBR 一 400R に 乗っ て ます ) た ま に 伊 豆 半 島 や 箱根 に 走り に 
いき ます . 今度 は そん な 話し も し た いと 思っ て ます 。 
P CmV.AINI に も 考 加 (ZYE76558) し て ます の で 、 そ ちら ゎぁ で も よろ し る ぐ 。 
FROM JJ 1 GLP ーー トバ ーー アベ 
< く PAXNET>ー--[ (R) ead, (W)rite, (K)111,(F)ile,(L)og 1] こま で が 掲示 板 の 内 容 
[ (D) isc, (H)elp,(I)nfo, (S)ysop,(P)ax ] 
Please enter command:W 
Please jinput callsign or ALLCto all user) 
CALLSIGN<JJ 1GLP 
Please input title (max 29 characters) and CR. 
TITLE ビ < ハシ" メ マ シテ 
PLEASE ENTER MESSAGE AND <CTRL-Z> TO END 
コ ~ テイ ネイ ナ シ ~ コ ショウ カイ アリ カ ~ トウ コ ~ サ ~ イマ ス 
INFO タ ~ ト マシ テ カラ ハシ "マッ テマ ス ハシ " メ カ " アリ マセ ン 
ウチ ノ カ ~ トレ ナイ ノ カ ナ ?7 
ワタ シ ハ テ ~ ン キノ コト ャ コン ヒ * ュー ター ノ コト ハ サッ ハ " リリ ワカ ラナ イ コネ クト し た 局 が 書き 込む 


ホン トニ ヤク ニタ タナ イ テー ン リ コ ~ ッ コ ヤ テ ~ ス 

6899 トカ 68999 トカ キイ テ そ ナン ノ コト ヤラ 

イマ ハ ヒ タ ス ラ エル カ ~ー サン ヲ キイ テマ ス 

ヒッ ク ヒッ ク マイ ニチ ノン タ ~ クレ テル カシ ~ カ ~ ヤ ノ アフ "サン テ ~ ス 
ソレ テ ~ ハ DISC シマ メス 


FILE WAS WRITTEN AS FILE ID=994 

< く PAXNET>ーーー[ (R) ead,(w)rite, (K) i11, (F)jile,(L)og ] 
[ 〈(D) isc,(H)elp,(I)nfo, (S)ysop,(P)ax ] 

Please enter command:D 

JQIIUD de JJ1GLP On PAXNET MAIL-BOX 1.29 

Thank you for your connection。see you agajn 

※※※ DISCONNECTED JQ1IUD 〔[ 87-19-14 99:13.48 ] 

JQ1IUD>JJ1GLP 

く <DM> 


【 図 3 】 PX-88z を BBS の ホス ト と し た 使用 例 


相手 の コー ル の と ころ を INFO と 
する と , 自 局 の 紹介 メッ セー ジ が 
書け ます 。 これ は BBS に 入っ た 局 
が (Info コマ ンド で 参照 する こと が 
で きる の で , リグ の 紹介 や 人 簡単 な 
自己 紹介 を 入れ て お く と 便利 で す 
(Ver1.20 の み )。 

最後 に , 本 機 を 簡易 RBBS の ホ 
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スト と し , それに コネ クト し て 来 た 
様子 を , 図 3 で お 見 せ し て お きま す 。 
この よう に , RBBS 機 能 を 乗せ 
た PX-88z は 。 TNC の 1 つの 方 向 
だ と 思い ます 。 本 格 的 に BBS 機 能 
を 実現 し よう と する 場合 を 除い て 
ロー カル 同士 の 簡単 な メッ セー ジ 
の や り 取 り に は 十分 実用 に な り ま 


す 。 

電源 の 発熱 の 問題 も , PX を で き 
る 限り 風通し の 良い 場所 に お け ば , 
熱 走 の 心配 は あり ませ ん (し か し , 
早 目 の 対 策 が 望ま れ ま す が ) 。 

子 算 的 に 許せ ば , お 勧め の TNC 

と 思い ます 。 

(荘司 知也 ) 


エレ クム ロニ クス ライ フク 


CR SE 


PC-9801 も 周辺 機器 が 安く な り , 


現在 私 は 20M の HDD と 4 M の ラム 
ディ スク を 使っ て お り ま す が , エ 
ディ ター も 速い し , ソフ ト も 揃っ 
て いて , 開発 環境 と し て は 申し 分 
な く な っ て きた 昨今 で す が ,。] つ 
気に入ら な いこ と が あり ます 。 

それ は 何かと いう と, 「 立 ち 上 
が り が 遅い 」 と いう こと で す 。M 
S-DOS も ADDDRV が で きる よう 
に な っ て か ら は , いろ いろ バッ チ 
を 組み 直し た せい か , 1 分 ほど か 
か り ま す 。 

また , 普通 の RAMDISK を 使っ 
て いる カカ は ,。 アプ アリ ター ショ の 
全 フ ァイル を RAMDISK に 転送 し 
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て , そこ か ら 起 動 す る と いう 方 法 
が 一 般 的 で す が , や は り コ ピー す 
る の に 時 間 が か か り ま す 。 

これ ら は , 立ち 上 げ 時 だ け と は 
いる , 精神 衛生 上 良く な いこ と で す 。 
そん な 時 に 便利 な の が , 昨今 出 
て きた PC 本 体 の 電源 を 落と し て も 
内 容 の 消 を えな い ラ ム デ ィ ス ク で す 。 


キッ タダ ザー ャ ド 


今回 試用 し た フォ ー ス (Tel.03- 
590-7742) の Quick・ Booter(QRB 
-125, 定価 \58,000) は , 1.25MB の 
容量 を 持つ 2 HD, 2 DD 互換 ラム 
ディ ォ ス ク で 放せ チア メス メ に よ ゆ て 
バッ クア ッ プ され る も の で す 。 


NR 


プ ィ スク 


< 写真 1 > Quick・Booter の セッ ト 
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フロ ッ ピ ー な し で 立ち 上 が る 
"| 1.25MB RAM デ ィ スク 
フォ ー ス Quick・Booter 


外観 は , 一 見 普通 の RAM ボ ー ド 
と 変わ ら な い の で す が (写真 1・ 
2 ), よく 見 る と バッ クア ッ プ 用 の 
端子 が あり ます 。 結構 大 き な コ ン 
デン サ が 入っ て いま すか ら , 一 朋 
電源 を 抜い て も 平気 か も 知れ ませ 
ん 。 

箱 を 開け る と , ボー ド の 他 に , 
ラロ ッ ピ ー が あり ます 。 ラム デ ャ 
スク を お 使い の 方 は ,「 あ あ , デバ 
イス ドラ イ バ ね 」 と , 思う か も 知 
れ ま せん 。 し か し , さき に あら ず 。 
何と 。 この ラム ボー ド に は デバ イ 
ス ド ラ イ バ が 不要 な の で す 。 もち 
ろ ん 使 うだ た め の ユ テ ユー ティ リティ ー 
は 入っ て いる の で す が , 他 に コピ 
ー ツ ー ル も 入っ て いる DISK な の で 
 。 

この コピ ー ツ ー ル を 使っ て 簡単 
な プロ テク ト な ら 外 すこ と が で き , 
PC-9801 を ゲー ム 専 用 機 に する こ 
と も 可能 な の で す 。 

また 立ち 上 げ も , シス テム が 転 
送 さ きれ て いれ ば フロ ッ ピ ー を 全く 
必要 と し な い , と いう 大 き な を 特徴 
も あり ます 。 

これ は , いろ ん な 使い 方 が で き 
すね 。 


セッ ト ア ッ プ 


使い 方 は 簡単 で , PC 本 体 の 背 ] 
に ある 拡張 用 スロ ッ ト に この QBR 
】】Z 


ボー ド を 差し 込み ます 。 もちろん, 
その 際 す べ て の 電源 は OFF に し て 
お きま す 。 

そし て , 付属 の スロ ッ ト 用 フタ 
を ネジ 止め し (これ が 付い て いる の 
は な か な か 気 が き いて いま す )。 そ 
の フタ の 開い て いる 電源 コネ クタ 
用 の 穴 に , AC ア ダ プ ブタ の ジャ ッ ク 
を 差し 込み ます 。 

どん な マシ シン で も 。 セッ トト アッ 
プ に 気 を 使わ な いと , と ん で も な 
いこ と に な り ま す 。 QBR の 場合 は , 
ソフ ト 画 だ け で な ぐま ふ ー ド 面 で 
も 気 を つけ な いと いけ ませ ん 。 

と いう の も , バッ クア ッ プ 用 の 
AC 電 源 を 98 本 体 の 後 の コ ン セ ント 
か ら 取 っ て し まう と , PC-9801 の 
電源 を 落と し た 時 に QBR の 電源 も 
切れ ,。 メモ リー は 全て 消 て ビ ま 
う の で す 。 

セッ ト ア ッ プ し リセ ッ ト し た 後 , 
快調 に 立ち 上 が っ て も , し っ か り 
と 電源 を 切れ ば , QBR か ら 立 ち 上 
が ら な く ぐ な っ で し まい まま 。 マニ 
ュ ア ル に も 書い て ある この 事実 は 
当り 前 の こと で , 私 も 笑っ て マニ 
ュ ア ル を 見 て いた の で す が , 気 が 
つい た 時 は ,。 すでに や っ て いま し 
203 

で すか ら , AC ア ダ プ タ の 電源 は 
別 の コン セン ト か ら 供 給 し て くだ 
さい 。 

QBR は , MS-DOS で も CP/M で 
も DISK-BASIC で も 使え る と いう 
特徴 が あり ます が , 付録 の ユー テ 
ィ リ ティ ー は MS-DOS 上 で 走り ま 
の 

PC-9801 を ひと まず MS-DOS 
で 立ち 上 げ ま す 。 そして, 付属 の 
ディ スク に ある 「QBR2HD」 (2H 
D コ ン パ チ に する ), ある い は 「Q 
BR2DD」 (2DD コ ン パ チ に する ) 
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バッ クア ッ プ 
電源 用 コネ クタ 


を 走ら せま す 。 

これ で , (MAX ド ライ ブ No) 十 1 
番目 の ドラ イブ と し て 登録 され ま 
に な に り や ッッ ト も て もう - 記 導 
ち 上 げ る と , QBR の 分 の 1 ドラ イ 
ブ が 増え て いる わけ で す 。 

だ た だし, この まま で は 何 の フ ォ 
ー マ ッ ト も され て いま せん か ら , 
MS-DOS な ら FORMAT す れ ば , 
普通 の ラム ディ スク の よう に 高速 
に 使う こと が で きま す 。 

それ に し て も , RAM で すか ら あ 
だ たり まえ で す が , FORMAT は 一 瞬 
で 終わ っ て し まう の に は 笑っ て し 
ま を 9 大 に た > 

QBR か ら 立 ち 上 げ る た め に は , 
シス テム の 入っ た だ た DISK を DISKC 
OPY し て お か な けれ ば いけ ませ ん 。 

ここ で , config. sys や adddrv な 
ど に 対し て ,。 この ボー ド 用 の デバ 
イス ドラ イ バ ー の 登録 は あり ませ 
ん 。 

RAMDISK と し て BASIC が 使え 
る も の は 今 ま で あり ませ ん で し た 。 

DISK-BASIC の ゲー ム な ど は , 
kw デ ネ 全 イー と も て 天 つて て 
る QBRCOPY を 使え ば , 多少 の プ 
ロ テ ク ト は 外し て くれ る よう で す 。 


ボー ド の 様子 


立ち 上 げ 用 の DISK を コピ ー し 
も う 一 度 リ セッ ト し て み ま 
じ に ※ 靖 。 

リセ ッ ト か ら , 3 一 4 秒 (メモ リ 
ー テ スト の 640kB 時 点 ) で , QBR 
の ドラ イブ 番号 を 1 一 4 の 数 字 で 
入れ る と その 番号 の ドラ イブ と し 
て 登録 され ます 。 

また だ た, 「x」 を 入力 する と 使わ な 
いよ うに で きま すか ら , 使い 分 け 
る こと も 可能 で す 。 こ の 時 , 「 カ 
ナ 」「CAPS」 キー は 開放 状態 に し 
て お か な いと いけ ませ ん 。 

な お , PC-9801 本 体 の ディ ッ プ 
SW1-4 を ON に すれ ば , QBR を ド 
ライ ブ プ キ # 1 に , 内 蔵 ド ライ ブ は , 
それ ぞ れ ##2, 半 3 に 設定 され ま 
す 。 普段 は この 方 法 が いい で し ょ 

な ぜ な ら , 立ち 上 げ 時 に キー を 
お し て 設定 する や り 方 で す と , 1 
また は 2 を 指定 し た 時 に は , 内 蔵 
ドラ イブ の その 番号 が 使え な く な 
る か ら で す 。 

や や はり, フロ ッ ピ ー も 生か し て 
お きた いで すか ら ね 。 


た だ ら , 


使用 し て みて 


エレ クト ロニ クス ラプ フ 


いた ずら 好き な 私 は , 第 一 に こ 
の ボー ド を 使っ て 友人 の マシ ン を 
「 大 戦略 II 専用 マシ ン 」 に する こと 
を あ 考 を まし だ た 。 と ころ が , 意外 と 
QBRCOPY は 弱く , 大 戦略 TI は コ 
ビー な きる ませ ん で し た だ ただ キ で : 
並 通 の MS-DOS が 立ち 上 が る よう 
に セッ ト ア ッ プ し た の で す が , 動 
きま せん 。 

DISK と し て 認識 され , COPY は 
し た ふり を する の で す が , 中 身 が 
目 茶 苦 茶 に な っ て いる の で す 。 ボ 
ー ド に ジャ ン パ ー ス イッ チ が 付い 
て いる の で す が , 特に マニ ュ ア ル 
に は 設定 の 必要 を 記述 し て あり ま 
せん 。 

メー カー に 誠 い て みる と , 何と 
FM 音源 ボー ド が 入っ て いる と 動 
か な いと の こと で し た 。 

これ で デバ イス ドラ イ バ が いら 
な い 謎 は な ん と な くわ か っ て きま 
し た が , FM 音源 ボー ド が 最初 か ら 
入っ て いる PC-9801UV な どの 場 
合 は , 箱 を 開け な いと FM 音源 ボ 
ー ド が 取り 出せ ませ ん 。 

普通 の ラム ディ スク で す と , 640 
kB 実装 し て いる 最近 の マシ ン の 場 
合 ,。 バン ク メ モ リー を 外さ な いと 
使え な いな どの 問題 が あり ます 。 

QBR の 場合 は , その 点 は 面倒 が 
な い の で す が , FM 音源 を 使う た び 
に 差し 替え を る と いう の は 大 変 だ な 
だ 揚 yy ま し だ 。 

FM 音 源 が 使え な いと いう こと 
 O と いう 危 恨 どう り , 
ゲー ム ソ フ ト な ど は 動か な い , あ 
る い は 正常 に 動作 し な い 物 が あり 
沿い 

な お , PC-286 で は QBR は , 動作 
し ませ ん で し た 。 QBRTST と いう 
メモ リー テス ト の ユー ティ リティ 
ー が 付い て きま すか ら , それ が 正 


7. 7988 


常に 動作 し , その 後 も マシ ン が 正 
常 な ら ば , QBR は 動く よう で す 。 
PC-286 の 場合 は , メモ リー チェ ッ 
ク は 大 丈夫 な の で す が , 終わ っ て 
か ら HANG し て し まい まし た 。 


より 良い 開発 環境 に 


QBR は 1.25MB の 2HD コ ン パ ナチ 
ボ ポ ボード で す 。 お そら くく, アプ ブリ ケ 
ーション ソフ ト を ラム プー ト き ぜ 
る た め に 1.25MB と し た の で し ょ う 
が , どう や ら ゲ ー ム と は 相性 が 悪 
9 やま 。 

そう な る と , QBR は いつ も 使う 
ソフ ト を 入れ て あり , か つ そ れ か 
ら ラ ム ブ ー ト で き , 立ち 上 が り 後 
は ラム ディ スク と し て 高速 に アク 
セス で きる 環境 用 と 考え た 方 が 良 
いよ う で す 。 

し か し , ワー プロ も 最近 は 大 き 
いで すし , 色々 な ユー ティ リティ 
ー を 入れ て お い だ ただ り ,。 エディ ター 
や コン パイ ラー も 入れ だ た いと いう 
こと に な る と , 1.25MB だ け で は ち 
ょ っ と 役不足 か も 知れ ませ ん 。 

私 は ,。 い つも は HDD か ら BOOT 
し て , 使う も の を ラム ディ スク に 
転送 する と いう 形 を と っ て いま す 。 
HDD の シー クタ イム が 速い と は 言 
っ て も , ラム ディ スク に は 到底 か 
な わな いか ら で す 。 特に, コン パ 
イラ を 使っ た り , リン ク し た りす 
る 時 に 大 変 差 が 出 ます 。 

それ に , HDD は 壊れ や すい で す 
か ら , 大 容量 で バッ クア ッ プ 付き 
BOO まあ ラム ディ スク な ど 
と いう の が あれ ば , HDD に その バ 
ッ ク ア ッ プ を 取っ て お く な ど と い 
う 形 が 可能 で すか ら , 安心 で きま 
す 。 

QBR の メモ リー の バッ クア ッ プ 
の 方 法 に つい て は , も う 少 し 確実 


な 方 法 を と っ た 方 が いい と 思い ま 
せめ て , リチウム 電池 を 乗っ け 
る と か , NiCd 電 池 を 併用 する な ど 
すれ ば , 少し 位 の 停電 で は 消え な 
が も ょ う 。 こ もち ょ つと し ね ミ 生生 
全て が 消 を えて し まう の は 槍 ろ し い 


一 般 的 に は QBR に ワー プロ な ど 
の シス テム を 保存 し て お き , 電源 
ON で 即 ワ ー プ ロ が RAMDISK か 
ら 立 ち 上 が る , と いう 専用 機 顔 負 
け の 使い 方 も で きま す 。 

HDD を 持っ て いな い 人 が , この 
Quick・Booter を 使い , 立ち 上 げ 用 
シス テム と 漢字 辞書 な ど と し て QB 
R を 環境 の 土 公 と する に は , な か な 
か 良い ボー ド だ と 思い ます 。 

( 竣 木 研二 ) 
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ロ 
に 


バ ソ コン 活用 の 便利 な 
ツー ル 集 
まつ も と で す 〈《・ き っ と EXE ビ (エグ ゼ ) 


(仕事 中 に いつ で も 使え る …> 


帆 ま つも と (Tel.0462-61-0070) 
の 「 で すく ・ き っ と 」( 写 真 1) は 
も うず いぶ ん 以前 か ら 発売 され て 
いま し た か ら , ご 存じ の 方 も 多い 
者 の 30 が いま 
っ と 」 の 広告 に は Desk-Top Acce 
ssory Kit と 書か れん て いま し た が , 
今月 紹介 する EXE (エグ ゼ ) も 用 
途 は 同じ で す 。 で も , その 様子 は 
が ラリ と 変わ っ て いま す 。 

で は , 「 で すく ・ き っ と 避 革 EE」 の 
概略 を 紹介 し て み ま し ょ う 。 

まず , ディ スケ ッ ト の 内 容 を み 
る と , ファ イル の 数 が も の すご く 
多い の に 気がつき ます 。 それは, 
40 個 近く に も 達する ほど で す 。 な 
お , この 中 に は も ちろ ん ヘル プ ・ 
アア ルル ども 含ま な まず 。 

また , この あと お 話し ます が , 
INST 人 AL を と いう で すく *・ き っ と 


写真 1> 


で すく < 
720 


・ き っ と EXE 


組み 込み プロ グラ ム を 起動 する と, 
う ビ セー 半 の チ ィ スグ ゅ 法 な ん た 
350kB も の 空き エリ ア を 要求 し て 
きま す 。 

その まう な ね け で [アク グセ ザ サリ 
ーー キッド と し て は ずい あな ん 重 だ 
いな ぁ と いう 感じ (この 感じ , わ 
か っ て いた だ ける と 思い ます が …) 
を 受け ます 。 で も , 勝手 に 想像 を 
すれ ば , 重たく な っ た 分 , ファ イ 
ル を 仕事 ご と に 分 け て , それ ぞ れ 
個別 に 利用 し や すい よう に し た と 
いう ふう に みる こと も で きま す 。 
写真 2 が , 前 に お 話し た INST 
ALL を 立ち 上 げた と き の 画 面 で す 。 
これ を 見 る と , デフ ォ ー ル ト で コ 
ビー 先 の 階層 ディ レク トリ を 一 つ 
ト げ て いる こと が わか り ま す 。 こ 
れ は , 実際 に や っ て みる と , で す 
く ・ き っ と の 存在 位置 が よく わか 
っ て いい も の で す 。 

次 画面 に いっ て みた の が 写真 3 


† 1 : 項目 移動 


《 写 真 2 > 


で , ここ で 仕事 を 始め る と き に ., 
で すく ・ き っ と EXE の 持っ て いる 
機能 の うち, どれ と どれ を 利用 で 
きる よう に する か を 決め ます 。 

ちな み に , で すく ・ き っ と EXE 
は 他 の 仕事 中 に いつ で も すぐ に 使 
える よう に する た め に , 使う も の 
は 事前 に メモ リー 上 に ロー ド し て 
お く よ う に な っ て いま す 。 そ の フ 
ァイル を ここ で 指定 する と , 自動 
実行 バッ チ フ ァイル に 登録 され ま 
家 。 

で は , 写真 3 に みえ る 順序 で , 
で すく ・ き っ と EXE に 用 意 き され て 
いる グセ サザ リー を 紹介 し て み ま 
し まう 。 すか さき 夫 の うな り 
朱 宮 2 

巡 
① 予定 表 
② 住所 録 
③ 電卓 
④ 時 計 歴 
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* 格納 先 の ディ スク 空き エリ ア : 991 GR 人 て) 
* で すく ・ き っ と の 栓 納 に は 、 約 360 fOn" 人 人 程 族 の 空き エリ ア が 必要 で す 。 


INSTALL の 最初 の 画面 


エレ クト ロニ クス ライ プイ フ 


aiaiss すく ッ 


まま 
: 
 」 
3 
: 
: 頒 
: 価 
ト 」 
1 
| 


1 は の 9) : 
f,216 "人 (あか 1: の ) * 
ン : 実 行 ESC: キ ャ ン セ ル 


K メイ ン メ モリ の 揚 在 の 底 き エリ ア . 596 GO 作 ) 
* ネ で すく ・ き っ 2 本 人 7。 _479 GO 人 ) 


3 < 写真 3> 
INSTAL 革 の 
次 画面 し まい 


< 写真 4> ポッ プ p 了 識 
アッ プア プ で らら 王 


(写真 52 ヘル プ 
画面 を 見 る 


⑤ ファ イル 一 覧 
⑥ ター ミナ ル 
⑦ メモ 帳 (エディ タ ) 
⑧) 画面 コピ ー 
⑨ クリ ッ プ 
Y 
で は , これ ら を ひと と お り 使 っ 
を 光吉 に し 志 じ ま 公 。 


< 使っ て みる > 


まず , CTRL-0 (ゼロ ) を 操作 す 
る と, 写真 4 の よう な ボッ プア ッ 
プ ・ メ ニュ ー が 表れ ます 。 こ れ は , 
dBASE 四 と か マル チ プ ラン と い 
っ た プロ グラ ム を 走ら せ て 仕事 を 
し て いる 最 中 に 可能 で , これ が 便 
2 ころ で す 。。 な だ も 。 相性 の 

く な い 相 手 も あ り , た と えば フ 
ロン ト エ ンド プロ セッ サ の び 松 暮 
86? Ah いと 操 
Se こ は 書 いて あり ます が , 
実際 に や っ て みて も だ めで し た 。 

その ほか , “アー トマ スタ ー400" 
と も 組み 合わ せ て み ま し た が , こ 
れ も だ めで し た 。 で も , その 他 は 
みん な OK で し た か ら , 大 部 分 の ソ 
フト と は 組み 合わ せ が 可 能 で し ょ 
4 

で すく ・ き っ と EXE を 実際 に 使 
0 導入 プチ ルアン シー ャ ギー 
と ヘル プ キ ー が 活躍 し ます 。 へ ヘル 
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プ は , で すく 《・ き っ と EXE を 利用 
中 に ヘル プ キ ー を 押す と 利用 で き , 
普通 に 使う の で し た ら , 操作 説明 
書 は な く て も この ヘル プ 画 面 で 使 
いこ な せま す 。 写 真 5 に , 電卓 の 
場合 の ヘル プ 画 面 を 示し て お きま 
> 
で すく ・ き っ と EXE を 使用 中 に 
注目 し な けれ ば な ら な い の は , フ 
ァ ン クシ ョ ン キ ー で す 。 か な り の 
仕事 を , この ファ ンク ショ ン キ ー 
を 使っ て や る よう に 
ァ ン クシ ジ ション キー の 中 で 得 ツ 
ー ル に 共通 な の が , F10 に 設定 さ 
れ て いる 「 移 動 」 で す 。 こ れ は ボ 
ッ プ アッ プ ・ ウ イン ド の 位置 を CR 
T エ ディ スプ レイ の 画面 上 で 任意 に 
動か すこ と が で きる も の で , な か 
な か 便利 で す 。 
その ほか , で すく ・ き っ と EXE 
を 使用 中 に さら に その 中 か ら で す 


く ・ き っ と EXE を 呼び 出す と いう , 


マル チ ・ ウ イン ド の 機能 も あり ま 
まとっ 4 枝 だ を よ たばこ アデ 9 才 の 
機能 を 使っ て ファ イル 名 を 確認 
だ あと 。 を の まま メモ 帳 .( エ 学 
ィ タ )” の 機能 で その ファ イル を 編 
集 す る と いっ た よう に 利用 で きま 
す 。 

で は , で すく ・ き っ と EXE の そ 
れ ぞ れ の 機能 を 簡単 に 説明 し て み 


な っ て いま す 。 


Feoiaaag ouwou 
1 ーー 
| 胡 2 多き 2 
26 29 先 
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写真 6〉 子 定 表 ' と 住所 録 , それ に "時 計 / 
歴 ' を ポッ プア ッ プ ・ ウ イン ド に 表示 し て みた 


写真 7 〉 “電卓 "と "ファ イル '。 そ れ に "ターミ 
ナル "を ポッ プア ッ プ ・ ウ イン ド に 表示 し て みた 
ます 。 

まず ,。 写真 6 は “ 子 定 表 ” と “ 住 
所 録 .。 それ に “時 計 暦 "を 呼び 
本 し で みな も の で 。 まな, 学 圧 
4 本 林 / たこ ググ テ デイ オル” と そま 
ー ミ ナル ” を 呼び 出し て みた も の 
で す 。 これ を 上 れ ば どの まう 放 
仕事 を し て くれ る も の か は わか る 
な 

ちょ っ と 変わ っ て いる の は , 画 
、 
と , 画面 クリ ッ プ ・ プ ログ ラム の 
0 
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〈 号 真 8) dBASEI 由 の MENU.PRG の 走っ て いる 


ト 上 で "メモ 帳 ( エ ディ タ ) "機能 を 呼び 出し た と ころ 

^ コ ピー” 機能 で は 画面 全体 の 
ほか に ウイ ンド で 領域 指定 し て 印 
吊 す る こと も で きま すし , 縮 少 印 
刷 も で きま す 。 ま た だ た , テキ スト 画 
面 だ け で な く , グラ フィ ッ ク 画 面 
も 印刷 で きま す 。 何 か 仕 事 中 に ち 
ょ っ と この 部 分 の 記録 を 残し て お 
きだ た い ,。 と いっ た と き に は 便利 で 
の 避 人 

~ ク リッ プ " 機能 は プリ ンタ で 
は な く , ファ イル に 出力 を 出す も 
の コピ ビ ャ 7 お 関 選 まう か さち 
が で きま す 。 フ ァイル 名 を 指定 し 
を メア イル に 出力 し まま 。 

で は , ここ で ちょ っ と 具体 的 な 
応用 例 と し て , dBASE 四 の プロ グ 
ラム を 走ら せな が ら , 走っ て いる 
プロ グラ ム を 編集 し て みる こと に 
5 二 お ま ム 

まず , で すく ・ き っ と EXE の す 
べ て の 機能 を メモ リー 上 に 乗せ て 
dBASET 四 を 起動 し た ら , みごと に 
デモ リー 不足 で す ~ . 起 机 まし た 。 
マシ ン は PC-9801E で メモ リー は 
フル 実装 し て ある の で す が …。 そ 
こ で , 不用 な 機能 を 切り 離し (F6 


で 切り 離せ る ),。 “ファ イル ” と ~ メ 
モ 帳 (エディ タ )” 機能 だ け と し , 
FREE.BAT を 動か し て メモ リー 
を 解放 し た あと 再度 トラ イ し て , 
今度 は OK と な り ま し た 。 

そこ で dBASE 中 の MENU.PRG 
を 走ら せ て お き , メモ 帳 ( エ ディ 
タ )” の 機能 を 働か せ て MENU.P 
RG を 呼び 出 を うと し て いる の が , 
写真 8 で す 。 こ うし て 呼び 出し た 
ファ イル を 見 る と , 写真 9 の よう 
に 今 走 っ て いる プロ グラ ム の 中 身 
が 見 えて いま す 。 

た めし に , タイ トル の 色 を 指定 
し て いる 部 分 を 書き 替え て ファ イ 
ル の 編集 を 終わ り , dBASEI 四 に も 
どっ て メニ ュー を 表示 させ て みた 
ら , ちゃ ん と 色 が 変わ っ て いま し 
8。 

と いう わけ で , この 機能 は プロ 
グラ ム を 完成 する 直前 の 最後 の 手 
直し の あたり で 利用 する と 便利 の 
よう に 思い まし た 。 

で す 《⑯・ き っ と EXE に は 。 以上 
の ほか に 務 定 表 ” や 住所 録 " 
で 作っ た デー タフ ァイル を 利用 し 
て スケ ジュ ー ル 表 や 宛名 シー ル を 
印刷 する な ど と いっ た よう な こと 
の で きる ツー ル (DKTOOL) も 用 
意 さ きれ て いま す が , 説明 は 省略 し 
表す 。 


< 生か し て 使う に は > 


この で すく ・ き っ と EXE は 多く 


< 写真 9 走っ て いる 途中 の 
プロ グラ ム を 編集 し て いる と 
ころ 。 MENU の 表示 画面 と 同 
し も の が プロ グラ ム に 見 えて 
いる 


し コン 8: 8 8 ES eo 


】22 


の 機能 を 持っ て いる た め に , 一 度 
に すべ て を 利用 する に は 最初 に も 
ちょ っ と お 話し た よう に ちょ っ と 
重 た す ぎ ま す 。 

た と えば , dBASEI 中 で 仕事 を し 
よう と する と 』 革 率 富 入 力 フ ロン 
ト エ ンド プロ セッ サ や dBASETII, 
それ に プロ グラ ム 編 集 用 の スク リ 
ー ン エディ タ を 乗せ る と , 2HD の 
ディ スケ ッ ト で も 残り 容量 は すぐ 
に 200kB を 割っ て し まい ます 。 ま 
た , 前 に 体験 し た よう に , メモ リ 
ー 不 足 に な り ま す 。 

太ら 更 ま 光 な ツー ルル は すべ 
て を 使う わけ で は な く , 仕事 に よ 
っ て 使う も の は 限ら れ て くる は ず 
で す 。 た と える えば, 計算 を 頻繁 に 行 
う も の な ら 電卓 "が 重要 で し ょ 
う し , 時 間 を 気 に し な が ら 仕 事 を 
する の な ら 時 計 〆 暦 " が あれ ば 
1 ああ に 0 に な が な し よう も 

だ が ボウ な だ ね お ので と の で ずく ・ 
きっ と EXE を 生か し て 使う に は , 
仕事 に 応じ て 必要 な 機能 を 選び 出 
し て 利用 する の が いい よう に 思い 
Eo の 

Y 

今回 は 触れ る 誌面 が あり ませ ん 
で し た が , “ター ミナ ル ” の 通信 機 
能 (通信 に 必要 な 機能 は , ひと と 
お り 持 っ て いる ) や 。“ ク リップ" 
で 弄 力 じ た フ ァイル は “一 太郎 "や 
花子 "で 利用 で きる な ど , 多く の 
機能 を 持っ て いま す 。 

最後 に .。 この で すく ・ き っ と EX 
ば 8 イン チ 。 5 イン チ (2DD, 
2HD), 3.5 イ ンチ (2DD, 2HD) 
で 供給 され , 価格 は 28,000 円 で す 。 

(丹羽 一 夫 ) 


エレ クム ロニ クス ライ ブフ 


イン ター コム まい と つく 


ババ パソ コン 通信 ソフ ト 


パソコン を 買っ た の は いい けれ 
ど , 使い 道 が な く て (使い こなせ 
な く て ) 結局 は お 蔵 入 り , と いう 
話 を 以前 は よく 聞い た も の で す 。 
それ が 最近 で は 結構 ワー プロ に 
利用 され て いる ケー ス が 多い よう 
で す 。 筆 者 の 場合 も よく 考え て み 
る と , PC-98 の 電源 スイ ッ チ を 入 
れる 目的 の ぬ ほ ど は ワー プロ と し 
て 使う た めで すし , 残り の 半分 は 
PC-VAN (パソ コン 通信 ) の SIG 
『 テ レク トロ ニク スラ イフ 」 の お 
守り を する 通信 端末 に 利用 し て い 
る , と いっ た 具合 で す 。 


> まい とく と は 


と いう こと で 。 パソ ゴル 通信 人 村 
利用 頻度 の 高い パソ コン の 使い 方 
に な っ て いる の で す が , その ソフ 
ト に つい て は , 実は 筆者 は これ ま 
で ほとん ど ゾ ユー カラ art” の お 世 
話 に な っ て きま し た 。 し か し これ 
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は ワー プロ が 主体 の ソフ ト で すか 
ら , 通信 は お まけ 的 な 機能 で ある 
こと は 否め ませ ん 。 

そこ で 今回 。 MS-DOS (Ver 2. 
11) の も と で 動作 する パソ コン 通 
信 専 用 の ソフ トイ ンタ ー ソ フト (T 
el. 03-293-3338) の “まい と 一 く “ 
Ver 1.10A (\28,000, 写真 1) を 
使っ て みる こと に な り ま し た 。 

まず は “まい と ー く ” が 計っ て 
いる セー ルス ポイ ント か ら 紹 介 し 
本 まし ょ う 。 

まい と 一 く ” は PC-9800 シ リ 
ー ズ 用 の 新 世 代 の パソ コン 通信 
ソフ ト で す 。 な や ぜ 新 世代 な の か 
と いう と, 通信 中 で も や り た いこ 
と が いつ で も 実行 で きる か ら , だ 
そう で す ( 表 1 の メニ ュー の 構成 
を 参照 の こと )。 

例え ば 。^ 才 い と ぞ ごく” に 待 メ 
ー ト パッ ド ・ エ ディ タ を 備え て 
いて , 通信 前 は も ちろ ん , 通信 中 


写真 1> 

時 業 k す あー で 
5' 2HD 版 と 
ナッ ルレ 


に で も 送信 し た い 文 章 を ちょ こち 
ょ こっ と , ワー ブロ 的 感覚 で 作成 
で きる よう に な っ て いま す 。 

これ な ど は 受信 し た 情報 を 見 な 
が ら , 臨機 応変 に その 場 で 返事 を 
書く の に た い へ ん 便利 で す 。 

また これ に 呼応 する か の よう に 
クリ ッ プ バッ ファ と いう の が あっ 
て , スク リー ン か ら 浴 れ 出 て 消え 
て し まっ た 受信 文 を 逆 ス クロ ー ル 
し て 読み 直す こと も で きる の で す 。 

パソ コン 通信 で は うか うか し て 
いる と , 受信 し た 情報 が 読み 切れ 
な いう ち に 画面 か ら ど ん どん 流れ 
も も まま yy 赤 す 。 ゲンジ ロー ド し 老 
ファ イル に 貯め 込ん を で お け ば , そ 
うい う 心 配 も な く 受 信 後 に ゆっ く 
り 見 れる わけ で す が , な か な か そ 
う も いき ませ ん 。「 さ て , さっ き は 
何と 書い て あっ た の か な ? 」 と 通 
信 中 に で も 読み 戻し た い ケ ー ス が 
し ょ っ ちゅ う あ る わけ で す 。 

* ま いと 一 くく” では, 信和 を き 
な どの キー 操作 で これ が 簡単 に 
で きる の で す 。 それだけ で は あり 
ませ ん 。 必要 な と ころ だ け を 切り 
教 い た り 。 プリ ント も た り 。 宛 
スク に 保存 で きま す の で , 例え ば 
受信 文 の 一 部 を 引用 し , 添削 し て 
その まま 直ぐ に 送り 返す と いっ た 
芸当 も 朝飯 前 な の で す 。 

この ほか , いつ の 時 点 で も 操作 


すき 


し トド の まや メイ ン ・ メ ニュ ー 

] 文頭 へ 1 セン ター の 呼び 出し セッ ト ア ッ プ ・ コ マン ド 

の 。 床 / 2 通信 パラ メー タ の 設定 1 設定 の 続行 

3 文書 の 右 揃 え 3 ター ミナ ル ・ モ ー ド の 2 セン ター の 呼び 出し 

5 文書 を 保存 に 間 ら > 

6 文書 を プリ ント 5 ディ スク ・ ユ ー テ ィ リ ティ 5 ター ミナ ル ・ モ ー ド 

7 文書 を 読込 む 6 終了 6 セン ター・ リ スト に 登録 

8 ロー マ 字 ・ か な 変換 代 7 セッ ト ア ッ プ シー ト の 読込 み 
9 文書 を 捨て る セン ター 選択 

0 ノー ト ・ パ ッ ド を 終了 0 メイ ン ・ メ ニュ ー に 戻る 

クリ ッ プ ・ コ マン ド ォ オート ダ イア ル |Z ツ 

] 通信 記録 の 先頭 へ 「 

2 通信 記録 の 末尾 へ NN オー トロ グイ シ 

3 切り 抜き を 開始 半 

し 7 りこ クタ ミナ リル ルッ コマ ンド 

8 通信 記録 を 全て 保存 1 ブレ ー ク 信号 送信 A ロー カル ・ エ コー バッ ク す る 

9 通信 記録 を 捨て る 2 ファ イル 送信 B X-modem 送 信 

O 通信 モー ド に 戻る 3 ノー ト ・ パ ッ ド を 送信 C X-modem 受 信 

4 ノー ト ・ パ ッ ド へ D 漢字 コー ド の 変更 
クリ ッ プ ・ コ マン ド = 本 | 5 ファ イル 受信 開始 E オー ト ・ ロ グイ ン の 再 実行 | 一 一 ーー 

1 通信 記録 の 先頭 へ 6 同時 プリ ント 開始 わり がい コロ テオ し を 
2 通信 記録 の 末尾 へ 7 クリ ッ プ ・ モ ー ド へ 1 カレ ント ドラ イブ の 変更 
3 切り 抜き を 終了 8 ロー マ 字 ・ か な 変換 2 ディ レク トリ の 変更 
4 ノー ト ・ パ ッ ド へ 9 ディ スク ・ ユ ー テ ィ リ ティ 3 ディ レク トリ の 作成 
5 切り 抜き を 保存 0 メイ ン ・ メ ニュー に 戻る J 通信 終了 4 ファ イル 名 の 変更 

6 切り 抜き を プリ ント ON 

7 切り 抜き を ノー ト ・ パ ッ ド へ 1 ファ イル の 削除 

8 通信 記録 を 全て 保存 wae [0 た の 
9 通信 記録 を 捨て る 失 rg ォ ー マ ッ 
O 通信 モー ド に 戻る に ーーーー- |STOP| キー 及び キー で 戻る 9 終了 

【 表 1】 メニュー 構成 
ガイ ド を スク リー ン へ 表示 させ る い 評価 に な る わけ で す が , それ で すこ ぶる 不便 どか ら で す 。 


こと の で きる HELP 機 能 , XMOD 
EM も サポ ー ト し て いる ファ イル 
転送 機能 (必要 に 応じ し て ファ イル 
内 容 の 確認 が 可能 ), 通信 中 で も ロ 
ー カ ルコ マン ド の 使用 で , ファ イ 
ル の 複写 や 削除 。 ディ スク の フォ 
ー マ ッ ト , カレ ント ドラ イブ の 変 
更 … な ど と いっ た 操作 の で きる デ 
スク ユー チ ィ リサ 先 ネ 。 売 補 トド ダ 
イヤ ル ・ オ ー ト ログ イン 機能 , 通 
信 時 間 経過 表示 な ども 備え られ て 
いて , パパ ソコ ン 通 信 に は 至れ り 尽 
くせ り と な っ て いま す 。 

それ で いて 操作 に は 3 方 式 ( カ 
ー ソ ル を 移動 させ て 選ぶ 方 法 。 番 
号 で 選ぶ 載 本 上 フ ァ ン クタ ショ タッ 葛 
ー で 選ぶ 方 法 ) 併用 メニ ュー が 用 
意 さ きれ て いま す の で , 難し いこ と 
は か 切 か じ ま 。 

これ で いっ 《 を 。 つう 二 み 0 な Pi 
100 点 満点 で 120 点 くぐら いあ げた 
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は この レポ ー ト と し て 面白 み が あ 
り ま せん か ら , いろ いろ 使っ て み 
て 気付 いた 少し 辛い 点 も 挙げ て み 
だ た いと 思い ます 。 


イン スト ー ル 


どん な 場合 で も そう で す が , ソ 
フト を 買え ば オリ ジ ナ ルディ スケ 
ッ ト は いざ と いう 時 の た め に 保存 
し て お いて , 常時 は コピ ー の 方 を 
使う も の で す 。 

の まい と が を 本 0 記 2 
使う 前 に バッ クア ッ プ を 取る わ 
け で す が 。 その と ど 基 だ 抽 楽 博 六 
力 フ ロン ト プ ロ セッ サ を 組み 込ま 
な く て は な り ま せん ん 。 是 本 語 大 力 
が で き な く て は パソ コン 通信 に は 

1 : NEC 調 語 


2 : NEC 文 節 
3 : NEC 連 文節 


4: ATOK- 4 
5・ATOK-5 
6: ATOK-6 


* ま いと 一 く / の Ver1.10A で は , 
表 2 の よう な 12 種 類 の 日 本 語 フロ 
ント プロ セッ サ を サポ ー ト し て い 
まま 

この うち NEC の 熟語 変換 日 本 語 
フロ ント プロ セッ サ (KNJDIC.D 
RV) と , 単 漢字 の 辞書 (KNJDIC. 
SYS) が “まい と 一 〈 く ” に 収め ら 
れ て いま す 。 

で すか ら 漢 字 を 書き 込み た い が , 
日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ サ を 持っ 
て いな い , 漢字 の 辞書 ファ イル も 
な いと いう 人 は これ を 利用 する こ 
と が で きま す 。 

た だ この 備え 付け の 単 漢字 辞書 
で は , 思う よう に すら すら と 文章 
が 書け ませ ん 。 こ れ は まあ , ちょ 
7 : VJE-e/ 0 : EGB ridge 
As PIES 
BE ACE 


8 : VJE-/ 
9 : 松茸 86 


【 表 2 】 使 用 で きる 日 本 語 プ ロ セ ッ サ の 種類 


エレ ググ ク トロ ニク スラ イフ 


< 写真 2> メイ ン メ ニュ ー 


っ と 試し に 使っ て みる と いう 程度 
の も の と 考え た 方 が よい で し ょ う 。 

ATOK や VJE な ど , 日 頃 よ く 使 
っ て いる 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ 
サ を 組み 込ん で , 文節 変換 が で き 
生井 2 ちら 

0 - し で が の が ッッ プ し た ガ の 
開 (Kx あく に の まで 大 か: 間 8 
ー ト する と , MS-DOS が 起動 し , 
CONFIG. SYS で 定義 き 8 れ た デバ 
イス ドラ イ バ (日 本 語 フ ロン ト プ 
ロ セ ッ サ , RAM デ ィ ス ク の 使用 は 
別途 操作 が 必要 ) が 組み 込ま れ , 
AUTOEXEC. BAT に コン トロ ー 
ル が 移り ます 。 

その 過程 で 、 パ パラメータ ファ イ 
ル を 作る た め の 条 件 設定 (モデ ム 
の 種類 な どの 設定 ) を し な けれ ば 
な り ま せん が , これ ら は 一 旦 や っ 
て お け ば 2 回 め 以 降 の 立ち 上 げ か 
ら は 不要 で す 。 


使っ て みる 


で は 早 加 、) ま いと 一 〈 く ”. を 便 
っ て み ま し ょ う 。 写真 2 の メイ 
ン メ ニュ ー の 1 番目 を 選び , セン 
ター (BBS) の 呼び 出し を 行っ て 
み ま し た (数 えて みる と , “まい と 
ー く ” に は 何と 写真 3 の よう に 約 
180 も の BBS を 初め か ら 登 録 し て 
あり ます 。 これ も 特徴 の 一 つ で 
ます 
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wt 


持 


間 
2 
い ) 
3 


写真 3 > 登録 され て いる BBS セ ンタ ー の 数 々 


も ちろ ん , この と き 了 予め メイ ン 
メニ ュー2 の 通信 パラ メー タ の 設 
定 の と ころ で , BBS 名 称 ・ 電 話 番 
号 ・ ボ ー レ ー ト ・ そ の 他 の プロ ト 
コル を (必要 な ら ば オー トロ グイ 
ンマ シド も ) イン 宮 居 まあ ま 納 
か ね ば な り ま せん (写真 4 参照 ) 。 

実際 に セン ター に アク セス し て 
みる と , 電話 の 自動 ダイ ヤル か ら 
ログ イン まで , 極め て 順調 に いき 
まし た 。 これ に よれ ば イィ ンジ) ッ 小 
ミス の 心配 が な く て 確実 で すし , 
何より も 操作 が 楽 で す 。 ア クセ ス 
ポイ ント が 話し 中 で 電話 が か か ら 
な く て も , 少し 時 間 を お いて 自動 
的 に 再 ダ イヤ ル も し て くれ ます 。 

た だ , 電話 を か け て か ら CD を 受 
信 す る まで の 所 要 時 間 (回 線 接続 
待ち 時 間 ) の 想定 が まず い (短め 
で ある ) と , 回 線 が 接続 きれ て も 
その 前 に 相手 が 出 ま せん ” と 表 
示し た まま 素 知ら ぬ 顔 を 決め 込ん 
で し まい ます (HELP キ ー な ど は 
受け 付け て くれ ませ ん )。 

これ で は 困り ます 。 理 通 を 効か 
せ て , 何と か ター ミナ ルモード に 
入っ て も ら え る よう な 救済 手段 は 
な いも の で し ょ うか 。 

それ に アク セス を や りな お す と , 
2 回 目 以降 は ホス ト を 呼び 出す コ 
マン ド が 前 の 情報 に 続け て (切れ 
目 な く ) 表示 され て し まい ます 。 


せめ て 改行 ぐ で らい は し て お いて は ほ 
MY の CE で 人 す 。 

メー ドッ のど ・ エ アデ ア ィ は 実 公 
便利 で し た 。 通信 中 に ワー プロ 的 
感覚 で ちょ いち ょ いと 文章 を 作っ 
て (た だ し 1 行 は 半角 換算 で 80 文 
字 , 最大 255 行 まで ), 直ぐ その 場 
で 送信 で きる の で , オン ライ ン で 
情報 の や り 取 り を する の に は も っ 
こ Ns 

それ に クリ ッ プ バッ ファ を 活用 
する と , スク リー ン か ら 溢 れ 出 て 
し まっ た 情報 を スク ロー ル し な が 
ら 呼 び 戻 すこ と が で き , 受信 文 や 
送信 ずみ 文 を いつ で も 読み 返し た 
り 引 用 する の に 重宝 で す 。 し か も 
切り 抜き , 書き 込み な どの 編集 や 
保存 も 自由 自在 に で きま す 。 

写真 で ご 覧 に 入れ な が ら 実 例 を 
示し まし ょ う 。 写真 5 は , 受信 ず 
み の 文 章 を 読み 戻し て 必要 な と こ 
ろ を 切り 取っ て いる と ころ で す 。 
リ バー ス (日 黒 反転 ) に な っ て い 
る 部 分 が 切り 抜き で す 。 こ れ を ノ 
ー ト パッ ド へ 移し , さら に 何 か を 
書き 加え た り 編 集 し て か ら 送 信 が 
で きま す 。 

た だ ひと つ 注 意 が いる の は , ノ 
ー ト パッ ド な ど を 使っ て 文章 を 作 
っ て いる と , 知ら ず 知ら ず の うち 
に 時 間 が た っ て し まう こと で す 。 

BBS (PC-VAN な ど ) に よっ て 
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は 無 応答 時 間 が 長い と 通信 を 一 方 
的 に 打ち 切り ます か ら , 名 文 を 作 
る の に 熱中 し , 気がつい た ら 回 線 
が 切断 され て いた と いう 無様 な こ 
と に な ら な いよ う , ゆめ め ゆめ 油断 
な さい ませ ぬ よ うに 。 


使い 勝手 な ど 


さて , その 他 の 使い 勝手 で 気 の 
つい た 点 に 触れ て お きま し ょ う 。 
* ま いと 一 く ぐ ? に は 写真 1 の よう 
に マニ ュ ア ル が 4 司 も 付属 し て い 
ます 。 し か し その ボリ ュー ム で 尻 
込み し て は いけ ませ ん 。 

実際 に 使っ て みる と , 案外 と 操 
作 方 法 は 簡単 で す 。 マ ニュ アル の 
1『 準 備 編 』」 (インストール, 約 40 
ペー ジ ) と 2 『 速 習 編 』( 約 60 ペ ー 
ジ ) に ざっ と 目 を 通せ ば , だ いた 
い 使い 方 が 分 か り ま す 。 習う より 
慣れ よ , で す 。 そ れ だ け 使 いや す 
く な っ て いま す 。 

た だ OS の 違い で , 筆者 が これ ま 


】26 


写真 6> 
HELP 状 態 で 
メニ ュー 表示 
させ た 画面 


で よく 使っ て きた ワー プロ ソフ ト 
が 組み 込め ず 残 念 で す (これ は 当 
方 の 問題 で す が )。 

それ で 筆者 は と りあ え ず , NEC 
の 日 本 語 MS-DOS (Ver 3.1) の フ 
ロン ト ア ロモ セッ サ と に VJEE- え (CT 
ERM に 入っ て いる 日 本 語 フ ロン ト 
プロ セッ サ ) を 組み 込ん で 使っ て 
導 ま だ 。 

守る こ と で ちょ っ と も だ な ドラ テ 
少 右 あり 義 も ない まい と ご くだ に 
NEC の 日 本 語 フ ロン ト プ ロ セッ 
サ (MS-DOS Ver3.1 に 入っ て い 
る 文節 変換 ) を 組み 込ん だ と き の 
に る で 

いろ いろ 試し て みて も 日 本 語 入 
力 が 直接 モー ド で し か 受け 付け て 
くれ ず , 肝腎 の 間接 モー ド が 全く 
機能 し な か っ た の で す 。 

さん ざん 悩ん だ 挙げ 名 どう も 
バグ が ある の で は な か ろう か と 思 
っ て メー カー の イン ター コム に 問 
い 合 わせ た と ころ , 案の定 メー カ 


< 写真 5>? クリ ッ プ モー ド で 編集 中 の 画面 


ー 側 で 思い 違い が あっ た よう で す 。 
NEC に よる と , MS-DOS Ver 
3.1 の か な 漢字 変換 は Ver 2.11 で は 
動作 保証 を し て いま せん 。 し た が 
っ て , Ver3.1 の か な 漢字 変 交 を V 
er2.11 の “まい と 一 く ” に 組み 込 
ん で も うま くい か な い の で す 。 
イン ター コム で は この 点 と 対処 
法 を 早速 ユー ザー へ 文書 で 通知 す 
る こと に な っ だ た よう で す が , 本 誌 
を 見 て 直接 問い 合わ せ て き て も よ 
いと の こと で す 。 

な お ドラ イブ A で MS-DOS の シ 
ステ ム を 立ち 上 げ , ドラ イブ B か 
ら “まい と 一 く ” を 起動 する と , 
間接 モー ド は 一 応 機能 し ます 。 い 
ちい ち 面 便 か も 知れ ませ ん が , こ 
うい う 手 も あり ます 。 

十 : 池 

Ver3.1 の か な 漢字 変換 を Ver 
2.11 の “まい と ーー く ” に 組み 込む 
方 法 は PC-VAN の SIG「 エ レク ト 
ロニ クス ライ フ 」 に も 掲示 し て お 


きま す の で , 参照 くだ さい 。 
(逆瀬川 賠 一 朗 ) 


エレ クト ロニ クス ラテ ライブ 


テイ 


太陽 電池 で 動作 する 
ジタル マル チ メ ー タ 


サン ワ PS-8 


エレ クト ロニ クス を 職業 に し て 
いる 方 だ け で な く , 趣味 に し て い 
る 人 な ら 1 吾 は 持っ て いる の が テ 
スタ で す 。 と て も 簡単 な 測定 吾 で 
の 6 乾電池 の 電圧 を チェ ッ ク し 

, 電球 の 断線 を 調べ る な と ど 幅 
の り ま まず 。 

ここ 数 年 , アナ ログ 表示 で は な 
く , ディ ジタル で 電圧 や 抵抗 値 を 
表示 する ディ ジタル マル チ メ ー タ 
の 価格 も 専用 LSI の 登場 で か な り 
安く な り , 手軽 に 購入 で きる よう 
に すり 事 も AYA 

この た び , 三 和 電気 計 問 株 式 会 
社 か ら 発売 され た PS-8 (写真 1, 
定価 5.680 円 ) は 充電 式 の 電池 を 内 
蔵 し , 太陽 電池 と 組み 合わ せ て , 
電池 の 寿命 を 気 に せ ず に , いつ で 
も 使え を る コン パク ト な ディ ジタル 
マル チ メ ー タ で す 。 写真 2 に 示す 
よう に , 専用 の LSI を 開発 し て 採 
用 し て いま す 。 

機 能 

PS-8 は, 3.5 桁 の 液晶 表示 を も 
の オー トレ ンジ の ディ ォ ジ タル マル 
チ メ ー タ で す 。 直 流 電 圧 , 交流 電 
圧 , 抵抗 の 測定 が 可能 で , 耳 で 導 

通 を 確認 で きる 導通 チェ ッ ク 機 能 
と ダイ オー ド の 良否 判定 機能 も 付 
いて いま す 。 

表 1 が PS-8 の 仕様 で す 。 測定 項 
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< 写真 1> ァ 
PS-8 の 外観 


マ < 写真 2> 
専用 の LSI 


目 や レ ンジ に よっ て も 異な り ま す 
が , 測定 確度 は 土 0.7 多 か ら 2.3 多 
と 価格 が 手ごろ だ け に , これ 以上 
の 性 能 は 望め な いと いっ た と ころ 
で す 。 しかし, あと で 詳し 〈 く 述べ 
ます が , 実際 の 性 能 は この 規格 値 
より も ずっ と 確度 が 高く , その 測 
定 値 は 十分 信頼 で きる も の で し た 。 
PS-8 は , ボタ ン 型 の ニッ ケル カ 


ドミ ウム 電池 ( 約 1.3V) を 2 個 内 
蔵 し て いま す 。 そ し て , これ を 8 
個 の シリ コン アモ ルフ ァ ス 太陽 電 
池 で 充電 する よう に し て いま す 。 
取り 扱い 説明 書 に よる と , 充電 時 
間 と 使用 可能 な 時 間 は , 窓際 に て 
20 時 間 充 電 し た 電力 で 40 時 間 連 続 
使用 (直流 電圧 測定 ) が 可能 

っ て いま す 。 


2。 0%%rdg 十 4dg な も ) 
カ 
カ 
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【 表 1(a ぁ )】 PS-8 の 確度 (23C 土 5 で , 相対 湿度 80 以 下 , 結露 な きこ と ) 


: ぼ ア 


動作 方 式 


一 重 積 分 方 式 


表示 3.5 桁 (1999) 液晶 表 示 、 単 位 記 号 付き 


レン ジ 切 替 


プル サー デキ ウン ツ 


オー バー 表示 


最上 位 格 の 1 を 点 減 


極性 表示 


自動 切り 替え を 、 マ イナ ス 入 力 時 の み 一 表示 


サン プル レー ト 


2 回 ノ 秒 


入力 イン ピー ダン ス 


約 1000M<2 以 上 (DC200mV) 、11MQ(2V)、10MQ 


開放 電圧 (抵抗 測定 時 ) 


約 0. 43V 


開放 電圧 (ダイ オー ド テ スト ) 


% 直 3.V 


導通 デス トス レッ シュ ホー ルド 


約 380Q 


確度 保証 (使用 ) 温 湿 度 範囲 


18(5)~ー28(40) で 、80%% 以 下 


電源 ・ 消 費 電力 


大 陽 電 池 、 充 電 式 電池 内 蔵 、3 mW 最大 


寸法 ・ 重 量 


115X57X18mm、 約 85g 


【 表 1(bD】 PS-8 の 一 般 仕様 


太陽 電池 の 数 か ら 判 断 す る と , 
この PS-8 は , 室内 の 明る さ で 十分 
必要 な 電力 を 発生 で きる よう に 設 
yy の よう ます いき: ああ 
け 明 る い ほ う が 早 く 充 電 で きま す 
が , 直射 日 光 に 長 時 間 き ら さ れる 
と 充電 電流 が 大 きす ぎ て , 電池 の 
寿命 を 短く し た り , 樹脂 の ケー ス 
が 変形 する な どの 間 題 が 起こ る 可 
能 性 が ある の で , 注意 が 必要 で す 。 

電源 電圧 が 土 1.3V し か な いた め 
に , 抵抗 を 測定 する 電圧 も 約 0.43 
V と 低く , 半導体 の 導通 チェ ッ ク 
が で き な い の で , 別に ダイ オー ド 
テス ト の 機能 が 付い て いま す 。 

この 機能 は , テス ト 棒 に 電流 が 
流れ な い 場 合 に は 表示 が 変化 せ ず , 
流れ た 場合 に は それ より も 小さ な 
数 値 が 表示 され る も の で す 。 た だ 
し , ここ で 表示 され る 数 字 に は ま 
っ た く 意 味 は あり ませ ん 。 ダイ オ 
ー ド や トラ ンジ スタ の 導通 チェ ッ 
ク に 便利 な 機能 で す 。 


性 。 能 


価格 に 比較 し て 信頼 で きる , が 
率直 な 印象 で す 。5,680 円 と は いえ 
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立派 な 測定 吾 、 特に ディ ジタル で 
は 数 字 が 表示 され る た め に , どう 
し て も その 数 字 を 信用 し て し まう 
傾向 が 強い の で , 安い か ら 悪 く て 
も よい と は いえ くま せん 。 参考 まで 
に , 筆者 の 所 有する アド バン テス 
ト 社 製 の ディ ジタル マル チ メ ー タ , 
TR6824 と 比較 し て み ま し た 。 
TR6824 で 100.00mV, 1000.0m 
V, 10.000V と 表示 され る 直流 電圧 
を PS-8 で 測定 し た 結果 は , それ ぞ 
れ 100.1mV, 1.001V, 10.01V で し 
が 

この TR6824 の 直流 電圧 の 確度 
は , 最も 悪い レン ジ で も 土 0.06% 
rdg 土 2dgt と PS-8 と は 比べ も の に 
は な り ま せん 。 し か し , PS-8 の 実 
力 が その 規格 値 よ り も か な り 高 く , 
これ は 予想 以上 の 結果 で す 。 
交流 電圧 は , TR6824 の 確度 も 
土 2.0 欠 rdg 土 10dgt と あま り 大 き な 
違い は あり ませ ん 。 低 周波 発振 器 
の 出力 を 用 いて 比較 し て み ま し た 。 
周波 数 は 55Hz と し , TR6824 の 表 
示 が 1000.0 と な る よう に し た と き 
の PS-8 の 表示 は 1.006V と , その 
差 は 問題 に は な ら な いも の で し た 。 


抵抗 に つい て も 比較 を 試み まし 
た 。 測 定 に 使用 し た 抵抗 は 。 い ず 
れ も 土 5 多 の 固定 抵抗 益 で す 。 公 
称 1kQ, 10kO, 100kO.、 そし て 1 
MQ の 4 種類 を 使用 し まし た 。 な 
お , TR6824 の 確度 は 土 0.06 欠 rdg 
土 2dgt で す 。 

TR6824 の 結果 は , それ ぞ れ 1002 
.1, 10.053k, 100.05k, 1030 .4k で , 
PS-8 の ほう は 1.000k, 10.02k, 
99.7k, 1026k と 悪く て も 一 0.3 多 程 
度 で あり , 実用 上 差し 支え を ない 水 
準 以上 の 性 能 で す 。 


感想 


この コン パク ト な か アデ ォ ジタル マ 
ル チ メ ー タ PS-8 は 。 ポ リプ ロ ピ レ 
ン 製 の ケー ス に 収め られ , ポケ ッ 
ト だ 入れ て どこ に で も 持つ て いけ 
ます 。 この ケー 災 に は , テス ト 権 
の リー ド 線 を 巻き 付け る リー ル が 
付属 し , また , スイ ッ チ の 切り 忘 
れ 防 止 の た め に OFF の ポジ ショ ン 
だ け で , ふた が きち ん と し まる 構 
造 に な っ て いま す 。 

価格 も 手ごろ , し ゃ れ た 贈答 品 
と し て も 使 そ る デザ イン で す 。 再 
門 家 だ け で な く , 各 家 庭 に 1 吾 あ 
れ ば 断線 や 乾電池 の チェ ッ ク に 便 
利 と 思い ます 。 

誌 編集 室 か ら 筆 者 に , この PS 
-8 が 持ち 込ま れ た と き は 率直 に 前 
述 の 印象 を 持ち , 付属 の 取り 扱い 
説明 書 の 確度 を 見 て も , これ は 家 
庭 用 の 簡易 テス タ と 思っ た の で す 。 
し か し , 実際 に 実力 を 確認 し て み 
る と , プロ の 使用 に も 耐え る 十分 
な 性 能 に 驚い た 次 第 で す 。 

な お , ここ で 紹介 し た 測定 性 能 
は , 筆者 が 評価 し た 1 右 の も の で 
ある こと を お 断り し て お きま す 。 

(斎藤 真幸 ) 


エレ クト ムロ ニク スラ イフ 


衛星 放送 受信 機器 の 一 覧 と 
デー ツタ の 見 万 


編集 部 


衛星 放送 の 爆発 的 な 人 気 に よ っ 
て 一 時 不足 し て いた 衛星 放送 受信 
機器 も , メー カー の 量産 体制 が 整 
い , 最近 で は , 電気 店 の 店 頭 で よ 
く 見 か ける よう に な っ て きま し た 
が , 機種 に よっ て は , 注文 し て も 
1 ヵ月 近く 待た な けれ ば な ら な い 
も の も ある よう で す 。 

衛星 放送 は , 年 末年 始 の 特別 編 
成 と し て 「 ワ ー ル ド ・ ラ イブ ・ ス 
ペ シ ャ ル 」 を 放送 する 予定 と な っ 
て お り , 24 時 間 世 界 の 情報 を 生々 
し く 伝 える ワー ルド ニュ ー ス や , 
PCM 方 式 の 生 番組 も 魅力 いっ ぱい 
で す 。 ぜ ひこ の 際 , 衛星 放送 を 受 
信 し た いと 言う 方 も 多い こと と 思 
いま す 。 

そこ で 編集 部 で は , 最近 発表 さ 
れ た 各社 の 衛星 放送 受信 機 和 益 の 規 
格 や 仕様 に つい て , その デー タ の 
見 方 も 含め て ご 紹介 いた し ます 。 


反射 鏡 
1W す 
部 を 用 いる 


(a) オフ セッ トバ パ パラボラ 


1. 衛星 放送 受信 用 アン テ ナ 
(BS アン テ ナ ) 


(47) アンテナ 部 
① アン テ ナ の 大 き さ ( 口 径 ) 

BS アン テ ナ に は , 図 1 の よう な , 
お わん 型 を し た パラ ボナ アン テ ナ 
や , 図 2 の よう に アン テ ナ 素 子 を 
平面 に 無数 配置 し た フラ ッ ト タ イ 
プ の アン テ ナ が あり ます 。 い ずれ 
も , その 面積 が 大 きい ほど 電波 を 
沢山 捕 を る こと が で きる の で す が , 
電気 的 に 有効 な 受信 面積 を 開口 面 
積 と 呼ん え で いま す 。 

現在 市 販 さ れ て いる パラ ボラ ア 
ン テ ナ は , ほとん ど が 図 1(a) の オ 
フ セ ッ ト パ ラ ボラ で あり , 開 唱 面 
積 の 代用 と し て アン テ ナ の 横 軸 ( 短 
軸 ) 方 向 の 長き を 表し , これ を アン 
テ ナ の 大 き さ ( 日 径 ) と 呼ん を で いま 
す 。 
② アン テ ナ 開 口 効率 

日 径 は , 大 きい ほど 電波 を 捕え 


投影 面積 


反射 鏡 
( 放 物 面 ) 


(b) パラ ボラ アン テ ナ 


【 図 1 】 衛 星 放送 受信 用 パラ ボラ アン テ ナ 例 


プ g7. 7 の 988 


る 面積 が 多く な り ま す 。 し か し , 
パラ ボラ アン テ ナ の 反射 面 精度 や 
電波 を 集め る た め に 焦点 に 置か れ 
た 1 次 放射 器 の マッ チン グ が 悪い 
と , せっ か く 捕 えた 電波 を も れ な 
く 取 り 込 むこ と が で きま せん 。 こ 
の 割合 を アン テ ナ の 開口 効率 と 言 
い ,。 大 きい ほど 性 能 が 良い こと に 
な り ま す 。 最 近 の BS アンテナ で は , 
65 一 70 多 程度 は 確保 で き て いる よ 
う 民生 
③ アン テ ナ 利 得 

アン テ ナ の 大 き さ と 開口 効率 が 
決ま る と , アン テ ナ 利 得 が 次 式 で 
求め られ ます 。 


G =10ge( 7 〔dBJ 


り : アン テ ナ 直 径 (m) 

2/: ア ン テ ナ 開口 効率 (%) 

4 : 波長 (m) 
(2) コン バー タ 部 
① 雑音 指数 (NF ) 

BS アン テ ナ に は , 受信 し た 衛星 
放送 の 電波 (12GHz) を 1.3GHz 帯 の 
中 間 周 波数 (BS-IF) に 変換 する た 


アン テ ナ 素子 


保護 カバ パー 


【 図 2 】 平 面 ア ン テ ナ 
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た め の コ ン バ ー タ が 付属 され て い 
ます 。 
衛星 放送 か ら の 電波 を 良好 に 受 
信 す る た め に は , コン バー タ の 最 
初 の 増幅 段 に 使用 きれ て いる 素子 
の 性 能 が 重要 と な り ま す 。 最 近 で 
は , HEMT ( 高 電 子 移動 度 ト ラン ジ 
スタ : High Electoron Mobility 
Transistor) な ど , 雑音 発生 の 少な 
い 素 子 も 用 いら れ て いま す 。 
音 指 数 (NF) と は , BS アン テ 
ナ の 入力 部 と コン バー タ 出 力 部 で 
の 衛星 放送 の 電波 と 雑音 の 割合 の 
比 を いい ます 。 BS アン テ ナ ( コ ン 
バー タ 部 を 含む ) で 雑音 が 発生 し な 
けれ ば NF=0dB と な る わけ で す 
が , 増幅 素子 が ある 以上 , 雑音 が 発 
生 し ます の で ゼロ に は な り ま せん 。 


最近 市 販 さ れ て いる BS アン テ ナ 
で は , NF = 2dB 以 下 と な っ て き て 
いま す 。 
② コン バー タ 利 得 

コン バー タ 部 で は , BS まま ュ デー ナ 
へ 供給 する た め に , 周波 数 変換 と 
あわ せ て 増幅 も 行っ て いま す 。 こ 
れ を コン バー タ 利 得 と 言い 。 ほ と 
ん どの 機種 が 48 土 4d4B と な っ て い 
ます 。 

(3③ コン バー タ 消 費 電 カ 

コン バー タ の 電源 と し て , BS チ 
ュー ナ か ら ケ ー ブ ル に 重畳 され て , 
直流 の 15V が 供給 され て いま す 。 
コン バー タ の 消費 電力 は 4 W 以 下 
で す の で , 供給 容量 は 4 W 以 上 を 
確保 する こと と な っ て いま す 。 


60cm 級 


90cm 級 


100cm 級 


アン テ ナ の 性 能 
NF : 2dB 
効率 ・70% 


【 図 3 】 雨 の 影響 が な い 状 況 下 で , 良好 な 受信 品質 を 得る の に 


必要 な アン テ ナ の 直径 
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以上 の 仕様 を 参考 に , BS アン テ 
ナ を 選択 され る と よい で し ょ う 。 
BS アン テ ナ の 大 き さ の 目安 は , 
9 月 号 で も 紹介 し まし た よう に , 
雑音 指数 (NF) 2 dB., アン テ ナ 開 口 
効率 70% 以 上 と し て 検討 し た 場合 

雨 の 影響 が な い 時 で , 
@ 本 州 , 四国 の 大 部 分 …… 50cm 程 度 
@ 九州 , 北海 道 の 大 部 分 …60cm 程 度 
が 目安 と な り ま す 。 
雨 の 多い 地域 で は ひと まわ り 
大 きい アン テ ナ を 目安 と し ます 。 
雨 の 影響 が な い 場 合 で , 良好 な 
受信 品質 を 得る の に 必要 な アン テ 
ナ の 大 き さ に つい て , 日 本 全国 の 
も の を 図 3 に 示し ます 。 


2. 衛星 放送 受信 用 チ ユ ー ナ 
(BS チ ナコ ユー ナ プ ) 


① 映像 信号 出力 , 音声 信号 出力 

BS チュ ー ザ で は BS8 天 ンチ 深 
か ら の 衛星 放送 信号 か ら 衛 星 第 1 
テレ ビジ ョ ン (BS-15) や 衛星 第 2 
テレ ビジ ョ ン (BS-11) の チャ ネル 
を 選 局 し て , 映像 信号 や 音声 信号 
を と り だ も ます 。 

8 チチ ュー ナ に は AV テレ ビ に 
映像 信号 と 音声 信号 を 直接 供給 で 
きる 出力 端子 が 備え られ て いま す 。 

BS チュ ー ナ に よっ て は , 映像 出 
力 端子 が 2 系 統 の タイ プ も あり , 
ホー ム ビ デ オ へ の 接続 用 な ど と し 
て 便利 で す 。 

〈② ビッ トス トリ ー ム 出力 

衛星 放送 で は , PCM 方 式 の 音声 
の ほか, 将来 の 新しい 用 途 に 供 す 
る だ た め , PCM に よる 「 独 立 デ ー タ 」 
が 送れ る よう に な っ て いま す 。 箱 
星 放 送 シ ステ ム の 拡張 性 や 独立 デ 
ー タ の 利用 を 考慮 し て , 各社 の BS 
チェ ュー に だ に は. ピッ トス ネリ ー ム 
端子 が 取り 付け られ て お り , PCM 


エレ クト ロニ クス ラプ ブフ 


信号 が 取り 出せ る よう に な っ て い 
ます 。 
(3③ ディ ジタル 出力 

CD( コ ン パ クト ディ スク ) な どの 
ディ ジタル 音声 を , その まま 接続 
で きる オー ディ オ 機 器 が 出回っ て 
き て いま す が , 衛星 放送 の 特徴 で 
ある PCM 方 式 の 音声 を より 忠実 に 
再生 する た め に , PCM 音 声 を ディ 
ジタル 信号 の まま 接続 する 端子 で 
す 。 オ ー デ ィ オ ファ ン に は 見逃せ 
な い 機 能 の 1 つ で し ょ う 。 
④ AGC 出 力 

BS アン テ ナ の 方 向 を 調整 する 時 
に 使用 する も の で , テス タ な ど で 


電圧 を 測り , 最大 に 振れ る 方 角 に 


BS アン テ ナ を 取り 付け ます 。 

8 チェ ー ナ らら まつ て ば に チャ セ ビ 
画面 や LED に ディ ジタル 表示 する 
タイ プ も あり ます 。 
⑤ RF 出力 ( 再 変調 出力 ) 


BS チュ ー ナ で は , で: 貞 受 情 し た 
映像 信号 と 音声 信号 を UHF の 13 チ 
ャ ネル 付近 の 周波 数 で 変調 し , 従 
来 の テレ ビ 受 像 機 で も 受信 で きる 
よう 紀 セ て いま す 。 

これ を , RF 出力 ( 再 変調 出力 ) と 
呼ん で いま す 。 

再 変調 する チャ ネル は , UHF で 
も 比較 的 放送 の 少な い 13 チ ャ ネル 
付近 が 用 いら れ , 機種 に よっ て は , 
13 一 15 チ ャ ネル を 可変 で きる も の 
も あり ます 。 ま た , 再 変調 出力 が 
ステ レオ 対応 し て いる も の や UHF 
混合 器 を 内 蔵 し た も の な ど , 仕様 
が いろ いろ あり ます 。 お 手持 ちの 
テレ ビ 受 像 機 の 仕様 や 将来 の シス 
テム アッ プ 等 を 検討 し て , 選定 さ 
竹 人 あと あ い 近 も まう 。 

(⑥) 独立 音声 

衛星 放送 の 音声 は , FM 放送 並 の 

A モ ー ド と , CD 並 の B モ ー ド が あ 


る こと は ご 存 知 の こと と 思い ま 衝 
が , A モ ー ド で は , 通常 の ステ レ 
オ L R( 2 音声 で は 主 副 ) の ほか に 
2 チャ ネル 分 の 独立 音声 を 送る こ 
と が で きま す 。 こ の 独立 音声 を 聞 
く 場合 の 音声 出力 端子 が , 別に 設 
けら れ て いる 機種 も あり ます 。 


3. まとめ 


以上 , 衛星 放送 受信 用 機 益 の 最 
近 の 動向 を , 定格 , 仕様 の 説明 と 
共に ご 紹介 致し まし た 。 まな た な 。 答 
社 の カタ ログ 等 を も と に 編集 部 が 
まとめ た 一 覧 表 を , 表 1 一 表 5 に 
載せ て お きま す (仕様 変更 な ど に よ 
り , 記載 内 容 が 違う 場合 が あり ま 
す の で ご 了解 くだ さい )。 

本 記事 が . これ か ら 購 入 を お 考 
え の 諸 氏 の 参考 に な れ ば 幸い で す 。 
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(記載 事項 は 、 仕 様 変 更 な ど に より こと な る こと が あり ます ) 
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(記載 事項 は 、 仕 様 変 更 な ど ば に より こと な る こと が あり ます ) 
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新規 発売 BS チュ ー ナ ー 内 蔵 型 テ レビ 一 覧 表 
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1 ビッ トス トリ ー ム 他 
映像 音 
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280,000 1 
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C-26BS80 245,000 1 1 ビッ トス トリ ー ム の 160 43 ーー 〇 


別 系 統 


( 注 ) 本 資料 記載 事項 は 、 仕 様 変 更 な ど ぼ ば に より こと な る こと が あり ます 


<〈 全 真 > BS チュ ー ナ 内 蔵 テ レビ (ラッ ク は 別売 ) 


NEC C-29BS80 


松下 電 


盆 日 -29BS1 


「 今 度 の お 正月 は , 1 日 の 長 さ が 
1 秒 だ け 長 く な り ま す 」 と 聞け ば , 
「 あ ー, 例 の うる う 秒 の こと だ な /」 
と , 思い 起こ され る 読者 も 大 勢い 
し 証 る こと で も ょ う 。 

そう で す , 昭和 63 年 1 月 1 日 午 
前 9 時 0 分 0 秒 の 直前 に , 国際 間 
の 申し 合わ せ で “うる う 秒 ” を 挿 
入 し , 1 秒 遅らせ る 調整 を 実施 し 
まず 。 

本 来 な ら 8 時 59 分 59 秒 の 次 は 9 
時 0 分 0 秒 で す が , こ の 間 に ~^8 時 
59 分 60 秒 "を 挟み 込む わけ で す ( 図 
1)。 

うる う ) 秒 調整 は , 昭和 47 年 に 第 
1 回 目 が 実施 きれ て か ら , 今回 で 
14 回 を 数 を る こと に な り ま す 。 そ 
れ で は , どう し て うる う 秒 調整 が 
必要 な の か , その 謎 を 解い て み ま 
あう 。 


(①) 3 る 3 秒 と は ? 


人 類 は 太古 の 昔 か ら , 日 の 出 , 
日 の 入り , そし て 夜空 に きら めく 
星々 の 運行 が 作り 出す 昼夜 の 自然 
な リズ ム に 順応 し て 暮らし て きま 


7. 798 ぐ 


し た 。 つ まり , 人 々 は 地球 の 自転 
運動 を 基 に “時刻” の 概念 を 身 に 
付け て きた わけ で す 。 こ の “地球 自 
転 時 " は と て も 正確 で , 人 間 に 限 
ら ず , あら め ゆる 生物 の 暮らし に 密 
着 し , な ん ら 不 都合 は あり ませ ん 
ya 

と ころ が 科学 技術 の 進歩 に よっ 
て , 30 万 年 に 1 秒 し か 狂わ な いと 
言わ れる 究極 の 時 計 ^ 原 子 時 計 ? が 
開発 され て か ら , 話 が や や こし く 
な っ て きま し た 。 原子 時 計 を 時 間 
の 物差し に し て みる と , 地球 自転 
時 は 案外 狂う こと が わか っ て きた 
の で す 。 

わが 地球 の 自転 周期 が 乱れ る 原 
因 と し て は , 地球 内 部 の 現象 や , 
海洋 摩擦 に よる ブレ ー キ 作用 の ほ 


か , 偏西風 に 代表 され る 大 気 の 流 


れ の 影響 ,. さら に は , 私 達 の 住む 
大 地 そ の も の が 海水 面 の よう に 上 
下す る , 地球 潮汐 現象 な ども 考え 
られ て いま す 。 

地球 自転 時 は , この よう に 複雑 
な 地球 内 外 の 影響 を 受け る た め , 
だ ん だ ん 遅れ た り , 季節 に よっ て 
不 規 測 に 揺らい だ りす る 結果 , 1 
秒 の 長 さ が 心 ず し も 一 定 で は な い 
と いう , 困っ た こと が わか っ て き 
だ の 人 です 。 

時 間 の 単位 「 秒 」 は , 長き さや 重 
さ の 単位 と 共に , 最も 重要 な 基本 
単位 で す 。 一定 不変 で な く て は な 
り しま も 

この よう な こと か ら , 国際 報 時 
局 は , 昭和 33 年 (1958) か ら セ シ ウ 
うる う 秒 


【 図 1 】 

今回 の うる 5 秒 。 』 | | 

調整 56 57 58 
8 時 59 


l 

l 

日 

| 1 | 15: 半 
引き 5 秒 

H 9 時 0 分 
日 本 標準 時 
昭和 63 年 1 月 1 日 
】 3Z 


ム 原 子 時 計 に よる 原子 時 を スタ ー 
ト さ せま し た 。 さらに, 昭和 42 年 
(1967) に は , 正式 に 原子 時 計 に 基 
づい て , 時 間 の 単位 「 秒 」 が 決め 
らち 編 る に 下り まし た 。 
すなわち , 1 秒 と は , それ まで 
の 「 地 球 自転 周期 の 1/86400(60 
60x24)」 か ら , 「 セ シウム 133 原 子 
が 出す 電波 の 振動 周期 を 基準 に す 
る 」 と いう よう に 決定 し た の で す 。 
そし て , 昭和 47 年 (1972) か ら は , 
「 時 間 」 ど だ どけ で は な く , 「 秒 」 を 積算 
し て 得 ら れる 「 時 刻 」 も セシウム 


原子 時 計 に よっ て 決め る こと に な 
りき - 才 に 7 お 

と ころ が , セシウム 原子 時 計 が 
刻む 時 刻 を その まま 使っ た の で は , 
前 述 の よう に 地球 自転 時 と は , だ 
ん た だ あず すれ て し まい ます し かじ , 
いく ら 原 子 時 計 の ほう が 正確 だ と 
言わ れ て も , 例え ば , 太陽 が 真 南 
に きだ た と き が 正午 で 。 ラン チタ ィ 
ム / と いっ だ よう を な を 生活 習慣 は 捨 
て る わけ に は いか な いと 思い ませ 
ん か ? 

そこ で 考え られ た の が ,「 う る う 


国際 原子 時 
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1958 65 70 75 0 85 90 
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【 図 2 】 地 球 自転 時 (UT1) に で きる だ け 合 わせ る よう に , 国際 原子 時 に うる う 秒 を 
挿入 し て , 協定 世界 時 (UTC)・ 日 本 標準 時 (JST) を 決定 し て きた 経過 


】 38 


秒 」 な の で す 。 

つま り ,「 原 子 時 と 地球 自転 時 の 
間 に ズ レ が 生じ た ら , 原子 時 の ほ 
う を 1 秒 単位 で 調整 し て 地球 自転 
時 に 近づけ る 。 そ うす れ ば , 原子 
時 の 正確 な 1 秒 も 確保 で きる し , 
地球 自転 時 に よっ て 決ま る われ わ 
れ の 生活 習慣 も 尊重 され る 」 わ け 
で , まさ に 一 石 二 鳥 の うま い 方 法 
だ と 思い ませ ん か ? 

と ころ で , 原子 時 と 一 唱 に 言っ 
て も 1 吾 の 原子 時 計 ど だけ を 使う の 
で は あり ませ ん 。 世界 各 国 の 研究 
所 や 天文 吾 が 所 有する セシウム 原 
子 時 計 は , ざ っ と 200 吾 余り に の ほぼ 
り , わが 国 で も 電波 研究 所 な ど が 
約 20 耕 を 維持 管理 し て いま す 。 こ 
れ ら の 時 計 の 情報 は , パリ の 国際 
度量 衡 局 へ 報告 し ます 。 そ こ で は , 
時 計 の 信頼 度 に 応じ て 加重 平均 し , 
世界 の 時 計 の 基準 と な る 国際 原子 
時 (TAT) を 決定 し ます 。 国 際 原 子 
時 を , UT1 と 呼ば れる 地球 自転 時 
に 対し て 0.9 秒 以上 ずれ な いよ うに , 
うる う ) 秒 調整 し た 時 系 を 協定 世界 
時 (UTC) と 呼び , 各国 の 標準 時 の 
基 と し て 使わ れ ま す 。 

ちな み に , この 協定 世界 時 を 9 
時 間 進 め た も の が 現在 の 日 本 標準 
時 で , ラジ オ や テレ ビ な どの 時 報 
を 通じ て , 人 々 の 暮らし に 役立っ 
て いま す 。 


(① 実際 の 変更 方 法 に つい て 


地球 自転 時 に で きる だ け 合 わせ 
る よう に , 国際 原子 時 に うる う 秒 
を 挿入 し て , 協定 世界 時 を 決定 し 
て きた 経過 が 図 2 で す 。 地 球 の 自 


_ 転 が 遅 れる 傾向 に ある こと や , 国 


際 原 子 時 が スタ ー ト し た 1958 年 か 
ら こ れ ま で に , 地球 自転 時 が 約 24 
秒 遅れ だ が こと,。 さら に , うる う 秒 


エレ クト ロニ クス ラプ イフ 


調整 が 今回 で 14 回 目 で ある こと も 
わか り ま す 。 

と ころ で 。 余談 に な り . ま す が , 
次 回 の うる う 秒 は いつ 頃 に な る か 
予想 で きま すか 7? 地球 自転 の 遅 
れ 方 が ちょ っ ぴり 少な く な っ て き 
て いる よう で すか ら , 2-3 年 先 
5 あだな り そ う で すず ね / 

実は うる う 秒 を いつ 実施 する 
か を 決め る 業務 は , 今回 まで は 国 
際 報 時 局 が 行っ て きま し た が , 次 
回 か ら は 国際 地球 回 転 監視 機関 が 
担当 し ます 。 

地球 自転 が 急 に ゆら いで , 早 
く 手 を 打 た な けれ ば な ら な いよ 
うな こと が 起こ ら な けれ ば , 1 月 
1 日 か , 7 月 1 日 の どちら か に 実 
施す る こと に な っ て いま す 。 う る 
う 秒 調整 は , 世界 中 で 一 斉 に 実施 


og7. 798SS 


デイ ジタル 回 路 の ほど ご どき 
16| 便利 な 電源 ar 円 術 一 夫 
サイ リス 夕 応用 の ノウ ハウ ワ 
オペ ベア ンプ 回 路 の まほ ご どき 
IC 利 用 工作 の ノウ ワ ハ ワ 
マイ コン 回 踏 の まほ ご どき 
必要 る WT ンプ ブッ ジ キー ス 
マイ コン の 周辺 機器 
0 に ーー ナ テン ニン ツア 
る 点 り に こい 写真 の 提 り 万 

発行 ・ 日 本 放送 出版 協会 〒150 東京 都 渋谷 区 宇田 川町 41-1 


され ます 。 わ が 国 で も , 電波 研究 
所 が 送信 する 短波 標準 電波 JJY や , 
長波 標準 電波 JG 2 AS の 報 時 信号 
を は じ め , 各 ラ ジオ 局 や テレ ビ 局 
の 時 計 , NTT に よる 117 番 の 電話 
に よる 時 報 な ど , すべ て 一 斉 に 調 
整 さ れ ま す 。 

「 世 界 中 一 斉 に 」 と 聞く と , 何だ 


か 大 変 な こと の よう に 感じ ます が , 


作業 は 意外 と 簡単 で す 。JJY 送 信用 
時 刻 装置 の うる う 秒 調整 は , ボタ 
ン を 押す だ け で 済む よう に し て あ 
る か ら で す 。 た だ , 失敗 は 許さ れ 
ませ ん か ら , 若干 キン チョ ー す る 
ぐら い の も の で , も う 少 し 何 か 操 
作 し た いな ぁ と 思わ な いで も あり 
ませ ん 。 

タイ ムコ ント ロー ラ で 番組 を 自 
動 的 に 切り 替え る 放送 局 な ど で は , 


\GS0 <⑲ 鉄道 模型 の エレ クト ロニ クス 工作 \950 
\850 ⑥ ディ ジタル | 工作 の だ の し レ み \9O50 
\95O  ⑮⑥《 光 フ ア イ バ ー の 実験 と 工作 \950 
\95O _ 5 セン サー 遍 用 工作 \950 


ee 
CE 
ee 
COO 全 人 
PE 玉 玉 ま まま 


四 / 六 判 送料 台 250 円 


コン ピュ ー タ の 誤動作 を 避け る た 
め に , 100 秒 前 の 秒 信号 か ら , 1 回 
当たり 100 分 の 1 秒 ず つ 遅 ら せ て , 
9 時 ちょ うど に 1 秒 調整 が 完了 す 
る よう に し て コンピュータ 則 織 
られ な いよ うに する 方 法 も 使わ れ 
て いる よう で す 。 
以上 , 今回 行わ れる 「 う る う 秒 」 
調整 の お 知ら せ 方 々 , 時 の 仕組 み 
に つい て お 話 い た し まし た 。 
普段 。 な に げ な くく 聞く 「 ポ ッ ・ 
ボ ポッ ・ ポ ッ ・ ポ ー ン 」 と いう 時 報 
に も , 実は いろ いろ と 科学 的 な 細 
か い 気 配り が な され て いる こと が 
お わか り い な た だ けた さと で だ まま 還 8 
(郵政 省 電波 研究 所 
標準 測定 部 周波 数 標準 課 ) 


送料 苔 Z50 円 


半 1.000 
\1.000 
1.200 
\1.200 
\1.200 
1.200 
学 1.200 
\\1.200 
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使い な が ら 覚 える | 
MS-D0S < 至 み 


白土 義通 


陸 階層 ディ レク トリ の 勉強 


本 来 な ら ば , この ディ レク トリ 
の 階層 構造 の 話 は , も っ と 早く お 
話し し て お くべ きだ っ た の か も し 
れ ま せん 。 し か し , いろ いろ を な 都 
合 で 。 つい つい あと まわ し に な っ 
際 ま いま じ だ 。 と いう こと は 。 
重要 な 事 で は ある けれ ど , 私 た ち 
一 チュ ア の レベ ル で は 。 それ ほ 
ど 繁 急 に 覚え る ほど の 必要 性 が な 
か っ た から な の か も し れ ま せん 。 
し か し , いずれ に し て も 必須 課 
目 ′ で すか ら , 今回 は 1 枚 の ディ 
スク を 試作 し な が ら 勉 強し て みた 
いと 思い ます 。 


| Gotoger 
LNNSNTeWN 


oy 1 os コ ) アル 


6 2 に) 
理 す る 方 法 が 考案 され まし た 。 い い 意 味 で 使っ て きた の で す が , 今 
示 ま の は 。 (ディ イレ ビグ クト サリ と 私 だ ば ) 回 は 正確 な 意味 で の ディ レク トリ 

1 枚 の ディ スク の 中 に は た くさ 単に ファ イル 名 の 一 覧 表 と いう 広 に つい て 理解 し まし ょ う 。 

ん の ファ イル が 詰め 込ま れ て いま 
す 。 フ ァイル の 数 が 少な いう ち は 
ファ イル 名 の 一 覧 表 ( 清和 0 
ィ レ クト リ と 呼ん で きた も の ) を 
見 れ ば , 自分 の 必要 と する ファ イ 
ル を 探し 出す こと は 簡単 で す が , 
数 10 個 以上 に も な る と , 同じ よう 
な ファ イル 名 が だ た くさ ん 出 て き て , 
各 理 する 必要 を 痛感 させ られ ます 。 | 人 rr 


〈 デ ィ レ クト リ の 階層 構造 と は > 


そこ で ディ レク トリ を , 木 の 幹 か Terak 
ら 枝 。 枝 か ら 小 枝 、 小枝 か ら 葉 と ra 月 昌 
いう よう に , 何 段 階 か の 階層 を 持 1 N88 日 本 語 BASIC(86) MS-DOSVer3 


つ , いわ ゆる トリ ー 構 造 と し て 整 実験 に 使っ た いろ いろ な ディ スク 


7 40 エレ クト ロニ クス ライ ブフ 


ルー トディ レク トリ :\ 


【 図 1】 ディ レク ト 
リ の 階層 構造 の 説明 
(実習 用 ディ スク の 
ファ イル 構成 ) 


第 1 階層 
(ルー トディ レク トリ ) 


図 1 は , この 階層 構造 を 説明 し 
た 図 で す 。 い まま で の 実習 で や っ 
て きた だ たよ うに, 特に ディ レク トリ 
を 意識 し な いで ファ イル を ディ ス 
ク に 書き 込む と ,。 ルー トディ レク 
トリ と 呼ば れる 基本 の ディ レク ト 
リ に その ファ イル 名 が 登録 され ま 
す 。 それは, 1 枚 の ディ スク と い 
う 広い 大 部 屋 に , ファ イル と いう 
人 間 が 続々 と 入っ て くる の に 様子 
が 似 て いま す 。 つ まり , その 大 部 
屋 が ルー トディ レク トリ , そし て 
1 人 1 人 の 人 間 が ファ イル と いう 
こと で す 。 人 数 が 多い と , 特定 の 


【 図 2】 ディ レク トリ 電 


を 住所 表示 と 比較 し 
た 図 


プ g7. 798 ざ 


GANBA.JXW 
MINNA.JXW 


第 2 階層 
(サブ ディ レク トリ ) 


人 を 探す の は 難し く な り ま す 。 そ 
こ で , 大 部 屋 の 一 角 を 仕切 っ て 小 
部 屋 を 作り , それ に AA, BB な ど 
と いう 室 名 を 与え を ます 。 こ の 場合 
大 部 屋内 の 人 間 1 人 と , この 仕切 り 
1 部 屋 と は 対等 の 立場 に あり ます 。 
そし て , この 仕切 り 部 屋 の 中 に い 
る 人 は , AA 室 の 〇 〇 さん と いう よ 
うに 室 名 付き で 呼ば れ ま す 。 こう 
する と , 室 名 さえ わか っ て いれ ば , 
〇 〇 きん を 呼び 出す の は 大 部 屋 の 
中 全部 を 探す より 容易 で すし , 仮 
に AA 室外 に 〇 〇 さん と いう 同名 の 
人 (ファ イル ) が いた と し て も , 万 


文 ( ) の 中 は 、 あ と 
か ら 追 加 し て 作成 す 
る する ディ レク トリ お 
よび ファ イル 


GANBA.JXW 


MINNA.JXW 
YADA.JXW 
(SORT.ABC) * 


第 3 階層 
(サブ ディ レク トリ ) 


い に 区 別 す る こと が で きま す 。 さ 
ら に , この AA, BB 室内 を 間仕切 
り し て , CC な ど と いう 間仕切 り 部 
屋 を 作る こと も で きま す 。 こ の 小 
部 屋 (AA, BB) や 間仕切 り 部 屋 (CC) 
の こと を , 大 部 屋 全 体 の ルー ト デ 
ィ レ クト リ り に 対し て , サブ プ デ 境 層 
クト リ と いい ます 。 

図 1 で わか る よう に , AA, BB 
な どの サブ ディ レク トリ は , ルー 
トディ レク トリ の 中 の ファ イル の 
ひと つと し て 扱わ れ ま す ( 大 部 屋 
内 の 1 人 と 小 部 屋 と は 対等 )。 さら 
に , BB の 中 に 作ら れ た サブ ディ レ 


東京 都 荒川 区 西尾 久 3 丁目 er き \BB\CC YADA.JXW 
ディ レク トリ ファ イル 名 ディ レク トリ ファ イル 名 
千代 田 区 田園 調布 
(COMMAND.COM) (FIND.EXE) 
R ファ イル 名 は 同じ だ が 、 
(Onr EXE) が 異 る ファ イル と し 
新宿 区 て 取り 扱わ れる 
(CHKDSK.EXE) 平和 
(XYZ) 
三河 島 1 丁目 
人 四 区 (GANBA.JXW) (GANBA.JXW) 
AA 
町 屋 2 丁目 
(MINNA.JXW) (MINNA.JXW) 
荒川 区 西尾 久 3 丁目 
(BB) (CC (YADA.JXW) 
4 丁目 
(SORT.ABC) 
74】 


(DA>format bi/s/v 図 


Format Version 3.0 


目的 の ディ スク は 1MBFD で す 
フォ ー マ ッ ト 中 で すず. 


シス テム を 転送 し まし た . 


1250304 バイ ト 
86016 バイ ト 
1164288 バイ ト 


クト リ CC は , BB 内 の ファ イル の 
ひと つと し て 扱わ れる の で す 。 

図 2 は , ルー トディ レク トリ を 
~ 東 京都? と 考え た と き (1 枚 の ディ 
スク 全体 が 東京 都 の 地域 で ある と 


考え た と き ), 図 1 に お ける サブ デ 


ィ レ クト リ , AA, BB, CC 夏 ど と , 
区 ・ 町 名 な ど と の 関係 を 図式 で 示 
し た も の で す 。 


これ ら の ディ レク トリ は 記号 で 


表す 必要 が ある の で , ルー トディ 
レク トリ を \, ルー トディ レク ト 
リ 内 の サブ ディ レク トリ を \AA, 
\BB, そし て さら に その 下 の デ ィ 


② A>COPY_CHKDSK.EXE B: 


(④ B>DIR 
の ーー グン お 2 


B: ド ライ ブ の ディ スク を フォ ー マ ッ ト し た あと シス テム を 
コピ ー し , さら に ボリ ュー ム 名 を 付け な さい 


と 


新しい ディ スク を ドラ イブ Bs: 
どれ か の キー を 押し て くだ さき rv 
ディ スク の タイ プア は 1 : 640(KB) 


・ フ ォ ー マ ッ ト が 終了 し まし た 


IO.SYS, MSDOS.SYS, COMMAND.COM を 
新 デ ィ ス ク に コピ ー 


し を 入力 し て くだ さい . 
1 文字, 無名 称 一 


に 新 デ イス ク の ポリ ュー ム 名 を "分 類 整 理 "と 入力 
10.SYS, MSDOS.SYS, COMMAND.COM 
スク 容量 | の 占め る 容量 


別 の ディ スク を フォ ー マ ッ ト し ます か <Y/N>? n 


【 図 3 】 まず , 実習 用 の ディ スク を 作成 し ます : 


金 デ ィ ス ク 容 
シス テム 領域 
使用 可能 ディ 


ンー テム テイ スグ 61 EXE を 新 デ ィ ス ク に コピ ー す る 
まし た 


なさ に ーー 


③ A>B: 加 | カレ ント ドラ イブ を B : ド ライ ブ に 変更 する | 
図 B: ド ライ ブ の ディ レク トリ を 表示 させ る 


の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は 分 類 整 理 


ディ レク トリ は B:\ー] BB: ドラ イブ の ルー トディ レク トリ \ の 内 容 を 表示 し て いる こと を 示す 


COMMAND COM 23942 86-06-10 
CHKDSK EXE 9776 86-06-10 
2 な ァイル が あり ます . 

1154048 バ ト が 使用 可能 で す . 


⑤ B>MKDIR_AA gー-| サ プ デ ィ レ クト リ *AA” を 作成 する 


2 下條 拓 ). よ ニ 


(IMB) タイ プ 


リタ ー ン キー 分 類 整理 


ボリ ュー ム 名 ` 分 類 整理 ? 
レク トリ を \BB\CC な ど と 。, 
NIS 
する 約束 に な っ て いま す 。 

AA, BB な どの サブ ディ 0 
名 は , 他 の ファ イル 名 と 同様 耶 
約 フ ァイル 名 (PRN, CON な ど ) を 
除き 自由 に 付け る こと が で きま す 。 


< 実習 用 ディ スク を 作る > 


で は , 図 3 を 見 な が ら 実 習 用 の 
ディ スク を 作っ て いき まし ょ う 。 
ファ イル 構成 は 図 1 の よう に 仕 
所 行き ます 。- まず ,. AE: ギラ テイ 
プ に MS-DOS シ ステ ム デ ィ ス ク , 


ディ スク 全体 に 付け た 
名 前 : ボ リュ ー ム 名 


0:00 


0:00 ② で CHKDSK.EXE が 書き こま れ た 


どちら も , ルー トディ レク トリ の 中 の 
ひと つの ファ イル と 同じ 立場 


⑥B>MKDIR_BB ジー| サ プ デ ィ レ クト リ \BB” を 作成 する 
(⑦B>DIR g 現在 の ドラ イブ (B: ド ライ ブ ) の 現在 の ディ レク トリ (\: ル ー ト ディ レク トリ ) を 表示 させ る 


オプ BB の チ ィ スク の オリ ュー ムン ベル は 分 類 整 } 
ティ レク トリ は Biy 現在 の ドラ イプ , 現在 の ディ レク トリ (カレ ント ドラ イプ , カレ 
レク トリ ) が それぞれ B:,\ で ある こと を 示し て いる " 
86-06-10 0:00 


COMMAND COM 23942 


CHKDSK EXE 9776 86-06-10 0:00 
AA <DIR> 87-08-01 11:55 一 」 サ プ デ ィ レ クト リ の “AA” お よび 
BB <DIR> 87-08-01 11:55 ~BB” が 作成 され て いる 


ルル が あり ます ロア レク ドリ も 1 個 の ファ イレ と じ て 扱わ れる | 


【 図 4】 
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B: ド ライ ブ に 実習 用 に 準備 し た デ 
や 入 グ を 入れ に (あの ルル ず に し て フ 
ォ ー マ ッ ト し ます 。 こ の 場合 ,。 シ 
ステ ム 転 送 。 ボリ ュー ム 名 入力 の 
スイ ッ チ (/S お よび /V) が 付け て 
あり ます 。 も ちろ ん 2DD タ イプ の 
ディ スク で も OK で す 。 ボ リュ ー 
ム 名 (フロ ッ ピ ー 全 体 に 付け る 名 前 ) 
は "分類 整理 "と し まし た が , こ 
れ は 皆さん の 好き な よう に 決め て 
4 寺 も 。 


< く サ プ デ ィ レ クト リ を 作る > 


図 1 で ルー トディ レク トリ \ の 
内 容 を 見 る と , COMMAND.COM 
は すでに フォ ー マ ッ ト 時 の /S ス イ 
ッ チ で 書き 込ま れ て いる の で , あ 
と は CHKDSK.EXE を コピ ー し , 
サブ ディレク トリ , \AA, \BB を 
作れ ば よい こと が わか り ま す 。 そ 
こ や ② の よう に も て で て A: ドラ イア の 
シス テム ディ スク か ら B: ド ライ ブ 
の 実習 用 ディ スク に CHKDSK. E 
XE を コピ ー し ます 。 

その あと , 今後 の 作業 が B: ド ラ 
イプ ブ を 中 心 に 行わ れる の で , ③ の 
よう し で カウ セン トド きえ ネ ゲ を 泊 
ドラ イブ に 変更 し て くだ さい 。 

④ は , MM 
いっ た か どう か の 確認 で , これ が 
OK な ら , ⑤, の の 操作 で AA お よ 
び BB と いう 名 前 の サブ ディ レク ト 
リ を 作り ます 。MKDIR( メ イク デ 
Oo 

の 命令 (内 部 命令 ) で , キー 入力 
人 2 
の 操作 が 終っ た ら , サブ ディ レク 

トリ が 作成 され て いる か どう か , 
DIR 命令 で の の よう に , し て 見 て み 
また にょ よう 。 8: ドラ イブ の ルー トゲ 
ィ レ クト リ \ の 中 に , AA お よび BB 
と いう サブ プ ブ デ ィ レ クト リ が 追加 さ 


エレ クト ロニ クス ライ プ フ 


カレ ント ディ レク トリ を “CC” に 変更 する 。 本 来 な ら CHDIR_.\CC と する べき だ が , 
\ は 省略 で きる 。 ル ー ト ディ レク トリ か ら 変 更 す る と き は CHDIR_.\BB\CC 


《⑩B>DIR ウ ーー 変更 後 の ディ レク トリ 内 容 を 表示 させ る 


: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は 分 類 整 理 


(9 BzCHDIR_CC 


<DIR> 87-08-0 1 
<DIR> 87-08-01 

2 個 の ファ イル が あり ます 
1139712 バイ ト が 使用 可能 で す 


@DB>COPY,A: 財 JXw,. 加 


《@2B>COPYA : MINNA. JXW_」. 図 
1 


5 個 の ファ イル 
1136640 バイ ト が 使用 可能 で す . 


リ は B:\BB\CC カレ ント ディ レク トリ は \BB\CC 


個 の ファ イル を コピ ー し まし た . 


個 の ファ イル を コピ ー し まし た . 


カレ ント ディ レク トリ に 守 き こむ と き 
@⑯9B>COPY A:GANBA.JXW は ディ レク トリ 名 . を 省略 で きる 
1 


個 の グー テバ オイ 0 が が デ し じ あま あ ) に だ た: 


コピ ー で きた か どう か を 確認 


ドラ イプ B: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は 分 類 整 理 
ディ レク トリ は B:\BB\CC カレ ント ディ レク トリ 
<D1R> 87-08-01 12:10 
9 <DIR> 87-08-01 12:10 
YADA JXW 42 87-08-01 2 ) 3 個 の ファ イレ が , まち が いな く 
MINNA JXWw 37 86-02-06 22:11 
GANBA JXW 33 86-02-06 22:14 コピ ー さ れ て いる 


が あり ます . 


12:10 
# 妥 10 


ディ レク トリ の み で , ファ イル は 
書き こま れ て いな い 
A: ド ライ ブ の 3 個 の ファ イル 
YADA.JXW 
MINNA.JXW 
GANBA.JXW を 
カレ ント ディ レク トリ 
\BB\CC 内 に コピ ー 


【 図 7 】 


ら に サブ ディ レク トリ ^CC" (正確 
に は \BB\CC) を 作り ます 。 
カレ ント ディ レク トリ を \BB に 
変更 し , その 内 容 を 確認 する まで 
は , 図 4 の ⑧, ⑨ と 同じ で , それ 
が ⑬, ⑬⑭ で す 。 こ の 場合 ,、 デ ィ レ 
クト リ 名 の キー 入力 が , AA の よう 
に 省略 形 で な く ,\BB と し て ある 
点 に 気 を つけ て くだ さい 。 

引き 続き , ⑪⑮, ⑯ の 操作 で 2 個 
の ファ イル を コピ ー し , 次 に MD 命 
令 で ⑰ の よう に \BB (カレ ント デ 


分 類 整 理 


バイ 
が オキ 
バイ 
バイ 
バイ 


が ポニ スグ は 1987-8-1 
1250304 
61440 
3072 
49152 
1136640 


当 S③SS3+ ゝ 
吉 NN 


655360 
594704 


バイ 
バイ 


コン 2 の アア 
湾 陸 浴 " で で 
通 x 迎 両 吉 協 
選 店 

起こ 

駐 

店 

ーー 


@6A>MKDIR AA\XYZ 図 


5 個 の 
1135616 バイ ト が 使用 可能 で す . 


@⑳ A>cHkDsSK g 一 [試作 ディ スク を A: ド ライ ブ に 差し 換え , ルー トディ レク トリ 内 の CHKDSK を 使っ て みる 


サ プ デ ィ レ クト リ ^AA” 内 に さら に 
サ プ デ ィ レ クト リ *XYZ” を 作る 


@⑳⑰A>CHDIRuAAg ーーー 所 アデ レク トリ を YAA に 変更 


@9A>DIR ーーーーーー 一 | 変更 後 の デ ィ レ クト リ 内 容 を 表示 
ドラ イブ A: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は 分 類 整 理 
ディ レク トリ は A:\AAー 一 カレ ント ディ レク トリ 
<DIR> 87-08-01 11:55 ニ | カレ ント デイ レク トリ WAA の こと 

<DIR> 87-08-01 11:55 ニ ーー| 親 デ ィ レ クト リ \ の こと 
FIND EXE 6483 86-06-10 0:00 ーー 
SORT EXE 1680 86-06-10 0:00 2 個 の ファ イル と 1 個 の ディ レク トリ 
XYZ <DIR> 87-08-01 12:46 が 存在 する 


ィ レ クト リ ) の 中 に サブ ディ レク ト 

リ ^CC” を 作り ます 。 こ れ ら の コピ 
ー, サブ ディ レク トリ 作成 作業 
が うま くい っ た か どう か は , ⑱ の 
よう に し て 確 め る こと が で きま す 。 
図 の よう に , 2 個 の ファ イル と 普 
ん で , CC も プリ ント アウ ト さ れ て 
いま す 。 

図 1 の ファ イル 構成 を 実現 する 
に は , さらに ^CC" 内 に 3 個 の ファ 
イル を コピ ー し な けれ ば な り ま せ 
ん が , これ は , 図 5 お よび 図 6 と ま 


11520 に 作成 され まし た . 


ィ ルーTLUI0.SYS, MSD0S.SYS, 分 類 整 理 
\AA, \BB, \BB\CC 
COMMAND.COM, CHKDSK.EXE 

FIND.EXE, SORT.EXE 
GANBA.JXW, MINNA.JXW 
GANBA.JXW, MINNA.JXW 
YADA.JXW 


憶 さ 二 う 


【 図 8】 


】 オイ 


っ た く < 同じ プロ セス な の で 説明 は 
省略 し ます 。 図 7 を 参考 に し て く 
だ さい 。 


く デ ィ ス ク 内 容 の チェ ッ ク > 


さて , 一 応 実習 用 ディ スク が で 
き 上 が っ た の で , その 内 容 を チェ 
ッ グ し て み ま じ ょ う 。 いま まで 実 
習 用 ディ スク は B: ド ライ ブ に 入れ 
で あり しね な が , ここ で AA ギド テオ 
プ の シス テム ディ スク を 抜い て 差 
し 換え ます 。 リ セッ ト す れ ば , 実 
習 用 ディ スク だ け で 完全 に 立ち 上 
が り ま す 。 

まず , 図 8-⑳ の よう に , CHKD 
SK 命 令 で ディ スク の 内 容 を 調べ て 
み ま し ょ う 。 個々 の ファ イル の 容 
量 は わか り ま せん が , メモ リー, 
お よび ディ スク の 使わ れ 方 の 現状 
が , お お よそ わか り ま す 。 

ここ で 試し に , 現在 の ルー ト デ 
ィ レ クト リ の 位置 (4A: ド ライ ブ に 
差し 換え て リセ ッ ト し た の で , 立 
ち 上 げた 後 は ルー トディ レク トリ 
に な っ て いる ) か ら , 直接 サ プ デ ィ 
レク ドリ \AA 内 に サブ ディ レク ト 
リ * 科 "を 作っ て み ま し ょ み 。S 
れ は @⑳⑳0 の よう に し て 簡単 に 作る こ 
と が で きま す 。 つ まり , 図 5-⑧ の 
よう に , カレ ント ディ レク トリ を 
切り 換え な く て も , サブ ディ レク 
トリ の 階層 順 の 経路 を キー 入力 で 
指示 し て や れ ば , 任意 の ディ レク 
トリ の 位置 か ら 任意 の 場所 に ディ 
レク トリ を 作る こと が で きる の で 
も 

果たし て , \AA の 中 に \AA\X 
YZ が 作ら れ て いる か どう か , ⑳, 
⑳⑱ の よう に し て 調べ て み ま し ょ う 。 
図 の よう に , 間違い な く \AA ギ XX 
YZ は 作成 され て いま す 。 

今度 は , /V ス イッ チ を 付け て , 


エレ クト ロニ クス ライ ブフ 


れ て いる こと が わか り ま す 。 


< カレ ント ディ レク トリ の 変更 > 


今度 は , サブ ディレク トリ \AA 
の 中 に FIND.EXE と SORT.EXE 
を コピ ー し ます 。 い まま で の 作業 
は , 対象 が すべ て ルー トディ レク 
トリ だ っ た の で , 現在 の ディ レク 
トリ (カレ ント ディ レク トリ ) が ど 
こ に な っ て いる の か , 特に 気 を 使 
う 必 要 は あり ませ ん で し た が , 今 
度 は \AA と いう サブ ディ レク トリ 
を 対象 に コピ ー 作 業 を する の で , 
カレ ント ディ レク トリ を \AA に 変 
更 す る 必要 が あり ます 。 そ の 作業 
が 図 5⑧ で す 。CHDIR (チェ ンジ 
ディ レク トリ 命令 ) も 内 部 命令 で 
pb は CD DK で 入 力 ずる と 
が 可能 で す 。 ま た , 変更 先 の ディ 
レク トリ 名 は , 正式 に は \AA と 入 
カカ し な けれ ば いけ な い の で す が , 
現在 ルー トディ レク トリ に いる の 
で , \ を 略し て AA だ け と し て も 0O 
K で す 。 

カレ ント ディ レク トリ が 変更 さ 
れ た か どう か は , ⑨ の よう に DIR 
命令 で 確か め る こと が で きま す 。 


【 図 6 】 


og7. 798S ざ 


(⑧B>CHDIR_AA 回 カレ ント ディ レク トリ (現在 の ディ レク トリ ) を “AA” に 変更 する 
0 IR 基 | ディ レク トリ を 表示 させ る | 


B: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は 分 類 整 理 
ト リ は B:\AA 一 ゴ クレ ント ディ レク トリ クム A で ある こと を 和 し そい る 」 


ファ イル 名 り ( に く <DIR> 


87-08-01 11:55 BC ント PIT わす 
2 87-08- 04 11:5 は 続 や 1 セク 17 当 天 


ディ レク トリ ょ , それ ぞ で れ 
1 個 の ファ イル と 同 じょう に 抽 わ れる 


く DTR> 


2 個 の ファ イ 
1152000 バイ ト が 使用 


当 き 
鼓 \ ] 
届い 


(0⑳⑩B>COPY , 0 FIND. EXF、 , 
個 


(DB>COPY A:SORT.EXE . 連 


1 個 の ファ イル を コ ie 二 に 7 さい 


(②B>DIR g カレ ント ディ レク トリ (B: ド ライ ブ , \AA) の 内 容 を 表示 させ る 


サ ィ レク トリ は BiYA フー 二 時 凍 分 類 整 理 
ディ レク トリ は B:\AA | カレ ント ディ レク トリ | 「 ディ レク トリ :\AA | YAA 
<DIR> 87-08-01 11:55 | 親 デ ィ レ クト リ :\| 
いい <DIR> 87-08-01 11:55 
FIND EXE 6483 86-06-10 0:00 \AA デ ィ レ クト リ 内 に 
SORT FXE 1680 86-06-10 0:00 2 個 の ファ イル が ある 


1142784 ペイ ト が 使用 可能 です . し 2 個 の 2 レク ドリ Z2 個 の 2 ァ イレ 
【 図 5 】 

\AA の 中 に は , まだ 何 ち コ ピー さ ライ ブ の シス テム ディ スク か ら コ 

れ て いな い は ず で す が , す で に 2 ピー し , ちゃ ん と コピ ー さ れ た か 


KSM の 
し か も , その ファ イル 名 が . 
び .. と な っ て いる の で す 。 こ れ は , 
自分 自身 の ディ レク トリ を . で , 
また 自分 自身 の 直接 の 親 デ ィ レ ク 
トリ を .. で (いずれ も ファ イル と し 
て ) 表 す よ うに 約束 され て いて , そ 
れ が 表示 され て いる か ら 
この あと , ⑩, ⑪ の よう に し て 
FIND.EXE と SORT.EXE を A: ド 


な の で す 。 


どう か を Q⑫⑱ の よう に し て 確か め ま 
す 。 結果 は 図 の よう に , コピ ー し 
た 2 個 の ファ イル が 増加 し て いま 
。 


< サブ ディ レク トリ 内 に 
サブ プ デ ィ レ クト リ を 作る > 


今度 は 図 6 を 見 て くだ さい 。\BB 
の 中 に 2 個 の ファ イル , GANBA.J 
XW。 MINNA.JJXW を コピ ー し , さ 


③ B>CHDIR_\BB ば カレ ント ディ レク トリ を `BB” に 変更 する 。 親 ディ レク トリ が \( ル レー トディ イレ クト 
こ リ ) の 場合 は , B>CHDIR_.BB と し て , \ を 省略 し て も よい 


(0⑳B>DIR 


(9B>COPY ,A:GANBA. JXW 」 


(6B>COPY , NM MINNA.JXW ,. 


2 記 
3 所 カレ ント ディ レク トリ の 内 容 を 表示 させ る 


変更 後 の デ ィ レ クト リ を 表示 させ る 
B: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は 分 類 整 理 
ンー カレ ント ディ レク トリ は \BB 
<DIR> 87-08-01 11:55 ・ は カレ ント ディ レク トリ \BB を 表わす 
2 欄 の の ます た が あり ます : は 親 デ ィ レ クト リ \ を 表わす 
ら ) レン ト ダ 2 と 条 A ドラ イブ の GANBA.JXW を コピ ー す る 


1142784 バイ ト が 使用 可能 で す . 
1 個 の ファ イル を コ ヒ ピー し ま 


> ぁ レ シト ディ レク トリ FE ドラ イブ の MINNAJXW を コピ ー す る 


個 の ファ イル を コピ ー し まし 


カレ ント ディ レク トリ 内 に サディ レク トリ CC” を 作成 する 


: の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は 分 類 整 理 


レク トリ は B:\BB カレ ント ディ レク トリ 
0。。 」、。。 」 は カレ ント ディ レク トリ \BB を 表 わ ず 
<DIR> 87-08-01 11:55 は 親 デ ィ レ クト リ \ を 表わす 
4 人 231 生 2 個 の ファ イル , 1 個 の サ プ デ ィ レク トリ 
<DIR> 12:10 が 存在 する こと を 示し て いる 
5 個 の ファ イ 
1139712 バイ ト が 使 


】43 


か 


【 図 9 】 を 
図 9-⑳ の 表示 画面 
(CHKDSKV 命 令 実 行 ) 
h 4 


人道 
OS It dol 


CHKDSK 命 令 を 実行 し て み ま し ょ 
う 。⑳ 以 降 ., カレ ント ディ レク ト 
トリ は \AA に な っ て いま すか ら , 
ここ か ら ル ー ト ディ レク トリ ぎの 
中 に ある CHKDSK 命 令 を 呼び 出し 
て 実行 する た め , A>\CHKDSK 
/V と キー 入力 し ます 。 その 実行 結 
果 が 図 9-⑳⑳ で , /V ス イッ チ が 付く 
と ディ レク トリ の くわ し い 内 容 が 
表示 され る こと が わか り ま す 。 


< ディ レク トリ 相互 問 の 
いろ いろ な 操作 > 


前 項 で , カレ ント ディ レク トリ 
が \AA に な っ て いる と き , ルー ト 
ディ レク トリ \ の 中 ! に ol 

K 命 令 を 呼び 出す の に , \CHDK 
SK と いう よう に , ディレク トリ 名 
を 頭 に 付け て 呼び 出せ る と いう こ 


og7. 798 ぐ 
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カレ ント ディ レク トリ \AA か ら ル ー ト ディ レク トリ \ の CHKDSK を 呼び 出し /V ス イッ チ 付 き で 実行 する | 


は 1987-8-1 11:20 に 作成 され まし た . 


A: : \MSDOS. SYS 
A:\COMMAND. COM 


ーー| ルー トディ レク トリ 内 に 存在 する ファ イル | 


Ai:\ 分 類 整 理 
A: \CHKDSK. EXE 
ディレク ト リ り Ai\AA 


A:\AA\FIND. EXE 


) ーー | ディ レク トリ \AA 内 に 存在 する ファ イル | 


A :\AA\SORT. EXE 


クト リ A:\AA\XYZ ーーーーー| ディ レク トリ \AA\XYZ 内 に ファ イル は 存在 し な い | 


ィ レ 
ィ レ 


や 


クト リ A:\BB 


A: \BB\GANBA. JXW 


A : \BB\MINNA. JXW 


コ ! 


) ーー ディ レク トリ \BB 内 に 存在 する ファ イル | 


A : \BB\CC\YADA. JXW 
A : \BB\CC\MINNA. JXW 


ーー ディ レク トリ \BB\CC 内 に 存在 する ファ イル 


ィ レ クト リ A:\BB\CC | 


A:\BB\CC\GANBA. JXW 


4 ドッ 
バイ ト 
バイ ト 
バイ ト : 

ト 

ト 

ト 


1250304 
61440 
4096 
49152 
1135616 


lSSS ょ ゝ 
吉 じ ポ ぐ ぷ 
3 1 ふさ AN 
ヽ 半 で H 層 
1 SN 陣 
さ ざ テ テコ 


バイ 


バイ 
バイ 


655360 
594704 


浴 陸 浴 て と の 時 
トド: 


選 市 
| だ ー 
Se 
店 


悼 さ ニ さ 


| 


IO. SYS, MSDOS. SYS, 分 類 整 理 


\AA, \BB, \AA\XYZ, \BB\CC | 
COMMAND.COM, CHKDSK.EXE 


FIND.EXE, SORT.EXE 


GANBA.JXW, MINNA. JXW 
GANBA.JXW, MINNA.JXW 
YADA.JXW 


@DA>TYPE YADA. JXW 
MS-DOS は . 


0 A>CHDIR. \BB\CC [ 記 ーー カレ ント ディ レク トリ を \CC” に 


変更 する | 


| サブ デル ク トリ "OO (WBBWOC) 内 の ファ イル YADAJXW を タイ プ | 


難し い の で 、 


ュー | 親 デル クト リ . … (WBB の に と) 内 の ファ イル MINNAJXW を タイ プ | 


も うだ 。 


A> 


@9A>TYPE。 .\MINNA. JXW に 
みん な で MS-DOS を お ぱ え まし ょ う 
G3A>CHD1R。 Y。.g ー の 《 の 打 毅 アル クト に の 場 人 は ルー デル クト 9 に カレ ント デル クト リ を 放す る | 
39A>DIR ーー ルー トディ レク トリ に 戻っ た か どう か 確認 し て みる | 
ドラ イブ A: の ディ スク の ポリ ュー ムラ ベル は 分 類 整 理 
ディ レク トリ は A:\ーー| カレ ント ディ レク トリ は ルー トディ レク トリ | 
COMMAND COM 23942 86-06-10 0:00 mn 
CHKDSK EXE 9776 86-06-10 0:00 ルー トディ レク トリ の 
AA <DIR> 87-08-01 11:55 安 に な っ て い 
BB <DIR> 87-08-01 11:55 内 容 に が つり 
4 個 の ファ イル が あり ます 


1135616 バイ ト が 使用 生生 


と が わか り ま し た 。 これ は 。 異な 
る ドラ イブ に ある ファ イル を 呼び 
出す の に , B:XXX.00, な ど と す 
る 操作 に よく 公 て いま す 。 

ここ で 図 10 を 見 て くだ さい 。@⑯ 
で み ビ ント ディ レタ トリ を "CC" 
に 変更 し た あと , その ディ レク ト 
リ 内 の YADA.JXW と いう ファ イル 
内 容 を @⑳ で タイ プ し て いま す 。 そ 
の 次 の が 問題 で す 。A>TYPE_. 
.\MINNA.JXW と いう キー 入力 
は どう いう 意味 な の で し ょ うか ? 
これ は MS-DOS の 約束 ご と で , カ 
レン トディ レク トリ か ら 見 た 直接 
の 親 デ ィ レ クト リ の こと を .. で 表 
す の で す 。 し た が っ て この キー 入 
力 の 意味 は , カレ ント ディ レク ト 
リ \BB\CC の 親 デ ィ レ クト リ で 


【 図 10】 
ある \BB 内 の ファ イル , MINNA. 
JXW を タイ プ し な さい , と いう こ 
と な の で す 。\BB\CC に も MINN 
A.JJXW と いう 同名 の ファ イル が あ 
り ま す が , ここ で タイ プ さ れる の 
は , あく まで も \BB の 中 の MINN 
A.JJXW な の で す 。 
次 の 9$⑱ は も っ と や や こし く な 
て いま す 。..\.. と いう 記号 が 測 
て きま し た 。 これ は 。, 親 の そお 康 
た 親 と いう 意味 で す 。 カ レン ト デ 
ィ レ クト リ は \BB\CC で すか ら , 
その 親 デ ィ レ クト リ は \BB, そし 
て , その また 親 デ ィ レ クト リ は 区 , 
つま り ル ー ト ディ レク ト り と WW3 
こと に な り ま す 。 し た が らち 生還 還 
の キー 入力 の 意味 は , カレ ント デ 
ィ レ クト リ を ルー トディ レク トリ 


】45 


G@ A>TYPE  \BB\CCYSORT. ABC 加 


wONDERFUILL NIGHT 
TOTTOCHAN 

BRAKE 
CHANCE 


グイ リプ 
ディ レク トリ は A:\BB\CC 


に 変更 せよ 。 と いう こと に な り ま 
す 。 果 た し て \ に 戻っ た か どう か 
は , @⑳ の よう に DIR 命 令 を 実行 し 
て みれ ば すぐ に わか り ま す 。 


く パ ス 名 > 


今度 は 図 11 を 見 て くだ さい 。⑥⑮) 


の よう に キー 入力 すれ ば , B: ド ラ 
イプ の ルー トディ レク トリ に ある 
SORT.ABC と いう ファ イル を , A: 
ドラ イブ (カレ ント ドラ イブ ) の \ 


B: ド ライ プ の ファ イル SORT.ABC を 
9 A>COPY_B: 1 ABC, \BB\CC 回 A: ド ライ プ ブ の デイ レク トリ \BBYCC 内 に コピ ー 


個 の ファ イル を コピ ー し まし た ょ た. 


コピ ー で きた か どう か タイ プ 
MORMENT 命令 で 確認 


MORNING 
SING 

PLAY 

GOOD 5 

ALLAY SORT.ABC の 内 容 が 表示 され た 


@⑰ A>CD_\BB\CC カレ ント ディ レク トリ を “CC” に 変更 
8 A>DIR 連 | ディ レク トリ 内 容 を 表示 させ る 


の ディ スク の ボリ ュー ムラ ベル は 分 類 整 理 
カレ ント ディ レク トリ 


得 1) 


>: 2 | S0RTABC が 追加 
: 1 1 | され て いる 
2:14 

: 56 と 


<DIR> 87-08-01 
0 <DIR> 87-08-01 
YADA JXW 42 87-08-01 
MINNA JXW 37 86-02-06 
GANBA JXW 33 86-02-06 
SORT ABC 87 87-07-18 

6 個 の フ 竹生 キ イ ルレ 

1134592 バイ ト が 使用 可能 で す . 


6@9A>CD \g カレ ント ディ レク トリ を ルー トディ レク トリ に 変更 
すす 命令 と ディ レク トリ 名 の 間 は \ で 区 切る 


0A>\AA\FIND『 み ん な “ロロ \BB\MINNA. JXWUL\BB\CC\MINNA. JXw 


1! | ファ イル 名 と の 間 も \ で 区 切る 


【 図 11】 


BB\CC デ ィ レ クト リ に コピ ー す 
人 なこ ど が で きま す 。 Ai ドラ を 肝 唄 
カレ ント ディ レク トリ は \ で すか 
ら ,。 この コピ ー し た 結果 の ファ イ 
ル を その ディ レク トリ 位置 か ら 指 
定 し て タイ プ す る た め に は , ⑯⑳ の 
よう に \BB\CC\SORT.ABC と 
し な けれ ば な り ま せん 。 こ れ で S0 
RT.ABC が \BB\CC に 書き 込ま 
れ だ た こと が わか り ま す が , 念 の た 
め @》,@0 の よう に し て ディ レク ト 


ーーーーーーーーー 一 \BB\MINNA. JXW 


ーー \BB\CC\MINNA. JXWw 


RES \BB\CC\SORT. ABC 


WONDERFULL NIGHT 


4⑫ A>TYPE \BB\CC\SORT. ABC 
MORMENT 
MORN TING 
SING 
PLAY 
GOOD 
ALLAY 
WONDERFULL NIGHT 
TOTTOCHAN 
BRAKE 
CHANCE 


さい 


A> 
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ぬん な で MS 一 DOS を お ば えま し ょ う 


みん な で MS 一 DOS を お ば えま し ょ う 
+ 敵 訂 主 


@DA>YAA\FIND」 N'\BB\CC\SORT. ABC ! \AA\SORT [ 記 


CHANCE 
MORMENT \N? を 含む 行 が 
ON ABC 順 に 並べ 換 
TOTTOCHAN えら れ て いる 


ディ レク トリ ^A 


【 図 12】 


ディ レク ト び ^AA” 内 の FIND 命 
令 で ^CC” 内 の SORT.ABC の 
中 か ら 文字 列 N” の ある 行 
を 探し 出し , それ を ^AA" 内 
の SORT 命 令 で ABC 順 に 並 
べ 換 えよ 


ディ レク トリ “CC” 内 の ファ イル 
SORT.ABC の 内 容 を タイ プ せ よ 
上 の FIND “N” お よび SORT 命 令 で 選別 され , 
並べ 換え られ た 内 容 と 比較 し て , 確認 し て くだ 


リ を 表示 させ て み ま し た 。 

で は 最後 に 図 12 を 見 て くだ さい 。 
0 で カレ ント ディ レク トリ を ルー 
トディ レク トリ に 変更 し た あと , 
⑩ の よう に キー 入力 し て み ま し ょ 
う 。 こ こ で 使う FIND 命 令 は \AA 
こ あ り ま す 。 ま た , 命令 の 対象 と 
な る ファ イル , MINNAJJXW は , \ 
BB, お よび \BB\CC に あり ます 。 
じ た が っ て 。 これ ら の プ テ イ オル の 
中 か ら “みん な ” と いう 文字 列 を 
探す に は , それ ぞ れ の 命令 や ファ 
イル 名 の 頭 に ディ レク トリ 名 を 付 
け て ⑳⑩' の よう に キー 入力 し て や ら 
な けれ ば な ら な い の で す 。 この 場 
合 , どちら の ファ イル も 同じ 文章 
が 入っ て いま すか ら , 実行 結果 は 
図 の よう に な り ま す 。 は パイ プ 
を 使っ た 例 で す 。 もう 説明 は 必要 
な いと 思い ます が , それ ぞ れ の 命 
令 や ファ イル 名 の 頭 に ディ レク ト 
リ 名 が 付け られ , 異な る ディ レク 
トリ 相互 問 で , 自由 に 命令 の 実行 
が で きる こと を 示し て いま す 。⑭ 
は の 中 で 使わ れ た ファ イル , SO 
RT.ABC の 内 容 を , ディ レク トリ 
名 を 頭 に 付け て タイ プ し た 例 で す 。 

以上 の 説明 の 中 に 何 回 も 出 て き 
だ た , ファ イル 名 や 命令 の 頭 に 付け 
る デキ ネ レ クト リ 才 は , ルー ト 守 え 
レク トリ か ら 各 階層 を 経て 自分 の 
ディ レク トリ に 至る まで の ルー ト 
を 表し て いる の で , パス 名 と 呼ば 
れ て いま す 。 た と えば , \BB\C 
C\SORT.ABC に お ける パス 名 は , 
\BB\CC で す 。 

今月 は 少し 単調 で 退屈 だ っ た か 
も し れ ま せん が , 来 月 は PATH, 
ATTRIB な どの 命令 の 話 の あと , 
ハー ド デ ィ スク の 使い 方 に 移っ て 
いき だ た いと 思い ます 。 

で は また 来 月 …… 4 


エレ グ クト ロニ クス ライ プン フ 


複数 機器 の リモ コン を 1 つ に 統合 
ソニ ー の 学習 機能 内 蔵 
^AV リ モー トコ マン ダー" 

ソニ ー は 。, 複数 の リモ コン の 機 
能 を 一 つの リモ コン に 集約 し て 使 
用 で きる , 学習 機能 内 蔵 の “プロ 
グラ マブ ルレ ルリ モー トコ マン ダー"『R 
M-P700』 を 新 発 売 し た 。 

本 機 は .。 ソニ ー の AV 機器 の コ 
ント ロー ル は も ちろ ん , 他社 の 機 
災 の コー ド 信 号 も 覚え を られ る 。 こ 
の 学習 機能 に より AV 機器 の リモ 
コン を 1 つ に 統合 で きる た め , あ 
ら め ゆる 映像 , 音楽 ソー ス を た っ た 
1 つの リモ コン で 遠隔 操作 で きる 
も の 。 

@ 主 な 特徴 
1. 使 用 頻度 の 高い 操作 キー を 上 
面 に レイ アウ ト し , 細か い 操 
作 キ ー は , 内 面 に 配置 する な 
ど , 使い 勝手 優先 設計 。 
2.A V 機 叶 そ れ ぞ れ の 切り 換え 
不要 な , 1 操作 1 キー 対応 
方 式 に よる 簡単 操作 を 実現 。 

3. ソ ニー の オー ディ オ やせ > 

アル 機器 は その まま り モ コン 


プ o77. 7 の 8S 


SONY 

プロ グラ マブ ル 
リモ ー ト コマ ン 
ダー 
RM-P700 


が 出来 る (最大 90 操 作 )。 

4. 他 社 の リモ コン 対応 機器 も , 
学習 さき せる こと に よっ て 操作 
可能 (最大 100 操 作 ) 。 プロ グラ 
ム 学 習 の あと , ワン タッ チ で 
当社 の スタ ンダ ー ド ポジ ショ 
ン に 戻す こと が 可能 。 


人 @ 主 な 仕様 
リモ コン 方 式 赤外線 パル ス 式 
電 源 DC6V 
最大 外形 寸法 96X42X170mm 
E 量 260g 


@ 定 価 12.800 円 
@ 問い 合わ せ 先 Tel.03-448-2200 


KENWOOD 
コー ドレ ステ レ ホ ン 
IS-C8 


ケン ウッ ド が コー ドレ ステ レ ホ ン を 
*88 年 1 月 より 発売 


ケン ウッ ド で は , 新規 事業 分 野 
と し て 電話 機 市 場 に 本 格 参入 する 
こと に な り , その 第 1 弾 と し て ュ 
ー ド レス 電話 機 を 1988 年 1 月 中 旬 
より 発売 する 。 

これ は , 電話 回 線 の 接続 装置 
(ベー ス セ ッ ト ) と 電話 機 (ハン ド 
セッ ト ) を 無線 で つなぎ , 離れ た 
と ころ で 電話 を か けた り 受 けた り , 
話 を し な が ら 移 動 し た り で きる 小 
電力 タイ プ の コー ドレ ステ レ ホ ン 
で ある 。 な お , コー ドレ ス 電 話 は 
電気 通信 事業 法 の 改正 に より, 87 
年 10 月 より 市 場 が 自由 化 さ きれ た ば 
か り の 分 野 で ある 。 

主 な 特徴 は , ID コー ド 内 蔵 ・ 0 
発振 の 制限 ・ タ イマ ー 機 能 ・ 自 動 
保留 解除 機能 ・ ス タン バイ ロッ ク 
S W・ 親 子 間 コ ー ル な ども り 沢 山 。 


人 @ 弄 名 IS-C8, 定価 79.800 円 
人 @ 発売 88 年 1 月 中 旬 
@ 装 い 合 わせ 先 


1el. 03-486-5520 


】 4 オ Z 


。、 


2 RT T 
人 とこ 抜 巻 佳 毒 美 


デバ ッ ギ ング 
On BA8IC 


450 し プロ グマ 各 と いう を 、 を 
か く 入 門 者 用 の 言語 (BASIC の B 
が Biginer : 初心 者 用 の せい だ ろ 
う か ? ) と か , お 遊び 用 の 言語 と 
思わ れ が ち で す が , 実際 に は か な 
り 広い 範囲 で , も ちろ ん 実用 プロ 
グラ ム と し て 使用 きれ て いる と い 
う の が 現状 で す 。 


ロ 叶 を と も な う ブ ログ ラム の ヲリ 


そこ で 今回 は , 外部 に 接続 され 
だ ハー ドウ ェ ア を 伴う プロ グラ ム 
に つい て , その デバ ッ グ の 仕方 を 
紹介 し まし ょ う 。 外 部 接続 の ハー 
ドサ アデ と し て は だ り シグ と うみ 
ロッ ピー ディ スク 装置 を 取り 上 げ 
る こち も に じ ます 。 


機 


能 


STROBE | プリ ンタ 側 入力 


BUSY | プリ ンタ 側 出 カ 


デー タ を 取り 込む た め の タ イミ ング パル ス 。 
定常 状態 で は “H" で あり 、“"H" つ "L" と な っ た と き に デ 
ー タ を 読み 込む 。 
パル ス 幅 500ns 以 上 あれ ば 良い 。 
プリ ンタ が デー タ を 受け 取れ な いと き “H" で あり 、 受 
け 取 れる と き “L" と な る 。 
この 信号 が "H" と な る の は 、 以 下 の 場合 で ある 。 
@ デー タ 入 力 中 @ 紙 送り 中 @ 印 字 中 
@ エ ラー 状態 @ 印字 ヘッ ド 移 動 中 @ オ フラ イン 状態 


プリ ンタ 側 入力 


8 ビッ ト 、 正 論理 で デー タ を 伝え る 。 


(a) セン トロ ニク ス ・ イ ンタ フェ ー ス の 主 な 信号 線 


ピー ⑥ 
(バン コン 側 出 力 ) ② デー タ 有効 トニ ーー 


2 ジョン 鐵 出 力 ) ③ | て 500ns 以 上 


し" 


し 」 


An 
BUSY …(D… 
(プリ ンタ 側 入力 )“ し " の 
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(b) セン トロ ニク ス ・ イ ンタ フェ ー ス の タイ ミン グ 


ビ ピット 2=BUSY 


ビッ ト 0=STROBE 


&H46 | コン トロ ー ル リー ドレ ジス タ 


(c) PC-9800 シ リー ズ の プリ ンタ ・ イ ンタ フェ ー ス の |I/0 ア ドレ ス 
【 表 1】 セン トロ ニク ス ・ イ ンタ フェ ー ス の 概要 


】 48 


【 事 例 1 】 


プリ ンタ か ら 1 文字 (^"@?) を 印 
字 さ せる 


家 1 は , 多く の プリ ンタ で 採用 
し て いる セン トロ ニー クス ャ イン メグ 
フェ ー ス と 呼ば れる もの で す 。- こ 
の 制御 手順 は , 2 線 式 ハ ンド シェ 
ー ク と 呼ば れ , パラ レル デー タ 伝 
送 の 基本 的 存在 に な っ て いま す 。 

リス ト 1(a) が , デバ ッ グ 対象 と 
な る , プリ ンタ を 制御 する BASIC 
プロ グラ ム の 例 で す 。 通常 で あれ 
ば , 

LPRINT ~@? 

と 。 簡単 た 済ま 蘭 て し まう と ころ 
で す が , ここ で は あえ を て 2 線 式 ハ 
ンド シェ ー ク に よる 制御 を , プロ 
グラ ム で 承 し て いま す 。 

セン トロ ニク ス と は 米国 の 周辺 
機器 メー カー の 名 で , 同社 製 プ リ 
ンタ が 小型 で 安価 だ っ た だ た め に ., 
パパ ソコ ン 用 と し て 多 方 面 で 利用 さ 
れ , 事実 上 の 標準 イン タフ ェ ー ス 
名 と を な っ て し まっ た よう で ず 。 お の 
9800 シ リー ズ で は , 14 ピ ンコ ネ ク 
タ を 使用 し て いま す が , 本 来 の セ 
ン hk 相 グ スス 衝 ン シタ フェ ー ス で 
は 36 ピ ンコ ネ ク タ が 使用 きれ て い 
ます 。 信 号線 と し て は ,。 デー タ 用 
8 本 と , 制御 用 2 本 に よっ て 構成 
され て いま す 。 


エレ クト ロニ クス ライプ フ 


まず は ,。 こ の プロ グラ ム 例 ( り 
スト 1(a)) と 表 1(b) を 参照 し て , 
2 線 式 ハ ンド シェ ー ク の 制御 手順 
を , 簡単 に 説明 し て お きま し ょ う 。 
① 送信 側 は 受信 側が 受信 可能 か 
どう か を , BUSY 信 号 を 調べ る 
| こと に よっ て 確認 し ます 。 表 1 
(4) に お いて は , BUSY=“L* の 
と き 受 信 可 , BUSY=`~H” の と 
き 受信 不可 (作業 中 ) を 意味 し て 


110 


130 END 
140 ”" 
・ 500 *LPOUT 


520 OUT &H40,D 

530 OUT &H46,&HE 

! 540 OUT &H46,&HF 
550 OUT &H40,0 


120 D=&H40: GOSUB *LPOUT 


510 IF INP(&H42) AND 4 THEN 520 ELSE 51 


いま す 。 プ ログ ラム で は , IF ス 
テー トメ ント を 用 いて 文 番 号 510 
の よう に 判別 し て いま す 。 

② 受信 可 を 確認 後 .、 デー タ を 出 
力 し ます (人 文 番号 520) 。 

〈③ デー タ が 安定 に 出力 され た 頃 , 
STROBE を `H” か ら ^L し "に 変 
化 さ せま す 。 プ ログ ラム の 文 番 
号 530 で , この 動作 を 行っ て いま 
す 。 ち な み に PC-9801 シ リー ズ 


100 "プリ ンタ に “@" を 印字 させ る 
?&H40 は “@" の ASCII コ ー ド 


で は , プリ ンタ ・ イ ンカ 洒 選 
ス 用 に 汎用 イン タフ ェ ー ス LSI 
の 8255 を 用 いて お り , STROBE 
信号 の 制御 に は , ポ ボート C の LS 
B を ビッ ト 制 御 し て いる こと が 
理解 し て いた だ ける で し ょ うか ? 
表 1 (c) の 8255 ポ ー ト 割り 当て も 
併 わ せ て 参照 し て くだ さい 。 
④ 一 方 の 受信 側 で は , STROBE 
信号 の 立ち 下がり エッジ を 検出 


あっ 1 才 人 4 


"デー タ を 出力 

) STROBE 信 号 を "0" に する 
) STROBE 信 号 を “1” に 戻す 
"デー タ を 無効 (0) に する 


?BUSY=1 の チェ ッ ク 


560 RETURN 
(a) 表 」 の タイ ミン グ を その まま プロ グラ ム に し た 


tron 
Ok 


run 
[100][110][120J[500]1[510][510][510][510][510][510][510][510][510][510][5101L510] 
[5101[510][510][510][5101[510][510][510][510][510][5101[5101[510][510]1[5101[510] 
[510][510][510]1[510][510][510]1L510]1[510] 0 eo ooo oo 


(b) TRACE に より プロ グラ ム の 流れ を 調べ る 


99 [510][510][510][510][510][510][510] 
[510][510][510][510][510][510][510][520][5301[540][550][5601[130] 
Ok 


(c) ON-LINE ス イッ チ を ON に する 


run 
[100][110][120][500][510][520][530][540][550][560][1301 
Ok 


(d) プロ グラ ム は 正常 終了 する が 印字 され な い 


プリ ンタ に “"@” を 印字 させ る 


D=&H40: GOSUB *LPOUT 
D=&HD: GOSUB *#*LPOUT 
END 

# 


し 
| 
<&HD は 印字 指令 コー ド 
1 
*LPOUT 
IF ITNP(&H42) AND 4 THEN 520 ELSE 510 


OUT &H40,D 
OUT &H46 ,&HE 
OUT &H46,&HF 
OUT &H40,0 
RETURN 


(@) 印字 指令 コー ド が 必要 で あっ た 


【 リ スト 1 】 プ リン タ 制 御 プ ログ ラム 


77. 7 の 98SS 】 4 の 


後 , BUSY 信 号 を *H* として, 
デー タ の 受信 作業 を 開始 し た こ 
と を 送信 側 へ 知ら せま す 。 送 信 
側 で は , STROBE 信 号 を `H? 
に 戻し ます ( 文 番号 540)。 
⑤ 受信 側 で は 受信 作業 が 終わ る 
と , BUSY を *L* と し て 作業 の 


終了 を 送信 側 へ 告げ る と と も に , 


次 の デー タ の 受信 に 備え て , ST 
ROBE 信号 の 立ち 下がり エッ ジ 
を 監視 し ます 。 
⑥ 送信 側 で は , 出力 デー タ を 無 
80 し ます 。 ブ ログ ラム で は 。, 
文 番号 550 に より 無効 デー タ と し 
て で “00” を 出力 させ て いま す 。 
さて 。 リ スト 1(a) の プロ グラ ム 
を 実行 させ て みる と , アレ ッ / 何 
の 応答 も あり ませ ん 。 で も , 皆 さ 
ん は , も う 和 驚い て は いけ ませ ん 。 
こん な 時 に は , TRON コ マン ド を 
使っ て プロ グラ ム の 流れ を 調べ 
し た 。 

リス ト 1(b) が その 結果 で す 。 文 
番号 510 の IF ステ ー ト メン ト の と 
語 ikS 27 ルーブ し て いる こと が わ 
上 ま す 。 つ まり , プリ ンタ が 受 
信 不 可 の 状態 に ある と いう こと で 
す 。 プ リン タ に 目 を や る と , セレ 
クト ラン プ が 点灯 し て いな いで は 
あり ませ ん か 。 そ こ で , ON-LINE 
スイ ッ チ (また は , SELECT ス イ 
ッ チ な ど と いう ) を ON に する と , 
リス ト 1(cc の よう に ルー プ か ら 抜 
け 出 て 。 プ ログ ラム の 実行 が 終了 
衣 娠 だ た 。 も うう 一度 実行 し て みて 
も , リス ト 1(d) の よう に “OK” が 
表示 され て , 正常 終了 し まし た 。 
還 の が 。 ブリ ンタ か ら は ^@* 
の 文字 は 印字 され ず , 停止 し た ま 
- 名. 硬 

制御 手順 も I/O ア ドレ ス も , 表 1 
に し た が っ て プロ グラ ム し た は ず 
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な の に , 一 体 ど こ が 悪 いと いう の 
SS が 。 
ちよ う が な いな ど と あき ら め な い 
で す だ き い 。 今回 は 、 これ まで と を 
違っ て , パソ コン の 外部 に 詳細 不 
明 の バー ドウ ェ ア (プリ ンタ ) が 
接続 きれ て いる の で すか ら 。 
そこ で 。 今度 は プリ ンタ の マニ 
ュ ア ル を 。 少し 調べ て みる こと に 
し まじ も ょ すう: プリ ンク の ニュ ア 
ル な ん て , 買っ て か ら 一 度 も 見 た 
こと の な いと いう 人 も 珍し く な v 
で し ょ よう 。。 も か し に 近 な を プリン 
タ に も , 思い の ほか 多く の 機能 カ 
備わっ て いま す 。 一度 じっくり と 
目 を 通す と , 新しい 利用 法 が 発見 
きる 肝 を で も ふう 。 

と りあ え ず ここ で は , 制御 コー 
ド (コン トロ ー ル コー ド ) の ペー 
ジ を 探し て くだ さい 。 そ し て,。' そ 
こ に ある 印字 指令 (また は 印字 動 
作 ) コー ド (<0D>ij。 ま た は く <13>) 
が 決め られ て いる こと を 確認 し て 
くだ さい 。 


つま り , た だ 単に デー タ を 送っ 


た だ け で は 駄目 で , 印字 を 指令 す 


る コー ド も 送っ て や ら な けれ ば , 
プリ ンタ は 印字 動作 を し て は くれ 


な かっ 区 全休 補 す 。 を てこ で : 


~@” の 文字 コー ド を 伝送 し た 後 , 
リス ト 1(e) 
印字 指令 コー ド を 伝送 する よう に 
区 長 も まず 。 

結果 は , も ちろ ん ^@? が 印字 
た 本 xt た 。 


【 事 例 2 】 
デリ ま に 
を 印字 させ る 


A タ - さ フ 「/4 の 文字 列 


今度 は ,。 プリ ンタ に 文字 列 を 印 
字 さ せ て み ま し ょ う 。 事 例 1 の 結 


し か し , も う 手 の 打 . 


の 文 番 号 125 を 追加 し て , 


来 を 利用 すれ ば よい だ ろう と いう 
こと で , リス ト 2 の よう な プロ 
ダラ を 作 ー て み ま し た 。 

変更 個所 と し て は , 文字 コー ド 
を FOR-NEXT 構 文 に よっ て 作り 
出し て いる こと , STROBE パ ルス 
の 発生 を 文 番号 530 の 1 行 に まとめ 
て し まっ た こと , 無効 デー タ の 出 
カカ (リス ト 1(a) の 文 番号 550) を 省 
時 じ そ た まっ か ご!B な を 彼 を 、 

た だ し , 印字 指令 コー ド の 出力 
( 文 番号 140) に つい て は , 工夫 (T 
MP の 役割 ) が 必要 で す 。 こ こ で, 
手抜き を し て , 

140 D=&HD : GOSUB*LPOUT 
の よう に し て 済ま し で し まり と) 
FORーNEXT 構 文中 で 使用 し て い 
る カウ ンタ ^D“ (文字 ゴー ド と し 
て 利用 ) の 値 が , 毎回 &HD に 強制 
設定 され て し まう た め に , 永久 に 
終わ ら な い プ ブログ ラム と な る 新た 
な バグ を 追加 し て し まう こと に な 
り ま す の で , 注意 し て くだ さい 。 
さて , 実行 結果 は どう で し ょ う 
か ? 

プリ ンタ は , 確か に 何 か を し き 
り に 印字 し まし た 。 そ れ は , プリ 
ンタ 用 紙 の 左端 に , 真っ 黒 な 四角 
を 1 つ 印 学 し て ぃ た の で す 。 つま 
り 本 の 上 の 甘 字 ま 。: 剛 形 晶 
所 に すべ て 重ね 書き し て し まっ た 
の な すず 。 そこ で 、 も うす 1 度 克 リ ジ 
タ の マニ ュ ア ル を めく る と , 紙 送 
指令 コー ド (&H0A) の ある こと 
が わか り , それ を 追加 し た の が リ 
スト 2(b) で す 。 

その 結果 ,*A?-*Z? の 文字 が , 
プリ ンタ 用 紙 の 左端 1 列 に 印字 さき 
れる よう に な り ま し た 。 ちな み は に , 
印字 指令 コー ド の ^~&HOD” と 紙 
送 指 令 コ ー ド の “&H0A′ と は , 
ASCII コ ー ド 表 の 中 で キャ リッ ジ 


エレ ググ トロ ニク スラ イフ 


リタ ー ン (CR) と ライ ン フ ィ ー ド 横 1 行 に “A”ー“Z” の 文字 を 印 出力 位置 を リス ト 2(c) の よう に ., 
(LF) を 意味 し て いま す 。 し た いと 避 み "です 。 を 官 。 印 FOR-NEXT 構 文 の 外 に 出し て し 
し か し , ここ で の 課題 と し て は , 字 指 令 コ ー ド と 紙 送 指令 コー ド の まう ご だ は ばれ し 表し た 。 


"プリ ンタ に 文字 列 を 印字 させ る 


FOR D=&H41 TO &H5A 
GOSUB *LPOUT 

TMP=D: D=&HD: GOSUB *LPOUT: D=TMP < TMP の 役割 に 注目 
| NEXT D 

END 

5 

*LPOUT < リス ト 1(a) に 同じ 
TF INP(&H42) AND &H4 THEN 520 ELSE 510 

OUT &H40,D 

OUT &H46,&HE: OUT &H46,&HF 

9 RETURN 


(a) リス ト |(a) を 応用 し た プロ グラ ム 


"プリ ンタ に 文字 列 を 印字 させ る 


FOR D=&H41 TO &H5A 
GOSUB *LPOUT 

TMP=D: D=&HD: GOSUB *LPOUT 

D=&HA: GOSUB *LPOUT: D=TMP < &HA は 改行 コー ド 


NEXT D 

END 
*LPOUT 
IF INP(&H42) AND &H4 THEN 520 ELSE 510 
OUT &H40,D 
OUT &H46,&HE: OUT &H46 ,&HF 
RETURN 
(5) LF (改行 ) を 追加 する 

【 リ スト 2】 

CoA し の "プリ ンタ に 文字 列 を 印字 させ る 


FOR D=&H41 TO &H5A 

GOSUB *LPOUT 

NEXT D 

D=&HD: GOSUB *LPOUT 

D=&HA: GOSUB *LPOUT 

END 

# 

*LPOUT 

IF INP(&H42) AND &H4 THEN 520 ELSE 510 
OUT &H40,D 


OUT &H46,&HE: OUT &H46,&HF 
RETURN 


(c) 文字 列 印 字 プ ログ ラム 


' ブ リン タ に 連続 し て 文字 列 を 出力 させ る 


FOR D=&H41 TO &H5A 
GOSUB *LPOUT 

NEXT D 

GOTO 120 

END 

# 


*LPOUT 

TF TNP(&H42) AND 4 THEN *READY ELSE *LPOUT 
*READY OUT &H40,D 

OUT &H46,&HE: OUT &H46,&HF 

RETUERN 


(d) バッ ファ フル 印字 機能 チェ ッ ク プ ログ ラム 


gp. 7988 75】 


影響 を 与え な いで 済む た め に ., 


幕 込む こと に よっ て 行い まず 。 
D,。 D。 D』 D。D。D。 Di D。 
0 甘 間 

Io 
使用 し な い 
(通常 は 000 と する ) 


これ で は 1 度 し か 印字 指令 コー 
ド と , 紙 送 指令 コー ド が 出力 され 
な い の で は と 心配 され る か も し れ 
ませ ん が , 大 丈夫 な の で す 。 実 は , 
最近 の ほとん どの プリ ンタ に は , 
プリ ント バッ ファ が 内 蔵 さ きれ て い 
て , 印字 指令 と は その バッ ファ に 
崎 っ た デー タ を 印字 する こと な の 
kk 

わら 。 AA の の 文字 コ 
ー ド を FOR-ーNEXT 構 文 に よっ て 
プリ ント バッ ファ へ 出力 し た 後 で , 
印字 指令 コー ド と 紙 送 指令 コー ド 
を 1 回 ずつ 出力 し て や れ ば , 横 1 
行 に 印字 され る の で す 。 

マニ ュ ア ル を 読む つい で に , 索 
引か ら プ ブリ ント バッ ファ を ひい て 
邊 て くだ さい 。 バ パッ ファ と は 。 ひ 
と 言 で 言え ば メモ リー (RAM) の 
で すい ブリ ンタ は メカ な の で 
動作 が 遅く ,。 パソ コン が プリ ンタ 
の 印字 動作 速度 に 合わ せ て デー タ 
を 伝送 し て いた の で は , 時 間 が も 
っ だ た いな いと いう わけ で , プリ ン 
タ の 内 部 に バッ ファ を 内 蔵 し て お 
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ポー トビ の ビッ ト 制 御 の 仕方 


8255 の ボ ポート C に 関し て は , 特定 ビ ピット だ け を 指定 し て SET(I?) 
/RESETC0”?) する こと が で きま す 。 ポ ー ト C の ほか の ビッ ト へ は 
ビッ ト 単 位 で 機能 を 割り 付け た 場合 
な ど に は , た い へ ん 便利 な 機能 で す 。 

この 機能 を 使用 する た め に は , ポー ト C を 出力 に 指定 し た うえ で , 
以下 に 示す 8 ビッ ト ・ デ ー タ を コン トロ ー ル ワー ド ・ レ ジス タ へ 書 


eee 
ビッ ト 位 置 指定 
ピッ ト 0 一 000 
ビッ ト 7 つ 日 
例 ビット 3 を SET す る 一 00000IIl 
ピッ ト 5 を RESET す る 一 000010I0 


いて , パソ コン か ら の 伝送 デー タ 
を と りあ え ず 記憶 させ て し まい , 
短 時 間 で パソ コン を 解放 し て や ろ 
うと する 考え で す 。 

最近 の プリ ンタ で は , この バッ 
ファ 機能 は 常識 と な っ て いま す が , 
それ まで は プリ ンタ バッ ファ と 呼 
ば れる 製品 が 別売 され て いま し た 。 
今日 で も プリ ンタ バッ ファ は 健在 
で す が , バッ ファ サイ ズ が 桁 直 い 
に 大 きく , 機能 的 に も 複雑 な こと 
が 可能 と な っ て いる よう で す 。 
この よう に , プリ ンタ 内 部 に バ 
ッ フ ァ を も っ て いる の が 普通 な の 
で , リス ト 2(a) の よう に , 毎回 印 
字 指 令 コ ー ド を 送っ て や る 必要 は 
あり ませ ん 。 バ ッ フ ァ が いっ ぱい 
に な ら な い 男 囲 で 。 データ 伝送 が 
一 段落 し た と き に , 印字 指令 コー 
ド を 1 回 送れ ば よい の で す 。 もし, 
印字 指令 コー ド の 出力 を 忘れ て し 
まつ の て も 。 考 て の ルッ は 。 
バッ ファ が いっ ぱい に な る と , 自 
動 的 に 印字 を 開始 する バッ ファ フ 
ル 印 字 機 能 が 備わっ て いる た め に , 


次 々 と デー タ が 発生 する 場合 に は , 
印字 指令 を デー タ の 最後 に 1 回 送 
る だ け で 済ん で し まう の で す 。 
ここ で 。 パッ プ ァ が いっ ぱい に 
な っ た ら デ ー タ が 入る と ころ が な 
いなだ め に 。 欠落 し て し まう の で は 
な いか と , 心配 する 人 が いる か も 
し れ ま せん 。 し か し , その 心配 に 
は 及び ませ ん 。 そ の た だ た め に , 2 線 
式 ハ ンド シェ ー ク と いう 制御 手順 
を 採っ て いる の で す 。 つ まり , プ 
リン タ 側 が デー タ を 受け 取れ な く 
な る と , パソ コン か ら の デー タ の 
伝送 を スト ッ プ させ ます 。 そ の た 
め の 信 号線 が BUSY な の で す 。 
手持 ちの プリ ンタ に , バッ ファ 
フル 機能 が ある か どう か は , マニ 
ュ ア ル を 見 る まで も な く ,。 リス ト 
2 (d) を 実行 させ て みれ ば わか り ま 
す 。 こ れ は , リス ト 2(c) か ら , 印 
字 指 令 コ ー ド と 紙 送 指 令 コ ー ド を 
省略 し て し まい , GOTO ス テー ト 
メン ト に よっ て 文字 デア データ の 伝送 。 
を 永久 に 繰り 返す よう に し た だ け 
で す 。 こ の プロ グラ ム を 実行 きせ 
だ た 時, し ば らく し て (バッ ファ が 
いっ ぱい に な っ て ) ブリ ンタ が 印 
字 を 開始 し , その 後 も 印字 し 続け 
る よう で あれ ば , バッ ファ フル 機 
能 が ある と 考え て よい で し ょ う 。 
バッ ファ サイ ズ (バイ ト 数 ) に 
つい て は , お 持ち の プリ ンタ の マ 
ニュ アル を 参 有 照 し て くだ さい 。 
今回 は , 説明 する こと が 多 す ぎ 
て , 2 つの 事例 し か 紹介 する こと 
が で きま せん で し た 。 言い 替えれ 
ば , 外部 回 路 を 伴う 制御 プロ グラ 
ム の デバ ッ グ に は ,。 この よう に 多 
く の 関 連 知識 が 必要 に な る と も い 
し 人 
デバ ッ グ っ て , 本 当 に 難し いで 
すね / 


エレ クト ロニ クス ラプ アフ 


tv Ys 


還 メカ トロ ニク ス の 基礎 軒 
モー ツタ 制御 用 | じ 
の 使い 方 

4.DC サ ー ボ モー タ の 制御 と 専用 [CO 側 )9 


前 回 か ら DC サ ー ボ モー タ の 制御 
の 方 法 と , 専用 IC の 取り 扱い 方 に 


つい て 説明 し て きま し た 。 前 回 は , 


DC サー ボ モ ー タ の 種類 と 電気 的 , 
機械 的 特性 , お よび DC サー ボ モ ー 
タ の 制御 に 必要 な フィ ー ド バッ ク 
セン サ に つい て 説明 し た の で , 今 
同 は 実際 に 代表 的 な DC サー ボ モ ー 
タ の 制御 専用 IC の 使い 方 に つい て 
取り 上 げ , 制御 回 路 を 試作 し , 実 
験 を 行っ て み ま す 。 


1 DC サー ボ モ ー タ の 
PLL 制 御 


DC サー ボ モ ー タ の 制御 に は , 各 
種 の 方 式 が あり ます が , な か で も 
PLL (Phase Locked Loop) 方 式 
の サー ボ シ ス テム は , DC モー タ の 
回 転 数 を 極め て 高い 精度 で 制御 す 
る こと が で きる も の で , 現在 で は 
特に 高 精度 を 要する メカ トロ ニク 
スシ ステ ム , 例え ば 記録 計 の チャ 
ー ト 送り 機構 . プリ ンタ の 送り 機 
構 ディ スク ドラ イブ の スピ ンド 
ル の 回 転 数 な どの スピ ー ド 制御 に 
多く 用 いら れ て いま す 。 

と の フェ ー ズ ロッ ク 方 式 サ ー ポ 
(Phase Locked Servo, 以下 PLS 
と 略す ) シス テム の 設計 手法 に は , 
ディ スク リー ト 部 品 を 組み 合わ せ 
て 制御 回 路 を 構成 する 従来 か ら の 
方 法 と , 1981 年 に ダナ ・ ガ イガ ー 
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(Dana Geiger) に よっ て 発表 され 
た PLS シ ステ ム を , ガリ ル 社 の GL 
-1200 チ ッ プ を 用 いて 構成 する , 2 
通り の 方 法 が あり ます 。 

初め に 従来 の PLS シ ステ ム の 構 
成 と 設計 手法 に つい て 説明 し , 次 
に ガイ ガー の 方 式 に 基づく PLS シ 
ステ ム の 設計 手法 , お よび DC サー 
ボ モ ー タ 専用 コン トロ ー ラ GL-1200 
の 使い 方 , そし て 実験 に 使う 回 踏 
に つい て 説明 し ます 。 

1 に , 従来 か ら 用 いら れ て い 
る PLS シ ステ ム の ブロ ッ ク ダ イア 
グラ ム を 示し ます 。 図 に お いて , 
まず コン ピュ ー タ か ら 速 度 指令 信 
号 に 相当 する パル ス 列 を 位相 比較 
器 (Phase Comparator) に 入力 し , 
ロー パス フィ ル タ (Low Path Fi- 
ter) を通して, モー タ ド ライ バ に 
より 電力 増幅 し, DC サー ボ モ ー タ 
を 回 転 き させ ます 。 


① 基準 クロ ッ ク 
3 E」 に 。 


ノ パ ルス 


(ディ ジタル ) 


(② フィー ド バ ッ ク 


浅野 健一 


一 方 . モ ー タ の シャ フト に 接続 
され た イン クリ メン タル 方 式 の ロ 
ー タ サリ エン コー ダ に よっ そ で 電 二 紅 
の 回 転 角 を 検出 し , シリ アル の パ 
ルス 列 と し て 位相 比較 只 に フィ ー 
ド バ ッ ク し , 速度 指令 信号 (基準 用 
ロッ ク ) の パル ス 列 と 。 ロ ー タ リエ 
ンコ ー ダ か ら の フィ ー ド バッ ク パ 
ルス 列 と の 位相 差 を 比較 し ます 。 

PLL と は , 基準 クロ ッ ク の 位相 
と 比較 し よう と する フィ ー ド バッ 
ク パ ルス の 位相 を 強制 的 に 一 儲 さ 
せ , ロッ ク す る よう に 動作 する フ 
ィ ー ド バッ ク 制 御 系 の こと を いい 
ます 。 

と ころ で , 2 つの 波形 の 位相 を 
一 致 さ せる 動作 は , その まま 周波 
数 も 一 致 さ せる こと を 意味 し ます 。 

図 2 は , 図 1 の 各部 波形 を 示し 
た も の で す 。 

図 に お いて , モー タ が 定常 状態 


③ 位 相 比 較 出 カ 


お 三 炎 ジイ ルミ 


VCO に 相当 する 


【 図 1】 DC モー タ の PLL 制 御 ブ ロッ クダ イア グラ ム ( デ ィ ジ タル 制御 ) 
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で 回 転 し て いる 場合 に は , ① の 基 
准 ク ロッ ク と , ② の フィ ー ド バッ 
ク パ ルス の 位相 が 一 致し て お り , 
③ の 位相 比較 出力 は ゼロ と な り ま 
も し , ② が 何ら か の 原因 に より 
位相 ずれ を 起こ し た と する と , ③ 
に パル ス ( エ ラー 信号 ) が 出力 され 
ます 。 こ の エラ ーー 信号 の デュ ー テ 
ィ サ イク ル は , の フィ ー ド バッ 
ク パ ルス の 位相 ずれ の 大 き さ に よ 
り 決定 され ます 。 つ まり , モー タ 
の 回 転 数 が 定常 状態 で な く な る と 
強制 的 に 元 の 回 転 数 に 戻し , 回 転 
数 を ロッ ク す る 動作 を 行う わけ 


で やす 

図 1 に お いて ,。 デュ ー テ ィ サ イ 
クル の 変化 を 与え られ た ③ の 位相 
比 転出 力 パ ルス 列 は , ロー パス フ 
ィ ル タ (積分 回 路 ) を 通り 直流 電圧 
に 変換 され ます 。 結局 。 この 直流 
電圧 は , ③ の 信号 の デュ ー テ ィ サ 
イク ル に 比例 し ます か ら , この 電 


圧 に より モー タ ド ライ バ を 駆動 し, 


モー タ を 回 転 き せ て や れ ば , モー 
タ の 回 転 数 は 常に 一 定 に な り ま す 。 
この よう に , モー タ の ドラ イブ 
に PLL 制 御 を 応用 する と , 極め て 
MASS 2K 導 に 
する こと が 可能 に な り ま す 。 


① 基 準 クロ ッ ク | | | | | 


② フ ィ ー ド バッ 
ク パル ス 


【 図 2 】 
PLL に よる 位相 


G 位 相 上 カ 比較 波形 
ぐう フィ ー ド バッ ク パ ルス の 位相 に より , 位相 
比較 出力 の デュ ー テ ィ サ イク ル が 変化 し 。 
① と ② の 位相 が 一 致し た と 0 半生 出 

カカ は ゼロ と な り ロ ッ ク さ れ 

Voltage 

エラ ー( 誤 差 ) 信 号 Controlled 

Oscillator 


出 カ 


ん Z/ 


【 図 3 】 周 波数 シン セ サ イ ザ に 用 いら れ て いる PLL プ ロッ クダ イア グラ ム 


基準 電圧 (アナ ログ ) 


(人 タコ ジェ ネ レー タ ) 


】 54 


【 図 4 】 
速度 の アナ ログ 


図 3 は , 電子 楽 只 や 無線 機 に 用 
いら れ て いる 周波 数 シン セ サ イ ザ 
の ロメ ッ メグ ダダ 外 デア グラム で す 。 

PLL 制 御 は , も と も と 周波 数 シ 
ン セ サイ ザ か ら 発 達し て きた も の 
で す が , 現在 で は モー タ 制 御 に も 
応用 きれ て いま す 。 

図 3 に お いて , 基準 クロ ッ ク と 
出力 波形 の 位相 比較 出力 を エラ ー 
と た ロー パス ア ィ ル ダ を 退 も 。 
直流 電圧 に 変換 する と ころ まで は , 
図 1 と 等 し い の で す が , この あと 
VCO(Voltage Controlled Oscilla- 
tor。 電圧 制御 発振 器 ) を 通し て 改 
め て 発振 し , 出力 し ます 。 こ の 波 
形 を シン セ サ イ ザ を 通し て VC0O の 
出力 周波 数 の 1/N に 分 周 し , フィ 
ー ド バッ ク し 位相 を 比較 し ます 。 
この よう に し て , 瞬時 に 基準 クロ 
ッ ク と 同期 し た 極め て 安定 な 周波 
数 の 波形 が 出力 され ます 。 

図 1 と 図 3 を 比較 する と , 異な 
る と ころ は 図 1 の DC サー ボ モ ー タ 
と ロー ダリ エン コー ダ が 。 全 3 の 
VCO に な っ て いる 点 で す 。 

DC サー ボ モ ー タ は , 直流 電圧 に 
よっ て 回 転 し , ロー タリ エン コー 
ダ を 回 転 し , パル ス を 出力 し ます 
か ら , 電圧 制御 発振 器 (VCO) と ま 
っ た く 同 じ 動 作 を し て いる こと が 
わか り ま す 。 

以上 の よう に , DC サー ボ モ ー タ 
の PLL 制 御 は . モー タ 速 度 (回 転 
数 ) を 設定 する 方 法 が パル ス 列 の 
周波 数 。 すなわち ディ ジタル 信号 
に よっ て 行わ れん ます の で , ディ ジ 
タル 制御 で す が , この ほか に 図 4 
に 示す よう な アナ ログ 制御 が あり 
ます 。 こ の 方 式 は , PLL 制 御 が 用 
いら れる 以前 か ら あ っ た も の で , 
現在 で も 多く 用 いら れ て いま す 。 

ディ ジタル 制御 と 異な る 点 は , 


エレ クト ロニ クス ライ プン フ 


基準 電圧 と フィ ー ド バッ ク 電 圧 が 
アナ ログ 電圧 で ある と ころ だ け で 
す 。 


図 に お いて ,F-V コ ン バ ー タ (Fre- 


quency-Voltage Converter, 周波 
数 - 電 圧 変 換 吾 ) は , ロー タリ エン 
コー ダ , あ る い は AC タ コジ ェ ネ レ 
ー タ , FG(Frequency Generator) 
な どの 周波 数 出力 型 の 回 転 セ キン サ 
か ら の 周波 数 を 直流 電圧 に 変換 し 
て 出力 する も の で す 。 基準 電 圧 と 
フィ ー ド バッ ク さ れ た 電圧 を 電圧 
比較 器 で 比較 し , その 差 電 圧 に よ 
り モ ー タ ドラ イ バ を 駆動 し , モー 
タ を 回 転 き せま す 。 


2| 


上 


前 述 の PLL 制 御 シ ステ ム で は , 

位相 比較 器 と し て 使用 する 回 路 が 
補 般 に 。 4z( ま だ た だ は, エン コー ダ の 
2 サイ クル ) の 動作 範囲 内 で , リ ニ 
ア に 動作 し ます 。 こ の よう に 帯域 
が 狭い た め , 非常 に 高い ルー プ ゲ 
イン を 必要 と し ます 。 

と ころ で , シス テム の 安定 性 を 
損なわ ず に ルー プ ゲ イン を 高く す 
る に は , シス テム の 応答 を 非常 に 
遅く し な けれ ば な り ま せん 。 し た 
が っ て , 制御 する こと が 可能 な モ 
ー タ の 回 転 数 は 狭い 範囲 に 限定 さき 


GL-1200 に よる 
PLL 制 御 


れ , さら に シス テム の 応答 性 能 
悪く な る と いう 欠点 が あり まし た 。 
以上 の PLS シ ステ ム の 欠点 を 改 
良し た の が , ダナ ・ ガ イガ ー の 設 
計 手 法 で あり , 以下 の 2 点 を 改良 
し て いま す 。 
1) リニア 動作 男 囲 の 広い 位相 比 
較 器 を 使用 する こと 。 
2) シス テム 全体 の 安定 度 を 補償 
する 新 方 式 を 使用 する こと 。 
図 5 に , ガイ ガー の 設計 手法 に 
基づく シス テム を , ガ リル 社 の GL 
-1200 チ ッ プ を 中 心 に し て 構成 し た , 
位置 制御 シレ シス テム の ブロ ッ ク ダ イ 
アダ ラム を 示し ます 。 
従来 の PLS 方 式 と 比較 し , 改良 
され た 点 は , 以下 の 2 点 で す 。 
1) 範囲 の 広い 位相 比較 器 を アッ 
プ ダ ウン カウ ンタ に より 構成 し 
て いる こと 。 
2) シス テム 全体 の 安定 度 を 補償 
する 場合 , 位置 エラ ー と ダン ピ 
ング の 2 つの フィ ル タ 係 数 を 個 


(mm) (mn) 
1.6/s(min) 
INC 


DEC . | | 


【 図 6 】 
GL-1200 の 入力 


コマ ンド 波形 


別に 調整 で き , ほとん どす べ て 
の 制御 シレ ステ ム を 安定 化す る こ 
と が で きる 。 

図 5 は , GL-1200 の 位置 制御 に 
必要 な ブロ ッ ク の み を 取り 出し た 
も の で す 。 

位置 制御 の 動作 は , 以下 の 通り 
ES 

まず , 計算 機 よ り 指 令 パ ルス を 
GL-1200 の ポジ ショ ンカ ウン タ に 
加え ます 。 ポ ボ ポジション カウ ンタ の 
動作 は , 図 6 に ボ す よう に INC 端 
子 に パル ス を 加え そる と , その カウ 
ント 値 は 加算 され, DEC 端 子 に パ 
ルス を 加え る と , カウ ント 値 は 減 
算 さ きれ ます 。 

一 方 ロータ リエ ンコ ー ダ が から 
は CHNNEL A,B2 相 の フィ ー ド . 
ペック バ パルス が ポジ ショ ン 巡 計 裕 
ダ に より 入力 され , 図 7 の よう に 
カウ ント 値 が 変化 し ます 。 

CHANNEL A と B は , 90' だ け 位 
相 が ずれ て いま すか ら , 図 7 の よ 
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【 図 5】 

GL-1200 に よる 位置 制 
御 シ ステ ム の プ ブロック 
が ォ メ グフ プ ム 


CHANNEL A 
CHANNEL B 


ゴ TTTL 


og7. 79SS 


DC 
サー ボ 
宅 究 
ロー タリ 
エン コー ダ 
7535 


6.5/s(min) 


1.6/s(min) 
CHANNEL A 


CHANNEL B | | 


① 
ポジ ショ ン 4 ) 
デコ ー ダ の 3 ぅ 
カウ ント 値 1 


【 図 7 】GL-1200 の ロー タリ エン コ 
ー ダ フィ ー ド バッ ク 入力 波形 


うに A, B2 相 と も 利用 する こと 
に より , 1 相 分 の 分 解 能 の 4 倍 の 
分 解 能 を 得る こと が で きま す 。 
また , 90" の 位相 差 を 利用 し , CH 
ANNEL A, B ど ちら が 先 に ポジ シ 
引 妹 デコ ー ダ に 入力 され だ か に よ 
り , 回 転 方 向 を 判別 する こと が で 
きま す 。 図 7 の ① の 部 分 は , CHA 
NNEL B の 位相 が A よ り も 90' 進 ん 
で いる の て で 逆 回 転 と な り , 
ョ ン デ コー ダ の カウ ント 値 は , 1 
パル ス 分 だ け 減 算 き され て いま す 。 
以上 の ポジ ショ ンカ ウン タ の カ 
ck 本 と 、 ボ ポジ ショ ン デ コー が 
の カウ ント 値 を 比較 し , 位置 エラ 
ー 信 号 X を 出力 し ます 。 こ の 位置 
エラ ー 信 号 X は , PWM (パル ス 幅 


変調 ) され て MC 端子 か ら 出力 され ,. 


MC(DC=25% ) 


MC(DC=50%) | | | | X=0 
MC(DC=75%) | | | | X= オ 64 


また 微分 回 路 を 通し て SD」, SD。 
端子 より 出力 され ます 。 

この MC, SDi, SD の 3 つの 出 
力 信号 を アナ ログ 付加 回 路 (位置 ェ 
テー アロ ッ ク 。 ダン ビ ピング デ ブロ ッ 
ク ) に 与 ん を ., シ ステ ム の 安定 性 補償 
を 行っ た の ち , モー タ 駆 動 用 の 信 
5 と し ます 。 

図 8 に , GL-1200 の モー タコ マ 
ンド (MC) 端子 の 出力 波形 を 示し 
かま 

ポジ ショ ン エ ラーX が 0 で あれ 
ば , デュ ー テ ィ サ イク ル は 50 多 で 
モー タ を 運転 し ます 。 も し , 何ら 
か の 原因 に より モー タ の 回 転 数 が 
指令 値 よ り も 高く な る と , ボ ジ シ 
ョ ン エ ラー は マイ ナス に な り ま すす 
の で , モー タ の 回 転 数 を 低く する 
た ぬ め 。 デュ ー ダ イサ イク ル を 小さ 
く ( 図 で は 25 多 ) し , 覆 に モー タ の 
回 転 数 が 低い 場合 に は , デュ ー テ 
# サ イク ル を 大 きく し 。 モー タダ の 
回 転 数 を 高く する よう に 動作 し ま 
の 

な お , 図 6, 図 7 に 示し た パル 
ス 幅 お よび パル ス 周 期 は ,。 この IC 
が 正常 に 動作 する た め の 最 低 値 で 


ポ ジ ショ ン エ ラー 

X^=ー64 【 図 8】 
GL-1200 の モー タ 
コマ ンド (MO) 出 
力 流 形 


DC:Duty Cycle( デ ュー ティ サイ クル ) 
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GROUND 28] | の 
ERROR FLAG GROUND 
GROUND 
CLOCK2 PF] INHIBIT 
CLOCKi 24] GROUND 
PEo 
PE 
DECREMENT PE> 
INCREMENT [9] に E3 
QUADRATURE/FULL PE4 
CHANNEL A PEs 
CHANNEL B PEs 


PE7 
GROUND 


【 図 9 】GL-1200 ピ ンコ ネ ク シ ョ ン ( 上 面 図 ) 


あり , 指令 パル ス の 周期 お よび ロ 

ー タ リエ ンコ ー ダ の 分 解 能 を 適切 

に 選び , この 時 間 よ り 短 く な ら な 

いよ うに する 必要 が あり ます 。 

写真 1 に GL-1200 の 外観 を , 

9 に ビ ピッ コネ クシ ョ ン を 示し ます 。 
各 端 子 の 機能 は , 以下 の 通り で 

手 

【 入 力 端子 ] 

・Clock 1 : 外部 クロ ッ ク 入 力 。 
最大 で 5 MHz。 

・Decrement : 入力 パル ス の 立 
ち 上 が り で ポジ ショ ンカ ウン 
タ の カウ ント 値 を 1 つ 減 ら す 。 

・Increment : 入力 パル ス の 立ち 
上 が り で ボ ポジ ショ ンカ ウン タ 
の カウ ント 値 を 1 つ 増 す 。 

・Quadrature プ Full : ロー タリ 
エン コー ダ 入 力 の 分 解 能 を 選 

択 する 。 

・CHANNEL A B: ロ ー タ リ 
エン コー ダ 大 力 。 TT も レッ 36 
(4 x エ ンコ ー ダ サイ クル ) 

・Reset: 2 つの ポジ ショ ンカ ウ 
ンタ 。 お よ が が ポジ ジョ ジス 
ー 出 力 (MC) の リセ ッ ト 

〔 出 力 端子 
・MC : パル ス 幅 変調 され た ポジ 
ヨー ジ 各 ラー 出 才 。 
BSD。 て に よ 上 も も ペル の 沈 
え ステ スム ダンピング 信号 出力 
MC 出力 と 加算 し , アナ ログ の 
モー タ 制 御 信号 と し て ,。 モー 
タ ド ライ バ に 入力 する 。 
・Position Error Port : ボ ジ シ 

ョ ン エ ラー を モニ タ す る た め 
の 8 ビッ ト の ポジ ショ ン エ ラ 
ー 出 方 : 

・Error Flag : この 信号 が 上 " 
の だ きこ ポジ シュ マッ 示 演 欄 
土 127 カ ウン ト 以 上 と な っ て い 
る 。 


エレ グ クム ロニ クス ラプ イフ 


へ 咽 
3 
S 寺 > 
時 
全 
な 血 8 
36 i K 
の や 
代 レツ 』 ョ 
3 うろ う トト 
赴 8 へ 
旨み NN 
ぐ 図 で 
っ さ 
ンー 
」 
5 
央 
て こつ 
へ 
9 雪 
コ 」 
⑦ で 


・Clock 2 : 外 部 クロ ッ ク を 用 い 


の 端子 と Clock 1 
と の 間 に rC 回 路 を 接続 し , ク 


巡 あ トゲ ク を 得る 。 


いと き 


な 


指令 パル ス (P 


ULSE) と モー タ 回 転 方 向 (CW/C 


し て , GL-1200A( 


会 回 製作 する GL-1200 


1 
ーー 


図 10! 
を 用 い 


まさ 
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一 平 還 罰 相 006t-1T り 【OI 図 】 


】 5Z 


プ g7. 798 ざ 


ここ 


CW) を 与え ます 。 この 2 つの 信号 
を 74LS04 と 74LS08 に より , INC 
と DEC に 分 け て いま す 。 
クロ ッ ク は ,5MHz の タイ ムペ ベー 
スモ ジュ ー ル を 使い ます 。 水 品 発 
振子 と TTL を 組み 合わ せ て も よい 
の で す が , 価格 の 点 か ら は タイ ム 
ベー スモ ジュ ー ル と まっ た く 変 わ 
っ 。 りあ り ま せん 。 
Odd: GL-1200A の モー タ 制 御 コマ ン 
ド は , 図 5 よ り , 

< 全 真 2 > J 
GL-1200 評 価 用 ボー ド RT 


テー ーー 


カッ プリ ング ここ に 。 は ボ ポジション エラ や 
2-35 キ リ DC サー ポ モ ー タ Eb.Ki ほ ゲイ ネッ 才 だ の 0 
く ヽ 1 定数 で す 。 
K と K。 の 調整 は , 図 10 の R GA 
IN, R DAMPING の 半 固 定 抵抗 に 
よっ て 行い ます 。 
図 で は 


18 土 0.2 一 一 > 


ss 10(V) 
エン コー タダ 取り付け 穴 寸法 モー タ と エン コー ダ の 取り 付け "128(count) 


【 図 11】 エン コー ダ の 取り 付け 


PC-8801mk II 34 ピ ン 


【 図 12】 
2 パラ レル ・ イ ンタ 
ES 


158 エ と クト ロニ クス ラテ イフ 


リッ プル (Pー ゼ P)5 め 以下 


る [ 表 1】 


イン クリ メン タル 


方 式 ロ ー タ リエ ン 
コー タ の 定格 (立石 


電機 帆 E6A-CW100 


ワー ダリ エン ヨー 
契 ) 


電源 電圧 4.5 一 13V, 

消費 電流 20mA 以 下 

出力 相 数 リバ ー シ ブ ル (2phase ) 

出力 パル ス 数 100 ppr 

応答 パル ス 数 5000 pulse/sec 

許 窒 最高 回 転 数 | 5000 rpm 

許 傘 負荷 荷重 | ラジ アル 方 向 1kgf 
久 1 (V) 

10.000(count/sec) 


と し て 与え られ ます 。 

まだ や タダ ド ライ ババ は 。 ポラ イプ 用 
1C が 入手 で き な か っ た た め , ディ 
スク リー ト 部 品 を 組み 合わ せ て 構 
時 に まし た 。 

使用 する モー タ に 合わ せ て , ト 
ラン ジス タ 2SB555, お よび 2SD425 
を 変更 する か , ドラ イブ IC を 使っ 
て くだ さい 。 

実験 に 使用 し た モー タ は , 定格 
電流 1A, 定格 電圧 12V の DC サー 
癌 5 タダ で す 。 

写真 2 に , GL-1200 評 価 用 ボー 
ド の 外観 を 示し ます 。 

表 1 に , 今回 使用 し た イン クリ 
アタ ル 方 式 ロ ー タ リン コー ダ 
の 定格 を , 写真 3 に 外観 を 示し ま 
すず:。 

図 11 に , DC サー ボ モ ー タ と ロー 
タリ エン コー ダ の 取り 付け 状態 を 
示し ます 。 取り付け を 簡単 に する 
だ た め に , アル ミニ ウム の チャ ネル 
を 利用 し まし た 。 カ ッ プ リン グ は 
自作 し まし た が , 市 販 の フレ キシ 
ブル カッ プリ ング を 利用 し た ほう 
が , 少々 忘 が ずれ て いて も 安心 し 


て 使用 で きま す 。 
写真 4 に DC サー ボ モ ー タ の 外観 
を , 写真 5 に DC サー ボ モ ー タ と ロ 


ー タ リエ ンコ ー ダ の 取り 付け 状態 
を 示し ます 。 
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スラ スト 方 向 500gf 


《 写 真 5> 

DC モー タ と エン コ 
ー ダ の 取り 付け 状 
能 


4| 
パソ コン と の イン タフ ェ 
竹生 す R 
図 12 に , PC-8801mkII の パラ レ 
ルイ ンタ フェ ー ス を 示し ます 。 本 
誌 87 年 1 月 号 の 特集 で 載せ た 回 路 
を その まま 使い まし た 。 


AA 
〇 G の ひで G 〇 ひひ な の 6 で で な の な の る の で 


ひで で で 


で 


- 
で の の 
で 


今回 の 実 内 で は 使用 し て い 
(12 月 生 の PPNC101 で ) 


59998885 才 


DC サポ モータ 


< 写真 4> DC サー ボ モ ー タ 


カッ プリ ング 


パラ レル イン タフ ェ ー ス 8255AP 
PI は I/O0 マ ッ プ と し , 1/0 ア ドレ ス 
は E3H と し て あり ます 。 ま た 。, 図 
10 の モー タ 制 御 信号 の うち , PUL 
SE は 8255A の PC。 に , CW/CCW 
は PC に 割り 付け て あり ます 。 ポ 
ー ト C は , ビッ ト セ ッ ト 機 能 を 使 


74LS30 


74LS04 
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< 写真 6> PC-8801mkII パ ラ レ ル イン タフ ェ ー ス 


《 写 真 7 > GL-1200 評 価 シ ステ ム 外 観 


】 59 


19 ・///////////////////////////////////////////////////// 


′ filename:MC 

′) motion controller GL-1299(GA]1LITL motion control inc.) 
59 ' test program 

′ date:1987.1 の .16 

′ auther:k.asano 
8 の ' 1anguage:N88 BASIC 
99 ' machine:PC8891mk2 


1410 /// グ /////77 イル グイ 7//7//7// ソ ルプ ググ バグ / グ プ / ル / 


139 INPUT"timer(1-5)":A 

149 OUT &HE3,8&H89 

159 OUT &8HE3.,3 【 リ スト 1】 
169 GOSUB 229 _- 

179 OUT 8HE3。2 Nss-BAS1C 
189 GOSUB 229 に よる テス ト 
199 GOTO 139 0 
299 END プ ブログ ラム 
219 

22 の 9 の 'timer 


249 FOR J=1 TO 2999 

25 の OUT &HE3.1 

269 FOR 1I=1 TO A:NEXT I 
27 の 9 OUT &HE3,.9 の 

28 の NEXT J 

299 RETURN 


型 式 用 考 こ 型 式 


040 半 固 定 抵抗 |10koB 妃 W 
74LS04 
GL1200A | Motion コン デン サ 0.1ZF 35V 


Controller 


TLO82, ん A741 OP Amp 


2MHz 
2SC708 | 1000p ド 35V マイ グ 


1xF 35V 


2SA537 イン クリ メン タル | OMRON 相当 品 可 
2SB555 ロー 光り エフ コー グ ゲ E6A-CW100 り リフ パー シ プ ブル , 
1 998es 
2SD425 L ロ 
オオ ーー ド 10D1 41L9209816 12V, 10 一 20W 
抵抗 ( 久 W ) 1kQ : 板 100X150mm・ 
5 程度 
? ヤマ イチ 
287kQ FAS-34-02B 


40kQ の 4 す 
FAS-34-02B 


10kQ 
購入 店 で コネ クタ 圧 


入 し て も ら う ) 


フラ ッ ト ケ ー ブ プル | 34 立 50cm 


2209 
【 表 2 】GL-1200 評 価 ボ ー ド パー ツリ スト 


っ て ビッ ト ご と に 制御 する よう に リス ト 1 に , Na。-BASIC に よる 出力 モー ド ) し , モー タ 正 転 コ マ 

Ei 語れ 37 こ o テス ト プ ロ グ タ ダム を 示 ね ます 。 ンド を 送り , 2.000 パ ルス 分 回 転 さ 
写真 6 に パラ レル イン タフ ェ ー 100 行 で モー タ 制 御 ク ロッ ク の 周 _ せ , さ ら に 逆 方 向 に 2,000 回 転 き せ 

ス の 外観 を , 写真 7 に GL-1200 評 波数 を 決定 し ます 。 次 に , 8255A ます 。 

価 シ ステ ム の 外観 を 示し ます 。 の イニ シャ ライ ズ (AーC ポ ボー ト : 以上 の BASIC の プロ グラ ム で は , 


760 エレ クト ロニ クス ライ フ 


【 リ スト 2】 

アセ ンプ ラ に 

よる テス ト プ 
Rg れ グ ラム 


タイ マ の 時 間 が 余り に も 大 きす ぎ 
ます の で , 単に モー タ の 動作 チェ 
ッ ク 程 度 に 使用 し , 実際 に モー タ 
を きめ 細か く 制 御 す る た め に は , 
アセ ンプ ブラ な ど を 用 いる 必要 が あ 
衣 す 。 

リス ト 2 に, アセ ンプ ブラ (Macro 
80) に よる テス ト プ ロ グラ ム を 示 
し ます 。 モ ー タ 制御 クロ ッ ク は ON, 


_7e. 7988 


OFF の デー タ を 書き 直し て 決定 し 


で を た だ さき 4 ゃ 。 
表 2 に , GL-1200 評 価 ボ ー ド の 
パー ツリ スト を 示し ます 。 


< 参考 ・ 引 用 * 文献, 資料 > 
*1. GL-1200 ス テッ ピン グ ・ サ ー ボ 
LSI 設 計 用 追加 資料 、 シル ウォ 
ー カ ー 幌 


*2. Motion Control by Microproce- 


ssors, Jacob Tal., Galil Motion 
Control,。 INC. り 


。 村上 、 サ ー ポ モー タ の ディ ジ タ 


ル 制 御 , 計測 と 制御 , 第 18 巻 。 。 
11 号 、 1987, 916-920 


・ 抽 御用 モー タ の 活用 技術 , 工業 


調査 会 、1984.5.20 


基礎 か ら 実 回 路 設 計 ま で を 学 ぼう 
連載 琴 講 


デイ ジタル ・ ピ デオ 回 路 入 門 


_ 第 10 回 入 カ シス テム 


大 関 健二 


今月 か ら 2 回 に わた っ て , ディ 
ジタル ・ ビ デオ 回 路 の 入力 シス テ 
Wo て の ビデ オカ メラ に つい て 
お 話し ます 。 

ます 。 今月 号 で は ディ ジタル ・ 
ビデ オ 回 路 の 使用 目的 に 適し た カ 
メラ の 選択 を 行う た め に 必要 な , 
撮像 デバ イス の 特徴 と 構造 を 見 て 
員 計 いと と に し ます 。 

そし て , 来 月 号 で 撮像 デバ イス 
の 具体 的 な 回 路 例 を まじ えた 使い 
方 を 説明 し て いき ます 。 


カメ ラ の 特性 


どん な カメ ラ を 選ん だ ら よ いか 


ビデ オ 信 号 を , 今月 号 ま で に 述 
べら て あま た ディ ジル 。・ ビ デオ 
回 路 で 処理 する 場合 , 目的 に よっ 
(aJ、 カメ ラ か ら の 映像 を を その まま 

入力 し , 動画 処理 する 

(b) カメ ラ で 撮影 し た 映像 を VTR 

な ど へ いっ た ん 記録 し て か ら 動 

画 処理 する 
(c) 静止 画 を 撮像 し. フレ ー ム メ 


な 志 用 分 野 


・ 放 送 特殊 映像 効果 
・FA 一 一 一 一 産業 用 ロボ ッ ト 
一 製品 検査 


文字 ・ 形 の 判別 
物体 の 判別 

装着 ミス の 判定 
ッ パ ターン の 判定 


Nix き 堂本 
盟 信 に へ や で コ ニ 


( キ ヾ き 居 | 


一 物体 追跡 
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NT | 


・ コ ピー 印刷 

アメ グ ス 

・FA 一 一 一 一 一 製品 検査 
EEー に セッ シッ シング 。 

・ 静 止 画 解析 (“* 絵 画 等 ) 

【 表 1 】 ビ デオ 処理 の 応用 分 野 と カメ ラグ の 特性 


骨 稿 い に 
ゝ ヽ NN | へ ミコ ニー 


( キ ヾ 1) 
ー 寺 +Y さ NL 


7 62 


モリ ー に いっ た ん 記録 し て か ら 

処理 する 
に 分 類 で きま す ( 表 1)。 

(ay は , リア ル タ イ ム 動 画 処理 と 
呼ば れる も の で , テレ ビジ ョ ン の 
分 野 の 様々 な 特殊 効果 映像 の 実現 
や E あ 人 (ソフ テ ク よ リ ー・ オ ー ギ ドジ 
ーション ) の 分 野 で の 産業 ロボ ッ 
ト の 目 と し て の 製品 管理 な ど , 様 
々 な 応用 が 進め られ て いま す 。 

(bD は , 産業 , 医学 , 監視 な どの 
分 野 で , 主 に 解析 用 と し て の 応用 
が あり ます 。 

(a, (b) は と も に 動画 を 取り 扱う 
の で 。 カメ ラ と て は 二 次 売 を 
サ を 用 いた , いわ ゆる ビデ オカ メ 
ラ を 使い ます 。 

それ に 対 し て (c) は , コピ ビー 印刷 , 
メメ テッ クス 。: り モー トモ セル シン 名 
な どの 高 精細 な 静止 画 処理 を 取り 
扱う 分 野 で の 処理 で 。 こ うし た 場 
合 の カメ ラ に は , 一 次 元 セ ン サ を 
用 いま す 。 

カメ ラ か ら 映 像 信号 を 入力 する 
方 法 に は 2 通り の 方 法 が あり ます 。 


〈 情 真 1) カラ ーCCD カ メラ (XC-117 ソニ ー) 


エレ ググ ク トロ ニク スラ アフ 
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【 図 1】 
撮像 素子 (セン サ ) 


1 つ は , 写真 1 の よう な 既製 品 の 
市 販 の カメ ラ の 出力 を その まま 使 
胃 店 で す 。 も うき 1 つ は 、 で CD な 
どの 撮像 デバ イス を 用 いて , 自分 
の 仕様 に 見 合っ た 入力 シス テム を 
構築 する 方 法 で す 。 一般 に は , 既 
製 カ メラ を 使う こと で 事足り ます 
が , カラ ー 信 号 で 処理 する 場合 な 
ど で , 高度 な 処理 を 行う 際 に は , 
カメ ラ 側 の 知識 も ある 程度 必要 と 
な り ま す 。 例えば, 既製 カメ ラ を 
使用 する 場合 に お いて も , ビデ オ 
科 了 と の イン タタ フェース に は ほ 多 


( ツ 
解 像 肛 つ て Y 


画 依 を どれ だ け 細 か い 所 まで 見 
る ご こと が で きる か を 示す パラ メー 
に , 限 界 解 依 度 が あり ます 。 ま 
どこ まで は つき り 見 える ガ に 
関し た 値 と し て , 解 依 度 レス ポン 


ス 特 性 と 呼ば れる も の が あり ます 。 


ここ で は 限界 解像度 (以下 , 解 優 度 
と 呼ぶ ) に つい て 考え て み ま す 。 
解 依 度 に は , 水平 解 父 度 と 垂直 
解 父 度 の 2 つが あり ます 。 垂直 解 
優 度 は , 図 Aa) の よう に , 画面 の 高 
さ 亡 向 の 横 じ ま が ど こま で 見 える 
ガ で 表し ます 。 単 位 は 走査 線 の 数 
と し て TV 本 を 用 いま す 。 し まき 模 
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二 次 却 セン サ 


(a) 二 次 元 セン サ 
ステ ム の 同期 を 合わ せる こと (これ 
を ゲン ロッ ク と 呼び ます ) を 忘れ て 
は いけ ませ ん 。 また, カラー シス 
テム で は , カラ ー 信 号 び 。=3.579 
545MHz や 47。=14.31818MHz) の 
カラ ー ロ ッ ク も 必要 で す 。 ゲン ロ 
ッ ク の 方 法 に は , 6 月 号 の A/D 変 
換 ・ 同 期 回 路 で 述べ た ディ ジタル 
・ ビ デオ 回 路 内 に 設け た 同期 結合 
回 路 に て 行う 方 法 と , 逆 に カメ ラ 
側 を ゲン ロッ ク さ せる 方 法 が あり 
ます 。 カ メラ 側 で 行い た い 時 は , 、 
同期 結合 が 可能 な カメ ラ を 選択 入 


様 は 白 を 1 本 , 黒 を 1 本 と し て 数 
え , 画面 の 高 さ 廊 向 に 490 本 見 えれ 
ば 490TV 本 で ある と いい ます 。 
水平 解 依 度 は 画面 の 横 方 向 に , 
縦 じ ま び どこ まで 細く 見 える か 
を いい ます 。 図 A(b) の 例 で は 770 本 
の 縦 じ いま が びあ り ま す が , この 場合 


静止 画 
被写体 


ーー 次 2E 選 グ 枯 


(Ds 次 移 克 区 
手 す る 必要 が あり ます 。 


どん な セン サ が ある の か 


前 述 し た と お り , カメ ラ に は 二 
次 元 セ モン サ を 用 いた いわ ゆる ビデ 
オカ メラ と , 一 次 元 セ モン サ を 用 い 
た ライ ンス キャ ナ が あり ます 。 二 
次 元 セ モン サ は 図 1-(a) に 示す よう) に , 
レン ズ を 通し た 画像 を を の まま 水 
平 , 垂直 方 向 に 配置 し た 光電 変換 


画像 素子 で 電気 信号 に 変換 する も 
の で す 。 
次元 モン サ の 解 像 能 力 ( ど れ だ 


せん 。 細か さ を 垂直 万 向 に 換算 し 
ます 。 これ は 解像度 の 単位 で ある 
TV 本 が 垂直 方 向 に 何 本 入 いる か 
で 決め られ て いる た めで す 。 し だ 
が っ て , 水平 方 向 770 本 の 継 じ ま は 
画面 の 終 横 比 3 : 4 か ら 約 580TV 本 
と な り ま す 。 


は 水平 解 依 度 7/70TV 本 と は な り の ま 
黒 と 白 
それ ぞ れ 1 本 の 
【 図 A】 490 本 
垂直 解像度 490TV 本 


(3) 


水平 解像度 580TV 本 
(b) ] 
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ビエ ーーーーーー 


名 
寸 dp 


め み / 


け 細 か い 画 像 を 表現 で きる か を 示 
す も の で , 解像度 と 呼ぶ ) は , 水平 
方 向 に 配置 され た 画素 の 数 で 水平 
解像度 が , 垂直 方 向 に 配置 され た 
画素 の 数 で 垂直 解像度 が 決定 され 
誠 09. っ 

テレ ビジ ョ ン で は , 垂直 方 向 は 
その 走査 線 の 数 に よっ て 決定 され 
る の で , 有効 走査 線 数 は 約 490 で す 。 
例え ば , 25 万 画素 の 二 次 元 センサ 
は , し た が っ て 水平 画素 数 が 約 510 
ある こと を 意味 し , 最新 の 38 万 画 
素 CCD と は , 水平 画素 数 が 約 770 あ 
る こと で す 。 こ れ に よる 解像度 の 
性 能 は 水平 約 580rv 本 で , 現行 テレ 
ジ ョ ン シ ス テム で は 十分 な も の 
と いえ ます 。 しかし, コピ ビー 印刷 
な どの 分 野 で は 十分 と は いえ ませ 
ん 。 

一 次 元 セ ン サ は , 水平 方 向 画素 
数 4.000 と いっ た より 高 精細 を 必要 
と する 分 野 で 使わ れ て お り , 図 1- 
(b) に 示す よう に , 衛星 に よる リモ 
ー ト セン シン グ 撮 像 の よう に, 被 
写 体 に 対し て セン サ を 一 定 速度 で 
動か す ( ス キャ ン ) 場 合 と ,FA に お 
ける ベル トコ ン ベ ア 上 の 製品 の 撮 
像 の よう に, 被写体 自身 を スキ ャ 
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1 
【 図 2】 イン タラ イン 転送 


【 図 3】 
フレ ー ム 転送 


ン す る 場合 と が あり ます 。 
これ ら の セン サ は , 現在 ほとん 

ど 撮 像 管 式 の も の は な く , CCD, 

MOS と いっ た 固体 撮像 素子 が 使わ 

れ て いま す 。 そ の 理由 は , 

(1) 空間 的 位置 が は っ きり し て い 
る 。 す な わ ち , 画像 処理 に お け 
る アド レス と 画素 位置 の 一 致 が 
図れ る 。 こ の ため,。 フレ ー ム 間 
処理 や , 画素 近傍 相関 処理 な ど 
を 行う の に 適し て いる 

(2) 固体 撮像 素子 は , IC な どの 半 
導体 製造 と 同じ プロ セス で で き 
る た め , 信頼 性 が 高く , 安価 で 
あり , か つ 半 導体 産業 の 進展 に 
伴い , 高 性 能 化 が 進め や すい 
(3) 撮像 間 の よう な 高 電 庄 を 必要 
と せ ず , すべ て 低 電 圧 動 作 で あ 
る 。 ド ライ ブ 回 路 は , TTL で 実 
現 で き , 信号 が 取り 扱い や すい 

な どか ら で す 。 


CCD 撮 像 素子 の 方 式 


固体 撮像 素子 に は , 主として CC 
D, MOS タ イプ が あり ます 。 二 次 
元 セ モン サ の CCD を 取り 上 げ て , 筒 
単に 方 式 始 見 て み ま し ょ う 。 
CCD 固 体 撮像 素子 に は 様々 な 方 
式 が 考え 出さ れ て きま し た が , 大 
きく 分 類する と , 転送 方 式 と 鞭 積 
方 式 の 組み 合わ せ と い えま す 。 


(1) 転送 方 式 


転送 方 式 の 代表 的 な も の と し て , 
イン タラ イン 転送 方 式 が あり ます 
( 図 2)。 こ れ は 。 水平 方 向 に 区 切 


- られ た 画素 の 感光 部 の 間 に , 感光 


部 に 蓄え られ た 電荷 を いっ た ん 保 
管 し , 垂直 方 向 に 転送 する 転送 部 
が 設け られ て いま す 。 垂 直方 向 へ 
1 ライ ン ご と に 転送 し た 電荷 は , 
順に 最後 尾 に 設け られ た 水平 転送 
者 だ 込 サ ます 。 そし て 。- 水 ギロロ 
ク ご と に 水平 方 向 に 転送 され て , 
外 へ 出力 され ます 。 

この 方 式 で は , 一 画素 を 構成 す 


エレ ググ トロ ニク スラ テラ イプ フ 


る 回 路 が 感光 部 と 転送 部 の 対 と な 
っ て いる の で , 光 の 利用 率 ( 開 日 率 
と いう ) が 悪く な り , 技術 的 に も , 
微細 加工 技術 が 必要 で す 。 また, 
垂直 方 向 へ 転送 し て いる 過程 で 信 
号線 や 転送 用 CCD に も 光 が 混 入 し 
た り , 転送 部 へ 信号 電荷 が 漏れ る 
と , た て 線 の 偽 信 号 ( ス ミア と いう ) 
が 出 て し まう な ど , 当初 は いく つ 
か の 問題 点 が あり まし た 。 し か し 
な が ら , 次 々 と 改善 が な され , ス 
ミア も 現在 で は 信号 に 対し て , ほ 
ぼ 80dB と いう 小さ な 値 に 抑制 で き 
て お り , 多く 利用 きれ て いま す 。 
これ に 対し , フレ ー ム 転送 方 式 
は , 図 3 に 志す よう に , 1 画面 分 
(フィ ー ル ド ) の 間 感 光 部 で 感光 ・ 
蓄積 し た 電 和 基 を 垂直 プラ ン キ ング 
期間 の 間 に 瞬 時 に 蓄積 部 に 転送 し 
ます 。 感 光 部 は , 再び 感光 ・ 蓄 積 
状態 と な り , 著 積 部 は 1 ライ ン ず 


部 より 1 水平 クロ ッ ク ご と に 外 へ 
出力 され ます 。 フ レー ム 転 送 方 式 
は , イン タラ イン 方 式 と は 反対 に , 
光 の 利用 率 は よい の で す が , 垂直 
転送 の 際 に 光 を 遮断 で き な い の で , 
光 の か ぶり が 大 きい こと と , 垂直 
方 向 に 感度 の 重なり が ある た め , 
垂直 解像度 が 劣化 し や すい , 透明 
電極 ご し に 光 が 入 る た め , 青 感度 
が 低い な どの 欠点 が あり ます 。 
最近 の 微細 加工 技術 の 進歩 に よ 
っ て , 両者 を 組み 合わ せ て , それ 
ぞ れ の 利点 を 生か し た FIT( フ レー 
具 '% イ ンタ ライ ン ・ ト トランスファ) 
CCD が 現在 主流 と な りつ つ あ り ま 
提 e 


(2) 蓄積 方 式 


蓄積 方 式 に は , 1/60 秒 間 の 鞭 積 
を 行う フィ ー ル ド 鞭 積 と , 1/30 秒 
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| 1 フィー ルド | 


【 図 4】 
電子 シャ ッ タ の 
原理 


転送 ・ ク リア 


| | 鞭 積 


1/200 | 


転送 ・ ク リア 番 積 


送 ・ 
間 の 蓄積 を 行う フレ ー ム 蓄積 が あ 
り ま す 。 イ ンタ ライ ン 転 送 方 式 は 
2 つの 薔 積 方 式 を と る こと が で き 
ます が , フレ ー ム 転送 方 式 は 原理 
的 に は フィ ー ル ド 鞭 積 に な り ま す 。 
蓄積 方 式 の 両者 の 簡明 な 違い は , 
フィ ー ル ド 薔 積 が 蛍光 灯 照 明 下 で 
は フリ ッ カ が 生じ や すい の に 対し , 
フレ ー ム 鞭 積 は 動き の 速い 被写体 
に 対し て フレ ー ム 残像 が 大 きい こ 
人 き 。 
つま り , 速い 動き の 被写体 に 対 
し て は , フィ ー ル ド 鞭 積 が 有利 に 
な り , さら に 鞭 積 時 間 を 制御 し て 
像 の ぼけ を 改善 する シャ ッ タ の 考 
え 方 も 生ま れ て きま し た 。 これ は , 
図 4 に 示す よう} うに, 固体 撮像 素子 
の 感光 ・ 蓄 積 部 の 電荷 の クリ ア 電 
極 を 利用 し て , クリ ア 時 間 を 可変 
と する こと で , 著 積 時 間 の 制御 を 
行う も の で す 。 感度 は 落ち ます が , 
例え ば , ゴル フス イン グ の イン パパ 


クト の 瞬間 な ど , 速い 動き を VTR 
に 収録 し スロ ー で 再生 する と , 
は っ きり と 動き が 捉え られ る よう 
に な り ま す 。 ま た , 電子 シャ ッ タ 
速度 を 電源 周波 数 と 整数 倍 の 関係 
に ある 1/100 と する こと で , フ ィ ー 
ルド 蓄積 で の フリ ッ カ 問題 も 解決 
で きま す 。 


モノ ク 日 が 、 カ ラー が 『 


次 に ディ ジタル ・ ビ デオ 回 路 で 
取り 扱う 映像 信号 が モノ クロ で あ 
る か 。 カラ ー で ある か に よっ て , 
ビデ オカ メラ を 選択 する 必要 が あ 
ます 。 

モノ クロ は , 輝度 信号 (Y) の み 
を 取り 扱い , 固体 撮像 素子 は 明暗 
の 強度 に 応じ て 信号 振幅 が 変化 す 
る の で , モノ クロ 用 ( 色 分 解 フ ィ ル 
タ の 取り 付け て いな い ) カメ ラ を 
使 を ば よい わけ で , 解像度 も 画素 
数 に 見 合っ た 分 だ け あ り ま す 。 
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輝度 信号 Y の 取り 出し 色 信号 


カテ ラー カメ ラ に は ,。 主として 放 
送 局 用 カメ ラ と し て 使用 きれ る 3 
板 ( 管 ) 式 と , 家庭 用 , 工業 用 と し 
て の 単 板式 が あり ます 。 2 板 ( 管 ), 
ある い は 4 管 を 使っ て , 輝度 と 色 
度 を 分 離し て 撮像 する 方 式 も あり 
ます が , 現在 は 非常 に 少な く な っ 
a ます 。 

単 板式 カラ ー カ メラ の 出力 映像 
を パソ コン を 取り 込む な など し て , 
画素 ご と の 信号 処理 を 行う 際 に は , 
各色 画素 が 実 映像 で ある の か , 補 
間 に よ っ て 埋め られ て 得 ら れ た も 
の で ある か な どの 考慮 が 必要 な 時 
が あり ます 。 そこで, カラ ー 色 分 
離 の た め の 色 フィ ル タ ア レイ の 代 
表 的 な 例 と , その 特徴 を 見 て みる 
まし ます 。 


単 板式 カラ ー カ メラ の 色 分 離 
単 板式 は 原理 的 に は , 光 の 三原 色 


奇数 偶数 
フィ ー ル ド フィ ー ル ド 


(a) ベイ ヤー 方 式 の 
基本 形 


166 


(b) G 縦 スト ライ プ 
RB 線 順 次 


【 図 5】 
オイ オ や で 方 式 
色 フ ィ ル タ ア 
レイ の 原理 
(Ci,Cz ) の 取り 出し ・ 
の 赤 (R), 緑 (G), 青 (B) の 色 フ イル 


タ を 1 画素 ご と に 順次 設け て , 出力 
信号 を 取り 出せ ば , R, G, B の 信 
号 が 順次 取り 出せ る ( 点 順次 と い 
う ) こ と に な り ま す 。 し か し , 水平 
解像度 が 水平 画素 数 の 1/3 に な っ て 
し まい ます 。 

そこ で , 解像度 の 低下 が で きる 
だ け 少 な く な る よう に , 輝度 成分 
(Y) の 寄与 率 の 高い G の 成分 を 多く 
し た 色 フ ィ ル タ 配 列 が 重要 と な り 
ます 。 こ の 基本 形 が イー スト マン 
・ コ ダッ ク 社 の B.E. ベ イヤ ー 氏 に 
よっ て 考え られ た 色 フ ィ ル タ 配 列 
で す 。 こ の 色 フ ィ ル タ 配 列 は , 図 
5 に 示す よう に , 市 松 状 に 輝度 信 
な が 出力 され る よう に 配列 し , 残 
り の 市 松 部 分 に 解像度 が 低く て も 
視角 的 に 問題 に な ら な い 2 種類 の 
色 信 C1, C2 を 配置 し よう と する も 
の で す 。 これ を 原色 R,。G, B フ ィ 


奇数 偶数 奇数 
フィ ー ル ド フィ ー ル ド 


ル タ で 実現 し た の が , 図 6-(a) で す 。 
この 配列 に 対し て , モア レ の 少 
な く な る 改善 や , カメ ラ の 信号 処 
理 の 容易 さ , 感度 の 改善 な ど を 目 
的 と し て 多数 の 色 フ ィ ル タ 配 列 が 
考え 出 き れ ま し た 。 

図 6-(b) は ,、 ソニ ー の 25 万 画素 単 
板 カ ラー カメ ラ に 採用 され て いる 
G ス トラ イブ RB 線 順 次 方 式 の 色 フ 
ィ ル タ ア レイ を 示し ,。 図 7 は, こ 
の 方 式 の カメ ラ の 回 路 構成 で す 。 

CCD 出 力 の 微小 信号 を , 低 雑 音 
信号 分 離 回 路 ( 詳 細 は 来 月 号 ) で 取 
り 出 し ます 。 1 画素 お き の 色 フィ 
ル タ に 対応 する 位相 の 異な る 2 つ 
の クロ ッ ク に よる サン プリ ング 動 
作 に よっ て G, R/B 信 号 に 色 分 離し 
ます 。 こ の 信号 を 7 補正 な どの プ 
ロ セ ス 処 理 し た あと , 1H 遅 延 線 を 
各 2 個 ず つ 用 意 し た 補間 処理 , お 
よび 輝度 ・ 色 差 信号 生成 回 路 (マト 
リク ス ) に より 処理 し ます 。 こ の 回 
路 の 出力 で は , 輝度 信号 の 高 域 成 
分 Y』 と 低 域 成分 Y, に お いて 

Y』=0.25R 二 0.5G+0.25B 

Yr =0.3R 十 0.59G 十 0.11B 
が 得 ら れ ま す 。 低 域 成分 YL し は, N 
TSC 信 号 の 輝度 信号 の R, G, B 構 


偽 数 
フィ ー ル ド フィ ー ル ド 


【 図 6 】 
各色 フィ ル タ ア レイ の 例 


は 基本 プロ ッ ク を 示す 


エレ ググ クム ロニ クス ラプ ブフ 


F。 あす kz デー ーー ーー で mn、 rkES 


赤 外 カ ッ ト 光学 LPF 
CCD 
1 撮像 素子 


CCD 
駆動 回 路 


2 相 ク ロッ ク 
(SP1,SP2) 


アパ ー チ ャ ー 精 正 


【 図 7】G ス トラ イブ プ R/B 線 順次 方 式 単 板 カ ラー カメ ラ ( ソ ニー) の 回 路 構 成 


成 比 に し て あり ます が , 高 域 成 分 
Y』 の 各 係 数 は , フィ ル タ ア レイ の 
基本 構成 ブロッ ク の R, G, B 比 を 
その まま 使用 し ます 。 ま ただ, 色差 
成分 R-Y は , 
R/Y=R-(0.3R+0.59G+0.11B) 
=0.7(R/G) --0.11(B/G) …(1) 
で す が , 図 6-(b) の ①, ③ に 示す R/ 
G ラ イン を 走査 する と き は , (1) 式 
の 第 2 項 0.11(B/G) を 1 ライ ン 前 
と , 1 ライ ン あ と の 信号 (0.11 1(B。 
十 B。/2 一 (G。 十 G。)/2| ) で 処理 し 
ます 。 ま た , ② に 示す B/G ラ イン 
を 走査 する と き は , (1) 式 の 第 1 項 
0.7(R/G) を 0.7 [|(R。 十 R。) /2 一 (G。 
+G。)/2| で 補間 処理 し ます 。 色差 
成分 B/Y も 同様 で す 。 

単 板 カ ラー カメ ラ に お いて は , こ 
の よう に 色 フ ィ ル タ ア レイ の 構成 
に よっ て , それ ぞ れ 複雑 な 補正 処 
理 が 行わ れ て いる た め , ディ ジ タ 
ル ・ ビ デオ 回 路 に よっ て , さら に 
画素 の 処理 を 行う 場合 に は , 何 番 
目 の 画 素 に は G が な いな ど と いう 


こと を 知っ て お いた ほう が よい で 


本 まう 。 

図 6-(c) の 色 フ ィ ル タ ア レイ は , 
最新 の 単 板 カ ラー 撮像 素子 用 の も 
の で , G, Cy( シ アン ), Ye( イ エロ 
ー) の 縦 ス トラ イプ 構成 を 採用 し , 
感度 の 向上 , 垂直 方 向 の 偽 信 号 の 
低減 。 垂直 相関 の 必要 の な いこ と 
か ら , 信号 処理 の 簡略 化 を 図っ た 
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も の で す 。 補色 フ ィ ル タ に よっ て 
輝度 成分 に 寄与 する G が 全面 に 入 
射す る た め , 感度 アッ プ が 図れ ま 
ま : 

で は , な ぜ 補 人 色 フィ ル タ を 多用 
し な か っ だ た の で し ょ うか 。 それは, 
補色 フィ ル タ は 色 フ ィ ル タ の 製造 
上 の 精度 や 色 分 離 の 精度 か ら 原 色 
フィ ル タ に 比べ , 色 再 現 性 が 劣っ 
て いた だ たこ と, お よび 回 路 系 の 複雑 
さ な ど の 理由 に より ます 。 最 近 の 
技術 進歩 と 感度 , 解像度 な どの 性 
能 向 上 へ の ニー ズ か ら 補 色 フ ィ ル 
タ 方 式 が 増加 する と 考え られ ます 。 


ま と の 


ディ ジタル ・ ビ デオ 回 路 で は , 
R,、G, B の 人 和信 号 を 独立 し て 処理 


する 場合 が 多い の で す が , 通常 の 
カメ ラ は NTSC 信 号 で 出力 され て 
いま す 。 そのため, 
(a) カメ ラ 出 力 の NTSC 標 準 テ レ 
ビジ ョ ン 方 式 複合 出力 信号 を 用 
い 。 RG。B 信 号 に アコ ヨード 
て 取り 扱う 
(b) カメ ラ 内 の R, G, B 系 統 出 力 
を 直接 取り 出す 
(c) 独自 の カラ ー カ メラ シス テム 
構築 し て , R, G, B 出 力 を 取り 
出す 
が 考え られ ます 。 
Y 
来 月 号 で は , b, c に お いて 必要 
な CCD カ ラー カメ ラ の 具体 的 な 回 
路 例 を 織り 混ぜ た お 話 を し ます 。 


演 痕 寺 信 の 新 し い 方 式 


ディ 


誠人 は ほじ め に 」 


人 間 が 自分 の 意思 や 情報 を 誰か 
に 伝え る と き に , 文字 や 手紙 を 長 
い 間 使っ て きま し た が , も っ と 速 
《, 遠く まで 伝え た いと いう 気持 
ち は 昔 も 今 も 変わ ら な いと 思い ま 
5 

マッ クス ウェ ル や ヘル ツ に よっ 
て 発見 , 開拓 され た 電磁 波 は , 
1901 年 に マル コニー に よっ て 初め 
て 情報 の 伝 達 の た め に 使わ れ た こ 
と は 誰 も が 知る と ころ で す が , こ 
の と き の 通 信 方 式 は 搬送 波 を 断続 
する , いわ め ゆる 電信 電波 (CW) で , 
今風 に 考え て 見 る と ,。 すでに ディ 
ジタル 通信 で あっ た わけ で す 。 

それ 以外 に も ,『 の ろ し , 太鼓 』 な 
ども ディ ジタル 通信 に 入る か も し 
れ ま せん 。 

こう し て 考え て 見 る と , PCM に 
代表 され る 最新 の ディ ジタル 通信 
処理 技術 の 基本 的 な 考え 方 は , 大 
昔 か ら す で に あっ た わけ で す 。 そ 
は どう 、 し て 今 。 ディ ジタル 枝 
術 が も て は や され て いる の で し ょ 
う 。 そ れ に は いく つか の 理由 が あ 
り ま す 。 

も と も と ディ ジタル 通信 方 式 は , 
の ろ し や 太鼓 の よう に 簡潔 で 無 
駄 の 少な い 通 信 で , か つ 比 較 的 
遠く まで 情報 が 届く こと を 特徴 と 
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し て いま し た 。 電波 を 使っ た も の 
で は 電信 が それ で す 。 

し か し , 人 間 の 希望 や 情緒 を 伝 
達する に は , あま り に も 情報 量 が 
少な いた め , 音声 の 変化 を 搬送 波 
の 変化 に 変換 し て 送る , いわ ゆる 
振幅 (AM) 変調 が , 鉱石 検波 器 や 
3 柳 管 ガー ボ ポ シ ・ マ イク トラ 
ンス の 発明 発達 で 音声 を 送る 最 
も 基本 的 手段 と し て 現在 まで 使わ 
れれ で きま は た だ 。 

と ころ が , AM に は いろ いろ な 欠 
点 が あり ます 。 ノ イズ や フェ ー ジ 
ング に 詳 い こと や S/N が 悪い こと 
で す 。 ま た , 占有 常 域 幅 も 電波 有 
効 利用 の 点 か ら も 見 直し の 時 期 に 
き て いま す 。 
放送 を 初め SSB 化 が 進め られ て い 
ます 。 

し か し , AM に 比べ て S/N の 良 
い SSB 系 も フェ ー ジ ング 間 題 が あ 
り ,FM も 到達 限界 点 が 短く 淀 域 も 
SSB に 比べ て 広く , これ と いっ た 
新しい 通信 方 式 が 一 般 化 し な いま 
ま 現 在 に 至っ て いま す 。 

前 回 の テー マ 『SSB 系 の 改善 』 の 
中 で 取り 上 げた ACSB や RZ・SSB 
は , この 欠点 を 改善 する 目的 で 考 
案 さ れ , 通信 品位 を 改善 する 手段 
と し て ある 程度 期待 が 持て る と 考 
時 
の 欠点 で ある 中 継 に に よる 品位 の 


現在 短波 淀 Mi の 通信 は , 


悪化 と ノイ ズ な ど に より 欠落 し た 
信号 は , 二度と 再現 で き な い 点 は 
改善 きれ な いで し 2 び 』 

ここ で も う 一 度 , の ろ し や 太鼓 
的 考え に 戻っ て 現在 の 通信 を 見 直 
し て みる と , 念 ま で は で きる だ け 
速く に 一 度 に 多く の 情報 を 伝え る 
こと に 努力 し て きま し た が , 現在 
で は 準 マ イク ロ 波 や マイ クロ 流 帯 
の 通信 網 が 整備 され , 段々 と 電離 
層 を 使っ た 遠 距 離 通信 の 必要 が な 
く な っ て , 小 電 力 で 十分 目的 地 ま 
で 情報 を 伝え る こと が で きる よう 
て 

そう な る と , いく つか の 中 継 点 
を 通っ て 情報 を 伝え な けれ ば な り 
ませ ん が , 中 継 の た びに 信号 を ア 
ナ ロ グ 変調 すれ ば , どん どん 品位 
は 下がっ て し まい ます 。 

これ を 改善 する 方 法 は , 情報 を 
一 度 ア ジィ ジタル 信号 に 交 や て 中 
継 し , 再び アナ ログ 信号 に 戻す 以 
外 に 方 法 は あり ませ ん 。 

また 、 ア ポジ タル 信号 は 。 1 か 0 
の 組み 合わ せ で ある た め , ある 約束 
を 決め て 通信 を すれ ば , ある 程度 の 
信号 の 欠落 は 補足 で きる 点 も , アナ 
ログ 信号 に 比べ て 有利 と いえ ます 。 
良い こと づく め の デ ィ ジ タル 信 
号 通 信 の よう に 思わ れ ま す が , 変調 
方 法 な ど に より 色々 な 問題 
が あり ます 。 今回 は 特に ディ ジ タ 


エレ クム ロニ クス ラ ア プン フ 
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ル 変 調 ・ 復 調 に テー マ を 絞っ て 順 
次 紹介 し ます 。 


2 .『 ア ナ ロ グ 変調 と ディ ジタル 変調 


11 月 号 , 12 月 号 で スペ クト ラム 
・ 拡 敵 通 信 方 式 と SSB 系 の 通信 方 
式 の 紹介 を し まし た が , この 2 つ 
は ディ ジタル 変調 と アナ ログ 変調 
を 利用 し た 代表 的 な も の と いえ そま 
す 。 図 1 は 変調 の 分 類 凶 で す 。 

ここ で も う 一 度 , 変調 の 公式 を 
思い 出し て くだ さい 。 

S (t) =A(t) cos{2z(Fc 十 Fm)t 圭 

填 ①m(t) ) 
搬送 波 を 変調 する 場合 は , 振幅 
周波 数 。 位相 の 3 つの いずれ か を 
変化 すれ ば 良い わけ で す 。 AM や S 
SB は 振幅 の 変化 を , FM や FSK は 
周波 数 の 変化 を . また PSK は , 位 
相 の 変化 を 利用 し て いま す 。 

一 般 的 な 放送 や アマ チュ ア 和 無線 
は , ほとん ど AM (SSB を 含む ), 
FM, FSK の 変調 方 式 の み を 使っ 
て いま す が , 最近 話題 の 衛星 放送 
(BS) や 電話 ファ ックス な ど は 振幅 , 
周波 数 。 位相 の 3 つの 内 2 つ 以 上 
の 変化 を 利用 し て いま す 。 こ の よ 
う な 複数 の 変化 を 使っ た も の を 一 
般 に 多 値 変調 方 式 と いい ます 。 

この こと か ら , 必ず し も 通信 方 式 
が 変調 方 式 と 一 致し て いる と は 限 
り ま せん 。 デ ィ ジ タル 変調 に お いて 
も , アナ ログ 的 変調 を 併用 し た 方 式 
を と っ て いる 場合 が 多く あり ます 。 
ディ ジタル 変調 も その 目的 に 合わ 
せ て 使い 分 ける 必要 が あり ます 。 


3 .FSK 
(Frequency Sift Keing) 


FSK と いえ くば, 最も 一 般 的 な デ 
ィ ジ タル 変調 方 式 と いえ ます 。 ア 
マチ ュ ア 和 無線 を は じ め , 短波 帯 の 
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変調 一 アナ ログ 変調 一 一 AM 


FM 
SSB 
DSB 
ーー ディ ジタル 変調 2 
GMSK 
【 図 1】 
ASA ) PSK 2 相 PSK 
変調 の 分 類 4 相 PSK 
8 相 PSK 
16 相 PSK 
ASK 
CW 
ーー 和 1 林 要請 一 ーー あ PSK 
Ce の < の ろ し > 
の ろ し の 大 き さ や 間隔 が 違う 
こら う 
て 


【 図 2】 ノ 全 紅 0 
の ろ し や 天 迷 


に よる 通信 


< 太鼓 > の 
間隔 や 調子 が 違う ⑮ め 


の ろ し や 太鼓 は ディ ジタル 通信 て あっ た 


o 出 力 o 出 力 


(b) の 出力 波形 
【 図 3 】FSK の 変調 


(a) の 出力 流 形 
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/2 十 
多く の デー タ 通 信 は 今 で も 盛ん に 
使用 きれ て いま す 。 し か し , FSK 
の ほとん ど が 通信 速度 の 比較 的 遅 
い 文 字 情報 の 伝送 に 使わ れ て いま 
ィ 

3 は FSK の 変調 の 原理 を 表し 
た も の で す 。(8) の 方 法 は 電波 の サ 
イド ・ バ ンド が 広く な る た だ ため , ほ 
と ん ど 使 われ て いま せん 。(b) の よ 
う に 位相 が 連続 し て いる FSK が 一 
般 的 な FSK と いえ ます 。FSK は , 
PSK の よう に 周波 数 が 一 定 で な い 
た め に , 通信 速度 の み で サイ ド ・ 
バン ド の 広がり を 規定 で きま せん 。 
つま り , 変調 する 深 さ (変調 度 ) に 
よっ て 大 きく 変化 し ます 。 

図 4 は , その 変調 指数 m を 変え 
た と き の ス ペク トル を 表し た も の 
で す 。 変調 指数 が 大 きく な る と ス 
ペク トル が 広がり ます 。 


4 .MSK 
(Minimum Sift Keing) 


FSK の 変調 指数 m が 0.5 の も の 
を 特に MSK と 呼び ます 。 1 待 号 で 
変化 する 位相 角 は , 土 90 度 で ある た 
め 。 図 6 の よう な 同期 検波 を する 
こと が で きま す 。 MSK は 。 音声 と 


】Z0 


コロ 


ペ 【 図 4 】 


FSK の スペ クト ル 


出力 


1 
1 
1 
1 
1 
I 
I 
1 
I 
! 
1 
1 
1 
1 
1 
1 


(a) フォ スタ ー メ ー リ ー 弄 


【 図 5】 上 
FSK の 検波 入力 o 


FILTER o 


(b) ディ ジタル 位相 比較 器 


デー タ ・ パ ケッ ト を 併用 する よう 
な 通信 に 使わ れ て いま す 。 身近 
な 所 で は , パー ソナ ル 無 線 の チャ 
ネル 制御 に 利用 され て いま す 。 


5 .GMSK 
(Gaussian Filterd MSK) 


MSK が 比較 的 狭い 周波 数 淀 域 で 


デー タ を 伝送 で きま す が , その ス 
ペク トル は 図 7 の よう に な っ て い 
ます 。 主 帯域 より サイ ド 
の 電力 が 少な く な っ て いま す 。 

し か し , この 程度 で は 。 ほか の 
無線 局 が 近く に いて , さら に 隣 の 


・ ノ フン ド 


周波 数 チャ ネル を 使っ て いる 場合 , 


その 和 無線 局 に 妨害 を 与え を て し まい 
ます を 


入力 


そこ で , MSK よ りさ ら に サイ ド 
・ バ ンド の 広がり を 押え た 変調 方 
式 が 考え られ て いま す 。 GMSK は , 
その 1 つ で 変調 する 前 の 信号 を , 
が ウシ ャ ン フ ィ ル タ に より 整形 し 
て MSK 変 調 を 行っ て いま す 。 


6 .2 相 PSK 
(2-Phase Sift Keing) 


ディ ジタル 変調 の 代表 的 な 変調 
方 式 で 、 ディ ジタル 変調 と いえ ば 
PSK を 指す ぐら い , 多 方 面 に 使わ 
れ て いま す 。 図 9 は その 変調 波形 
ae 

これ か ら わ か る よう に , 搬送 波 
の 振幅 は 一 定 で ある こと は FSK 
と 同じ で す が , FSK と 大 きく 違 


識別 回 路 


【 図 6 】 MSK の 同期 検波 
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20 一 30dB 程 度 
て は 妨害 と な る 


ーー な 十 


う 点 は , FSK は 2 つの 周波 数 を 切 
り 替 える こと で 変調 を 行っ て いま 
す が , PSK は , 周波 数 が 一 定 で 搬 
送 波 の 位相 が 反転 する こと に より 
情報 を 変調 し て いま す 。 

図 9 で は A 点 と B 点 で 位相 が 変 
化し て いま す 。 この こと か ら PSK 
で は , 単に フィ ル タ 処 理 や , FM 検 
波 す る よう な 方 式 で は 受信 検波 で 
きま せん 。 そ の た だ た め に ., 
ー バ で オー ルモード 受信 で きる も 
の で も , PSK を その まま 復調 で き 
まま. かん 。 

アマ チュ ア 衛 星 JAS-1 の パケ ッ 
ト 通 信 を する 場合 は , SSB モ ー ド 
で PSK を 受信 し て その あと , 別に 
PSK の 復調 を 行い ター ミナ ル な 
ど に 入力 する 必要 が あり ます 。PS 
K の 変調 の 最も 簡単 な 方 式 は , ダ 
イオ ー ド に よる リン グ 変 調 が あり 
ます 。 ( 
それ に 比べ て 復調 の 方 法 は , 大 
きく 分 け て 2 つの 方 式 が あ り ます 。 
それ は , 同期 検波 方 式 と 遅延 検波 
方 式 で す 。 そ の 代表 的 な 例 を 上 げ 


トラ ン シ 


て 見 る と , 図 11(a ぁ ),(b) の よう に な 
ます 。 

9 
PSK 
入力 


FM,FSK 


る 【 図 7 】 
MSK な ど 


MSK の スペ クト ル 


【 図 8 】 
FM 系 の フィ ル タ 処 理 
振幅 一 定 


【 図 9 】 
2 相 PSK の 波形 
キャ リア 
入力 
【 図 10】 
PSK の 変調 器 


この 2 つの 方 式 の 大 きく 違っ て 


いる 点 は , 同期 検波 方 式 は PSK 信 


号 か ら 一 度 , 搬送 渡 を 抽出 し て そ 
の 再生 搬送 波 に より 位相 検波 を 行 
の に 対し て , 遅延 検波 方 式 は 
1 タイム スロ ッ ト ル 分 の 信号 遅延 
を させ , その 遅延 信号 で 位相 検波 


する こと が 異な っ て いま す 。 で は , 


どちら の ほう が 良い 方 式 か の 詳し 
い 説 明 は 省略 し ます が , 一 般 的 に 


位相 検波 


【 図 11】 同 期 検 波 と 遅延 検波 


7. 798 ざ 


帯域 外 除 去 の フィ ル タ は 
6 かない 


碧 - 制 


フィ ル タ 


振幅 が ある 


変調 出 カ 


ノ パ ルス 入力 


同期 検波 方 式 の ほう が 誤り 率 が 優 
れ て いま す ( 図 12 参 照 ) 。 

また , 同期 検波 方 式 の 中 で 搬送 
波 を 再生 する 方 法 に も いく つか の 
方 法 が あり ます 。 そ の 代表 的 な も 
の は , 周波 数 通 倍 方 式 に よる 再生 
方 式 で す 。 図 13 は その 原理 図 で す 。 


号 
リ 
(dB) 
【 図 12】 検 波 方 式 に よる 信号 誤り 率 の 比較 
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FILTER 


再生 搬送 波 出力 o 


2 通信 回 路 


LOOP 
FILTER 


【 図 13】 周 波数 通 倍 方式 に よる 搬送 波 再生 


9 
シフ ト 回 路 


デ 
【 図 14】 


周波 数 通 倍 方 式 の ほか に 逆 変調 
法 , 再 変調 比較 法 , 変調 器 の 原理 を 
その まま 使っ た リン グ 復 調 な ど が 
あり ます 。 い ずれ の 方 法 で も , 2 相 
PSK に 関し て は 大 き な 差 は あり ま 
せん 。 


7 . 4 相 PSK 


2 相 PSK は 信号 情報 と し て は , 
上 細 放 と 変わ る と ころ は な く , 1 チ 
ャ ネル 分 の デー タ し か 送る こと は 
で きま せん 。 そ れ に 比べ て 4 相 PS 
K は , 2 相 PSK の 2 倍 の 情報 が 送 
れ ま す 。 2 倍 情報 が 送れ る と いう 
こと は , 周波 数 有効 利用 の 点 か ら 
も 大 変 重 要 な こと で す 。 

4 相 PSK の 変調 ・ 復 調 に 関し て 
は , 基本 的 に 2 相 PSK と 大 きく 変 
お る と ころ は あり ませ ん 。 た だ 2 
相 PSK の 回 路 方 式 の 組み 合わ せ 型 
が 縦 続 接 続 と 並列 接続 の 違い が あ 
る くら いで す 。 
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Fe す ・ 


4 相 PSK 
出 カ 


2 相 PSK 
変調 回 路 


ャ ーー タ 2 


簡単 に 4 相 PSK を 表現 する と , 
周波 数 が 等 し く 位相 が 直交 する 2 
つの 搬送 波 に それ ぞ れ 信号 を 乗せ 
て いる と 考え れ ば 良い で し ょ う 。 
復調 回 路 も 2 相 PSK の も の を 2 組 
み 使 うこ と で 容易 に 実現 で きま す 。 


8 . 8 相 お よび 16 相 PSK 


基本 的 に は 8 相 PSK も 16 相 PSK 
も , 4 相 PSK と 同じ 考え 方 で 理解 
で きる と 思い ます 。2 相 PSK に 比 
べ て 8 相 PSK, 16 相 PSK は それ ぞ 
れ 3 倍 , 4 倍 の 情報 が 送れ ます 。 

し か し , 単純 に 情報 が 多く 送れ 
る か わり に , 位相 の 余裕 が 少な く 
な り , 実際 に は 色々 問題 が お 生じ て 
きま す 。 特 に 特定 回 線 (衛星 回 線 を 
含む ) や, 電話 回 線 の よう な 専用 伝 
送 回 線 で は あま り 問 題 に な ら な い 
よう な こと が , こと 電波 で 伝送 し 
よう と する と 問題 が 起り や すく , 
外来 ノイ ズ や マル チ ・ パ ス 。 フェ 


ー ジ ング に よっ て 伝送 品位 が 大 き 
く 左 右 さ きれ ます 。 そ うい っ た 理由 
に より PSK 方 式 は , 一 般 移 動 無線 
に は あま り 使 われ て いま せん 。 

また , 符号 誤り 率 が 同じ で ある 
た め に は , 2 相 PSK に 比べ て 4 相 
PSK, 8 相 PSK, 16 相 PSK は それ 
ぞ れ , 3 dB, 8.3dB, 14.2dB の 送 
信 電 力 が いり ます 。 


9 .APSK 
(Amplitude and Phase 
Shift Keying) 


日 本 語 的 に 言う と , 振幅 位相 変 
調 と いい ます 。 最 初 に 述べ た よう 
に , 2 つの 変調 要素 を 同時 に 行い , 
より 多く の 情報 を 送る こと が で き 
ます 。 話 が 長く な り ま すか ら 詳 し 
い 説 明 は 省略 し ます が , 変調 方 式 
に は , 直交 振幅 変調 ・ 合 成 方 式 と 
重 販 変調 方 式 が あり ます ( 図 15 参 照 )。 

これ か ら 理 解 で きる と 思い ます が , 
FSK や PSK の よう な C 級 の 電力 増 
幅 は で きま せん 。 SSB で よく つか 
われ る 直線 増幅 器 ( リ ニア アン プ ) 
で な けれ ば な り ま せん 。 

し か し , SSB で 扱わ れる 程度 の 
ひずみ は , せい ぜ い 一 225 一 一 30dB 
程度 で ある た め , 誤り 率 を 重視 す 
る の で あれ ば , AM 系 の 発生 装置 ご 
と に 増幅 を 行い , 最後 に 合成 する 
方 法 が ひずみ が 少な く 有 利 と いえ 
まま 。 

APSK の 具体 的 な 応用 は , 16 値 
APSK と し て G3 フ ァ ッ クス で 使わ 
れ て いま す 。16 値 APSK は 16 相 PS 
K に 比べ て , 約 1.7dB の 少な い 電 力 
で 済み ます 。 


10.FM 音 声 通 信 に 変わ る ディ 
ジタル 通信 
ディ ジタル 通信 は , 画像 デー タ 


エレ クト ロニ クス ライ ブフ 


< ーー 昌和 


【15】 
16 値 APSK の 
調 


(a) 直交 振幅 変調 合成 方 式 


を 含む 一 般 デ ー タ 通信 と , 有線 回 
線 や 専用 マイ クロ 回 線 で 使わ れ て 
いる の が ほとん ど で す 。 最近, 移 
動 無線 の 分 野 に お いて も ディ ジ タ 
ル 化 が 試み られ て いま す 。 一般 に 
移動 無線 は , VHF 一 UHF 帯 の 周波 
数 を 使っ て いま す 。 

現在 使わ れ て いる 電波 型式 は 。 
ほとん ど FM 系 の も の で , チャ ネル 
・ ス ペー シン グ も 25kHz か ら 12.5k 
Hz に 狭く な っ て きま し だ た 。 そう い 
っ た 環境 の 中 で , 音声 を サン プリ 
ング し て で きた な た 2 値 化 信号 を 。 
の まま FSK や PSK の 変調 を する 
と , 膨大 な 周波 数 淀 域 が 必要 に な 
っ て し まい , 現行 の FM 通信 と 置き 
震え を て し まう こと は 不可 能 に な り 
まま 。 

し か し , 公衆 通信 (自動 車 電話 
な ど ) や 公安 通信 の 内 容保 護 の 点 
か ら , 秘話 を 目的 に し た 通信 方 式 
の 開発 が 急務 に な っ て きま し た 。 

そこ で 変調 技術 と 共に 重要 な 技 
術 は , 音声 の 符号 化 技術 で す 。 符 
号 か の 方 法 は いく つか あり ます が , 
移動 通信 用 に PCM, DM( デ ル タ 変 
調 ), ADM( 適 応 デ ル タ 変 調 ), Log 
PCM, DPCM な ど が あり ます が , 
符号 か 速度 や 誤り 率 の 点 か ら , 現 


7. 7 の 98 ぐ 


16 値 APSK 
出力 


(b) 重 崇 変 調 方 式 


隣接 チャ ネル 漏えい 電力 


99 電 カ 


GMSK (Bb T0.25 ) 


Tamed FM 


推 定 値 癒 域 幅 
ー65dB 


4 値 FM 


ー75dB 12.00kHz 


PLL 4 相 PSK 


ー63dB 13.36kHz 
Fs 12.56kHz 


【 表 1】 スペ クト ラム 占有 帯域 特性 


在 で は ADM 方 式 が 一 般 的 で す 。A 
DM を 使っ た 専用 IC も 多く 作ら れ 
て いま す 。 

元 に 返っ て ベー ス ・ バ ンド (音声 ) 
変調 は , ADM 方 式 と し て 搬送 波 変 
調 方 式 は どれ が よい の で し ょ うか 。 

電波 技術 審議 会 な ど で も GMSK, 
Tamed FM, 4 値 FM, PLL 4 相 
PSK な ど が 検討 され まし た 。 占 有 
帯域 や 誤り 率 ( 静 , フ ェ ー ジ ング を 


含む 動 特性 ), チ ャ ネル 干渉 特性 は , 
ほとん ど 同 じ よ うな 値 を 示し て い 
ます が , あえ て 評価 すれ ば 4 値 FM 
が すこ し 良い よう に 思い ます 。 
また , ハー ド の 面 か ら 見 て も 周 
波数 検波 が で きる こと を 考え る と 
有利 か も し れ ま せん 。 
最後 に これ ら の 比較 資料 を 表 1 
に 載せ て お きま す 。 
(八重 洲 無 線 帆 技術 部 ) 
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パル ス ダ イ ヤル 


電話 機 は , 2 本 1 組 の 通信 回 線 で 交換 機 に 接続 さ 
れ て いま す 。 し た が っ て , 相手 の 電話 番号 を 指定 す 
る 機能 と , 通話 する 機能 と を , この 2 本 の 線 で 実現 
し な く て は な り ま せん 。 そ の も っ と も 古い 方 法 が , 
この パル ス ダイ ヤル 方 式 な の で す 。 一般 に 電話 の 送 
受話 器 を フッ ク か ら 持 ち 上 げ る と , 電話 回 線 に は 24 
V 程 度 の 直流 電流 が 流れ ます 。 こ の 電流 は , ダイ ヤ 
ル を 回 すこ と に よっ て 断続 され , た と えば “3 の 
数 字 を 回 す と , 回 線 の 電流 は 3 回 断続 きれ ます 。 こ 
の 断続 で 発生 し た パル ス の 数 を 変換 機 が 数 えて , 相 
手 の 電 話 番 号 を 知る の で す 。 こ の よう に , ダイ ヤル 
の 回 転 で 電話 回 線 に 流れ る 直流 電流 を 断続 し て 相手 
の 電話 番号 を 指定 する 方 式 の こと を , パル ス ダ イ ヤ 
ル と 呼ん で いま す 。 通話 中 ダイ ヤル を 回 す と , 大 き 
く ボ ツボ ツ と いう 音 が する の で すぐ わか り ま す 。 見 
掛け は プッ シュ ボタ ン 式 で も , 内 部 回 路 は パル ス ダ 
イヤ ル 式 の 電話 機 が ある の 
EE 義 に まし ょ う 。 


0 も | ・ 
バッ クア ッ プ 


電子 回 路 の 直接 の 電源 は 
直流 で す が , 一 般 的 に は 商 
用 電源 の 交流 を 整流 し て 電源 を 得 て い ます 。 し た が 
っ て 万 一 , 商用 電源 が 停電 し た 場合 に は , な ん ら か 
の 手段 で 直流 を 供給 し て や る 必要 が あり ます 。 そ の 
も っ と も 一 般 的 な 方 法 は 。 あら か じ め バ ッ テ リ を 用 
意 し て お き , 停電 し た ら 自 動 的 に 電源 を バッ テリ 側 
に 切り 替え る 方 法 で , これ が 広い 意味 に お ける バッ 
テリ バッ クア ッ プ で す 。 し か し , 回 路 全体 を 継続 的 
に 動作 させ る だ け の 容量 の バッ テリ を 用 意 す る の は 
たいへん な の で , 重要 な 部 分 だ け に 限定 し て バッ ク 
アッ プ す る 方 法 が よく 用 いら れ ま す 。 た と えば , パソ 
コン の 使用 中 に 停電 し た 場合 , RAM の メモ リー 内 容 
さえ 消え な けれ ば , その 被害 は 最少 限 で 済み ます 。 
そこ で , RAM 部 分 に だ け バ ッ テ リ を 接続 し た り , バ 
ッ テ リ 組み 込み 済み の RAM ボ ー ド が 出現 し まし た 。 
これ が 狭い 意味 に お ける バッ テリ バッ クア ッ プ で す 。 
少 消費 電流 で は スー パー キャ パシ タ も 使わ れ ま す 。 
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白土 義男 


トー ンダ イヤ ル 

別名 。 ブッ シュ ボタ ン 式 な ど と も 呼ば れ て いま す 。 
フッ ク か ら 送 受話 閉 を 持ち 上 げ る と , 電話 回 線 に 直 
流 電流 が 流れ る と ころ まで は パル ス ダ イ ヤル 式 と 同 
じ で す が , 押し ボタ ン を 押す と , ピッ , ポッ , パッ 
と 音 が 聞こ を えま す 。 こ れ は , それ ぞ れ の 番号 に 対応 
し て , 高 ・ 低 2 種類 の 周波 数 の 組み 合わ せ 音 が 発振 
され る か ら で す 。 こ の 発振 周波 数 は , 低音 が 697Hz 
ー941Hz 間 に 4 種類 , 高音 が 1209Hz 一 1633Hz 間 に 4 
種類 , 両者 の 組み 合わ せ で 16 種 類 の 数 字 を 使う こと 
が 可能 で す 。 し か し 現在 は , 0 一 9 の 数 字 , お よび 
*。 韻 の 記号 , 計 12 種 類 だ けが 使わ れ て いま す 。 こ 
の 2 種類 の 周波 数 の 組み 合わ せ 音 は , 通話 音声 と 同 
じ よ うに 直流 電流 に 重畳 し て 交換 機 に 送ら れ , 交換 
機 は それ を 受信 し て 相手 の 電話 番号 を 知り 。 その 回 
線 を 探し て 接続 する わけ で す 。 モ デム に 接続 する と 
き は , 必ず トー ンダ イヤ ル か パル ス ダ イ ヤル か を 指 
定 し な けれ ば な り ま せん 。 


ん アント ロー 多 ス 


知識 


無 停電 電源 装置 


ナー デバ ダ タプ テ ダー 
2 パワー・ サ プラ イ (UPS) 
と も 呼ば れ ま す 。 こ の 名 称 か ら も わか る よう に , 停 
電 , 瞬間 的 な 電圧 降下 な ど , 電源 に 関す る あら め ゆる 
トラ ブル に 関係 な く , つね に 安定 し た 交流 電源 を 電 
子 設 備 に 供給 する 電源 装置 の こと を いい ます 。 

この UPS の 回 路 構 成 は , AC100V の 商用 電源 を 直 
流 に 変換 する 整流 回 路 , バッテリ , お よび 直流 を AC 
100V に 変換 する DC/AC コ ン バ ー タ か ら 成 り 立 ち , 
コン バー タ の AC 出 力 側 に 電子 設備 を 接続 し て 使い ま 
す 。 つ まり , 商用 電源 に よっ て 常時 バッ テリ を 充電 
し な が ら , その バッ テリ の 出力 を DC/AC コ ン バ ー タ 
に 供給 し , AC100V を 得 て い る の で す 。 こ の 場合 , 
バッ テリ と し て は 12V が 使わ れる こと が 多く , 整流 
回 踏 の 直流 出力 電圧 は 約 13.8V 程 度 で す 。 現 在 多 く 
の メー カー か ら か な り 大 容量 の も の (1 一 500kVA) が 
発売 され て いて , 持続 時 間 は 数 10 分 以下 と な っ て い 
ます 。 


エレ グ クト ロニ クス ラプ ブフ 
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> be 本 
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海外 か ら 日 本 向け 日 本 i。 が 送 フ テ ジ ュ ユール 


時 間 : 日 本 時 間 周波 数 :kHz 87 年 11 月 20 日 現在 


ラジ オ 韓 国 (ソウ ル ) ラジ オ ・ オ ー ス トラ リア 
06:00 一 08:00 | 5.975 19:00 一 20:00 | 11.800 9.760 
10:00 一 12:00 | 7.275 5,.975 21:30 一 22:30 | 11.800 9.710 
17:00 一 19:00 | 7.275 5.975 トラ ンス ・ ワ ー ル ド ・ ラ ジオ ・ バ パシ フィ ッ ク (クア ム 島 ) 
20:00 一 22:00 | 6.165 6,.135 1.170 06:00 ニ 07:00 | 11840 
24:00 一 01:00 891 
Pr ー 3 20:00 一 21:00 9,820 
FEBC ラジ オ ・ イ ンタ ー ナ ショ ナル (韓国 ・ 済 州 島 ) 
21:00 一 22:30 9.780 
21:30 一 22:45 | 1.566 8 6 の 
アド ベン ティ スト ・ ワ ー ル ド ・ ラ ジオ ・ ア ジア ( グアム 生 
夫人 才 送 (ピュン a) 06:00 一 07:00 | 11.700 [ 
06:00 一 07:50 | 11.780 9.650 9.505 3.250 783 6 0 % 
の つの ょ ・ Ss e 人 を っ の い を 材 舟 北 篤 )/ 門 カム 予 島 デ 
19:00 一 14:50 | 11.780 9.650 9.505 3.250 783 23:00 一 24:00 7.365 ビー ニー ここ 
18:00 一 23:50 6.540 3.250 783 英国 放送 協会 (BBC ) すべ て 東 ア ジア 中 継 
北京 放送 局 06:45 一 07:00 7,160 5,965 
06:30 一 06:55 | 7,480 7.295 4.960 3,.960 1.044 20:00 一 20:45 | 7,180 5,995 
18:30 一 00:25 | 7.480 7.295 4.960 3.960 1.044 ドイ ツ 海 外 放 送 (DW) (A: 中 継 用 の マル タ 向 送信 ) ] 
自由 中 国 の 声 (人 北 ) 20:00 一 20:50 | 13,790 11.865 11,825 
06:00 一 07:00 | 15.345 11.745 7.130 マル タ 中 継 15.185 11.865 9,640 
20:00 一 21:00 まま BiirVeLdB | スリ ラン カ 中 継 (休止 ) 
23:00 一 24:00 | 11.745 7.130 バチ カン 放送 局 
ー だ っ ゆ > se べべ 1 e マラ | で 
ジル サ ビン 9 06:45 一 07:00 | 11.830 9.615 6.015 
09:00-09:25 | 15.270 9.730 19330ー19745: | 17.865.-18.190 
21:00 一 21:25 9.500 7.190 - 
H モス クワ 放送 局 
ベト ナム の 声 
07:00 一 07:30 | 9.780 7.340 5.960 1.251 720 
06:30 一 07:15 | 12.020 9.840 
21:0021:45 | 12020 9840 18:30 一 21:00 | 7.340 7,115 6,.165 6,050 6,020 
ea 5.950 5.940 5,.920 4.810 1.251 
* 3 1 - 720 630 
ラジ オ ・ タ イラ ンド 
「 アナ 21:00 一 22:00 | 7.340 7,270 6,165 6.060 6,050 
ーーーーーーー 6,.020 5,950 5.940 5.920 4810 
イン ド ネ シア の 声 1251 720 630 
20:30 一 21:00 | 11,790 23:00 一 24:00 7.340 7,.270 6,.060 4.810 1.251 
スリ ラン カ 放 送 協会 720 630 
月 ・ 金 上 アル ゼン チン 海外 放送 
20:00 一 20:15 | 17.850 15.120 11.835 19:00 一 20:00 | 11.710 
避 ュ ユー・ ラ イフ ・ ス テー ショ ン (米国 ・ ア デア ラスカ) アン デス の 声 (エク アド ル ) 
23:00 一 24:00 | 7.355 20:30 一 21:00 | 9,.715 6.075 
フラ ッシュ ニュ ー ス 揚 便 小 本 3 身 朱 唱 アン デス の 声 (呼出 符号 HCJB。 エク アド ル ** 
1 
3 キト ー 市 ) は 上 表 の ほか 南米 向け に も 日 本 語 で 放 
日 英国 東 ア ジア 中 継 局 (香港 ) は 11 月 9 日 朝 か ら 送 。07:00 一 08:00 : 15.295。11.835kHz。 
送信 周波 数 の 一 部 を 変更 。5,965kHz は 06:30 一 07: 唱 標 準 電波 JJY で 放送 し た 電波 警報 は 10 月 5 日 一 28 
に 放送 (06:45 一 07:00 は 日 本 語 番 組 )。07:45 一 日 N (正常 ), 28 一 29HU (や や 不良 ) 29 日 一 11 月 


09:30 の ワー ルド 


・ サ ービス ( 英 


( 新 周 波数 ) と 15,435kHz。 


プ g7. 7988 


語 ) は 11.945kHz 


3 日 N, 3 一 5 日 U, 5 一 20 日 N, 警報 は 10 分 毎 に 時 刻 
と と も に モー ルス 符号 で 放送 。 


7Z$ 


電子 回 路 こ と ノイ ズ 対 策 


エレ クト ロニ クス の 性 能 の 高度 化 ま た その 発展 は , 
目 を 見 は る も の が あり ます 。 増幅 素子 は トラ ンジ ス 
タ か ら 1IC, LSI と 高 定 度 化 さ れ , また いろ いろ な 機 


と と も に , ノイ ズ が いろ いろ な 形 で 害 を 出す よう に 
な っ て きま し た 。 ノ イズ に も いろ いろ な も の が あり , 
ここ で は 基本 的 な 解説 か ら . その 対策 まで 詳細 に わ 


只 に も 使わ れ て き て お り ま す 。 一方, これ ら の 発展 だ た り 紹 介 し ます 。 
* * * 

1 . 電子 回 路 の ノイ ズ , その 発生 回 路 と 基本 対策 5 . 放射 性 ノイ ズ と 対策 
2 . アナ ログ 回 路 の ノイ ズ 対 策 6 . ノイ ズ 対 策 の た め の 部 品 
3 . ディ ジタル 回 路 の ノイ ズ 対 策 7 . ノイ ズ と シグ ナル を 考察 する 
4 . アナ ログ ディ ジタル 混在 回 路 の ノイ ズ 対 策 8 . ノイ ズ の 測定 と 試験 法 
監修 金 新年 お めで と う ご ざ いま す 。 は まし ょ う 。 オーデ アキ や 人 は > の 2 義 
NHK 放 送 技術 研究 所 長 大 川 | 雅彦 や くも 1988 年 と な っ て し まい まし た 。 タル オー ディ オ と し て の DAT の 発売 
編集 願 問 昨年 の 1 年 間 を ふ り 返 っ て み ま す と 。 と CD の 高級 化 , ある い は CDV な ど で 

5 エレ クト ロニ クス 界 の 話題 は ビデ オ す 。 パソ コン で は , パソ コン 通信 と 関 
HK 方 衣 下 目下 方 計 古 質 化 多 機能 化 。 そ し て メデ 連 の 周辺 装置 の 充実 で し た 。1988 生 
AM 高 橋 道 清 。 , ア と し て の 第 1 弾 、 NHK の 衛星 放 は どう いう 動き と な り ま し ょ うか 。 
NHK 党 符 愉 記 長 中 川 。 進 。 ※ と その 受信 レス テム の 発売 で あり 楽し み で す 。 
編集 委員 @ バ パック ナン バー の お 知ら せ 
NHK 放 送 技術 研究 所 朋 原 正 雄 バッ ク ナ ン バー の 在庫 は , 月 号 に 、 "87 年 1 月 号 特集 実験 で 学ぶ メカ トロ ニク ス 技 術 入門 
NHK 上 送 技研 究 所 大 関 健 二 よっ て 違い ます が 、 佑 少 で す 。 和 確実 8 月 特集 DAT 折 ス 円 
NHK 放 送 技術 研究 所 竹 ヶ 原 俊幸 ” に 入手 し て いた だ くに は , 予約 購読 MR 
NHK 大 技研 究 所 早 川 史 郎 を お 勧め し ます 。 な お , バッ ク ナ ン ee 
wewmn 。 近 尊 加護 ペー ご WOZG HE 
kmmmn 石田 武 久 の 34 ご EX くだ きい 1 
NHK 制 作 技術 局 佐 藤 茂 "86 年 NE he 9 12 月 号 特集 特集 16 ビ ッ ト パ ソコ ン 用 拡張 ポー ド の 製作 
we 
NHK 視 聴 者 広報 室 中 村 宏 人 か 生か Po 

12 月 号 特集 高周波 回 路 の 実際 と 応用 
ーー 1988 年 1 月 号 通巻 665 号 
ルケ た フグ 
定価 650 円 〒75 直接 ご 購読 の し お り 


編集 ・ 発 行 日 本 放送 出版 協会 


〒150 東京 都 渋 谷 区 宇田 川町 41-1 


会 03-464-7311 (代表 ) 
編集 内 線 279 一 280 
販売 内 線 234 一 237 


】Z6 


印刷: 大 熊 整 美 堂 ・ 
製 本 : 石津 製本 


音羽 整 版 


ご 近所 の 書店 に 本 誌 が な い 場 合 , ま 
た , 子 約 購読 を 希望 され る 際 は , 本 社 
に 直接 「 カ ワ セ 」 ま た は 「 振 替 口 座 ( 東 京 
1-49701) 」 で (送料 込み で ) ご 注文 くだ さ 
い 。 な お , 年 間 予 約 の 場合 の 購読 料金 
は , 8,100 円 (送料 込み ) で す 。 


エレ クト ムロ ニク スラ イフ 


Model1OOP 


DMM / ス コー プ 

本 体 価格 \|36,000 
専用 プリ ンタ ー \38,000 
専用 ケー ブル \6,000 


つき と 、 流 形 表 示 。 
は っ 8 ブル ルト 


pMM/SCOPE 20okhzx 1O0P 


AUTO AGOE 
DiM 


ACZpC 
1P ち 7 な 


2 
プー 

っ 

綴 VERTICAL 


2 


新しい 「 デ ジ 丸 くん 」 は 測定 結果 を ハー ドコ ピー で 確認 で きま する 


新 感覚 の ハン ディ 計測 器 と し て 好評 の 「 デ ジ 丸 くん 」 に プリ ント 

アウ ト 機能 が 装備 され た 仲間 が 加わ り ま し た 。 専用 小型 サー 

マル プリ ンタ ー を 使っ て 、 波 形 お よび 設定 値 が 自由 に プリ ント 

アウ ト 。 測定 デー タ の ハー ドコ ビー を も と に 報告 書 を 作成 し た り 、 

また 修理 明細 書 に 添付 し た り と 、 応 用 も いろ いろ 。 内蔵 メモ リ 

と 合わ せ て 波形 の 記録 ・ 保 存 に も 大 変 便利 で む 

新しい 「 デ ジ 丸 くん 」 は あら ゆる 分 野 で ワイ ド に 活躍 し ます 

較 特 長 

依 ホ ー ル ド さ れ て いる 波形 や バン ク メ モ リー に 記憶 され て いる 
波形 も ワン タッ チ で プリ ント アウ ト 。 


例 小 型 (軽量 の た め 持ち 運び も 簡単 。 

@ AC ア ダフ ター を 凌 備 。ACI00V で の 動作 も 可能 。 

@ 直 流 / 交 流 電 圧 ・ 直 流 / 交 流 電流 ・ 抵 抗 / ロ ー パ ワー 抵抗 
が 測定 可能 。 

@ 大 容量 メモ リー で 、 最 大 4 波形 まで 記憶 可能 。 

@ メカ 制御 波形 を スト レー ジ 表 示 可 能 。 

@ バッテリ ー 動 作 で AC ラ イン と 完全 分 離 。 

@ 強 電界 磁界 中 で の 使用 も OK。 

@DMM 部 と オシ ロス コー プ 部 は 完全 独立 。 

@ 専用 プリ ンタ ー は Ni-Cd 電 池 を 内 蔵 。 


ドコ 
_ _- た こら 計 ジア 
圏 お 問い 合わ せ は … 本 社 ・ 国 内 営業 部 横浜 市 港北 区 綱島 東 2-6-33 TEL(045)541-2122 代 リー ダ 電子 株 式 会 社 
大 阪 営業 所 (06)54|-212| 代 信 北 関東 営業 所 (0285)27-533I 代 久 仙 台 営 業 所 (022)236-2345 代 欠 東 海 営業 所 (0534)64-9I2I 代 念 福 岡 営業 所 (092)552-7117 代 
@ 韓 国 代理 店 ・ サ ービス セン ター 世 安 商事 812-8945 台湾 代理 店 ・ サ ービス セン ター 信 裕 電 業 股 侵 有 限 公司 (02)581-3166 


エレ クト ロニ クス ライ フ 通巻 665 号 


高い デー タ 信 頼 性 

16 ビ ッ ト CPU コ ント ロー ル に よる DSP (デジ タル ・ シ グ ナ ル ・ プ ロ エ セッ サ ) 
技術 を 駆使 し し アナ ログ 部 と デジ タル 部 を 分 離さ せ た 新 開発 2 チッ プ 構 
成 モ デム LSI を 採用 し 、 高 い デ ー タ 信頼 性 を 実現 し まし た 。 


CCIT ヤ BELL 両 規格 に 準拠 

日 本 と 上 ヨーロッパ で 使用 きれ て いる CCITT 規 格 と アメ リカ で 使用 きれ 
て いる BELL 規 格 の 両 規格 に 準拠 。 国 際 電 話 回 線 を 使っ た ダイ レク ト 
コー ル な ど 、 全 世界 的 な ゲー タ 通 信 が 可能 で す 。2400bps 全 二 重 (CCITT V 
22bis) 1200bps 全 二 重 (CCITT V.22/BELL212A) 300bps 全 二 重 (CCITT V.21/BELL103) 


HayeS“" 社 AT コマ ンド コン パチ ブル 。 
世界 的 に 標準 と な りつ つ あ る Hayes 社 の AT コマ ンド に 準拠 。 国内 外 の 
多く (の AT コマ ンド 対応 の ソフ ト が 幅広 く 使 用 で きま す 


ーー 
AA 型 (自動 移 着信 ) NCU に 加 ぇ 、 デ ー タ スイ ッ チ に よる マニ ュ ア ル モ ー 
ド を 採用 。 一 般 回 線 、 自 営 回 線 、 交 換 生還 PS 
や 、 2 ハン デイ ター ミナ ル 、 ッ パソ コン な ど へ の 
訂 応 が 可能 で す 。 

モデ ム の 名 設定 値 を 不揮発 性 メモ リー に 記憶 。 
AT コマ ンド に よっ て 設定 され た モデ ム の 各 設 定 値 を 不揮発 性 メモ リー 
に 保存 。 電 源 を 切っ て も 設定 値 が 消 を える こと が あり ませ ん 。 


@ 着 信 時 自動 スピ ー ド 設定 但 ACI00V 電 源内 蔵 倫 ス チー ル 製 キャ ビ ネ ャ ビ ネ ッ ト 使用 
@ 自動 イコ ライ ゼー ショ ン 旬 非 同期 / 同 期 の 両 モ ー ド 内 蔵 介 リモ ー ト デジ タル 、 ロ ー カ ル 
アナ ログ ルー プ バ ッ ク テ スト 機能 但 RS-232C と ケー ブル ・ 電 話 回 線 用 モジ ュ ラ ー ケ ー ブ ル 
を 付属 令 ボ リュ ー ム 付き モニ ター スピ ー カ ー 内 蔵 


昭和 63 年 | 月 | 日 発行 


(毎月 | 回 | 日 発行 ) 昭和 ZI 年 12 月 27 日 第 三種 郵便 物 認可 


ど -42Z40C 


互選 . ロ ロロ 技術 適合 認定 番号 S87-2II6-0 


HeyeSS 社 AT コマ ンド に コン バチ ブル 。 さら に 
進化 し た イン テリ ジェ ント モテ ム 。 新 発 売 


\ ら 呈 , ロ ロ 


技術 適合 認定 番号 S87-2117-0 


PV47200K 


@CCITT(V.22、V.21) BELL(212A、103) に 準拠 借 1200/300bps 全 二 重 念 便利 な イン テ 
リジェ ント 機能 + マニ ュ ア ルモード 久 着 信 時 自動 スピ ビード 設定 俺 各種 ター ミナ ル と の 接 
続 を 可能 に し た 豊富 な ディ ッ プ スイ ッ チ 人 ACI00V 電 源内 蔵 借 スチ ー ル 製 キ ャ ビ ネ ッ ト 


通信 ソフ トウ エア (!2 月 発売 予定 ) 


Super lalk 上 2 言 ao 


IMMUNICATION TERMINAL SOFT 


PV-A2400/PV-A1200MkII PV-A1200 用 
NEC PC-980IE/F/VF/VM/VX 用 (5 イン チ 2DD 版 ) 
NEC PC-98LT 用 (3.5 イ ンチ 2DD 版 ) 


カタ ログ の 請求 は 工 110 東京 都 台東 区 上 野 1-11-9 ア イワ 株 式 会 社 宣伝 誠 デ ー タ ベー ス 係 まで 旬 製 品 に 関す る お 問合せ は 、 谷 03(827)3620 ま で 


日 本 放送 出版 協会 
補 150 東京 都 渋谷 区 宇田 川町 4 一 1 


雑誌 11941-1 T4911194101656 


容 (03) 464-7311 (代表 ) 


Printed in Japan 


定価 650 円 


